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第一章★★★狩人の誇り







１




　ルウ家の集落で開かれた親しん睦ぼくの祝しゆく宴えんを終えて、その翌日に《ギャムレイの一座》がジェノスから姿を消したことによって、俺おれたちは完全に日常へと回帰していた。

　もう太陽神の復活祭からは半月ばかりも過ぎ、宿場町にも平へい穏おんな日々が戻もどってきていたというのに、俺たちはまだどこかでお祭り気分の最後の余よ韻いんを引きずっていたように思う。それはきっと、期待にあふれた親睦の祝宴を控ひかえていたことと、そして《ギャムレイの一座》が森辺の集落に居残っていたことが、最大の要因であったのだろうと思われた。

　特に《ギャムレイの一座》というのは、俺にとってお祭り騒さわぎの象しよう徴ちようのような存在であった。何となく、復活祭の浮うきたった雰ふん囲い気きというのは、彼かれらがジェノスにやってきたことによって完成されたようにすら思えてしまうのだ。

「アタシらもぞんぶんに楽しませていただいたからねェ。できることなら、来年も復活祭の時期はジェノスにお邪じや魔まさせてもらいたいと思ってるよォ」

　そんな言葉を最後に残して、ピノたちはジェノスを去っていった。ピノ以外の座員たちとはそこまで交流を重ねる機会があったわけでもないのだが、森辺の集落を後にする七台の荷車を見送りながら、俺はたとえようもない寂せき寥りよう感を噛かみしめることになってしまったのだった。

　ともあれ、いつまでも感傷にひたってはいられない。祝宴の翌日だけはしっかりと休み、十分に英気を養った後、俺たちは敢かん然ぜんと日常に回帰した。青空食堂をオープンしたことによって、俺たちは毎日八百食分の料理を売りさばけるぐらいのお客を迎むかえているのだ。その商売に不備が出ないよう、俺たちは毎日を懸けん命めいに過ごしていた。

　そんな中、ずっとルウ家の屋台を手伝っていたアマ・ミン＝ルティムが、義ぎ妹まいたるモルン＝ルティムにその役を譲ゆずることになった。ついにご懐かい妊にんの話をみんなに打ち明け、宿場町の仕事を休むことになったのだ。

　森辺の女衆は、お腹なかが大きくなっても可能な限りは家の仕事を果たし続ける。が、やっぱり振しん動どうの激しい荷車での移動や、大勢の人間が行き交かう宿場町での仕事は、不測の事態を招きかねないということで、リィ＝スドラと同様に早い段階から自じ粛しゆくすることになったのだった。

　沈ちん着ちやくで、穏おだやかで、何があってもなかなか心を揺ゆらすことがないという点において、アマ・ミン＝ルティムとリィ＝スドラはよく似ていたように思う。そんな二人が立て続けに宿場町の商売から手を引いてしまうというのは少なからず痛手であったが、あとに残されたメンバーだって立派に仕事は果たせているし、その代役として参加したモルン＝ルティムやユン＝スドラにも、不安を感じる要素はない。俺たちは、子宝を授さずかった二人に惜おしみない祝福の言葉を捧ささげつつ、これまで以上に頑がん張ばっていくしかないだろう。

　余談だが、この報告を受けて、ダン＝ルティムは男泣きに泣いていたらしい。すでにルティム本家の次じ兄けいは子を生なしていたが、やっぱり長兄で、しかも森辺においてはずいぶん婚こん期きの遅おくれていたガズラン＝ルティムであったので、ダン＝ルティムとしても喜びはひとしおであったに違ちがいない。そんなエピソードを人づてに聞いただけで、俺まで胸が熱くなってしまった。

　そうして親睦の祝宴から七日ほどが過ぎ去って、銀の月の十七日である。

　宿場町での営業終しゆう了りよう後、俺はファの家で近在の女衆とともに翌日の商売のための下ごしらえに励はげんでいた。

　もっとも、下ごしらえをしているのは俺とトゥール＝ディンとユン＝スドラの三名のみであり、残りの女衆はカレーの素や乾かん燥そうパスタの作製に取り組んでくれている。復活祭以降も『ギバ・カレー』と『カルボナーラ』を定番メニューとして残すには、こうした彼かの女じよたちの協力が不可欠なのだった。

　それらの作業が完かん了りようしたのちは、ファの家の晩ばん餐さんをお手本として、みんなに調理の手ほどきをする予定になっている。復活祭の間はバタバタしていたので、ようやく俺もガズやラッツやその眷けん族ぞくの人々とも腰こしを落ち着けて新しい交流を重ねていく機会を得られたのだった。

　ルウ家における勉強会というのも宿場町で商売を続けていくにあたっては非常に重要なものであったが、こうして小さき氏族の人々に美味なる食事の素す晴ばらしさを伝えていくというのも、同じぐらい大事なことだろう。よって、俺はルウ家における勉強会とファ家における調理の手ほどきを、一日置きに実じつ施ししていくことに決定していた。

　本日は宿場町での商売を手伝ってくれている五名の他に、フォウやランやリッドなどからも六名の女衆が集まって、それぞれの仕事に励んでくれている。ファの家の裏手には石造りのかまどが新しく四つも増設され、革かわ張ばりの屋根も三倍ぐらいの大きさに拡張されたので、さながら青空食堂ならぬ青空厨ちゆう房ぼうといったたたずまいである。

　そんな青空厨房に時ならぬ歓かん声せいがあがったのは、そろそろ商売の下準備も完了しようかという頃ころ合あいのことであった。昨日から狩人としての仕事を再開させたアイ＝ファが、巨きよ大だいな獲え物ものをひっかついで帰き還かんしてきたのである。

「うわあ、とても見事なギバね、アイ＝ファ」

　愛息を足もとにまとわりつかせたサリス・ラン＝フォウがそのように呼びかけると、アイ＝ファはいささか苦しげな声で「うむ」と応じてきた。それもそのはずで、そのギバは重量百キロもあろうかという大物であったのだ。ギバの後ろ足にフィバッハの蔓つる草くさを巻きつけて、それを背中にかついだアイ＝ファは、全身が汗あせだくになってしまっていた。

「何だい、そんな馬鹿でかいやつを仕留めたんなら、うちの男衆に声をかけてくれりゃあよかったのにさ。いっつも毛皮をいただいてるんだから、たまにはこっちを頼たよっておくれよ」

　そのように言いたてたのは、年配のラン家の女衆であった。木の根元にギバの巨きよ体たいをおろしたアイ＝ファは、「ふう」と息をついてからそちらに向きなおる。

「しかし、人を呼びにやっている間にギーズやムントが寄ってこないとも限らぬからな。それほど遠い場所でもなかったので、とっとと運んでくることに決めたのだ」

「まったく、大したもんだねえ。こんなでかぶつを、たった一人で仕留めちまうんだからさ」

　他の女衆も、みんな感かん嘆たんの眼まな差ざしでアイ＝ファを見つめていた。森の主ぬしを仕留める仕事で深い手傷を負ったアイ＝ファが、ひと月半ぶりに狩人の仕事を再開させるなり、このような大物を捕とらえてきたのだ。しかもアイ＝ファは女衆であり、なおかつ単独でギバ狩がりに励んでいるのだから、感心するなというほうが無理な話であっただろう。

　そんな中、ひとり思おもい詰つめた面おも持もちをしていたトゥール＝ディンが「あの……」とアイ＝ファの前に進み出た。

「これでアイ＝ファは、狩人の力をしっかりと取り戻したということになるのですよね？　それでしたら……」

「うむ。ようやくレム＝ドムとの約定を果たすことがかなうな」

　アイ＝ファは額の汗をぬぐいながら、静かな声でそのように答えた。アイ＝ファの力が十全に戻ったならば、レム＝ドムと狩人の力比べを行い、その結果によってレム＝ドムの将来が決定される――それはもう、ひと月近くも前から交わされていた約定であったのだった。

　女衆であるレム＝ドムが、アイ＝ファと同じように狩人として生きていくことは許されるのか。ついにその答えが得られるのだ。トゥール＝ディンが「そうですか……」と心配そうに目を伏ふせると、彼女の伯お母ばにあたるジャス＝ディンがその横合いにそっと進み出た。

「それでは、アスタの手伝いを終えた後、北の集落にトトスを走らせましょう。レム＝ドムとの力比べは、明日でかまわないのでしょうか？」

「うむ。レム＝ドムもディック＝ドムも、この日を長らく待ちわびていただろうからな」

　少しでも深刻そうな顔をしているのは、俺とトゥール＝ディンばかりである。その他の女衆は、たとえそれがドム家と血の縁えんを持つディンやリッドの人間であっても、すべては森の意志のままに――としか考えていないのだろう。血の縁を持たないフォウやランなどの人々にしてみれば、なおさらであった。

「ルウの集落のスフィラ＝ザザには、私みずからが伝えてこよう。……その前に、まずはこいつを片付けねばな」

　そのように言いながら、アイ＝ファは狩人の衣ころもを別の木の枝にかけ、腰の短刀を抜ぬき放った。ひさかたぶりに狩人としての仕事を果たせて、さぞかし充じゆう足そくした気持ちであるのだろうが、それをこのような公衆の面前であらわにするアイ＝ファではない。アイ＝ファは黙もく々もくとギバの皮を剥はぎ、その上に取り分けた臓物を積み上げていった。

「……これでどういう結果になるにせよ、レム＝ドムは北の集落に戻ることになるのですね」

　切り分けた肉を木箱のピコの葉の中にうずめながらトゥール＝ディンがつぶやくと、かたわらのユン＝スドラが「そうですね」と応じた。

「レム＝ドムには何度かスドラの家の仕事も手伝ってもらっていましたし、住んでいる空き家も近いので、少しさびしく感じてしまいます。……血族であるトゥール＝ディンなら、なおさらそうなのでしょうね」

「はい」と答えてから、トゥール＝ディンは小さく息をついた。顔をあわせるのは朝方の下ごしらえのときぐらいであったが、トゥール＝ディンは誰だれよりもレム＝ドムと心を通い合わせていたのだ。レム＝ドムの他にもヤミル＝レイやスフィラ＝ザザなど、ちょっと偏へん屈くつであったり強こわ面もてであったりする年長の女衆に好かれるというのは、トゥール＝ディンのひとつの特性なのかもしれなかった。

「でも、いったいどちらが勝つのでしょうね。アイ＝ファが負ける姿というのはちょっと想像がつかないのですが、最近はレム＝ドムもずいぶん雰囲気が変わってきていますし……それで身体からだのほうはレム＝ドムのほうが立派なぐらいなのですから、なおさらわからなくなってしまいます」

　ユン＝スドラは、そのように語っている。俺としても、同様の心情であった。

　しかし何にせよ、すべては明日に決せられるのだ。外野がどのように騒ごうとも、レム＝ドムの運命は変わらない。俺たちにできるのは、その結末が誰かの怒いかりや悲しみを招かぬように祈いのることぐらいであった。

　そうしてアイ＝ファは早々にギバの解体を片付けると、汚よごれた身体を屋内で清め、それからルウ家へとギルルを走らせていった。ルウ家に逗とう留りゆうしているスフィラ＝ザザも、明日の力比べに立ちあうことになるだろう。ドンダ＝ルウも交えてじっくり言葉を交わしてきたということで、アイ＝ファが戻ってきたのは晩餐の準備がすっかり整ってからのことであった。

「今日は、はんばーぐか」

　上座に陣じん取どった家長は、厳げん粛しゆくきわまりない面持ちでそのように述べたてた。

「ああ、しかもひさびさの乾かん酪らくバーグだからな。たまたまだけど、ひと月半ぶりの収しゆう穫かくのお祝いには相応ふさわしい献こん立だてだったんじゃなかろうか」

　ハンバーグをこよなく愛するアイ＝ファであるが、その中でもカマンベールチーズに似たギャマの乾酪を使った乾酪バーグは、とびっきりの大好物であるのだ。それでもアイ＝ファは口もとがゆるみそうになるのを懸命にこらえながら、「うむ」とうなずいている。おたがいに心情は隠かくさないようにと誓ちかい合った俺たちであるが、こういう際には相変わらずのアイ＝ファなのである。

　ともあれ、晩餐をいただくことにした。レム＝ドムのための晩餐はユン＝スドラが運んでいったので、この後は来客の予定もない。普ふ段だん通りの晩餐ではあったが、やはり何となくいつもとは空気が異なっているように感じられた。

「ところで、レム＝ドムとの力比べについてだけど……前にも言っていた通り、必ずしもアイ＝ファが勝つとは限らないんだよな？」

　各種の野菜とキノコのソテーを取り分けながら俺が尋たずねると、アイ＝ファは口いっぱいに頬ほお張ばっていた乾酪バーグを呑のみ下してから「うむ」とうなずいた。

「ただひとたびの勝負であるならば、天地がひっくり返っても私が負けることはなかろう。しかし、丸一日をかけて一度でも勝利すればよい、という条件であるのだから、結果は森の思おぼし召めしであろうな」

「もしもレム＝ドムが、気力か体力のどちらかでアイ＝ファにまさっていれば、最後の最後で勝てるかもしれない、と……うーん、それでも俺はアイ＝ファが負けるようには思えないんだよなあ」

「そうであろうな。私もそう思う」

「でも、それで気力と体力を最後のひとしずくまで振ふり絞しぼることができたら、レム＝ドムも納なつ得とくがいくのかな」

　アイ＝ファは分厚く切られたタンの塩焼きに手をのばしつつ、「私もそう思う」と同じ言葉を繰くり返した。アイ＝ファ自身もまた、レム＝ドムの行く末は森の意志に定められていると信じ、一いつ切さいの感傷を排はいしているようなのだ。

　レム＝ドムが狩人としての資格を得られれば、それはアイ＝ファに続いて森辺で二人目の女狩人が誕生することとなる。そうすれば、アイ＝ファも今よりは肩かた身みのせまい思いをせずに済むようにも思えるのだが、まあ、そのようなことで心を揺らすアイ＝ファではないのだろう。

（もちろん近所の人たちやルウ家の人たちなんかは、のきなみアイ＝ファの狩人としての力量を認めてくれているんだろうけど、ろくに顔をあわせる機会のない氏族の人たちにしてみれば、いまだにアイ＝ファは森辺の習わしに背そむいた異い端たん者しやって扱あつかいなんだろうし……ここで族長筋の眷族であるレム＝ドムが女狩人として認められたら、アイ＝ファを見る目もずいぶん変わってくるんじゃないかなあ）

　俺としては、そのようにも考えてしまう。しかしそんなのは、俺個人の都合であり感傷だ。狩人というのはいつ森に朽くちるかもわからない危険な仕事であるのだから、そんな俺だけの都合でレム＝ドムの勝利を願うわけにはいかなかった。

（ディック＝ドムにしてみれば、たった一人の家族が女衆として生きるか狩人として生きるかっていう瀬せ戸と際ぎわなんだからな。こんなことは、考えるだけでもおこがましいや）

　するとアイ＝ファが、うろんげに目を細めながら身を乗り出してきた。

「何を浮かぬ顔をしているのだ？　ちっとも食事が進んでおらぬではないか？」

「いや、別に。……乾酪バーグのお味はどうかな？」

「……お前が作ったはんばーぐで、しかも乾酪まで使われているのに、不ま味ずくなる道理があるのか？」

　アイ＝ファは、つんと顔を背けてしまう。ひと月半前に肋ろつ骨こつをへし折られて、半月ほど前からリハビリを開始したアイ＝ファであるが、本当にすっかり調子を取り戻せたご様子である。

　仕事を休んでいた間、アイ＝ファはほのかに女性らしさが増した感じがして、本人は肉がついた肉がついたと大いに騒いでいた。実際のところ、俺には外見上の変化などとりたてて見て取れはしなかったのだが、それでもやっぱり狩人としての仕事を再開させたアイ＝ファは、二割増しで凛りん然ぜんとしているように感じられた。

　瞳ひとみの輝かがやきが増しているし、表情もどこか引き締しまっている。何がどうとは説明し難がたいのだが、確かにアイ＝ファというのはこういう存在であったのだと、俺はしっかり再さい認にん識しきすることができた。

（どっちにせよ、魅み力りよく的てきであることに変わりはないけどな）

　いつぞやのようにうっかり本心をもらしてしまわないように気をつけながら、俺はそのように考えた。親しき仲にも礼れい儀ぎあり。心情を隠さない、というのと、心の内を垂れ流しにする、というのは、やはり似て非なる行こう為いなのだろう。

　そんな感じに俺の思考が横道にそれかけたところで、本日の晩餐も無事に終了と相成った。使った食器を鉄てつ鍋なべに放り込み、就しゆう寝しん前の団だん欒らんの時間である。髪かみをほどいて壁かべ際ぎわに座したアイ＝ファは、燭しよく台だいの光の下で「アスタよ」と俺を招き寄せた。

「今日の晩餐は、いつにも増して満足のいく出来であった」

「それは嬉うれしいな。どうもありがとう」

　なんだかアイ＝ファらしからぬ言葉であったので、俺も自然と笑え顔がおになってしまう。が、アイ＝ファのほうは何やらちょっと複雑そうな面持ちであった。

「それでだな、いささかややこしい話があるのだが……聞いてもらえるであろうか？」

「どうしたんだよ、あらたまって？　そんな前置きは、アイ＝ファらしくないぞ」

「ややこしい話なのだから、しかたなかろう」

　唇くちびるをとがらせながら、アイ＝ファも身を乗り出してくる。ちょっと最近ではひさびさの距きよ離り感である。

「つまりだな……私はようやく狩人としての力を取り戻すことができた。お前を家人として招いてから、これほど長きに亘わたって狩人としての仕事を休んだことはないはずだ」

「そうだなあ。左ひだり肘ひじを脱だつ臼きゆうしたときは、たしかひと月もかからずに復活してたもんな」

「うむ。腕うでとあばらでは傷の重みが異なるからな。まるまるひと月もろくに身体を動かせなかったものだから、力を取り戻すのに半月もかかってしまったのだ」

「いやあ、普ふ通つうは休んでいた期間の倍ぐらいは鍛きたえ込まないと、元の力を取り戻せないんじゃないかなあ。森辺の狩人ってのは、本当に大したものだよ」

「それは、お前が力になる食事を毎日準備してくれたおかげであろう。そしてまた、今日は普段以上に私が好ましく思っている食事を準備してくれたのだから、とても嬉しく思っている」

　ならば、どうしてそのようにすねたお顔をしているのだろう。普段よりは距離が近いので、俺のほうは少しだけ心しん拍ぱく数すうが上がってしまっている。

「……私にとって、狩人としての力を取り戻せたことは、きわめて強い喜びであるのだ」

「うん、それは理解できてるつもりだけど」

「……そして家人というのは、その喜びを同じ大きさで分かち合う存在であるべきなのだ」

「うん、もちろんその通りだろうな。……あれ？　俺がそれを喜んでいないとでも思っているのか？」

「そうではない。しかし、レム＝ドムの一件があったためか、お前はそちらのほうにばかり気が向いてしまっている様子だったではないか？」

　それは確かにその通りかもしれない。サリス・ラン＝フォウたちなどは実に感心した様子を見せていたが、俺やトゥール＝ディンは即そく時じにレム＝ドムとの力比べについて気持ちを飛ばしてしまっていたのだ。

「えーと、それでアイ＝ファを不ふ機き嫌げんにさせてしまったのかな？」

「そのようなことで気分を害するほど、私は狭きよう量りような人間ではないつもりだ。しかし、いささかならず物足りなくは思えてしまう」

「そ、それじゃあ、どうしたらいいんだろう？」

　アイ＝ファはうつむき、上目づかいで俺をにらみつけてくる。その唇はまだとがったままであったので、卑ひ怯きようなまでに愛くるしいお顔つきである。

「……私の父ギルであれば、きっと情愛を込めて頭のひとつでも撫なでていたところであろうな」

「あ、頭をですか」

「うむ。しかし、お前は家人だが年長なわけでもないし、その……私たちはみだりに触ふれ合うべき間あいだ柄がらでもないということはわかっている。だから、どうするべきかをお前と論じ合うべきだと思ったのだ」

　論じ合うとは、これ如い何かに。

　可愛かわいいお顔ですねている家長を前に、俺は大いに混乱することになった。

「それは難しい問題だなあ。俺がもっと喜びの感情をあらわにすればいいんだろうか？」

「……そのような真ま似ねが、お前にできるのか？」

「わーい」と、俺は両りよう腕うでを上げてみせた。

　いちおうリミ＝ルウなどを参考に、せいいっぱい無む邪じや気きに振る舞まったつもりである。しかしアイ＝ファの双そう眸ぼうには、狩人としての鋭えい利りな眼光が閃ひらめいてしまっていた。

「……お前を家人として招いてから、これほど腹が立ったのは初めてかもしれぬ」

「それなのに殴なぐらないでくれて、どうもありがとう」

「手加減を忘れてしまいそうだから、必死に耐たえているのだ」

　俺の混乱は深まるばかりだ。何だか、冷ひや汗まで浮かんできてしまった。

「だ、だったらお前が道を示してくれないか？　俺は家人として家長の言葉に従おう」

「……これはファの家の問題であるのに、お前はすべてを私一人に押おしつけようという心づもりか？」

「未熟な俺には、正しい道が見えてこないんだよ。家長として、未熟な家人に道を示してくれないか？」

　この問答を盗ぬすみ聞きしている者でもいたら、いったいどのような顔をするだろうか。しかし、俺もアイ＝ファも真しん剣けんそのものなのだった。

　アイ＝ファは押し黙だまり、しばし視線を足もとの敷しき物ものに落としてから、言った。

「……頭を撫でてみよ」

「はい」

　ぽふっとアイ＝ファの頭に手をのせると、その心ここ地ち好よい温ぬくもりがじんわりと伝わってくる。俺は丹たん念ねんに、その金きん褐かつ色しよくの髪に包まれたアイ＝ファの頭を撫でてみせた。

「いかがでございましょうか、家長？」

「……お前がしぶしぶ従っているのかと思うと、喜びも半減だ」

「別にしぶしぶではないよ。ちょっとドギマギしちまうだけで」

「よし、わかった。撫でるのをやめよ」

　俺がすみやかに手をおろすと、アイ＝ファは厳しい面持ちでにじり寄ってくる。

「やはりこのように形式張ったところで、気持ちを分かち合うことはかなわぬのだ」

「そうだろうな。俺もそう思うよ」

「うむ。……しかし、今日という日は私にとって寿ことほぐべき大事な夜であるのだ。このようなめでたい日に鬱うつ屈くつしたまま眠ねむりに落ちるのは、とても悲しい」

「アイ＝ファが悲しいのは、俺も悲しいよ」

「ならば、この夜だけは感情のおもむくままに振る舞っても許されるのだろうか？」

「……許されるんじゃないかなあ？」

　おそるおそる俺が答えるなり、アイ＝ファは山やま猫ねこのような敏びん捷しようさでつかみかかってきた。俺の心臓がもう少しデリケートなつくりをしていたら、その驚おどろきだけで機能停止していたかもしれない。アイ＝ファは俺の胴どう体たいを抱だきすくめると、これでもかというぐらいの勢いで俺の頬ほおに頭をこすりつけてきた。

「私はこれぐらい嬉しいのだ、アスタよ」

「う、うん、ひと月半も耐え忍しのんできたんだから、それが当然さ」

「お前は本当に、私と同じぐらい喜んでくれているか？」

「ああ、アイ＝ファの喜びは俺の喜びだからな」

　すでに休息の期間が迫せまっているので、ファの家の近辺はギバの数が減ってきている。ゆえに、アイ＝ファは罠わなにギバ寄せの実を使っており、その甘あまい香りが髪や衣服に残ってしまっていた。

　その甘い香りが、ぞんぶんに俺の鼻び腔こうをくすぐってくる。乱気流のように情動をゆさぶられて、俺は目がくらんでしまいそうなほどであった。

「お前と迂う闊かつに触れ合うべきでないのは、わかっている。しかし今こ宵よいは、特別な夜なのだ」

「うん、わかってるよ。アイ＝ファの好きにしろって言ったのは俺だからな」

　俺は左手をアイ＝ファの背に回し、右手でアイ＝ファの頭を抱かかえてみせる。そのやわらかい髪を、今度は情愛を尽つくして撫でてみせると、アイ＝ファは俺の胸むなもとで熱い吐と息いきをもらし、いっそう強い力で抱きすくめてきた。

「俺がひと月半も料理を作れなかったら、間ま違ちがいなく地じ獄ごくの苦しみだろうからな。アイ＝ファがそんな苦しみからようやく解放されたってことがどれほどの喜びか、俺もきちんと思いを巡めぐらせるべきだったよ」

　アイ＝ファは無言で、今度は俺の頬に自分の頬をすりつけてきた。

　もはや俺の心臓は、爆ばく発はつ寸前だ。

　だけど俺は、幸福だった。こんなにアイ＝ファが幸福そうであるのだから、俺が幸福でないわけがないのだ。

　そうして俺たちは、睡すい魔まが訪おとずれるまでおたがいの体温を感じ合い、この夜の喜びを入念に分かち合い続けたのだった。
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　そして翌日、銀の月の十八日である。

　夜明けと同時に起き床しようして、洗い物や薪まき拾いの仕事を片付けてから家に戻ると、そこにはレム＝ドムがいつも通りの様子で待ち受けていた。

「待っていたわよ、アイ＝ファ。でも、勝負は朝の仕事が終わってからなのでしょうね？」

「うむ。アスタも五の刻には家を出るのだからな。それから始めても遅おそくはあるまい」

「ええ、中天の前から日が落ちるまで、たっぷり半日も残されているのですものね」

　この時間は、レム＝ドムも商売の下ごしらえを手伝うのが日課となっているのだ。ただし、それは晩餐を得るための労働であったので、力比べの後は北の集落に戻る予定になっている本日のレム＝ドムには、仕事を手伝ういわれもない。

　しかしまた、本人たちが言っている通り、その後にも時間はたっぷり残されているのだ。たとえ間に休きゆう憩けいをはさむとしても、朝から晩まで力比べを続けることなど、とうていかなわないだろう。ならば、上りの五の刻から日にち没ぼつまででも、決着をつけるには十分すぎるはずであった。

「それじゃあ、始めましょう。アスタ、あなたを手伝うのはこれが最後となるけれど、どうぞよろしくね」

「うん、こちらこそよろしく」

　やはりレム＝ドムは気負っている様子もなく、いつも通りにふてぶてしく微笑ほほえんでいた。

　アイ＝ファどころか俺よりも背の高い、百八十センチはあろうかという長身のレム＝ドムである。その身体は意外に女性らしいラインを描えがいているが、しかし、肩かたや腕には筋肉が目立ち、腹筋などもはっきり割れている。アイ＝ファはもちろん、小こ柄がらなルド＝ルウやシン＝ルウなどよりも質量ではまさっているのではないかと思えるような、逞たくましい体たい躯くの持ち主だ。

　この数ヶ月の鍛たん錬れんで、その体躯はいっそう研とぎ澄すまされている。町の人間であれば、レム＝ドムが女狩人であると聞いても何ら不思議には思わなかっただろう。目め尻じりの切れ上がった大きな目や、高い鼻び梁りようとふくよかな唇、高々と結ゆいあげた黒くろ髪かみに、なめらかな質感をした浅黒い肌はだ――というその面おも立だちも、女性として十二分に美しくはあったが、やはり鋭するどく引き締まっている。弱じやつ冠かん十五歳さいとは思えぬ風格であり迫はく力りよくである。

　しかもレム＝ドムは、この数ヶ月でどこか泰たい然ぜんとした雰囲気をも獲かく得とくしていた。この気配は、ジーダやバルシャとともに野鳥狩りの仕事を始めてからレム＝ドムに備わったものであるはずだった。

　野鳥狩りは早朝に行われるので、危険なギバに脅おびやかされることもない。しかし、森で野鳥を狩かるには、気配を殺したり集中力を高めたりというスキルが必ひつ須すになるのだろう。有り体ていに言って、俺の目にはすでに立派な女狩人に見えてしまうぐらいであるのだった。

　アイ＝ファと並べてしまうと、それはもちろん荒あら削けずりに見えてしまうが、たとえば十三歳の見習い狩人たるディム＝ルティムなどを思い出すと、まったく見み劣おとりはしないように思えてしまう。狩人でも何でもない俺がそのように考えたところで益はないのであろうが、俺にとってはそれが本心であった。

（何にせよ、それだけレム＝ドムが真剣に修練に取り組んできたってことなんだろうな）

　そのようなことを考えながら、俺は商売の下ごしらえに取りかかった。

　すでに他の女衆も集合している。この時間、俺を手伝ってくれるのは、トゥール＝ディンとユン＝スドラ、そして宿場町での仕事にも力を貸してくれる三名の女衆である。今日の当番は、フェイ＝ベイムおよびダゴラとガズの女衆であった。

　レム＝ドムは、フェイ＝ベイムとともに大量のポイタンを焼いてくれている。フェイ＝ベイムにその仕事を手ほどきしてくれたのも、他ならぬレム＝ドムだ。あまりあれこれと手を広げなかった代わりに、レム＝ドムはポイタンの焼き作業に関して指南役をつとめられるほどのスキルを身につけるに至ったのだった。

（そんなレム＝ドムとも、今日でお別れか）

　顔をあわせるのはほぼこの時間帯のみであるが、ずいぶんと長いつきあいである。彼女が初めてルウの集落にやってきたのは黒の月の下げ旬じゆんであったから、もう三ヶ月ぐらいは経過していることになるのだ。

　それからすぐにレム＝ドムはファの家に居い座すわって、ディック＝ドムに三み行くだり半はんを突つきつけられてからは、近所の空き家に移り住んだ。そうしてドンダ＝ルウの意見に従って、いったんドムの家に戻り、ディック＝ドムと協議した上で、再びこの地に戻ってきた。実に波乱に満ちた三ヶ月である。

　最初は手のつけられない乱暴者に思えたレム＝ドムも、すぐに色々な愛すべき美点が見えてきた。トゥール＝ディンと仲良くなったことや、スフィラ＝ザザとの複雑な関係性も、俺から見るとすごく微笑ましい。そして、どれだけ周りに諭さとされても狩人として生きることをあきらめないレム＝ドムは、否いや応おう無なしにアイ＝ファと重なって見える瞬しゆん間かんがあるのだった。

（色んな建前をすっとばしちゃえば、やっぱり俺はレム＝ドムの望む通りに生きてほしいな……ま、すべては森の思し召しか）

　嘆たん息そくがこぼれないよう気をつけつつ、俺は次々と商売のための下ごしらえを片付けていった。手伝いの女衆もだいぶん手て際ぎわがよくなってきていたので、復活祭の頃ころを思えば平和に過ぎるぐらいである。そうして滞とどこおりなく二時間ていどで作業を終えて、仕上げた食材を荷車に積み込んでいくと、ちょうどそのタイミングでスフィラ＝ザザが姿を現した。

「あら、わざわざ見届けに来たの、スフィラ＝ザザ？」

「当たり前でしょう？　そのために、わたしは今日までルウの集落に居残っていたのだから」

　不敵に微笑むレム＝ドムを、スフィラ＝ザザは悩なやましげににらみつける。彼女は同じ北の集落で育ったレム＝ドムの行く末を、たいそう案じていたのだ。ルウの集落でようやくレム＝ドムと再会できたとき、彼女が幼子のように泣きじゃくっていた姿は、今でも俺の心に刻みつけられていた。

　俺がそんな風に考えていると、スフィラ＝ザザがこちらにも強い眼差しを突きつけてくる。

「アスタ、今日までお世話になりました。あなたたちの行状については、過不足なく族長らに伝えさせていただきます」

「はい、こちらこそありがとうございました。宿場町では食堂の仕事まで手伝っていただいて、とても助かりましたよ」

　スフィラ＝ザザとも、今日でお別れとなるのである。けっきょく俺たちには最後まで厳しい態度を崩くずさなかったが、意外に感情の起き伏ふくが激しくて、なおかつ甘あま党とうのスフィラ＝ザザも、俺にとっては好ましい森辺の同どう胞ほうであった。

「それじゃあ、俺たちは宿場町に出発しますので――」

　俺がそのように言いかけたとき、さらに近づいてくる者があった。スフィラ＝ザザは徒歩であったが、今度は荷車を引いたトトスの登場である。その荷車には屋根がなく、そして、その騎き影えいは北の方角から姿を現した。

　トトスはいくぶん黒みがかった羽の色をしている。手た綱づなを握にぎっているのは、頭つきの毛皮をかぶった北の集落の狩人だ。族長のグラフ＝ザザではなく、もう少し若めの狩人であるようで、荷台にはギバの頭骨をかぶったディック＝ドムの姿も見えた。

「おお、力比べはまだ始まっていなかったか。トトスをとばしてきた甲か斐いがあったというものだ」

　豪ごう放ほうなる笑いをふくんだ声で言いながら、名も知れぬ男衆が地面に降り立った。ディック＝ドムのほうは、無言でのそりと荷車から降りる。

　ひさかたぶりに対面した兄と妹は、言葉もなくおたがいの姿を見つめ合った。それを切なげに見比べてから、スフィラ＝ザザがもう片方の男衆をにらみつける。

「ゲオル。どうしてあなたまで、このような場にやってきたのです？」

「どうしても何も、こいつは俺たちにとっても一大事であろうが？　何せ、次代の族長の嫁よめ取とり話にも関わってくることなのだからな！」

　北の集落の狩人であるからして、実に猛たけ々だけしい雰囲気であった。頭つきの毛皮をかぶっているために人相は半分がた隠されてしまっているが、黒い瞳は炯けい々けいと輝いており、口もとには蛮なる笑えみが浮かんでいる。それでも多少なりとも若く見えるのは髭ひげがないせいで、右目の上には大きな古傷が見て取れた。

　ディック＝ドムに比べればひと回りは小柄であるかもしれないが、それでも身長は百八十ぐらいもあり、どこもかしこも肉厚である。ジザ＝ルウやガズラン＝ルティムに負けないぐらいの逞しさであっただろう。

「何を勝手なことを言っているのやら。あなたと契ちぎりの約定を交わした覚えはないわよ、ゲオル＝ザザ？」

　やがて兄の姿から目をそらしたレム＝ドムは、皮肉っぽく口もとを歪ゆがめつつ、俺とアイ＝ファのほうに向きなおってきた。

「このがさつな男はゲオル＝ザザといって、ザザの本家の末まつ弟ていよ。こんな厳いかつい見てくれをしているけれど、スフィラ＝ザザにとっても弟ね」

「ふん！　同じ日に生まれたのだから、姉も弟もない！　それに俺は末弟だが、次代の家長であり族長だ！」

　驚くべきことに、彼はスフィラ＝ザザの双ふた子ごの弟であるようだった。ということは、年ねん齢れいも十六歳ということになるわけだが、ディック＝ドムと同じぐらい貫かん禄ろくはたっぷりである。そして族長云うん々ぬんというのは、すでに長兄と次兄が森に魂たましいを返してしまったため、末弟の彼が本家で一番年長の男衆になってしまったのだという話であった。

「お前のように荒あらくれた女衆が、俺以外の男衆に扱えるか？　いいからとっとと余興は済ませて、俺の嫁よめになる覚かく悟ごを固めるがいい！」

「言われなくても、始めるわよ。ただし、日没まで決着はつかないかもしれないから、そのつもりでね。……ああ、アスタ、こんなのは放っておいて、自分の仕事を果たしてちょうだい」

　すると、ゲオル＝ザザの黒い瞳がうろんげに俺をにらみつけてきた。

「なるほど、お前がファの家に住みついた余よ所そ者ものか。噂うわさ通りの、生白い男衆だな」

　事実上の次期家長ということは、グラフ＝ザザが家を離はなれる際は彼が北の集落に居残っていたのだろう。つまり、俺やアイ＝ファとは正しよう真しん正しよう銘めい、初対面になるわけである。

「そして、お前がファの家の女家長か。ふん……確かに名ばかりの狩人ではないようだ。そのように美しい姿をしているのに、惜しいことだな」

　アイ＝ファは、半眼でゲオル＝ザザをにらみ返している。むやみに容姿をほめたたえる無作法者には、特に過か敏びんなアイ＝ファであるのだ。

「おお、お前はディン家のかまど番だな。この前の宴うたげ料りよう理りは、見事だったぞ！　俺が婚こん儀ぎをあげる際にも、お前の手しゆ腕わんには期待しているからな！」

　トゥール＝ディンは、ちょっと不安そうな面持ちで一礼した。つい最近、北の集落で何やら祝宴があったので、トゥール＝ディンは一日だけ宿場町での仕事を休んで、そちらに出向いていたのである。

「それじゃあ、俺たちは失礼します。そろそろルウの集落に向かう刻限ですので」

　年少の相手とは思えぬ貫禄であるし、俺はスフィラ＝ザザにも丁てい寧ねいな言葉を使っていたので、そのように挨あい拶さつをしてみせた。すると、ゲオル＝ザザが「ああ待て待て！」と大声をあげる。

「ルウの家長に、言こと伝づてだ。城下町の闘とう技ぎ会かいとやらには俺が出向くことに決まったので、そう伝えておけ」

「え？　あれはシン＝ルウが出るのではないのですか？」

「貴族どもがもう一名ほど出てはどうかと抜かしてきたので、俺が出ることになったのだ！　ルウの分家の男衆だけでは、狩人の名を汚しかねないからな！」

　どうもこの御ご仁じんはディック＝ドムなどと比べると、いささか沈着さに欠ける様子である。そういえば、十六歳ということはシン＝ルウとも同い年なのだ。このゲオル＝ザザとシン＝ルウだったらどちらが狩人としての腕が立つのだろうな、と俺は内心でひとりごちた。

「ご伝言、承うけたまわりました。それでは、また」

　そのように応じてから、俺は仏ぶつ頂ちよう面づらのアイ＝ファとレム＝ドムを見比べた。
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「それじゃあ、行ってくるよ。レム＝ドムも、お元気で」

「あら、お別れの挨拶には早いわよ。アスタたちも、日が暮れる前には帰るのでしょう？　その前に決着がついたとしても、アスタたちが戻るのを待たせてもらうわよ」

「あ、そうなのかい？　だったら今日はルウ家に寄らず、真まっ直すぐ帰ってくるけど」

「待っているに決まってるじゃない。こんなに長々とお世話になったんだから、最後ぐらいはきちんと挨拶をさせてよ」

　そう言って、レム＝ドムは白い歯を見せた。

「あなたたちもね、トゥール＝ディンにユン＝スドラ。わたしがアイ＝ファにどれだけの力を見せることができるか、せいぜい楽しみにしていてちょうだい」




　そうして俺おれたちは、本日も宿場町の商売に取り組むことになった。

　町はすっかり落ち着きを取り戻したものの、それでも往来には大勢の人々が行き交っている。八百食分も準備している料理も問題なく売れていたので、まだまだ数を絞る必要はないようだった。

「そう……ついにレム＝ドムも、北の集落に帰ることになったのね」

『ギバまん』および『ミャームー焼き』の担当であるヤミル＝レイが、新たな蒸むし籠かごを屋台に設置しながらそのようにつぶやいた。

「まあ、三ヶ月も好き勝手にやってきたのだから、レム＝ドムにも悔くいはないでしょう。明日からは、自分の家で本来の仕事に励めばいいわ」

「あ、ヤミル＝レイもレム＝ドムが勝つのは難しいと思っているのですか？」

「難しいのではなく、不可能よ。どのような勝負であれ、ルウ家の力比べで八人の勇者に選ばれるアイ＝ファが負けるわけないもの」

　俺も同じような心境ではあるが、ヤミル＝レイの口から聞くと、とてつもなく説得力が加算されてしまう。

「それでレム＝ドムはゲオル＝ザザという男衆に嫁よめ入いりを願われているようなんですけど、彼かれはどういう人物なのでしょうかね？」

「さあ？　跡あと継つぎだったら家長会議の供になることもないし、スン家ではなるべく眷族を招かないようにしていたから、そのような男衆は名前ぐらいしか知らないわ」

「そうですか。スフィラ＝ザザとは、双子の姉し弟ていであるそうですけれど」

　俺の言葉に、ヤミル＝レイはぴくりと眉まゆを動かした。

「ああ、あの粗そ忽こつな男衆がゲオル＝ザザというの……なるほどね。幼い頃から乱暴者で、ディガやドッドも宴のときなどはなるべく近づかないように気をつけていたような気がするわ」

　確かにディガやドッドでは、とうてい太た刀ち打うちできなそうな迫力ではあった。なおかつ、相手が親筋でも遠えん慮りよしなそうな気き性しようであるように思えてしまう。

「そういえば、ディガやドッドも今ではドムの家人ですもんね。あれこれ苦労しながらも、見習い狩人として頑がん張ばっているようで何よりです」

　ヤミル＝レイは、肩をすくめるばかりで何も答えなかった。北の集落におもむいたトゥール＝ディンから、ディガやドッドやスンの集落の人々について、俺たちはひさびさに情報を得ることがかなったのだった。

　血の縁を絶たれた人間を気にかける必要はない、とグラフ＝ザザには一いつ蹴しゆうされたらしいが、それでもトゥール＝ディンは懸けん命めいに食い下がり、おたがいの行状を知らせ合うことに許しをもらったのだそうだ。かつての血族がどのような心情で生きているかを知ることは、正しく生きていくための励みになるのではないか――少なくとも、自分はヤミル＝レイやツヴァイを間近に見ることによって、そういう気持ちを得ることができた。そのように主張して、あのグラフ＝ザザから了りよう承しようを取りつけたそうなのである。

（こんなにちっちゃいのに、トゥール＝ディンは立派だよな）

　逆方向に視線を転じると、そのトゥール＝ディンは額に汗しながらパスタを茹ゆであげていた。

「トゥール＝ディン、それが仕上がったら交代しようか？」

「はい、承知いたしました」

　トゥール＝ディンはもはや『カルボナーラ』の作製を極きわめていたので、日ひ替がわりメニューの献立によってはこうしてローテーションするようにしていた。逆にもっと簡単な料理のときには、『ギバまん』の屋台をフェイ＝ベイムや他の女衆にまかせて、俺がヤミル＝レイに手ほどきをしたりもしている。復活祭が終わってゆとりが出てきたので、宿場町の商売においてもそういった各人のスキルアップに目を向けることができるようになったのだった。

　そうして数分後、俺とトゥール＝ディンがポジションをチェンジした頃合いで、顔かお馴な染じみの人物が姿を現した。ダレイム伯はく爵しやく家けの侍じ女じよにしてヤンの仕事の助手である、シェイラ嬢じようである。

「おひさしぶりです、アスタ様。ポルアース様からの伝言があるのですが、よろしいでしょうか？」

「はい。ちょっと今は調理の手が離せないので、仕事しながらでよければ。……よかったら、屋台のこちら側にどうぞ」

「お忙いそがしいところを申し訳ありません」

　お行ぎよう儀ぎよく一礼してから、シェイラは屋台の裏側に回り込んできた。

「実は、七日後に開かい催さいされる闘とう技ぎ会かいについてなのですが。アスタ様も、その日のことについてはすでにお聞き及およびでしょうか？」

「ああ、はい。その日はみんな、闘技場というものの周囲で屋台の商売をするそうですね。その闘技場というのがどこにあるのかは、まだ俺も聞いていないのですけれども」

「はい。闘技場というのはこの街かい道どうを北上したところに位置しています。トゥラン領よりもさらに先、トトスの荷車で半刻ばかりの場所ですね」

　トゥラン領より北というのは、俺たちにとって未知の領域だ。半刻というのは三、四十分ぐらいの時間であるので、なかなかの距離である。

「普段は練兵場として使われている施し設せつなのです。二千名からの人間を収容できる場所ですので、そちらで商売をすれば普段以上の銅貨を得ることができるでしょう」

「ええ。その代わりに、宿場町では人が出で払はらってしまうそうですね。俺たちもそちらに向かうべきかどうか、思案中であったのです」

「ぜひとも参加していただきたいと、ポルアース様はそのように仰おつしやっています。ただし、その日はジェノス以外の町からも大勢の人間が集まりますし、力ちから自じ慢まんの無法者なども少なくはないので、幾いく人にんかの護衛役は必要かもしれないとのことです」

「うーん、そこのところが考えどころなのですよね。男衆に護衛役を頼たのむと、狩人としての仕事を休ませることになってしまいますので」

　ルウ家はすでに休息の期間を終えてしまっているし、ファの家や近在の氏族が休息の期間に突とつ入にゆうするのは、もう少し先の話である。あと十日か半月ばかり後ろにずれ込んでくれていれば、ちょうどいいタイミングであったかもしれない。

「ですが、その日は護民兵団も会場の周囲を巡じゆん回かいしますし、他の屋台では護衛役を雇やとったりするわけでもありません。日が落ちる前には闘技会も終わりますので、実際に危険な目にあうことはないかと思いますが……」

「ポルアースは、それなりの熱意で俺たちに参加を呼びかけているわけですね？」

　新たなパスタを鉄鍋に投じ、砂時計をひっくり返してから、俺はシェイラのほうを振り返った。案の定、シェイラはいくぶんすがるような目つきで微笑みをたたえている。

「はい。ギバ料理の味を世に知らしめるには、これも絶好の機会なのではないかと仰っていました。……それに、貴き賓ひんの中にはアスタ様の料理を所しよ望もうされるお方々も少なくはない、とのことで……」

「貴賓というのは、貴族の方々ですよね？　そのような方々が、屋台の軽食をお召し上がりになるのですか？」

「ええ、もちろん特別に軽食は準備されていますが、それとは別にギバの料理を所望される方々がいるらしく……おそらくは、占星師のアリシュナ様や鉄具屋のディアル様などのことなのでしょう」

「あ、アリシュナやディアルなんかも招かれているのですね」

　どちらも闘技会などに関心はなさそうであったが、そこはやっぱり城下町における習わしやら何やらに左右されてしまうのだろう。

「そうですね。確約はできませんが、前向きに検討はしてみます。最終的には、族長からの許可も必要になる案件ですので」

「ありがとうございます。それでは、ポルアース様にもそのようにお伝えさせていただきます」

　そうしてシェイラが退去していくと、『ギバの揚あげ焼き』を作製していたトゥール＝ディンが「あの」と呼びかけてきた。

「護衛役でしたら、ディンやリッドでも受け持つことはできるかもしれません。最近は、ずいぶんギバの数も減ってきているようですので」

「うん、ファの家の狩り場ばでも、それは同様みたいだよ。何せ俺たちは、一いつ緒しよに収しゆう穫かく祭さいをしようと目もく論ろんでいるぐらいなんだからね」

「そうですね」と、トゥール＝ディンははにかむように微笑んだが、その小さな面おもてにはすぐに物思わしげな表情が戻もどってきた。

「でも、その闘技会というものには、あのレイリスという貴族も出場するのですよね？　ルウの狩人と諍いさかいになったりしないか、そちらのほうが少し心配です」

「そうだねえ。俺はどちらかというと、ゲオル＝ザザが参加するってことのほうが気にかかっているけれど」

「ゲオル＝ザザですか……わたしも数えるほどしか顔はあわせていませんが、確かにルウの狩人よりも気性は激しいかもしれませんね」

　そう言って、トゥール＝ディンは切なげに息をついた。トゥール＝ディンのように気性の優やさしい女の子には、まず闘技会というものからしてあまり好みにはあわないのだろう。シン＝ルウとゲイマロスの殺さつ伐ばつとした戦いを見せられた後では、それも当然のことのように思えた。

「でも、根っこの部分は森辺の力比べと同じようなものなんだろうと思うよ？　あくまで、剣けん技ぎを試ためし合う場なんだからさ」

　それでもゲイマロスが深手を負ってしまったのは、シン＝ルウが手加減できない状じよう況きように追い込まれてしまったためなのである。加減を忘れたゲオル＝ザザが相手に怪け我がをさせることはあっても、シン＝ルウたちが危険な目にあうことはない――と、信じたいところであった。

「そうですね」と同じ言葉を口にしながら、トゥール＝ディンが揚がったギバ肉を鉄てつ網あみに引き上げる。ちょうど砂時計の砂も尽きたので、俺もパスタのお湯を切り、別の鉄鍋で具材と混ぜ合わせることにした。

「わたしは気が弱いので、狩人の力比べというのも少し苦手なのです。……レム＝ドムたちは、どうしているでしょうね？」

「そうだね。決着がつくには、まだ早いかな？」

　太陽は、ちょうど中天に差しかかる頃ころ合あいであった。俺たちがファの家を出てから、およそ二時間ぐらいが経過したことになる。普通に考えれば、そんな長時間、全力で取っ組み合うことなど不可能なように思えるが、反面、これしきの時間でレム＝ドムが狩人として生きることをあきらめるようにも思えない。

　ファの家では、いったいどのような結末が待ち受けているのか。そのような想念にとらわれながら、俺たちはその日の仕事をこなしていくことになった。
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　そうして俺たちは定刻通り、下りの二の刻の半にはルウの集落に帰りついていた。

　本来であれば今日はルウ家で勉強会をする日取りであったが、それは明日に変へん更こうさせてもらいたい旨むねを、すでに朝方に伝えている。ということで、ヤミル＝レイだけを降ろした後、俺たちは早々にファの家を目指そうとしたのだが、そこでひょこひょこと広場のほうから歩いてきたバルシャに呼び止められてしまった。

「ああ、アスタ。あたしもルウ家の荷車で、後を追っかけさせていただくからね」

「はい。バルシャもレム＝ドムにご挨拶ですか？」

「うん。あの娘むすめとは、けっこう長いこと一緒に森に入ってた仲だからさ。ジーダはまだ帰ってこないから、あたしだけでも挨拶をさせていただこうと思ってね」

　バルシャがそのように述べたてると、まだルウルウの御ぎよ者しや台だいに座すわったままであったリミ＝ルウが「いいなー！」と大きな声をあげた。

「リミもレム＝ドムにごあいさつしたい！　ドンダ父さんに頼んでくるから、ちょっと待っててよぅ」

「そいつはかまわないけど、リミ＝ルウはレム＝ドムとつきあいがあったのかい？」

「ううん、あんまり。でも、レム＝ドムは格好よくて優しいから、リミは好きだったの」

　もともとアイ＝ファになついていたリミ＝ルウであれば、女衆でありながら狩人を志すというレム＝ドムの行動にも、抵てい抗こうを持つことはなかっただろう。それにしても、さして交流もないレム＝ドムを優しいと言ってのけるのは、何ともリミ＝ルウらしい無邪気さと鋭さであった。

「それじゃあ、ちょっと待っててね！　あ、レイナ姉はどうする？」

「そうね……アスタ、今日はそのまま近在の女衆に料理の手ほどきをするのでしょうか？」

「うん、そのつもりではあるけれど」

「それでは、わたしはそちらを見学させていただきたく思います。料理に不慣れな女衆にはどのような手順で手ほどきをするべきか、アスタの手並みを拝見したいのです」

　ということで、レイナ＝ルウとリミ＝ルウがルウの本家へと駆かけ出していくと、それを見送っていたモルン＝ルティムが「あの」と声をあげてきた。

「わたしも今日はルウ家で手ほどきをしていただく予定であったので、仕事の手は空いています。もしよろしければ、レイナ＝ルウたちとともにファの家に向かわせていただきたいのですが……」

「それはもちろん、こちらはまったくかまわないけれど」

「ありがとうございます」と頭を下げるモルン＝ルティムは、何やら誰だれよりも思おもい詰つめた面おも持もちであった。そういえば、先日行われた親しん睦ぼくの祝しゆく宴えんにおいて、彼かの女じよはやたらとドム家の行く末を気にかけていたのだ。ならば、このまま真っ直ぐ帰る気持ちになれないのも当然であるように思えた。

「だったら、わたしも同行させていただこうかしら。……ツヴァイはどうする？」

「フン。あのドム家の乱暴者が泣きべそをかいてるなら、そいつはちょいと見ておきたいかもね」

　そのように言い出したのは、ヤミル＝レイとツヴァイであった。

　けっきょく真っ直ぐ自分の家に戻るのは、ルウ家の屋台を手伝っているミンとムファの女衆だけであるようだ。レイナ＝ルウたちがなかなか戻ってこないので、俺はバルシャへと言葉をかけてみた。

「バルシャたちに狩人としての手ほどきをされるようになってから、レム＝ドムはずいぶん様子が変わりましたよね。それでもやっぱり、アイ＝ファにはかなわないんでしょうか？」

「うーん、どうだろうねえ。百回でも二百回でも挑いどんでいいって話なんだから、一回ぐらいは勝ってもおかしくはないんだけど……でも、相手はアイ＝ファだからねえ」

「やはり、アイ＝ファが相手では分が悪いですか」

「うん。あたしはアイ＝ファが力比べをする姿も見たことはないんだけどさ。ダルム＝ルウやラウ＝レイを打ち負かして、ダン＝ルティムとも互ご角かくの勝負をしたってんだろう？　そんなアイ＝ファに、同じ女衆であるレム＝ドムが勝つってのは、そうとう厳しいだろうねえ」

　やはり、レム＝ドムが勝利すると予想する人間は皆かい無むであるようだった。

　そういえば、レム＝ドムは旅芸人のロロにもまったく歯が立たなかったようだが、そんなロロに勝利したラウ＝レイさえ、アイ＝ファに勝つことはかなわなかったのだ。

（一いち縷るの望みがあるとしたら、持久力で粘ねばり勝ちすることだけど……アイ＝ファは体調が万ばん全ぜんになるまで勝負は受けないって言いきってたもんな。それじゃあ、その線も難しいか）

　狩人の力比べにおいては、相手に怪我をさせることが禁きん忌きとされている。が、ダルム＝ルウなどは脳天から地面に叩たたきつけられたりもしていたのだ。負けを重ねれば重ねるほどダメージは蓄ちく積せきされていくし、スタミナだって消費させられるだろう。ましてやアイ＝ファは相手の力を利用する戦法を取るので、かなり燃費はよさそうな印象である。

（となると、最後に残るのは、アイ＝ファがうっかりレム＝ドムに怪我をさせての反則負けって線だけど……アイ＝ファがそんな迂闊な真似をするとも考えにくいし、そんな結末だとゲオル＝ザザあたりは物言いをつけてきそうだよな）

　営業時間は三時間強であるが、移動時間や準備時間まで含ふくめると、すでに五時間以上が経過している。いくら何でも、すでに決着はついた頃合いであろう。あとは二十分ほど荷車を走らせるだけで結末は知れるというのに、俺はあれこれ考えるのを止めることができなかった。

「お待たせー！　ごめんね、遅くなっちゃって！」

　元気いっぱいの声に振ふり返ると、そこには三名の人間が立っていた。リミ＝ルウとレイナ＝ルウと、そしてその両名の御ご父ふ君くんである。

「あれ？　どうしたのですか、ドンダ＝ルウ？」

「ザザ家の跡継ぎがまだファの家に居座っているなら、少し言葉をかけておこうと思っただけだ。例の闘技会というやつで、貴族どもを相手に騒さわぎでも起こされたらかなわんからな」

　そのように言いながら、ドンダ＝ルウは青い瞳ひとみでぎろりと俺をにらみつけてくる。

「俺が出向いて、何が都合の悪いことでもあるのか？　あるなら、説明してもらおう」

「いえいえ、まったくそのようなことは……ただ、ドンダ＝ルウをファの家に招くだなんて、なかなかないことだなあと嬉うれしく思っただけです」

　俺は本心からそのように告げたのだが、気難しい族長殿どのには「ふん！」と不機嫌そうに鼻息を吹ふかれてしまった。

　ちなみにドンダ＝ルウは、ひと月半が経過したというのに、いまだに療りよう養よう中の身なのである。さすがに三さん角かく巾きんは外れて右みぎ肩かたに包帯を巻いているのみであるが、森の主の牙きばにつらぬかれた傷は、それほどまでに深かったのだった。

「それでは、出発いたしましょう。俺が先頭を走りますね」

　そうしてギルルの手綱を取って、荷車を発進させるなり、荷台のユン＝スドラが俺に語りかけてきた。

「まさか、ドンダ＝ルウまで同行を願うとは思ってもみませんでした。やはり族長としては、レム＝ドムの行く末が気にかかるのでしょうか」

「そうだね。新たな女狩人が誕生するとしたら、それは族長として見過ごせない話なんだろうと思うよ。まあ、原則として余よ所その家のことには口出しをしない方針であるみたいだけどね」

「そうですか。……ああ、何だかわたしまで胸が騒いできてしまいました。いったいどのような形で決着がついたのでしょうね」

　すべては森の意志のままに、である。とはいえ、ファの家が近づくにつれ、俺もだんだん鼓こ動どうが速くなってきてしまった。

　森辺の道を二十分ばかりも北上し、横合いに出現した小こう路じに荷車を乗り入れる。家の脇わきにはザザ家のトトスと荷車の姿があったが、アイ＝ファたちの姿はない。家の中で、俺たちの帰りを待っているのだろうか。俺はいつもの定位置で荷車をとめ、ギルルの手綱を手近な木の枝に結んでから、家の戸板を手の甲こうで叩いた。

「アイ＝ファ、戻ったぞ。お客さんが大勢いるんで、外に出てきてもらえるかな？」

　返事がないので戸板を開けると、室内は無人であった。

「何をしているのだ、貴様は？」

　と、ルウルウの荷車から降りたドンダ＝ルウが、俺のほうに近づいてくる。

「いや、アイ＝ファたちの姿がないのですよね。少なくとも、レム＝ドムたちはまだ居残っているはずなのですが……」

「当たり前だ。連中は家の裏だろう。貴様には、こんな騒がしい気配も感じ取れないのか？」

「騒がしい気配？　でもまさか、いまだに力比べを続けているわけでは……」

「力比べでなかったら、別の理由で争っているのだろうな」

　そんな恐おそろしい話は、想像したくもなかった。俺はいくぶん心を乱しつつ、急ぎ足で裏手に回る。十二名の客人たちも、同じ歩調でついてきた。

　そうして胸をどきつかせながら、家の裏手を覗のぞき込んでみると――驚くべき光景が待ち受けていた。アイ＝ファとレム＝ドムは、いまだに力比べを続けていたのである。

「おお、戻ったのか。これでようやく、話し相手ができた」

　革かわ張ばりの屋根の下でくつろいでいたゲオル＝ザザが、あくびまじりで呑のん気きに声をかけてくる。その目がドンダ＝ルウの姿をとらえるなり、すっと細められた。

「何だ、ずいぶん立派な狩人を連れているな。しかしその傷は、もしかして――」

「ルウ本家の家長ドンダ＝ルウだ。貴様がザザ家の跡あと取とりである、ゲオル＝ザザか」

　ドンダ＝ルウが進み出ると、ゲオル＝ザザはゆらりと立ち上がった。その目はいっそう爛らん々らんと輝かがやき、厳つい顔には不敵な笑みが浮うかべられる。

「これはこれは……このような場所でお目にかかれるとは思ってもみなかった。なるほどなあ、こいつは聞きしにまさる迫力だ。うちの親おや父じやディック＝ドムにも劣おとらないのではないかという評判も、まんざら出で鱈たら目めではなかったらしい」

「狩人の仕事も放り出して、いいご身分だな。まあ、俺が言えた義理でもないが」

　ドンダ＝ルウはゲオル＝ザザの姿を上から下まで眺ながめ回してから、やがて青空厨ちゆう房ぼうの外に視線を転じる。そこで対たい峙じするアイ＝ファとレム＝ドムの姿は、壮そう絶ぜつの一言に尽きた。

　どちらも、肩で息をしている。全身が汗あせだくで、レム＝ドムに至っては土まみれだ。この五時間で、数えきれないぐらい地面に転がされているのだろう。どちらも前かがみの体勢になり、狩人の眼光で相手の姿を見み据すえている。それはまるで、傷ついた二頭の肉にく食しよく獣じゆうが死しに物もの狂ぐるいで相争っているような様相であった。

　ディック＝ドムとスフィラ＝ザザは、少し離れたところでその対峙を見守っている。ディック＝ドムは完全なる無表情で、スフィラ＝ザザは涙なみだ目めだ。そして、スフィラ＝ザザの手にはレム＝ドムから託たくされたらしいギバの骨の飾かざり物がぎゅっと握りしめられていた。

　モルン＝ルティムは、そんなディック＝ドムの姿に気づいて心配そうに両手をもみしぼっていたが、とうてい声をかけられる雰ふん囲い気きではなかった。しかたなく、俺も一番手近にいるゲオル＝ザザへと呼びかけてみる。

「あの、まさか、二人は朝から今までずっと力比べを続けていたんですか？」

　ドンダ＝ルウの姿を凝ぎよう視ししたまま、ゲオル＝ザザは「ああ」と言い捨てた。

「何回かは休みをはさんだし、中天には干し肉もかじっていたがな。これでは埓らちも明かぬということで、ここしばらくは休みも入れずにずっと取っ組み合っている。まったく、往おう生じよう際ぎわの悪いことだ」

　そんな言葉も届かぬ様子で、レム＝ドムがアイ＝ファにつかみかかった。俺から見ても、緩かん慢まんに見える動作である。しかしまた、アイ＝ファも同じぐらい緩慢な動作で、レム＝ドムを迎むかえ撃うっていた。

　ほとんど足もともおぼつかない様子で身をよじり、レム＝ドムの腕うでを取る。レム＝ドムは、逆の腕でアイ＝ファの肩をつかんだ。そのままアイ＝ファを押おし倒たおせばレム＝ドムの勝利だが、アイ＝ファは相手の指先をはねのけて、力なく右足を踏ふみ出した。その右足に蹴けつまずき、レム＝ドムは一人で倒れ込んでしまう。アイ＝ファはそばにあった樹木にもたれかかり、天を仰あおいで息をついた。

「アスタ……帰ったのか……」

　その青い炎ほのおを宿した瞳が、ちらりと俺を見る。

「見ての通り……私はいまだ、力比べの最中だ……こちらにはかまわず、お前はお前の仕事を果たすがよい……」

　それだけの言葉を発するのにも、アイ＝ファは必死であるようだった。

　その足もとで、レム＝ドムも同じように荒い息をついている。

「それとも……お前の気力もここまでか、レム＝ドムよ……？」

「……冗じよう談だんを言わないでよ、アイ＝ファ……」

　レム＝ドムは地面に両手をつき、獣けもののような体勢でアイ＝ファをにらみあげた。

「日没までは、わたしに時間を与あたえてくれたのでしょう……？　まだまだ太陽はあんなに高いわよ……？」

「……ならば、さっさと立ち上がるがよい……」

　レム＝ドムは、ぷるぷると全身を震ふるわせながら身を起こした。

　アイ＝ファもまた、もたれていた木から背を離す。

「ここでは、アスタたちの邪じや魔まになってしまうな……砂などが舞まってしまわぬよう、いま少し距きよ離りを取るか……」

「うふふ……よくもこのような状況で、そこまで頭が回るものね……まったく、あなたにはかなわないわ……」

　二人は両足をひきずるようにして、厨房のスペースから遠ざかっていく。

　それだけで、俺は胸が詰まりそうになってしまった。

「呆あきれたものだろう？　ここ一刻ばかりは、ずっとこの有り様だ。こんなことなら、俺も自分の仕事を果たしてから出向いてくるべきだったな」

　ゲオル＝ザザが口もとをねじ曲げながら、また言い捨てる。

「執しゆう念ねん深ぶかさだけで狩人になれれば、世話はない。まったく、馬鹿らしい話だ」

　ドンダ＝ルウは無言でそちらを見やってから、俺のほうを振り向いた。

「家長の言葉が聞こえなかったのか？　貴様たちは、貴様たちの仕事を果たすがいい」

「いえ、ですが……」

「まだしばらくは、決着もつかぬだろう。それまで時間を潰つぶすつもりか？　だったら、貴様たちは家に戻れ」

　後半の言葉は、俺のかたわらに立ち尽つくすリミ＝ルウたちに向けられたものであった。リミ＝ルウはほっそりとした腰こしに両手をあてながら、まったく似ていない父親の顔をにらみ返す。

「もー、ドンダ父さんはすぐに意地悪を言うんだから！　リミたちは、絶対に帰らないからね！」

「……だったら、自分たちの仕事を果たせ」

「わかったよーだ！　アスタ、お仕事しよー？　リミたちもお手伝いするからさ！」

「う、うん……でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかなあ？」

「大丈夫だよ。アイ＝ファにまかせておけば、心配はいらないって」

　そのように言って、リミ＝ルウは無む邪じや気きに微笑んだ。この強きよう靭じんさには、俺も頭が下がる思いである。

「そうだね。俺も家長に叱しかられないように頑張ろう。……レイナ＝ルウ、よかったら、カレーの素やパスタを作るのを手伝ってもらえないかなあ？　今日はルウ家で勉強会をする予定だったから、他の女衆には声をかけてないんだよ」

「はい、ぜひ手伝わせてください」

　いくぶん魂を飛ばし気味であったレイナ＝ルウが、ハッとしたように振り返る。

「ありがとう。もちろん賃金はお支し払はらいするからね。ヤミル＝レイもツヴァイも、よかったらお願いします。……それじゃあトゥール＝ディンは、そっちの仕切り役をお願いしていいかな？　ルウとファでは食材の分量とかで多少の差が出てきているかもしれないんで、そのあたりの確かく認にんを頼みたいんだ」

「はい、了りよう解かいいたしました」

　俺はバルシャも含めて十一名の人員を配置して、総がかりで自分たちの仕事を果たすことにした。

　その間も、アイ＝ファとレム＝ドムは力比べを続けている。トゥール＝ディンはたいそう心配げな面持ちをしていたが、それでも仕事をおろそかにすることはなかった。

　昨日の内に乾から煎いりしておいたスパイスがあらためて火にかけられると、辺りには食欲中ちゆう枢すうを刺し激げきする魅み惑わく的てきな香りがたちこめる。これもまたアイ＝ファたちの集中力を削そいでしまいそうであったが、こちらも手をゆるめることはできなかった。

　レイナ＝ルウは言うに及ばず、リミ＝ルウやモルン＝ルティムといった手練がそろっているので、むしろ普ふ段だんよりも順調に作業は進められていく。そうして日時計が下りの四の刻の半を指す頃には、商売のための下ごしらえもあらかた終わりが見えてきた。

　スフィラ＝ザザが「ああっ」と大きな声をあげたのは、ちょうどそんな頃合いであった。

　慌あわてて振り返ると、レム＝ドムが大の字になって倒れている。何か派手な投なげ技でも繰くり出されたのか、アイ＝ファも自分の両りよう膝ひざに手をついて背中を大きく波打たせていた。

「もう十分です！　これ以上やっても、結果は変わらないでしょう？　こんなことは終わりにしてください、レム＝ドム！」

　スフィラ＝ザザが半泣きで叫さけんだが、しかしレム＝ドムは不ふ屈くつの闘とう志しで起き上がった。きっちりと結ゆいあげていた髪かみも半分がたほどけてしまい、ウェーブがかった黒髪が顔のほうにまで垂れている。それで余計に、レム＝ドムは鬼き気き迫せまる形相に見えてしまった。

　もはやスフィラ＝ザザの言葉に答える気力もないのか、ひゅうひゅうとかすれた呼吸を繰り返しながら、レム＝ドムはアイ＝ファに向きなおる。アイ＝ファもまた顔のほうに垂れかかる金きん褐かつ色しよくの前髪を払はらいのけながら、申し訳ていどに上体を起こした。

「……次の勝負で、限界だな」

　ドンダ＝ルウがつぶやくのと同時に、レム＝ドムが地を蹴った。まだそれほどの力を残していたのかという、獣じみた俊しゆん敏びんさである。その鉤かぎ爪つめのように折れ曲がった指先が、真正面からアイ＝ファの両りよう肩かたをつかんだ。

　今のアイ＝ファではとうていこらえることもできなそうな、死力を尽くした猛もう攻こうであった。アイ＝ファの身体からだは勢いに押されて、棒のように倒れ込んでいく。

　しかし、最後の最後でアイ＝ファは踏みとどまった。足を前後に大きく開いて、レム＝ドムの右手首を両手でひっつかみ、そうしてアイ＝ファが身体をひねると、両肩にめりこんでいた指先がもぎ離される。アイ＝ファはそのままレム＝ドムの右みぎ腕うでをおもいきり引きつけて、変形の一本背負いのように相手の身体を担かつぎ上げた。

　レム＝ドムの身体は空中で綺き麗れいに一回転して、背中から地面に叩きつけられる。

　アイ＝ファも相手を投げ飛ばした勢いのまま、背中から地面に倒れ込んだ。

「レム＝ドム！」と叫びながら、スフィラ＝ザザがそちらに駆け寄っていく。

「何よ……？　勝負はまだ終わってないわよ……？」

　レム＝ドムはあえぐように声を振り絞しぼったが、なかなか起き上がることができない。のろのろと身を起こしたアイ＝ファのほうは、髪かみ留どめの紐ひもが完全にほどけて金褐色の髪が背中にまで流れ落ちてしまっていた。

「レム＝ドムよ……力比べは、ここまでだ……」

「何を言っているのよ……わたしはまだ、力ちから尽つきていないわよ……？」

　取りすがっているスフィラ＝ザザの手をはねのけて、レム＝ドムがごろりとうつ伏ぶせの体勢になった。そうして両手を地面につき、全身を痙けい攣れんさせながら起き上がろうとする。

「そうであっても、ここまでなのだ……お前は、禁を破ってしまったからな……」

　かすれた声で言いながら、アイ＝ファが長い髪をかきあげた。その拍ひよう子しに、ぽたりと赤いしずくが落ちる。

　アイ＝ファの左ひだり肩かたに、レム＝ドムの爪つめ痕あとが刻まれていた。血がしたたるほどの、深い傷である。そこから流れた血が肘ひじのほうまで垂れていた。

「これほどの手傷を負っては、もはや私も十全の力を出すことはできん……時間はまだあるが、お前が禁を破ったために、勝負を続けることはかなわなくなってしまったのだ……」

「でも……！」

「そして、お前は私よりも早く、自分の力を律する余よ裕ゆうを失った……これ以上続けても、結果は変わらぬだろう……だから、これで終わりにするべきなのだ、レム＝ドムよ……」

　レム＝ドムはがっくりとうなだれると、そのまま地面に額をすりつけて、世にも悲しげな嗚お咽えつをこぼした。スフィラ＝ザザが背中に取りすがっても、その声がやむことはなかった。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくす俺の胴どう衣いを、リミ＝ルウがくいくいと引っ張ってくる。

「アスタ、こっちは大丈夫だから、アイ＝ファの手当てをしてあげたら？」

「う、うん、ありがとう」

　俺は大急ぎで家に舞い戻り、物置きから薬と包帯を引っ張り出した。町で買った、高価な傷薬である。そして木き桶おけに水みず瓶がめの水を移し、柄ひ杓しやくと一緒に抱かかえながら、俺はアイ＝ファのもとに駆けつけた。

　アイ＝ファたちの周囲には、ディック＝ドムとゲオル＝ザザ、それにドンダ＝ルウも集まっている。レム＝ドムはまだ地面に突つっ伏ぷしたまま子供のようにすすり泣いており、アイ＝ファはそのすぐそばであぐらをかいていた。

「アイ＝ファ、手当てをさせてくれ。悪い風が入ったら大変だ」

「うむ……ずいぶん気がきいているな、アスタよ……」

「気がきいていたのは、リミ＝ルウだよ。まずは傷口を洗うからな。しみるだろうけど、我が慢まんしてくれ」

　新品の手て拭ぬぐいを木桶の水で湿しめしてから、左肩の傷きず痕あとをそっとぬぐう。まるで獣にでも掻かきむしられたかのような、生々しい五本の傷痕である。

　逆側の肩には、同じ形で青あお痣あざのような痕が残されている。アイ＝ファの肩をつかんでいたのは一いつ瞬しゆんであったのに、すさまじい握あく力りよくだ。

　俺は黄白色の軟なん膏こうみたいな薬をアイ＝ファの右肩に塗ぬり、ガーゼ代わりのやわらかい布をあててから、包帯をぐるぐると巻いていった。しかし、すぐにじんわりと包帯の上にまで血がにじんできてしまう。ドクターストップもやむを得ないほどの、それは深い裂れつ傷しようであったのだ。

　そうして俺が手当てをしている間に柄杓で水を飲み、布で汗をぬぐったアイ＝ファは、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた様子で呼吸も落ち着き始めていた。いっぽうのレム＝ドムは、同じ調子でずっとすすり泣いている。

「ずいぶん時間はかかったが、勝負としては順当であったな」

　さすがに気の毒そうな感情をにじませながら、ゲオル＝ザザがそのようにつぶやいた。

「最後まで死力を尽くしたのだから、満足であろうが？　いいかげんに泣きやめ、レム＝ドムよ。そんなに俺の嫁になるのが嫌いやなのか？」

　レム＝ドムはぷるぷると頭を振ってから、またこらえかねたように嗚咽をもらしてしまう。その姿をしばらくじっと見下ろしてから、アイ＝ファはディック＝ドムに向きなおった。

「ディック＝ドムよ、ひとつ提案があるのだが」

「……何だ、ファの家長アイ＝ファよ」

「このレム＝ドムを、見習いの狩人として認めてもらうことはかなわぬだろうか？」

　ディック＝ドムはうろんげに目を細め、ザザの姉弟は同じ感じに眼光を燃やした。そして、弟のほうがディック＝ドムよりも先に口を開く。

「何を抜ぬかしているのだ、ファの女狩人よ？　勝負は、お前の勝ちであろうが？」

「うむ。私は勝利を収めた。しかし、レム＝ドムがあそこで抑よく制せいを失っていなければ、日が沈しずむまで決着はつかなかったやもしれぬな」

「しかし、お前は勝ったのだ。その事実をくつがえすことはできん」

「わかっている。だが、これほどの力を持った人間が、森辺の狩人にどれほど存在するのであろうか？」

　地面にあぐらをかいたまま、アイ＝ファは静かにゲオル＝ザザの顔を見上げた。

「私とこれほど長きの時間を戦い続けて、それでも勝負をあきらめないような人間が、それほど多く存在するとは思えん。また、肉体的な力においても、動きを悟さとらせぬ気配の殺し方も、己おのれを律する心の強さも、レム＝ドムには確かに備わっていた。……ゆえに、私には、レム＝ドムに狩人としての力が備わっているように思えてならんのだ」

「ふん。つまりお前は、勝負の結果など関係なく、最初からそのような言葉を言いたてる心づもりでいたのだな。こいつは、まったくお笑いぐさだ」

「それは違ちがう。実際に手をあわせるまで、私にもレム＝ドムの力ははかりきれていなかった。これだけ長きの時間をともに過ごしたからこそ、そのように思えるのだ」

　アイ＝ファの眼まな差ざしは、あくまで穏おだやかであった。

「また、私は一いつ切さいの手加減をしていない。手傷を負わせないように配はい慮りよはしていたが、並の狩人であれば最初の十回ていどで動けなくなっていたところであろう。しかしレム＝ドムはそのような苦しみにも耐たえて、己の力を示してみせたのだ」

「そのような言葉が、やすやすと信じられるか！　お前はけっきょく、レム＝ドムを自分と同じ道に引きずり込みたいだけなのだろうが！」

「私の言葉は、信用が置けぬか」

　アイ＝ファは息をつき、長い前髪を右手でかきあげた。

「ならば、その身をもって確かめてみるか？　日をあらためて私と力比べをしてみれば、おのずと真実も知れよう。十回の力比べをした後に、お前が立っていることができれば、お前の言葉が正しかったということだ」

「それはつまり……この俺を、十回連続で打ち負かす自信があるという意味なのだな、ファの家の女狩人よ？」

　ゲオル＝ザザの双そう眸ぼうに、黒い炎が噴きあがった。

　アイ＝ファは、いぶかしげに眉をひそめる。

「お前は相手の力量をはかるのが得手ではないようだな、ザザの末まつ弟ていよ。ならば、レム＝ドムの力量もお前にはわからなかったのだろう」

　ゲオル＝ザザは、無言でアイ＝ファのほうに腕をのばそうとした。

　それを横からつかまえたのは、ディック＝ドムである。

「ファの家長アイ＝ファよ、お前はあくまで、レムを狩人として認めるべしというのだな？」

「いや、あくまで見習いの身として働かせて、本当に狩人としての資格があるかを見み極きわめてほしいと願っているのだ。力比べだけですべての力量をはかることはかなわぬのだから、後は実際に森に出るまで、正しき道は見えぬように思う」

　アイ＝ファは俺の肩に手を置いてよろよろと立ち上がると、頭ひとつ分も高い位置にあるディック＝ドムの顔を毅き然ぜんと見つめ返した。

「少なくとも、私が初めて森に入った十三歳さいの頃ころよりも、今のレム＝ドムのほうが強い力を持っている。見習いの狩人が一人前になるにはおよそ二年の歳月が必要だとされているのだから、その二年間で、レム＝ドムの道を定めてほしいのだ」

「…………」

「レム＝ドムは、いまだ十五歳なのであろう？　二年が経たっても、まだ十七歳だ。それで狩人として生きていく道が閉ざされたとしても、女衆として生きていく時間は十分に残されている。レム＝ドムはこれほどまでに狩人として生きていくことを強く願っているのだから、せめてそれだけの猶ゆう予よを与えてやってほしいと思う」

「……しかし、その二年の間で森に朽くちてしまえば、己の血を残すこともかなわなくなってしまおう」

「わかっている。だから決めるのは、家長たるお前だ、ディック＝ドムよ」

　そう言って、アイ＝ファは口もとをほころばせた。このように大勢の人間の前でアイ＝ファが笑え顔がおを見せるのは、非常に珍めずらしいことである。

「私はお前に見込まれた狩人として、自分なりの気持ちを伝えたに過ぎん。あとはお前が家族であるレム＝ドムとどのような道を進むべきか、悔くいがないように考えてほしい。……お前のように立派な狩人に、このような大役を任されたことを、私はとても誇ほこらしく思っている」

　そうしてアイ＝ファは、ディック＝ドムに背を向けた。そこでぐらりと身体が傾かしいでしまったので、俺おれは慌てて背中に手をそえる。

「待って、アイ＝ファ……」

　レム＝ドムが、涙なみだに濡ぬれた面を上げる。その顔は、まるで小さな幼子のようであった。

「今日まで、どうもありがとう……わたしみたいなはぐれ者の面めん倒どうを見てくれたことを、心から感謝しているわ……」

「……兄や血族たちとともに、正しき道を歩むがいい」

　レム＝ドムにやわらかい笑えみを投げかけてから、アイ＝ファはふらふらと歩き始めた。とたんに、待ちかまえていたリミ＝ルウとモルン＝ルティムが駆け寄ってくる。

「アイ＝ファ、おつかれさま！」

「アイ＝ファ、ありがとうございました」

　モルン＝ルティムは深々と頭を下げてから、そのままディック＝ドムたちのほうに近づいていった。アイ＝ファは半分俺の身体にもたれて歩きながら、リミ＝ルウの赤茶けた髪にぽんと手を置く。

「家の中で、身体を清めたい。仕事の手が空いていたら手伝ってくれるか、リミ＝ルウよ」

「うん、いいよ！　ちょうど一段落したところだから！」

　リミ＝ルウはにこにこと笑いながら、アイ＝ファの右腕にまとわりついた。厨房のみんなに目礼をして、家の横手に回り込みつつ、アイ＝ファはちらりと俺を見てくる。

「何だ、何か言いたそうだな、アスタよ？」

「うん。……すごくかっこよかったぞ、アイ＝ファ」

　アイ＝ファは何かまぶしげな感じで目を細めつつ、俺の頬ほおにこつんと頭をあててきた。

「もう少し、ましな言葉で家長をねぎらえぬのか、まったく」

「気のきかない家人で申し訳ありませんね、家長」

　俺はリミ＝ルウに気づかれぬ角度で、アイ＝ファの頭にそっと手をあてた。

　そうして三ヶ月にも亘わたったレム＝ドムの騒そう動どうは、ここでひとまず幕を閉じることに相成ったのだった。







幕間★★★～城下町の占星師～







　アリシュナ＝ジ＝マフラルーダは、その朝も荘そう厳ごんなる鐘かねの音ね色いろを聞きながら目覚めることになった。

　鐘は三回鳴らされて、余よ韻いんを引きながら消えていく。これは、日の出から三刻が過ぎたという、上りの三の刻の合図であった。この刻限までは貴とうとき人々の安あん眠みんを妨さまたげぬように、鐘の音色も抑おさえられるのが常であったのだ。

　ここは、城下町の貴賓館。しばらく前までは、トゥラン伯はく爵しやく家けの私し邸ていとして使われていたという建物である。窓からは朝の陽光がやわらかく差し込んで、煉れん瓦が造づくりの部屋を照らし出している。そうして朝の涼りよう気きをふくんだ心ここ地ち好よい風が、寝しん台だいに横たわったアリシュナのもとまでそよそよと届いてきていた。

　アリシュナにこの部屋が与えられたのは、太陽神の復活祭が始まる少し前からだった。この貴賓館には余所の土地の貴族や豪ごう商しようなどがたくさん招かれているので、そういった人々から星読みの仕事を受けるために、アリシュナも元の屋や敷しきからこの建物へと居を移されることになったのだ。

　しかし、どこで寝ね起おきしようとも、アリシュナの生活に変化が生じるわけではない。やわらかいキミュスの羽う毛もうが使われた寝しん具ぐの上から身を起こし、アリシュナが毛足の長い絨じゆう毯たんの上に足を下ろすと、それを待ちかまえていたかのように寝しん所じよの扉とびらがひかえめに叩かれた。

「アリシュナ様、お目覚めになりましたか……？」

「はい」と応じると、年をくったお付きの侍じ女じよが大きな籠かごを手に入室してくる。その籠に収められているのは、綺麗に洗われたアリシュナの衣服一式である。侍女は卓たくの上に籠を置くと、アリシュナの言葉を待つようにじっと立ち尽くした。

「着き替がえ、大丈夫です。下がってください」

「かしこまりました、アリシュナ様……」

　老いし侍女は恭うやうやしく頭を下げて、部屋を出ていった。これまでにアリシュナが着替えの手伝いを所望したことはないのに、許可を得られるまでは部屋を出ていくこともできない。それが侍女たる彼女たちの役割なのだった。

　こんな貴族じみた生活が、もう一年以上も続いている。それを不幸だと思ったことはないが、また同時に、それほど幸福だと思ったこともない。アリシュナはただ、こうしていないと生きていけないので運命の流れに身をまかせているばかりなのである。

　そんな今さらのことを考えるでもなしに考えながら、アリシュナは立ち上がって着替えを始めることにした。さらさらとした手て触ざわりの夜着と下帯を脱ぬぎ捨てて、いったん生まれたままの姿になってから、あらためて準備された衣服を身に纏まとう。そちらもシムの絹で作られた長衣と、布の下帯だ。

　そうして部屋の奥おくに移動して、物入れに仕し舞まわれていた飾かざり物をひとつずつ身につけていく。細い銀の環わが十も重なった腕うで輪わに、シムの紋もん章しようを象かたどった首飾り、さまざまな色合いの石に彩いろどられた指輪、耳飾り、足飾り。長い黒髪は何本もの祈いのり紐ひもと一緒に首の横でひとつに編み込んでいく。そういった朝の身み支じ度たくを、アリシュナはたっぷり半刻ばかりもかけて完成させていった。これらのひとつひとつにも、シムの民たるアリシュナにはおろそかにできない意味が込められているのである。

　やがて身支度を終えたアリシュナは、鏡台の卓に置かれた小さな壺つぼを引き寄せた。人間の握にぎり拳こぶしぐらいの大きさをした銅製の壺で、中には灰色の砂と香こう草そうの燃えさしが残されている。新しい香草にラナの葉で火を灯ともし、それを壺に投じると、うっすらと紫むらさきがかった甘あまい煙けむりが部屋を満たしていった。

　その煙で身を清めながら、シムへの聖句を口にする。風の化け身しんたるシムの神は、異国の地にあっても民とともにあるのだ。アリシュナは絨毯の上で膝ひざを折り、胸の前で指先を組み合わせながら、さらに祈った。

（こうして独りで祈るようになってからも、一年以上の日が過ぎたということか……）

　アリシュナは、二十年ほど前にシムを追放されたマフラルーダ家の最後の末まつ裔えいであった。その追放から三年の後に生を授さずかったアリシュナは、一度としてシムの地を踏んだことのないシムの民であるのだ。

　だけどやっぱり、それを不満に思ったことはなかった。不満に思おうが思うまいが、すべてはシムの思おぼし召めしである。アリシュナがシムに帰る運命にあるならば、いずれ道は開けるし、そうでないならば、この異郷の地で朽ち果てるしかない。占星師は自分自身の運命を読み解くことを最大の禁忌とされていたので、アリシュナもシムの意志に身をゆだねる他なかったのだった。

　それに、セルヴァの民というのは、おおむねシムの民に対して好意的であった。放ほう浪ろうの生活に身を置いていた際は、数多くの野や盗とうや無法者などと出くわすことも多かったが、そういった者たちも、むやみにシムの民を襲おそおうとはしなかった。それは好意や善意とは関係なく、毒草の扱あつかいに長たけたシムの民を襲うことは危険であると広く認にん知ちされていたからなのであろうが、何にせよ、アリシュナに西の民を疎うとむ理由は存在しなかった。

　特にこのジェノスなどでは領主たるマルスタインに取りたてられることになり、こうして不自由のない生活を与えられている。星読みの師であった祖父などは権力者に近づくことを危険とみなしていたが、幸いマルスタインという人物は占星のわざに重きを置いておらず、一度として自分の運命を知ろうとすらしなかった。彼かれはジェノスを訪おとずれる大事な客人をもてなすために、道どう化け師しや楽師の類たぐいとしてアリシュナを重宝している様子であったのだった。

（シムは風で、セルヴァは炎……風は炎にいっそうの力を与えることもできるし、また、それを吹ふき消すこともできる。私とマルスタインがともに道を見誤らなければ、きっと手をたずさえて生きていくことはできるだろう）

　アリシュナが香草の壺に蓋ふたをすると、再び扉が叩かれた。

「アリシュナ様、お客人がお見えになっております」

「お客人？　仕事、中天からのはずですが」

「いえ、星読みのお客人ではございません。ダレイム伯爵家の第二子息様でございます」

「ポルアースですか。……どうぞ、お通ししてください」

　アリシュナは屋内用の薄うすい外そと掛がけを一枚羽織ってから、応接の間へと足を向けた。その席について待ち受けていると、やがて侍女に案内をされたポルアースが「やあやあ」と入室してくる。

「このような朝早くから申し訳なかったね。朝のお祈りのお邪魔ではなかったかな？」

「はい、大丈夫です。……お茶、お願いします」

　もちろん後半の言葉は、侍女に向けたものであった。侍女は頭を下げて別室に姿を消し、ポルアースは「よいしょ」と木造りの椅い子すに腰を下ろす。

「今日は、こちらの館やかたに逗とう留りゆうしているお客人がたに用事があってね。約束よりちょっと早くついてしまったので、ご挨あい拶さつにうかがったのだよ。最近はなかなかアリシュナ殿とも顔をあわせる機会がなかったからねえ」

　本日もポルアースは、とても健すこやかな顔色をしていた。いささか無む駄だな肉の多い体格であるが、健康を害するほどではないらしい。穏やかだが力強い生命の波動が、その丸っこい肉体に脈打っているのが感じられる。

「アリシュナ殿も、毎日忙いそがしいのだろう？　復活祭を終えてもうけっこうな日が過ぎているのに、相変わらずこの貴き賓ひん館かんは満室であるようだからね」

「はい。中天から日にち没ぼつまで、星読みの客、途と絶だえること、あまりありません」

「そうだろうそうだろう。あげく、余所の館に逗留されているお客人や、もともとジェノスに住んでいる人間たちまでもが押し寄せているらしいじゃないか。日を追うごとに、アリシュナ殿の名声は高まっている様子だねえ」

　そのようにのたまうポルアース自身は、マルスタインと同じように星読みというものを重んじていない。そうであるからこそ、彼はこうして必要以上にアリシュナを敬ったり恐れたりすることなく、気さくに振る舞えるのかもしれなかった。

「でも、いいかげんにお客人たちも自分の故郷が恋こいしくなる頃ころ合あいだろうからね。忙しいのももうしばらくの辛しん抱ぼうだよ、アリシュナ殿」

「はい。……ポルアースも、忙しい様子ですね？」

「うん。お客人の半分がたは、商あきないのために訪れた商団のお歴々だからねえ。今日だって、ここに逗留しているジャガルの商人らと食材の買い付けについて話し合うためにやってきたんだよ。うかうかしていると、砂糖やタウ油の備び蓄ちくが尽きてしまいそうだからさ」

　しかし、普ふ通つうは貴族が取り仕切っている商売でも、そのような交こう渉しようには代理の人間を立てるものであろう。トゥラン伯爵家の一件があったので他人任せにはできないという面もあるのかもしれないが、このポルアースという人物はそれ以上に、あちこち動き回るのが性に合っているようであった。

（……このポルアースは、いずれ大きな成功を収めるだろう）

　星など読まずとも、それは顔相にもはっきり表れていた。が、問われもしないことを語るのは、やはり誠実さに欠ける行いである。自分には当たり前に見えるものが、余人にはまったく見えていないこともあるのだ。まだ若いアリシュナはそれで失敗することも多かったので、こういう際には自重が必要なのだった。

「ところでアリシュナ殿は、闘とう技ぎ会かいについて聞き及およんでいるかな？」

「とうぎかい？　……ああ、闘技の会、ですか？」

「そうそう。銀の月の終わり頃に開かれる、剣けん士したちによる闘技の大会さ。その闘技会については星読みで占うらなうことを禁じるように進言しようかと考えているのだけれども、アリシュナ殿はどう思うかな？」

　少し意味がわからなかったので、アリシュナは小さく首を傾げてみせた。

　そこに侍女が、茶を載のせた盆ぼんを運んでくる。甘あま酸ずっぱい香りのする、アロウの茶だ。

「実はその闘技会というやつは、いわゆる賭かけ事ごとの場でもあるのさ。どの剣士が勝ち抜くか、見物客たちが銅貨を賭けて予想するわけだね。そういう賭け事で星読みの占いを持ち出すのは、あまりに無ぶ粋すいだろう？」

　そのように語りながら、ポルアースは銀の匙さじで茶に砂糖を入れていく。西の民は、茶を甘くして飲む習わしがあるのだ。アリシュナ自身は熱いアロウの茶をそのままで味わってから、「はい」とうなずいてみせた。

「賭け事、星読みの力を使う、無粋であり、危険である、思います。また、敗北の運命、読み解かれた人間、占星師、恨うらむかもしれません。人間、悪い運命、占星師がもたらした、思うものなのです」

「うんうん、確かにそういう一面もあるのだろうねえ。だから僕ぼくは、なるべく星読みの力というものに頼たよりたくはないのだよ。成功も失敗も、すべては自分の裁量でもたらされたものだと信じたいからさ」

　にこにこと笑いながら、ポルアースは赤いアロウ茶を熱そうにすすった。

「それじゃあ、その件に関しては禁止ということでかまわないね？　ジェノス侯こうには、僕のほうから話を通しておくからさ」

「ありがとうございます。ポルアースの心づかい、とても感謝します」

「いやいや。無用な騒ぎで苦労するのは、けっきょく僕たちのほうだからさ。すべてはジェノスの安あん寧ねいのためだよ」

　それは、どうやら本心で言っているように感じられた。このポルアースというのは、きわめて損得勘かん定じように長けた人間でもあるのだ。先の大きな苦労を回かい避ひするためならば、今の小さな苦労を厭いとわない。貴族というよりは、目め端はしのきく商人のような気質なのだった。

　貴族としては珍しいそういう部分が、大きな成功の要因になっているのかもしれない。無言でアロウ茶をすすりながら、アリシュナはこっそりそのように考えた。

「そういえば、その闘技会には森辺の狩人かりうども参加することが決定したようだよ」

「……森辺の狩人？　何な故ぜですか？」

「それはほら、あの晩ばん餐さん会かいでの御ご前ぜん試合から生じてしまった因いん縁ねんを晴らすためだね。アリシュナ殿どのも、ジャガルのご令れい嬢じようと一いつ緒しよに見物していただろう？」

　それはどうやら、昨年末に行われた森辺の狩人とジェノスの騎き士しによる剣けん技ぎの試ためし合いの話であるようだった。晩餐会の余興として剣技の試し合いを行うことになったジェノスの騎士が、相手にだけ騎き兵へい用の重い甲かつ冑ちゆうを準備して、不当に勝利を収めようと画策したのだ。

「先日、サトゥラス伯爵家で和わ睦ぼくの晩餐会が執とり行われてね。それでいちおうは手打ちにされたはずなのだけれども、また何やかんやと事情が重なって、森辺の狩人が闘とう技ぎ会かいに招かれることになってしまったんだ。よかったら、アリシュナ殿も一緒に見物などどうだい？」

「……その日、アスタ、招かれるのでしょうか？」

「アスタ殿かい？　いやあ、どうだろう。族長筋の方々は招かれるだろうけど、アスタ殿は闘技会なんて興味があるのかな？　そもそも森辺のお人らには、闘技場の周囲で出店をお願いしたいところだしねえ」

「そうですか」とアリシュナが小さく息をつくと、ポルアースに笑われてしまった。

「何だか、がっかりさせてしまったかな？　アリシュナ殿は、本当にアスタ殿の料理に魅み了りようされてしまっているのだねえ」

　内心を見み透すかされるのは、シムの民にとって恥はずべき行こう為いであった。が、それでさらに羞しゆう恥ちの念までさらすのはいっそうの恥はじになってしまうので、アリシュナは「はい」と普段通りの調子で答えてみせる。

「アスタ、素す晴ばらしい料理人です。またアスタ、招かれるときは、お声、かけていただけると嬉うれしいです」

「うんうん。そんなにたびたびアスタ殿を城下町に呼びつけることはできないけれど、その希少な機会には是ぜ非ひともお声をかけさせていただくよ。あのジャガルのご令嬢と一緒にね」

　陶とう磁じの杯さかずきを皿に戻もどしつつ、アリシュナはまた小首を傾げてみせた。

「闘技会、彼かの女じよ、招かれるのでしょうか？」

「彼女って、ジャガルのディアル嬢じようのことかい？　そうだねえ、闘技会の優勝者に贈おくられる剣なんかは、彼女の鉄具屋で特別に作らせた品であるようだから、やっぱり貴賓として招かれることになるんじゃないのかな」

「そうですか。ならば、私、参席したく思います」

「おお、アリシュナ殿は、彼女とも懇こん意いにされているのかな？」

「懇意、違います。ディアル、シムの民、疎んでいます。……しかし、南の民、触ふれ合う機会、少ないので、私、懇意にしたいと願っています」

「なるほどなるほど。それでは、アリシュナ殿のためにも席を準備させておくよ」

　それからしばらくは益やく体たいもない話に興じ、四の刻の鐘が鳴る寸前に、ポルアースは部屋を出ていった。けっきょくは、空いた時間を利用して、アリシュナに闘技会についてのあれこれを伝えたかったということなのだろう。そういう手間を手間と思わないところが、ポルアースのポルアースたる所以ゆえんなのだった。

（だけど、ポルアースが善良で親切な人間であるということに変わりはない）

　そうでなければ、彼が森辺の民からの信しん頼らいを勝ち取ることはできなかったろうと思う。彼はきっと、ジェノスが繁はん栄えいすることを心から願っており、それに関して大きな力になりえる森辺の民に対して、心から感謝の念を抱いだいているのだ。

　森辺の民というのは、彼にとって得になる存在である。占星師らしく表現するならば、彼の運気を高める存在である。ポルアースの星を読めば、そこにはきっと森辺の民との出会いが彼の運命を好転させたのだという星の動きが見て取れるはずだった。

　そんな森辺の民が、理解の及ばない蛮ばん族ぞくでなかったという事実を、ポルアースは心から喜んでいる。そしてまた、森辺の民もポルアースとの出会いでよき運気を手にしたに違いない。あらたまって星を読むまでもなく、それぐらいのことはアリシュナにもはっきり見て取ることができていたのだった。

（森辺の民を示す大おお獅じ子しの座には、それを助ける星々のきらめきがいくつも見える。きっとポルアースも、その星の内のひとつなのだろう）

　そんなことを考えながら、アリシュナは自分の日常に戻ることにした。

　仕事の始まる中天まで、残りは三刻ほどだ。浴堂を使うのは夜の眠ねむりの前と定めていたので、余った時間は読書や調べ物に費ついやすのがアリシュナの常であった。

　祖父は山のような書物を遺のこしていってくれたし、また、マルスタインに相談すればジェノス城の貴重な文ぶん献けんを借り受けることもできる。シムの歴史やセルヴァの歴史、大陸に残されている数々の神話、伝承、おとぎ話――それらを学ぶこの時間が、アリシュナにとっては何よりかけがえのないものであった。

　アリシュナは、祖父から星読みの力を受け継ついでいる。しかし、時にはその力を持て余すこともある。自分が見えているものの意味を正しく知り、それを正しく余人に伝えるには、どれほど学んでも際限がなかったのだった。

（この世界には、たくさんの謎なぞが満ちている）

　侍女に新しい茶を所しよ望もうしつつ、今日は祖父の遺品である巻物の文献を吟ぎん味みすることにした。記されているのは、半ば神話となりつつある太古の英えい雄ゆうや偉い人じんにまつわる伝承だ。

　それを読み進めていく内に、アリシュナの目がとある文節のところで止まる。そこに記されているのは、シムに大いなる繁栄をもたらした白き賢けん人じんミーシャの伝承であった。

（白き賢人ミーシャ……その類いまれなる叡えい智ちで、シムに繁栄と安寧をもたらした異い邦ほう人じん）

　それは『星無き民』である、というのが占星師にとっては定説であった。

　否いや応おうなく、アリシュナはアスタの存在を思い出してしまう。

（運命の読めない黒き深しん淵えん、星ならぬ星……アスタはきっと『星無き民』であるに違いない）

　それはもう、アリシュナにとって厳然たる事実であった。外見上はどこもおかしいところのない西の民に見えるアスタであるが、アリシュナにはその星を読むことができない。いにしえの魔ま術じゆつ師しには己の星を隠かくす術を持った人間もいたと聞くが、そうではなく、アスタは星そのものを持っていないのだ。

　アスタは確かに存在しているが、彼の座には漆しつ黒こくしか見えない。天空にぽっかり空いた、漆黒の深淵。それがアスタの星ならぬ星なのだった。

　それはいっさいの光を持たないゆえに、占星師にも行く末を読むことがかなわない。その存在によって周囲の運命に変転をもたらしつつ、黒き深淵はどこに向かうのか、どこまで大きくなるのか、いつまで存在し続けるのか、何もかもがまったく判然としないのである。

（だけど、かつての『星無き民』たちがどのような運命を辿たどったかは、いくつかの文献に残されている）

　それと照らし合わせれば、アリシュナにもアスタの行く末をあるていどは読み解くことができた。しかし、それを口にすることは許されない。アリシュナはすでに過去において問われもしないことを口にしてしまい、アスタの心を乱してしまったのだ。

　それは占星師に許されぬ行為であったし、また、アリシュナ自身がアスタを苦しめたくないという思いもあった。運命など知らなくとも、人間は健やかに生きていくことができる。むしろ、運命を知ることで逃のがれようのない絶望にとらわれる人間もいる。かつてアリシュナの祖父によって滅ほろびの運命を読み解かれてしまった、『ジ』の一族の藩はん主しゆのようにだ。

（『星無き民』は、大きな希望と大きな苦難がともに訪れる運命にある。願わくは、アスタにもたらされる希望がその苦難をも退けられるように……）

　アリシュナは指先を組み、心の底からそのように願った。

　アスタが異邦人である以上、そのような祈りにどれほどの力があるのかはわからなかったが、アリシュナにできるのはそうしてシムに祈ることだけだった。




　そうして上りの六の刻に早めの軽食をとり、しばし身体を休めてから、アリシュナはあらためて応接の間に陣じん取どった。ここから日没までは、ジェノス侯こう爵しやくに与あたえられた仕事に励はげむ時間だ。中天の鐘が鳴ると同時に、まずは見慣れた人物が侍女に導かれてやってきた。

「おひさしぶりです、アリシュナ殿。お忙しい中、時間を作っていただき感謝しています」

　それは、バナーム侯爵家のウェルハイドであった。彼はジェノスと交易をするバナームの使節団の責任者として、長きに亘ってこの城下町に逗留していたのだ。

「おひさしぶりです。あなた、星読みに訪れる、初めてです」

「はい。このたびようやくバナームへと戻ることになったので、その出立の日に相応ふさわしい吉きち日じつを教えていただきたいのです」

　彼は貴族でありながら、アリシュナなどに対しても礼れい儀ぎ正ただしく振ふる舞まおうとする珍しい若者であった。ジェノスではあまり見ない黒髪の西の民で、目にも鮮あざやかな赤い装しよう束ぞくに身を包んでいる。きっとバナームでは、赤色が高貴の色と定められているのだろう。

「我々が出立するのは、翌月の金の月です。普通であれば旅の吉日とされているのは月の半ばの十五日ですが、それよりも出立に相応しい日というものは存在するのでしょうか？」

「お待ちください」

　アリシュナは、懐ふところから星読みのための術具を取り出した。幼いギャマの頭骨である。その頭ず蓋がいに走った黒い亀き裂れつを指先でなぞりながら、アリシュナはこの世ならぬ空間に目を凝こらした。

「……バナーム、ジェノスから見て、北西の位置ですね？」

「はい。トトスを使えばわずか二日の距きよ離りですが、やはり十年前のこともありますので、万ばん全ぜんを期したいのです」

「……あなた、生まれた月、わかりますか？　そして、年ねん齢れいも必要です」

「年齢は十九で、生まれたのはおそらく黒の月だったかと」

　西の民は、自分の生まれた月すらもうろ覚えであるのだ。しかし、このていどの運命を読み解くのには、それでもかまいはしなかった。

「十五日、吉日です。それよりもよき星、巡めぐるのは、金の月の十日から十三日です」

「十日から十三日……ということは、十日か十一日に出立して、十二日か十三日に到とう着ちやくするのが最良、ということでしょうか？」

「いえ。あくまで、出立のための吉日です。その四日の内であれば、いつ出立しても、運命、変わりません」

　そして何より、このウェルハイドという若者自身に、凶きよう運うんの陰かげりは見られなかった。金の月の間に彼が大きな不幸に見み舞まわれることはないようであるし、そんな彼が長をつとめる一団であれば、その旅にも心配は不要であろう。

「ありがとうございます。僕の父は十年前、そんな短い旅の間に生命を落とすことになってしまったので、最善を尽つくしたいと考えていたのです。それに以前は、トトスが毒虫にやられて、僕自身が街かい道どうの真ん中で立ち往生してしまいましたしね」

「あなたの生まれ、黒の月、間ま違ちがいなければ、凶運、訪れないでしょう。明るい道、開けています」

「そうですか」と微笑ほほえんでから、ウェルハイドはちょっと視線をさまよわせた。他に何者かがひそんでいないかを探さぐっている様子であるが、侍女は次の間に控ひかえているので、この場には彼とアリシュナしか存在しない。

「それで、あの……僕個人もちょっとその、占ってほしいことがあるのですが……それをお頼たのみすることは可能ですか？」

「はい。難しい話、なければ」

「これは難しい話になるのかな……その、僕の伴はん侶りよになる人間についてなのですけれど……」

　そのように言いながら、ウェルハイドは頬を赤く染めていった。彼はジェノスの民よりも淡あわい色の肌はだをしているので、そういう変化も実に顕けん著ちよである。

「はい。その相手、名前と年齢と生まれた月、わかりますか？」

「ああ、いえ、誰だれか特定の相手ではなく、僕はどのような人間を娶めとることになるのか、それを占ってほしいのです」

　それはどちらかというと、難しい部類の話であった。しかし、どのみち生誕の日付も正しくはわかっていないのだから、こまかい星の動きを見て取れるわけもない。アリシュナは、さきほどつかんだ星の流れを、もう一度指先でなぞることにした。

「正しく読み取る、難しいですが……あなたの幸い、故郷にあります。バナームの人間、伴侶にする、もっとも幸いであるようです」

「ああ、やっぱりそうですか……」

　ウェルハイドは、ほろ苦い表情で微び笑しようした。

「そんなような気はしていたのです。僕はやっぱり、このジェノスで出会った人と結ばれる運命にはないのでしょうね」

「はい。あなた、黒の月、生まれているならば」

「わかりました。これで思い残すことなく、バナームに帰れそうです。もっとも、今後も使節団の長として、ちょくちょくジェノスを訪れることになるのでしょうけれどね」

　それはアリシュナには返事のしようのない言葉であったので、ただ目礼を返すに留とどめておいた。ウェルハイドは何かを吹っ切るように頭を振り、立ち上がる。

「それでは失礼いたします。またどこかの晩餐会でお会いできるよう願っています、アリシュナ殿」

「はい。よき風、あなたに吹きますように」

　それで、最初の仕事は終しゆう了りようであった。

　そののちに訪れた客人の何組かも、やはり出立の吉日をアリシュナに求めてきた。この貴賓館に逗留している人間の大半は、ジェノスで復活祭を楽しむために訪れた客人たちであるのだ。なおかつ、その多くは商売の話も携たずさえていたので、商いに関する相談事も何件かは持ち込まれることになった。
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　西の民は、それほど星読みというものを重んじていない。それでもやっぱり不安や迷いがあるときは、その道筋を何かに照らしてもらいたく思うものなのだろう。幸いなことに、アリシュナが託たく宣せんを躊躇ためらうような凶運を持つ人間はいなかった。商売に関しても、決定的な何かをアリシュナの言葉だけで決めようとするような人間はおらず、ただ彼らはちょっとした気休めを求めているだけのように感じられた。

　そんな中、いささかならず不ふ吉きつな気配を纏った人物が現れたのは、何度かの休きゆう憩けいをはさんで、下りの四の刻を迎むかえた頃であった。まだ若い、武官の白いお仕着せを纏った若者である。レイリスと名乗ったその若者は、席に着くなり思おもい詰つめた声で語り始めた。

「わたしの家は、とてつもない災さい厄やくに見舞われることになった。この災厄をわたしの力で退けることはかなうのか、その行く末を占っていただきたい」

「……年齢と生まれた月、お願いします」

「年齢は十七歳。生まれた月は、青の月だ」

　ウェルハイドよりもよほど大人びた面おも立だちで、西の民にしては背も高いほうであったが、彼はまだアリシュナと同じ年齢の少年であるようだった。アリシュナは、いくぶん消しよう耗もうしてきた気持ちを引き締しめなおしながら、ギャマの頭骨を撫なでさする。

「とてつもない災厄……それは、あなたの父親、見舞われたのですね」

「ああ、そうだ」と、レイリスは硬かたい声で応じてくる。確かに彼の家は、運命の変転期を迎えているさなかであるようだった。

　災厄や凶運ではない。ただ、大きな変転に見舞われて、おそらくは彼の父親が道を踏ふみ外はずしてしまったのだ。むしろこれは、彼の父親が自分の家と子供に災厄をもたらしたような星の動きであるようだった。

（彼の父親が道を間違えなければ、彼の生が乱されることもなかったのだ）

　しかしまた、その変転はあまりに大きく、よほど強い星を持っていなければ避さけようもなかったように思える。彼の父親の名前や生誕の日を聞かされていないので、確かなことは言えなかったが、きっとそれは訪れるべくして訪れた運命であったのだ。

　彼の父親の没ぼつ落らくを契けい機きとして、さまざまな星が大きく動いている。そしてそこから読み取れるのは、きわめて大きな吉きつ兆ちようだ。

　世界は、正しく運行されている。

　彼の父親の没落が、この美しい星の流れを生み出したのだ。

　だが、迂う闊かつにそのような言葉を口にすることはできなかった。

　彼の父親は弱き星であるゆえに道を間違い、彼が道を間違えたことによって、世界は強い輝かがやきを得た。言ってみれば、彼の父親は運命の生いけ贄にえにされたのだ。しかもその責は、本人の星の弱さにある。このように救いのない運命を読み解かれて、喜ぶ人間がいるとは思えなかった。

（でも……）

　それは彼の父親の話であり、彼自身の運命ではない。

　アリシュナは目を凝らして、レイリス自身の星の動きを辿った。

「……あなたの家、大きな変転の時期、あります。大変な苦難、訪れたことでしょう。……それを切り開くのは、あなたの星です」

「……それは、どういう意味なのだろうか？」

「あなたの星、強き力、持っています。あなたの父親、屈くつした変転、乗り越こえる力、あるでしょう。あなた、父親と同じ過あやまち、繰くり返さなければ、明るい道、開けるはずです」

「わたしの父が屈したものに、わたしは屈するなと……わたしに父と同じ過ちを繰り返すな、というのだな？」

　レイリスは、強く瞳ひとみを輝かせながら笑った。

「アリシュナと仰おつしやったか。あなたは、わたしがゲイマロスの息むす子こであるということをわきまえていたのかな？」

「ゲイマロス？」

　それは、どこかで聞いたことのある名前であった。

「ああ、そうだ」と、レイリスなる若者はいっそう強い光を両目に宿す。

「あなたはその目で、わたしの父が罪を犯おかす場面を見ていたのだろう？　わたしはその日、別の町に使節として招かれていたので、あいにく居合わせることができなかったのだがな」

「それは……ひょっとして、森辺の狩人、剣技の試合、した話ですか？」

「ああ。その場で森辺の民に姑こ息そくな罠わなを仕し掛かけてしまったのが、わたしの父ゲイマロスだ。……それではあなたは、その事実を踏まえた上でさきほどのような託宣を下したわけではない、と言い張るつもりなのだな？」

　むろん、彼があの森辺の狩人に打ち負かされた騎士の子息であるということなど、アリシュナには知るすべもないことであった。アリシュナは、あの騎士の顔相すら目にしていないのだ。

「まあいい。何にせよ、わたしは父のような罪は犯さない。相手の力がどれほど大きかろうとも、自分の力だけで森辺の狩人どもを退けてみせよう」

「……あなたの前、敵、ありません」

　アリシュナは、同じ調子でそのように告げてみせた。

「変転の運命、立ちはだかっています。ですが、運命、敵、違います。執しゆう着ちやく、危険です」

　かぼそい星のきらめきを、アリシュナは全ぜん身しん全ぜん霊れいでたぐり寄せた。

　ここは力を出し惜おしむべきではない、と直感的に悟さとったのだ。

「あなた、重んずるべき、己おのれの誇りです。向かい合う、敵ではなく、あなた自身です。執着の火、あなたの剣、鈍にぶらせます。……あなた、誇り、胸に抱くべきです」

「誇りはいつでも、この胸に抱いているつもりだ。わたしはその誇りを守るために、強大なる敵と相対しようと誓ちかったのだからな」

「敵、ありません。あなた、自分の星、信ずるべきです。あなた……父より強き星、持っています」

　迷った末に、アリシュナはその言葉を口にした。

　レイリスは笑みを消し、しばらく何かを探るように虚こ空くうをにらみつけた。

「……そうだな。あの者たちは、敵ではない。過ちを犯したのは、あくまで父のほうなのだ。わたしは邪じや念ねんなく、騎士として剣を振るうべきなのだろう」

「はい。怒いかりや恨み、あなたの力、削そぐでしょう」

「うむ。……それで、明るい道が開けるというのだな？」

「はい。あなた、正しく振る舞えば、家の不運、消え去ります。そして、あなたの星、いっそうの輝きを得るでしょう」

「そうか」といったんまぶたを閉ざしてから、若き騎士はやおら立ち上がった。

「わたしは決して、星読みなどというものに重きは置いていなかった。ただ母上が強くすすめるので断りきれず、この場におもむいてきたに過ぎぬのだ。……しかし存外、胸が軽くなったように思う」

「はい」

「星読みというものも、馬鹿にはできぬものなのだな。これでわたしが正しい道を見いだせたら、あらためて礼の言葉を届けさせてもらいたく思う」

「運命、切り開く、あなたの力です。礼の言葉、不要です」

　レイリスは、さきほどよりも屈くつ折せつしていない笑みをその口もとに浮うかべてから、部屋を出ていった。

　アリシュナは息をつき、椅子の背もたれに身体からだを預ける。が、再度の休憩を求める前に、次の客人が入ってきてしまった。一転して、今度は可か憐れんな容姿をした貴婦人である。そしてそれは、アリシュナにとっても見知った人物であった。

「おひさしぶりです、アリシュナ。今日はお時間を作っていただき、とても感謝しています」

　外出用の清せい楚そな身なりだが、それでも上等な絹や毛織物の装束を纏った、それは貴婦人のセランジュ姫ひめであった。何という家かは失念してしまったが、どこぞの子し爵しやく家の若き貴婦人である。彼女とは、御前試合の行われた晩餐会と貴婦人の茶会で、二度ほど顔をあわせていた。

「わたくしはもう、どうしたらいいのかわからなくなってしまって……シムの占星師として高名なあなたに、進むべき道を照らしていただきたいのです」

　席につくなり、セランジュ姫は切々と語ってきた。

「……あの、この場での会話は秘密にしていただけるのですよね？」

「はい。秘密、絶対です」

「ありがとうございます。……実はわたくしは、とある殿との方がたに懸け想そうしてしまったのです……」

　そのように語りながら、セランジュ姫は白い頬をほんのりと染めた。まあ、若き貴婦人がアリシュナのもとを訪れるのは、だいたいそういった悩なやみを抱かかえたときなのである。

「ですが、父上やサトゥラス伯はくはわたくしがそのような想おもいを抱くのは間違っているのだと言わんばかりに横よこ槍やりを入れてきて……それはもちろんわたくしだって、自分がどういう立場に立っているかはわきまえているつもりです。子爵家の人間として生まれたからには、城下町の民ですらない平民と恋に落ちることなど許されないのでしょう」

「はい」

「それでもこの想いを押おし留めることなど、わたくしにはまったくできそうにないのです。夜ごとに想いはつのるばかりで、いっそ子爵家の名を捨ててしまいたいぐらい……そうすれば、わたくしが誰に懸想をしたって、みんな文句は言えなくなるでしょう？」

「……生まれた月、年齢、お願いします」

「生まれた月は朱しゆの月で、年齢は二十歳はたちです」

　二十歳で未み婚こんの貴族というのは珍めずらしいな、と心中でつぶやきながら、アリシュナはセランジュ姫の星を辿ってみた。

　案の定というべきかどうか、そこには何の変革の兆きざしも見られない。彼女はきっと、この地でつつましく幸福に生きていくだろう。身分違ちがいの恋に身を投じ、その運命をくつがえすような変革の相は、どこを探っても見当たりはしなかった。

　しかし、アリシュナは黙もつ考こうする。それをそのまま伝えても、彼女が納なつ得とくしそうにないように思えたのだ。

　きっと彼女は彼女なりに思い詰めているのだろう。彼女の父親やサトゥラス伯はく爵しやくがそれを抑よく圧あつしようと試みたばかりに、余計に気持ちが昂たかぶっているのかもしれない。ここでアリシュナが否定的な見解を述べてみせても、それはかまどに薪まきをくべるような効果しか与えられそうになかった。

（そうすると、彼女の運命は大きくねじ曲がってしまうかもしれない……いや、彼女自身の運命は変わらないとしても、他の星に乱れが生じる。これは、そういう星の位置だ）

　彼女自身は、無力な存在である。が、彼女は子爵家の令嬢だ。たとえば彼女がちょっとした家出を試みるだけで、城下町には小さからぬ騒そう乱らんが生まれてしまうだろう。

　そしてアリシュナは、茶会や晩餐会における彼女の言動も思い出していた。彼女が懸想している相手は、おそらくあのシムの民とよく似た空気を持つ、森辺の狩人の少年であるのだ。そしてそれは、すなわちレイリスの父親たるゲイマロスを叩たたきのめしたシン＝ルウなる人物であるはずだった。

　彼女が城下町を抜ぬけ出して、森辺の集落に押しかけることになったら、いったいどうなるか――ジェノスの貴族と森辺の民の間に、いらぬ亀裂が生み出されたりはしないだろうか？

（だけど私は、占星師だ。読み解いた運命を偽いつわりの言葉で語ることは許されない）

　ギャマの頭骨を撫でながら、アリシュナはひそかに煩はん悶もんした。その末にひねり出した言葉を、考え考えセランジュ姫に届けることにする。

「……セランジュ姫、あなたの想い、とても強いです。燃えさかる火、似ています」

「はい……」

「大きな火、時として危険です。強き火、自分のみならず、他者の運命、燃やすことがあるからです」

　もっとも、あの狩人の少年の星がセランジュ姫の星にかき消されることはないだろう。アリシュナは彼の星を読み解いたわけではなかったが、あの顔相からはとても強い力が見て取れたのだった。

　だが、そのような言葉は語らない。虚きよ偽ぎは罪でも、隠いん匿とくは罪ではないのだ。むしろ、正しい星の運行をさまたげぬように言葉を選ぶのは、占星師にとって重要な役割なのである。

「あなたの行い、他者の運命、乱す危険があります。あなたの想い、あまりに大きすぎるのです」

　おそらくそれで乱されるのは、彼女の父親やサトゥラス伯爵の運命だ。大獅子の星に率いられた流星群のごとき森辺の民の運命は、ちょっとやそっとで乱されるようなものではなかったのである。むしろ、それらの星のうねりによって、セランジュ姫の周囲にある人間の運命が脅おびやかされてしまうのではないか――と、アリシュナはそういう方面の危き惧ぐを抱かされていたのだった。

「想い、押し殺す、苦しいことでしょう。でも、あなたの涙なみだ、他者を救うのです。あなたの星、そのように告げています」

「まあ……」と、セランジュ姫は自分の頬ほおを両手で包み込んだ。その茶色い瞳には、早くも涙が浮かび始めている。

「わたくしの想いの火が、あの方を燃やしつくしてしまうと……？　ああ、そうですわね。貴族と平民が恋に落ちてしまったら、その結末は無残なものになると決まっています。かつてのアルフォン子爵家だって、それが原因で断絶されたようなものですもの……」

「…………」

「わたくしが耐たえ忍しのべば、あの方の運命は救われるのですね？　ああ！　愛するひとのためにこそ、自分の気持ちを殺さなくてはならないなんて……どうして西方神は、わたくしにこのような試練をお与えになったのでしょう？」

「……神の御み心こころ、人間、知るすべはありません」

　アリシュナは厳げん粛しゆくに、そのように述べてみせた。

　セランジュ姫は、どこか陶とう酔すいした眼まな差ざしであらぬ方向を見つめている。

「わかりました。耐え忍ぶことこそが、あの方を救うことになるというのなら……わたくしはどのように苦しくとも、耐えてみせましょう」

「はい」

「ありがとうございます、アリシュナ。あなたはわたくしの恩人です。今度は是非、わたくしの家の晩ばん餐さんにお招きさせてください」

「はい。ありがとうございます」

　セランジュ姫が部屋を出ていくのを見送ってから、アリシュナはがっくりとうなだれる。ただでさえ精神が摩ま耗もうしていたところに、今度は頭まで疲つかれてしまった。このような案件で頭を悩ませるのは本当に占星師の仕事なのかと、疑わしくなるほどであった。

（だけどこれで、彼女の父親やサトゥラス伯爵の星が脅かされることはないだろう。弱き星は、あまり強き星に近づくべきではないんだ）

　そこでまた扉とびらが叩かれたので、アリシュナは慌あわてて声をあげてみせた。

「申し訳ありません。しばし休憩、お願いします」

「星読みのお客人は、今の貴婦人が最後でございました。……それとは別のお客人がいらっしゃったのですが、如何いかがいたしますか？」

「仕事、終わったなら、休みます。今日、疲れてしまいました」

「左様でございますか。お客人というのは、ダレイム伯はく爵しやく家けのシェイラ嬢なのですが……」

　アリシュナは、ハッとして身を起こす。

「彼女ならば、お通ししてください」

「かしこまりました。少々お待ちくださいませ」

　アリシュナは、背筋をのばしてシェイラの入室を待ち受けた。ほどなくして、すっかり顔かお馴な染じみとなったダレイム伯爵家の侍じ女じよが姿を現す。

「ごきげんよう、アリシュナ様。アスタ様からの料理をお届けに参りました」

「はい。ありがとうございます」

　シェイラの手には、四角い容器の形をした布の包みが携えられている。が、そうして二重に梱こん包ぽうをされても、芳かぐわしい香こう草そうの香りがうっすらと嗅かぎ取れた。およそ二日に一度の割合で届けられる、『ギバ・カレー』だ。アスタはもうこれでひと月近くも、アリシュナのためにこの料理を届けさせてくれているのだった。

「シェイラ、とても感謝しています。本当に、謝礼、不要ですか？」

「はい。アリシュナ様から銅貨など受け取ったら、わたくしがヤン様に叱しかられてしまいます」

　アリシュナの前まで進み出たシェイラが、荷物を卓たくの上に置きながらにこりと微笑みかけてくる。

「アリシュナ様は、ポルアース様とも懇意にされているのでしょう？　それならば、なおさらです。わたくしはダレイム伯爵家の侍女なのですから、お気き遣づかいは不要ですよ」

「ですが、あなたの仕事、増やしてしまっています。私、それが心苦しいのです」

「わたくしはトトスの車に揺ゆられているだけなのですから、どうということはありません。この貴賓館は、伯爵家のお屋や敷しきに戻る途と上じようにありますし。……それでは、ごきげんよう」

　とても温かい微笑を残して、シェイラは早々に立ち去っていった。

　それと入れ替かわりに、侍女が入ってくる。

「失礼いたします。すぐにお食事にされるようでしたら、そちらの料理を温めさせてまいりますが」

「ありがとうございます。でも、まだ五の刻です。他の料理、間に合わないでしょう」

　アスタに頼んでいるのは『ギバ・カレー』のみであるので、フワノや野菜料理などは厨くりやの料理人たちに準備してもらっているのである。以前にも六の刻までお待ちくださいと言われてがっかりした覚えがあるので、アリシュナはそのように答えてみせたのだが、老いし侍女は「いえ」と首を横に振った。

「他の料理の準備はできております。あとはフワノを焼くのみとの話であったので、四半刻とかからずにお届けできるでしょう」

「そうなのですか？　以前、無理でしたが」

「はい。わたくしのほうから、料理人たちに願い出ておいたのです。アリシュナ様の料理だけは、五の刻にもお出しできるように準備しておいてほしい、と。……シェイラ嬢がこちらに見えるのは、だいたいそのあたりの刻限であるようでしたので」

　そのように言って、老いし侍女はうっすらと微笑んだ。東の民のように感情を表すことの少ない彼女としては、それぐらいのことでも非常に珍しいことであった。

「差し出がましい真ま似ねをしてしまい、申し訳ありません。ただ、以前に早い時間のお食事を断られたとき、アリシュナ様はとても落らく胆たんされていたようでしたので、わたくしも放ってはおけなかったのです……」

　内心を見透かされるのは、シムの民にとって恥ずべき行為である。

　そして、羞恥の念を悟られるのもまた、同じように避けたいことだ。

　が、このたびはアリシュナも頬のあたりが熱くなっていくのを、どうしても止めることがかなわなかった。そんなアリシュナの姿を見つめながら、老いし侍女はいつまでも優やさしげに微笑んでいたのだった。
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　アイ＝ファとレム＝ドムの力比べが終結してから七日後の、銀の月の二十五日。本日は、ジェノス城が開かい催さいする闘技会の当日であった。

　何やかんやと協議した結果、けっきょく俺おれたちもその日は闘技会の会場前まで場所を移動して、屋台の商売を敢かん行こうすることになった。

　この日は普ふ段だん以上の集客が見込めるという話であったので、およそ千食分の料理を準備している。太陽神の復活祭でいうと、初日の『暁あかつきの日』に匹ひつ敵てきする分量だ。なおかつ、闘技場は普段よりも遠い場所にあるし、上りの四の刻の半には到着したほうが望ましいと言われていたので、普段よりも二時間以上は早く家を出る必要に迫せまられてしまった。

　ただし、営業時間はいつも通りの三時間ていどで済みそうであったので、それほどの負担にはならないだろう。営業後にはシン＝ルウたちの活かつ躍やくをちょろっと拝見してから森辺に帰ってこよう、という計画で、俺たちはその日の仕事に取り組むことになった。

　すべての準備を整えてルウの集落に到着してみると、何やらいつもより騒そう々ぞうしい雰ふん囲い気きである。集落の入り口で荷車をとめ、首をひねりつつ足を踏み入れてみると、本家の前に人だかりができている。分家の女衆や幼子や老人たちが、のきなみ集まっている様子であった。

「おはようございます。……うわあ、綺き麗れいだね、ララ＝ルウ！」

「うるさいよ！　見世物じゃないんだからね！」

　みんなに取り囲まれていたララ＝ルウが、真っ赤な顔で地じ団だん駄だを踏んでいる。しかし本日のララ＝ルウは、そんな仕草がもったいなく思えるほどの麗うるわしい姿であった。

　ガズラン＝ルティムらの婚こん儀ぎの宴うたげで一度だけ拝見したことのある、森辺の宴うたげ衣い装しようである。商売のときよりも上等な玉虫色のショールをかぶり、さまざまな飾かざり物で全身を彩いろどっている。町で買い求めた金属や石の飾り物に、森辺でこしらえた花や木の実の飾り物――そしてひときわ目立つのは、耳の上に飾られた黄色くて大きな花の髪かみ飾かざりである。

「あ、それはひょっとして、お誕生日にシン＝ルウからもらった――」

「もう！　うるさいってば！」

　ララ＝ルウの繰り出す鋭するどいビンタを、俺はぎりぎりのところでかわすことができた。そのかたわらにたたずんでいたミーア・レイ母さんは、とてもにこやかに笑っている。

「宴衣装を着込んだときぐらい、ちっとはおしとやかにできないもんかねえ。……だけど、本当によく似合ってるよ、ララ」

　ララ＝ルウは、赤い顔のままうつむいてしまう。その顔と同じぐらい真っ赤な髪も、今日はポニーテールではなく自然に垂らしており、そうすると普段はボーイッシュなララ＝ルウもきわめてお年とし頃ごろの女の子らしく見えるのだった。

　聞いてみると、若い娘むすめが参席するならばそれ相応の宴衣装を貸し出そうか、という申し入れがジェノス城のほうから届けられたらしい。しかし、宴衣装ならば自前の準備がある、ということで、こうしてひさびさにララ＝ルウがきらびやかな装束に身を包むことになったわけである。

　明るい日の下で拝見すると、その宴衣装は実に見事なものであった。焚たき火びに照らされるさまも美しいものであったが、日中だとまた趣おもむきの異なる美しさがある。周囲に集まった人々が感心したように、かつ満足そうにララ＝ルウの姿を見守っているのも、そういう気持ちであるからなのだろう。

　城下町の貴婦人が纏まとうドレスに比べれば、瀟しよう洒しやさには欠けるかもしれない。しかしまた、森辺の宴衣装を森辺の女衆ほど見事に着こなせる者はいないだろう。そしてララ＝ルウであれば絹のドレスだって見事に着こなせるのであろうが、この森辺の宴衣装だってそれに劣おとるものではない、と俺は心中で確信することができた。

「騒さわがしいな。準備はできたのか？」

　と、家の中から、ドンダ＝ルウがのそりと出現する。それにひょこひょこと追従しているのは、あくびを噛かみ殺したルド＝ルウであった。

「よー、アスタじゃん。それじゃあ、俺たちも出発の時間だな。俺が運転するから、とっとと出発しようぜー」

　ルウ家から闘とう技ぎ会かいに参戦するのは、シン＝ルウのみである。ドンダ＝ルウとルド＝ルウとララ＝ルウは、マルスタインに招かれた賓ひん客かくとして会場に向かうのだ。ドンダ＝ルウは族長として、ルド＝ルウはお供として、ララ＝ルウは――彼女が観戦に来られないのならば出場する気はない、と言っていたシン＝ルウの主張が通ったゆえの参席なのであろう。

　そのシン＝ルウはどこに行ったのかなと思って視線を巡らせると、彼かれは俺のすぐそばに立っていた。その凛り々りしい顔をほのかに赤く染めながら、俺の顔をじっとねめつけている。

「アスタよ、俺が花を贈ったなどという話は、あまり大きな声で話してもらいたくはないのだが……同じ家に住む家族でもないのに花を贈るというのは、ルウの集落でもそれほど当たり前の話ではないのだ」

「ああ、うん、ごめん。今日は頑がん張ばってね、シン＝ルウ」

「うむ」とうなずくシン＝ルウは、俺の余計な言葉の効果を除けば、普段通りのたたずまいであった。きっと森辺の男衆が身を飾るのは、婚儀で花はな婿むこの役をつとめるときぐらいなのだろう。ドンダ＝ルウやルド＝ルウも、狩人かりうどの衣ころもを纏った平常の姿である。

「では、出発するか」

　いきなり後頭部のあたりから声があがったので、俺は「うひゃあ」と跳とび上がってしまった。

「な、何だ、アイ＝ファもついてきてたのか。てっきり荷車に居残っているのかと思ったよ」

「……いつまで経たっても用心の足りぬ男だな、お前は」

　アイ＝ファはいくぶん気分を害した様子で、俺の足を蹴けってきた。我わが最愛なる家長殿どのは、屋台のほうの護衛役として同行するのである。

　なおかつ、集落の前にとめてきた二台の荷車には、スドラ家の狩人が四名ほど控えている。ディンやリッドからも護衛役は出せるという話であったが、近在の氏族ならば条件は同じだ。また、ザザ家の眷けん族ぞくであるディンやリッドに宿場町の仕事を頼むには、またグラフ＝ザザの了りよう承しようが必要になってしまうだろうということで、彼らが名乗りをあげてくれたのだった。

　スドラの男衆であれば、かつてテイ＝スンたちの急きゆう襲しゆうに備えていた時代、護衛役の仕事を果たした経験がある。そうして彼らが護衛役に任じられると、家人のユン＝スドラなどはたいそう誇ほこらしげな様子であった。

　そして会場には、別の氏族の人間たちも集まる手はずになっている。族長筋の、ザザとサウティの面々である。森辺の同どう胞ほうが闘技会に参戦するということで、彼らも貴族の招待に応じる気持ちを固めたのだった。

　が、ザザ家は跡あと継つぎのゲオル＝ザザが剣けん士しとして出場するという事情もあって、族長のグラフ＝ザザではなく別の男衆と末妹のスフィラ＝ザザを差し向ける予定であるとのことであった。それに、ルウやサウティはちょうど族長の立場である二名が負傷の身で仕事を休んでいるために自ら出向くことになったが、このような余興で三族長の全員が顔をそろえる必要もあるまい、という意見もあったようだ。

　ともあれ、サウティからはダリ＝サウティとお供の狩人が出向くらしい。出場選手の二名を除けば、総勢七名の一団だ。会場の貴き賓ひん席せきというものがどのような造りをしているのかは知れぬままであるが、きっと彼らはとてつもない存在感を周囲の人々にもたらすことだろう。

「それじゃーな。ちゃんと俺たちの分まで、料理は残しておいてくれよー？」

　そのように言いたてるルド＝ルウを先頭に、彼らはジドゥラの荷車に乗り込んでいった。本日の当番であるシーラ＝ルウやリミ＝ルウたちは、すでにルウルウの荷車のところで待機している。

「おはようございます。そちらの準備は大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「はい。宿屋の料理はこの後にレイナ＝ルウたちが仕上げることになりましたので、問題はありませんでした。それでわたしたちの帰宅を待って、宿屋に届ける予定になっています」

「ああ、今日は荷車もすべて出で払はらってしまいますもんね」

　するとシーラ＝ルウは、いくぶん申し訳なさそうな表情を浮かべつつ頭を下げてきた。

「本来であれば、今日はジドゥラの荷車を出す日であったのですよね。そちらはシンたちが使うことになるので、アスタたちにはご迷めい惑わくをおかけしてしまいます」

「いえいえ、とんでもありません。一日ぐらいはどうってことないですよ」

　商売に取り組むかまど番は、今でも毎日十三名が宿場町に下りており、それには三台の荷車が必要になる。よって、ギルルとルウルウは毎日使うものとして、ジドゥラとファファは一日置きに出すように取り決めていたのだった。

　あくまでも、ジドゥラとファファは買い出しのために準備をしたトトスであるのだ。それをこちらの行き来で使ってしまうと、買い出しでは朝方や夕暮れ時しか使えなくなってしまう。そういったわけで、不公平のないように一日置きのローテーションと定めたのであるが、俺としてはそろそろ新たなトトスの購こう入にゆうも考え始めていた。

（復活祭の間なんかは、四台全部を宿場町の商売で使うことになっちゃったもんな。ファでもルウでも銅貨どころが銀貨がたまりまくってるんだから、もう一組ずつトトスや荷車を購入してもバチは当たらないだろう）

　そんなことを考えながら、俺はアイ＝ファとヤミル＝レイをともなって、ギルルの荷車へと引き返した。

「アスタ、今日はスドラの男衆も乗っているのでしょう？　わたしが乗り込む隙すき間まなどあるのかしら？」

「はい。かまど番が十三名で護衛役が五名ですから、一台に六名ずつでぎりぎり大丈夫です」

　ファファの荷車はスドラ家の五名とトゥール＝ディンで埋うめられていたので、こちらの荷車は俺とアイ＝ファ、ヤミル＝レイとフェイ＝ベイム、そしてガズとラッツの女衆という顔ぶれになる。ルウルウのほうは、シーラ＝ルウとリミ＝ルウ、モルン＝ルティムとツヴァイ、それから今日は――レイとミンあたりの女衆が当番であるはずであった。

「では、出発します」

　四台の荷車が、闘とう技ぎ場じようを目指してルウの集落を出立した。まずはいつも通りに宿場町へと下りて、御ぎよ者しやはいったん荷車から降りる。宿場町の区間は、トトスを走らせることが禁じられているのだ。

　まだ朝方であるのに、宿場町はなかなか混み合っていた。なおかつ、普段よりも荷車の数が多い。これらの人々は、みんなきっと闘技場を目指すのであろう。通りすがりに確かく認にんしたところ、縄で囲まれた青空食堂のスペースは、今日も何事もなくひっそりと静まりかえっていた。

　そうして露ろ店てん区域をも突とつ破ぱして、宿場町の領土を踏み越えたら、あらためてトトスを駆かけさせる。それなりの人出ではあったが、何せ十メートルもの幅はばを持つ立派な街道であるので、荷車を走らせるのにも問題はなかった。

　徒歩の人々は、街道の真ん中あたりを歩いている。荷車は左側通行であるので、俺たちは左側だ。しばらく道を北上しても、逆車線から南下してくる荷車は数えるほどしかなかった。

　ほんの数分で、道は横向きのＴ字路に行き当たる。南北の主街道に、西への街道が交わる交差点である。ここで西に進めば城下町の正門、さらに進めば懐なつかしきダバッグへと向かうことができる。

　その道を通りすぎ、俺たちはひたすら北上した。右手は鬱うつ蒼そうとした雑木林で、左手は城下町を守る石の塀へいである。雑木林の向こうには、モルガの山の威い容ようがうかがえる。この雑木林は少しずつ密度を増していき、やがては森へと変じていくのだ。詳くわしい場所はわからないが、このあたりにはスンの集落の人々などが町に下りるのに使っている小道も存在するはずであった。

　やがて石いし塀べいがゆるやかな曲線を描えがきながら遠ざかっていくと、今度は木造りの塀が見えてくる。トゥラン領を守る、ギバ除よけの塀である。それは俺が想像していたよりも、はるかに粗そ末まつな造りをしていた。

　いや、ギバの突とつ進しんを食い止められるのだから頑がん丈じようは頑丈なのだろうが、いかにも古びていて、あちこちがひしゃげてしまっている。それに、ギバは身体の構造上、垂直に跳ちよう躍やくすることができないので、高さも人間の身長より低いぐらいであるのだ。御ぎよ者しや台だいに座すわっている俺は目線が高くなっているので、その塀ごしに町の様子がうかがえるほどであった。

　何とはなしに、うらぶれた町並みである。町というよりは、村落と呼んだほうが正しいかもしれない。家屋の造りも宿場町ではなくダレイムと同一で、なおかつ、隙間がないぐらいみっしりと密集している。なんとなく、家同士が倒とう壊かいしないようにおたがいを支えているかのような様相である。

　この町のどこかで、ミケルとマイムは暮らしているのだ。復活祭以降、マイムはずっと料理の勉強に打ち込んでいるので、屋台の商売は取りやめたままである。ときおりお客として宿場町に姿を現すことはあったが、早くその勉強の成果を味わわせてもらいたいものだと思ってやまない俺であった。

「ひさしいな。トゥランの町を見るのは、数ヶ月ぶりだ」

　と、後ろのほうから、アイ＝ファがにゅっと首を突つき出してくる。

「ああ、アイ＝ファはトゥランの中に足を踏み入れたことがあるんだもんな。その節は、大変ご心配をおかけしました」

「ふん」と、アイ＝ファは小さく鼻を鳴らす。アイ＝ファはかつて、サンジュラたちに拉ら致ちされた俺を捜さがすために、トゥランの町へと踏み込んだのだ。せっかく狩人として働けるようになったのに、今日も護衛役を買って出たのは、そのあたりのトラウマを刺し激げきされるためであるのかもしれなかった。

「トゥランでは、これらの家に取り囲まれるようにして、中央に大きな畑があるのだ。まるで、その畑を守るために家が建てられているような様相であったな」

「なるほど。そこのところは、ダレイムとずいぶん違うんだな」

「うむ。それでその畑では、大勢の北の民が働かされていた。私は遠目にうかがうばかりであったが、いずれもジィ＝マァムのように大おお柄がらな男衆であったぞ」

「北の民」という言葉を聞いて、俺は復活祭の直前に巡めぐりあうことになったエレオ＝チェルのことを思い出す。彼もまた、雨季には道を切り開くために森辺へと派は遣けんされてくるのだろうか。先日、シフォン＝チェルにきちんと彼の話が伝わっているかどうか、ディアルに確認をお願いしたのだが、その返事はまだもらっていなかった。

（本当に、不思議な巡りあわせだよな……）

　そんな感傷を胸に、俺は荷車を走らせる。

　トゥラン領を通りすぎると、次に広がるのは不毛の荒こう野やであった。ダバッグに向かうときに見たのと、同じような情景だ。ただし、右手の側は相変わらず鬱蒼とした雑木林であるので、何やら奇き妙みようにも感じられてしまう。石の街道が真まっ直すぐ続いており、その右側が雑木林、左側が不毛の荒野で、くっきり彩さい色しきが分かれてしまっているのである。

　荒野のほうは、ろくに草木も生えていない。砂さ漠ばくのような黄色い大地で、ところどころに大きな岩が転がっているばかりだ。それなりに雨の多い地域であるのに、地面はすっかり乾かわききってしまっている。

　これはきっと、ジェノスで家屋を建造するために樹木を伐ばつ採さいしまくった結果なのだろう。そうして右手側はモルガの山に繋つながる雑木林であるために、まったく手をつけられていないのだ。それは、文明を栄えさせようとする人間の貪どん欲よくさと、自然界の脅きよう威いに畏い怖ふする人間の脆ぜい弱じやくさをいっぺんに現出させたような光景に見えてしまった。

　そんな感かん慨がいを胸に、荷車を走らせること、およそ三十分――ようやく眼前に、目的の地が見えてきた。普段は練兵場として使われているという、ジェノスの闘技場である。

　左手側の不毛の荒野に、それは忽こつ然ぜんと出現した。ここから見えるのは、黄色みを帯びた石塀だけだ。その手前の空間に、大勢の人間が集まっているのがうかがえる。このあたりまで来ると、人通りもかなり増えていた。

「ずいぶん巨きよ大だいな建物だな。しかし、どうしてこのように町から遠く離はなれた場所に建てられているのだろうか？」

「うーん、けっこう古そうな建物だから、こいつを建てたときはまだこの荒野にも緑が残っていたのかもな」

　アイ＝ファとそんな言葉を交かわしている間に、石塀はぐんぐんと近づいてくる。その距きよ離りが五十メートルぐらいにまで詰まったとき、前方を走っていた荷車が動きを停止させた。建物の手前に大勢の衛兵が待ちかまえて、荷車の進行をふさいでいるのである。どうやらそこで検問を受けて、目的によって行き先を割わり振ふられるらしい。並んでいる荷車は、二十台ぐらいにも及およんでいた。

　その内の何台かは、荷台の人間を降ろしたのち、Ｕターンをして街かい道どうを南に戻もどっていった。おそらくは、辻つじ馬ば車しやだかタクシーだかに該がい当とうする荷車であったのだろう。荷車の常歩で三十分ということは、徒歩で一時間もかかるのだ。少し懐ふところに余よ裕ゆうがある人間ならば、その労力を銅貨で解決しようと考えるに違いない。残りの半数はそのまま前進していき、もう半数はそこから左手側の荒野へとトトスの首を巡らせていた。

　そちらには、すでに何十台もの荷車が駐とめられている。きっと自前の荷車で観戦に出向いた人々のための駐ちゆう車しやスペースであろう。その御者台であくびを噛み殺している者や、荷台に寄りかかって雑談している者などが見受けられるので、管理は自己責任なのだと思われた。

　街道を前進したほうの荷車は、巨大な闘技場のかたわらを通りすぎたところで、やはり左手側の荒野のほうへと姿を消していく。きっとあちらが、軽食を売るためのスペースなのだろう。

　そんな風に観察している内に、やがて俺たちの順番が巡ってくる。先頭に並んでいたのはギルルの荷車であったので、まずは俺が検問役の衛兵と向かい合うことになった。

「よし、御者台を降りろ。……と、やっぱり来たな、お前たち」

　そこで待ち受けていたのは、衛兵のマルスであった。普段は宿場町を巡じゆん回かいしている、たしか小隊長の位を持つ若き衛兵である。

「おつとめご苦労さまです。今日はこちらでお仕事ですか」

「ふん。今日は宿場町よりもこちらのほうが騒がしいのだから、しかたあるまい」

　こういうイベントの際には、治安を守る彼らも普段以上の尽じん力りよくを要求されてしまうのだった。気の毒だなあと思いつつ、はたから見れば俺たちも同じようなものなのかなとも思えてしまう。

「調理場は、いくつ必要だ？　ひとつの場所につき、赤銅貨は五枚だぞ」

「はい。それでは、五つ分をお願いします」

　とりあえずルウ家の分もたてかえて銅貨を差し出すと、代わりに五枚の木札が手て渡わたされた。

「店の前にそいつを掛かけておけ。仕事が終われば、捨ててかまわん」

　どうということのない木の札であるが、真ん中にはくっきりとジェノスの紋もん章しようが、その下には比ひ較かく的てきシンプルな象形文字のようなものがつらつらと焼きつけられている。来年に使い回されないよう、本日の年月日が記されているのかもしれない。

「あ、それと、荷車の一台には今日の闘技会に出場する剣士と賓客の方々が乗っているのですが、彼らはどこに向かえばいいのでしょう？」

「ああ、賓客の荷車はあちらの奥おくに並べて、我々が警護することになっている。……おおい！　賓客の荷車の案内を頼たのむ！」

　マルスの呼び声に、別の衛兵が飛んでくる。「それじゃーな」とウインクをするルド＝ルウとともに、ジドゥラの荷車とはそこで行動を別にすることになった。俺たちは、街道を前進である。

　左手側の十メートルほど奥まった場所には、巨大な闘技場がででんと鎮ちん座ざましましている。ただ、どういう施し設せつであるのかは、やっぱりこの距離でもわからない。ここからうかがえるのは、高さが五メートルはあろうかという黄色っぽい石の塀ばかりだ。

　塀は円状に組まれており、その内側の直径は百メートル以上もありそうだった。練兵場として使うには、それぐらいの敷しき地ちが必要になるのだろう。ちょっとした野球場ならばすっぽりと囲めそうなぐらいのスケールである。

　そうしてその闘技場のかたわらを通りすぎると、とたんに凄すさまじい情景が広がった。闘技場の裏手には、すでに千名を超こえようかという人々が集結していたのである。それはまるで、宿場町の活気をまるごとこの場所に移したかのような様相であった。

　そのスペースと無人の荒野を区切るようにして、軽食を売るための作業台がずらりと並べられている。煉れん瓦がで組まれた作業台が、街道と垂直に交わる格好で西へと真っ直ぐに並べられており、そこではすでにいくつもの軽食が販はん売ばいされていた。

　このような場所まで屋台を引いてくることはかなわないので、この作業場で俺たちは商売にいそしむのである。ということは、年に一度しかこの作業場も出番はないように思えるが、その割にはずいぶん立派な施設であるように思えた。

　まず、頭上には革かわ張ばりの屋根が張られている。俺たちが青空食堂で使っているのと同様の、木の柱で支えられた屋根である。この部分だけは、闘技会の行われる日にだけ設置しているのだろう。このような場所に一年中放置しておいたら、のきなみ盗ぬすまれてしまうに違いない。

　その下に、煉瓦で作業場が組まれている。表側から見ると、区切りというものは存在せず、腰こしの高さまで組まれた煉瓦の台が、果てしなく横長にのびていっているばかりである。人々はその上に鉄てつ鍋なべや鉄板を設置しているので、作業台の内側には火を焚く設備が整えられているはずであった。

　言ってみれば、これは据すえ置き型がたの屋台――あるいは、横一列に連結されたかまどの集合体とでも称しようするべきであろうか。俺としては、バーベキューの会場を連想させられるようなたたずまいであった。

「何だか、すごい有り様だなあ。とりあえず、空いている作業場を探そうか」

　俺たちは、作業台の裏手を通る格好で、街道から荒野へと荷車を乗り入れた。裏手には、もちろん彼らの乗ってきた荷車がずらりと並べられている。その荷車の一台につき一頭か二頭のトトスが控ひかえているので、あちこちから長い首がにゅっとのびていた。

　そのトトスたちに見守られながら、俺たちは荒野を西へと進む。すでに三十組近い店が、そこでは商売に励はげんでいるようだ。その途と中ちゆうで見つけたのは、ダレイム伯爵家の紋章が掲かかげられた、ひときわ立派な荷車であった。当然のこと、ヤンも出店しているのだ。

　しかしどうやら、ヤンたちもお客への対応で手て一いつ杯ぱいの様子である。挨あい拶さつは商売の後にでもさせていただくことにして、俺たちは歩を進め続けた。一組で一・五メートルぐらいの幅を取っているので、空席を見つけるには五十メートルぐらいも歩かされることになった。

「よし、それじゃあ、このあたりで――」

　と、俺が言いかけたとき、遠くのほうから「アスター！」と呼びかけてくる者があった。視線を巡らせると、十組分以上も無人のスペースを空けて、ぽつんと店を開いている娘たちがいた。そこだけ孤こ立りつしてしまっているので、お客の姿もまばらである。他の人々は隙間を空けずに店を開いているのだから、まあ当然だ。俺たちは、首をひねりながらそちらに近づいていくことにした。

「やあ、ユーミ。どうしてこんなにさびしいところで店を開いてるんだい？」

「そんなの、アスタたちのために決まってるじゃん！　そんなこともわからないの？」

　それは《西せい風ふう亭てい》のユーミおよび友人のルイアによる『お好み焼き』の屋台であった。彼かの女じよたちも復活祭ぶりに、屋台を出す予定であったのだ。ここは長々とのびた作業台の列のどんづまりで、彼女たちの奥側にはもう五組分のスペースしか残されていない。

「アスタたちは、今日も五種類の料理を売るんでしょ？　だから、こっちの作業場を使いなよ！」

「はあ。普段は北の端はしで、今日は西の端かい？　どうしてこんな日まで、わざわざ孤立しなきゃいけないのかな？」

「本当にわかんないの？　アスタも意外と鈍にぶいんだねー！」

　愉ゆ快かいそうに笑いながら、ユーミは鉄板の上の生き地じをひっくり返した。

「今日は、客席がないんだよ？　あっちの人混みで店を開いてたら、皿とか匙さじとかを持ち逃にげされちゃうかもしれないじゃん。だから、こっちの空いてる側で食べてもらえば、持ち逃げされないように見張りを立てやすいってわけさ」

「ああ、なるほど。確かにそこまでは考えてなかったよ。いっぺんぐらいは下見をしておくべきだったね」

「ふふん。まあこうして無事に商売ができるんだから、問題ないんじゃない？」

　そのように言いながら、ユーミは期待に瞳ひとみを輝かがやかせている。俺が心をこめて「それもユーミのおかげだね。どうもありがとう」と述べてみせると、「どういたしまして！」という満足感に満ちみちたお言葉が返ってきた。

　そんなわけで、俺たちも戦せん闘とう準備である。荷車をとめて、ギルルたちはいったん解放してから、あらためて手た綱づなを荷台にくくりつける。このあたりには樹木もないので、彼らの食事は仕事の後まで待ってもらう他なかった。

　作業台の上うわ面つらにはぽっかりと円い穴が空いているので、まずはそこに鉄鍋や鉄板を設置する。想像通り、作業台の内側は空くう洞どうになっており、そこに火を焚く造りになっていた。これならば、家のかまどや屋台と同じ感覚で火加減を調節できそうだ。俺が薪と炭をセットしている間に、ユン＝スドラたちは食器を洗うための水みず瓶がめを設置してくれていた。

「アスタよ、俺たちはどのようにしてかまど番を守るべきであろうかな？」

　と、みんなの働きっぷりを見回していたスドラの家長、ライエルファム＝スドラがこちらに近づいてくる。

「そうですね。屋台のほうは一人か二人で十分だと思います。商売を始めたらお客の側が賑にぎわうでしょうから、そちらで食器を回収する女衆を見守っていただけるとありがたいです」

「なるほど。それでは、こちらの側に二名が残り、表の側に三名が出ることにするか。……アイ＝ファよ、お前はどちらに陣じん取どる心づもりだ？」

「私はできれば、屋台のほうに居残りたく思う」

「では、こちらにはチムを残すので、アイ＝ファが指示を与あたえてやってほしい。チムは十五歳さいで身体も小さいが、立派に仕事を果たすことのできる狩人だ」

　そのように語るライエルファム＝スドラこそ、身長百五十センチに満たない小こ柄がらな人物である。子こ猿ざるのように皺しわ深ぶかい顔をしており、手足も胴どう体たいも細っこい。俺が知る限りでは、もっとも小柄な壮そう年ねんの狩人であった。

　しかし彼はもっとも早い段階からファの家の行いに賛同を示してくれた人間の一人であり、また、俺にとっては生命の恩人でもある。宿場町において、狂きよう乱らんするテイ＝スンを斬きり伏ふせたのが、このライエルファム＝スドラであるのだ。俺とアイ＝ファにとっては、近在の氏族の中でももっとも信しん頼らいの置ける人物であった。

　そしてスドラの狩人たちは、全員が小柄で細身の体格をしている。これはおそらく、長きに亘わたって貧しき生活を送っていた証あかしであるのだろう。ライエルファム＝スドラがチム＝スドラだと紹しよう介かいしてくれた若き狩人は身長百六十センチほどで、とても実直そうな眼差しをしているのが印象的であった。

「表に出るかまど番はユン＝スドラと、あとはルウ家の側から二名です。ルウ家については、あちらのシーラ＝ルウから話を聞いてください」

「わかった。それでは頼んだぞ、チムよ」

　チム＝スドラを除く三名の狩人たちが、シーラ＝ルウのほうに近づいていく。ルウ家の側からは、シーラ＝ルウ自身とレイ家の女衆が皿の回収と洗い物を担当する様子であった。

　ルウ家の本日のメニューは、『ギバのモツ鍋なべ』と『ミャームー焼き』である。ファ家のほうは、『ギバ・カレー』と『ポイタン巻き』、そして日ひ替がわりメニューで初はつ挑ちよう戦せんの『ギバ・ビーンズ』であった。

『ギバ・ビーンズ』は新食材のタウ豆を白インゲンの代わりにして、タラパのソースで仕上げている。このタラパのソースも特別仕立てで、あえてミャームーは使わずに、甘あまめでまろやかな風味に仕上げていた。

　普段のタラパソースはイタリア料理を意識しているが、『ギバ・ビーンズ』の元ネタたる『ポーク・ビーンズ』は、たしかアメリカ料理であったはずだ。なおかつ俺にとっては小学生時代の給食で出されたものが印象としては強かったので、そういうちょっとチープな味わいを目指してもいた。

　作り置きしておいたケチャップやウスターソースがそろそろ傷いたみそうな気配であったので、それらもふんだんに使って味を調ととのえている。ギバの肉はバラとモモで、野菜は王道のアリア、ネェノン、チャッチの三種だ。

　そうして俺たちが鍋の料理を温めていると、販売を始める前からわらわらと人が集まってきた。トゥール＝ディンの担当である『ギバ・カレー』がいよいよ強きよう烈れつな香りを放ち始めたので、人々の関心をかきたてることに成功したのだろう。隣となりの屋台では、ユーミがにんまりと笑っていた。

（なるほどね。だから昨日、ユーミはうちのメニューを聞いてきたのか。相変わらずの商しよう魂こんのたくましさだ）

　しかしもちろん、それは俺にとって美点に感じられるユーミの特性であった。

　俺たちが準備を進めている間に、十席ばかりも空いていた作業台は半分ぐらいが埋まっている。ということは、まだまだ七、八メートルぐらいの空白地帯が存在するわけであるが、『ギバ・カレー』の芳ほう香こうの前には何ほどのものでもなかった。

「アスタ、そろそろこっちも作り始めちゃっていいのかしら？」

　と、ユーミと逆の側からヤミル＝レイが呼びかけてくる。今日は下ごしらえに時間のかかる『ギバまん』はあきらめたので、ひたすら『ポイタン巻き』の肉を焼いていただく所存である。

「ええ、こちらももう一息なので、かまいませんよ。ツヴァイにも伝えてもらえますか？」

　ツヴァイの担当は、『ミャームー焼き』だ。『ギバ・カレー』や『ギバのモツ鍋』も、俺が担当する『ギバ・ビーンズ』と同じぐらいには温まっている頃ころ合あいであろう。

「よう、やっぱり来てたな。まだ準備は終わらないのかよ？」

　と、見覚えのある西の民の若者たちが、人ひと垣がきの中から進み出てきた。ユーミの友人である、やんちゃな若者たちだ。

「ええ、もうじきです。みんな闘技会を観戦に来たんですね？」

「ああ、こんな面おも白しろい見世物はなかなかねえからなあ」

「勝手に荷車を持ち出したから、家に帰ったらお説教だけどな」

　ぎゃはははと、お行ぎよう儀ぎの悪い笑い声をあげる。しかし彼らも『滅落の日』にはダレイムの宴に参加していたので、俺としてはいっそう親しみが感じられるようになっていた。

「ところでよ、別の町からも初見の連中がずいぶん集まってるみたいだな。そういう連中は、こいつはいったい何の料理なんだって驚おどろいてるみたいだぜ？」

「それって『ギバ・カレー』のことですよね。そういえば、ここには西の民のお客さんが多く集まってるみたいですね」

「ああ。シムの連中は闘技会なんざに興味がないんだろうな。あいつらは、剣けんじゃなく毒を使うって噂うわさだからよ」

　確かに、西の民が多いばかりでなく、東の民の少なさが際きわ立だっているように感じられた。目算で、八割ぐらいが西の民、残りの二割が南の民、東の民はときどきひょっこり姿を見せるぐらいしかいない。

「うーん、パスタは火もとが二つ必要になるので、今日はカレーにしちゃったんですよね。東のお客さんが少ないなら、ちょっと失敗だったかもしれません」

「そんなことねえよ。みんなその料理の匂においに驚かされてるんだからよ。……それに今日は看板がねえから、ギバの肉とも知らずに買うやつも出てくるだろうな」

　悪戯いたずら小こ僧ぞうの顔つきで、若者の一人がくすくすと笑い声をたてた。

「ま、美う味まけりゃ文句を言うやつもいねえだろ。うかうかしてると闘技会が始まっちまうから、さっさと店を開いたほうがいいと思うぜ？」

「そうですね」と応じながら、俺は一番遠くにいるモルン＝ルティムのほうをうかがってみた。『ギバのモツ鍋』の担当である彼女が、笑え顔がおで手を振ってくる。

「よし、それでは販売を開始します」

　そうして若者たちに料理を手渡していくと、それが呼び水となって他のお客も押おし寄せてきた。中には、トゥール＝ディンを質問攻めにしているお客もいる。それでシムの香草を使ったギバの料理だという説明を聞いた人々は、のきなみ驚きの声をあげることになった。

（そんなに初見のお客も多いんだな。確かにギバ料理を普ふ及きゆうさせるには、格好の機会なのかもしれない）

　普段の朝一番にも負けない勢いで、料理は次々と売れていった。それにお客らも闘技会の開始を待ちわびているためか、あまり長々と居残ろうとしない。皿が必要な料理を買っても、立ち食いで素す早ばやくかき込んで、そのまま屋台に皿を返してくるお客も少なくなかった。

「これはちょっと、皿洗いのほうが大変そうですね。フェイ＝ベイムもあちらを手伝ってもらえますか？」

「了りよう解かいしました」

　同じことを考えたらしく、モルン＝ルティムの補佐をしていたリミ＝ルウがぴゅーっと客側のほうに移動していった。
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　お客は、どんどん押し寄せてくる。これはもう、普段の朝一番どころか、復活祭のピーク時にも匹敵する混雑具合である。これでは千食分の料理といえども、中天までには売り切ってしまうかもしれないぞ――と、俺がそんな不安にかられたとき、ふいに遠方から雷らい鳴めいのような音色が響ひびきわたってきた。

　聞こえてくるのは、南方から。闘技場の方角である。どうやら太たい鼓こか何かを連打している音であるらしい。その音色を耳にするなり、広場に集まっていた人々が闘技場へとわっと押し寄せた。

　闘技会が、開始されたのだ。まだ木皿の料理を食べていたお客たちは、いっそう大おお慌あわてで木匙を動かし始める。その他のお客は『ポイタン巻き』や『ミャームー焼き』を握にぎりしめたまま闘技場へと駆け出して、五分と経たぬ内に広場からは人ひと影かげが消えてしまった。残っているのは、巡回役の兵士ばかりだ。

「何だか、すごい騒ぎですね。みんなそんなに、この催もよおしを楽しみにしていたのでしょうか」

　ちょっと呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、トゥール＝ディンがそのようにつぶやいている。

「うん、まあ、それが目的でこの場に集まった人たちだからね。……いったいあの中では、どんな騒ぎが繰くり広げられているのかなあ」

　午前の内に行われるのは、いわゆる予選大会である。これから中天までは、何十か何百という剣士たちが、観客たちに見守られながら剣技を試ためし合うのだ。

　その中で、シン＝ルウとゲオル＝ザザはいかなる結果を残すことができるのか――そんな思いにとらわれながら、俺たちは屋台の裏で立ち尽つくすばかりであった。
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　二度目のピークが訪おとずれたのは、それから二刻ばかりが過ぎた頃ころであった。

　本日は日時計を設置していないが、太陽はほぼ真上に上がっている。中天となり、会場内でも小休止の時間となったのだろう。また千名を超えようかという人々が石塀の向こうから吐はき出されて、軽食を売るこちらのスペースに殺さつ到とうしてきたのである。

　朝方よりも、さらに凄まじい勢いだ。きっとこの時間に軽食を取ると決めていた人々のほうが、数は多かったのだろう。よく考えれば、こちらが営業を開始したのは四の刻の半ぐらいであり、ブランチとしてもいささか早すぎる刻限であったので、俺たちは再び津つ波なみのような猛もう襲しゆうを受け止めることとなった。

　料理は、飛ぶように売れていく。まだまだ料理は七百食分ばかりも余っているはずであったが、それは空そら恐おそろしいほどの勢いで減じていってしまった。のんびりと食事を楽しむ復活祭のときとは、まるきり正反対の様相だ。

　やはりカレーの香りが強烈であるためか、この西の端が一番賑わっているように感じられた。ただし、あまりに行列が長くなってしまうと、待ちきれなくなったお客は離り脱だつしてしまう。おそらく今日ばかりは行列のできていない店など存在しないことだろう。戦場とたとえるに相応しい賑わいである。

　見た感じ、ガラの悪いお客というのも少なくはない。しかし、そういった人々も闘技会について語るのに夢中になって、俺おれたちや料理の素す性じようにまで頭が回っていなそうな様子であった。

　俺は、ひたすら商売にいそしむ。お客から銅貨を受け取って、木皿に『ギバ・ビーンズ』を注ぎ、木匙と焼きポイタンをひと切れ添そえて、提供する。その繰り返しである。値段はいくらだとか果実酒は売ってないのかだとか、お客に問われるのもそういう業務的な内容ばかりだ。

「よう、ずいぶん繁はん盛じようしてるみたいだな」

　そんな中、俺たちの前にふらっと姿を現したのは、ちょっとひさびさのザッシュマであった。カミュア＝ヨシュの朋ほう友ゆうたる、《守護人》だ。

「あ、どうも。ザッシュマもジェノスに戻られていたのですか」

「ああ。この闘技会にあわせて戻ってきたんだよ。いちおう剣で身を立てている身としては、見過ごすわけにもいかないんでな」

　ザッシュマは復活祭を終えた後、またしばしジェノスを離れていたのである。顔をあわせるのは、二十日以上ぶりのことであった。

　俺の屋台で『ギバ・ビーンズ』を購入してくれたザッシュマは、押し寄せるお客たちに弾はじかれるようにして姿を消してしまったが、やがて木皿を手にしたまま屋台の裏手にひょっこり現れた。

「ああ、こいつは美味い。これがジャガルのタウ豆ってやつか。ほくほくしていて、面白い噛みごたえだな」

「ええ。このあたりでは、豆らしい豆というものもありませんしね」

　並んだお客さんの応対に追われつつ、俺は適当に言葉を返す。フェイ＝ベイムをまた客席のほうに派遣していたので、まったく作業の手は休められないのである。

「何だか人手が足りてないみたいだな。予選の試合が終わったのでその結果を教えてやろうかと思ったんだが、これではちと難しいか」

「いえ！　それは聞かせていただけたらありがたいです！」

　と、言いながら、目の前のお客を二の次にすることもかなわない。すると、俺のすぐそばに控えていたアイ＝ファが「私がうかがおう」と言い出してくれた。

「シン＝ルウとゲオル＝ザザは、いまだ勝ち抜ぬいているのであろうか？　森辺の狩人がそう易やす々やすと打ち負かされることはないと思うのだが」

「ああ、森辺の狩人は二人とも勝ち抜いているよ。俺もずいぶん稼かせがせていただいた」

「稼ぐ？　とは、何の話であろう？」

「会場の中では、どっちが勝つかっていう賭かけも行われているんだよ。森辺の狩人に賭けるだけで銅貨が舞まい込んでくるんだから、あまり面白みのある勝負ではなかったがね」

　背後から、ザッシュマの笑い声が響いてくる。

「しかしこれで会場の連中にも、森辺の狩人の尋じん常じようでない力量ってやつが知れ渡っちまったから、次からは配当も下げられちまうだろう。そろそろ森辺の狩人といい勝負ができそうな連中ともぶつかる頃合いだしな」

「そのような手練も、町には存在するのだな」

「ああ。もちろんそんなのは、数えるほどしかいないがね。俺の見たところ、森辺の狩人とまともに渡り合えそうなのは……お前さんがたもご存じのメルフリード殿と、同じ近この衛え兵へい団だんの副団長であるロギン、護民兵団の大隊長デヴィアス、あとは傭よう兵へい団だん《赤の牙きば》の団長ドーンぐらいかな。もう一人や二人は筋のよさそうな連中もいたが、初めて聞く名前だったので忘れちまった」

　では、ゲイマロスの子息たるレイリスはどうなのか――俺と同じことを疑問に思ったらしいアイ＝ファがそれを尋たずねると、ザッシュマは「うーん？」とうなり声をあげた。

「サトゥラス騎き士し団だんとかいう所属で若い騎士が残ってたみたいだから、そいつのことかな？　予選はいっぺんに八組ずつ行われたりするんで、俺も全部の試合を見届けてるわけじゃないんだよ」

「そうか。しかし、シン＝ルウらと互ご角かくに渡り合えそうな人間が四名もいるというだけで、それは驚きよう嘆たんに値するな」

「ふうん。ちなみにそのシン＝ルウってのは、森辺だとどれぐらいの力量の狩人なんだい？」

「どれぐらいと問われても困るが、ルウ家の力比べで八名の勇者に選ばれるほどの力量ではある」

「それだけで、何だか凄すごそうに聞こえちまうな。まあ実際、どちらの狩人も物凄い力量だったよ。背の低いほうはすべての試合で相手の剣を弾はじき飛ばしていたし、もう一人のでかいやつは……それこそ、野の獣けものみたいな暴れっぷりだったな」

　そこでザッシュマは、低い笑い声を響かせた。

「若い頃は、俺もこの闘技会ってやつに出場したりしていたんだがね。森辺の狩人やメルフリード殿はもちろん、ロギンやデヴィアスなんていう連中にも勝てる気はしない。それじゃあ名を上げるどころか下げる羽目にもなりかねないので、こうして見る側に回ってるわけだよ」

「ふむ。町の人間としては、あなたもなかなかの力量だとお見受けするが」

「そりゃまあ、王都から《守護人》の資格をもらった身だからな。そこらの連中に後おくれは取らないよ。だから、さっき名前をあげた連中は、それ以上の手練ってことさ。北部から流れてきた傭兵のドーンはともかく、ジェノスの騎士たちなんてのは、こんな平和な土地でよくもあそこまで腕うでをあげたものだと感心させられるよ」

　確かに、シン＝ルウたちと互角に渡り合えそうな人間が四名も存在するというのは、俺にとっても驚きであった。その反面、千人だか万人だかの兵士を抱かかえているであろうジェノスにおいて、森辺の狩人に匹ひつ敵てきする剣士が数名しか存在しないのか、という思いもある。

　しかもシン＝ルウは、ルウの血族の八名の勇者とはいえ、いまだ十六歳の少年だ。ざっと数えあげるだけでも、ルウの本家の四名に、ガズラン＝ルティムとダン＝ルティム、ラウ＝レイとギラン＝リリン――それに、アイ＝ファやミダなどなど、互角かそれ以上の力量を持つ狩人がぞんぶんに控えている。さらにはグラフ＝ザザとディック＝ドムを筆頭に、北の集落にも大勢の有力な狩人が存在するのである。

（それらの全員が闘とう技ぎ会かいに参加してたら、ものすごい騒さわぎになっちゃうんだろうな。もちろん、ドンダ＝ルウたちがそんな真ま似ねをするはずはないけど）

　そんなことを考えながら、俺がひたすら料理を配り続けていると、新たなざわめきが接近してきた。およそ十名もの衛兵に守られた巨大なトトス車が、人混みをかきわけるようにしてしずしずと俺たちのほうに近づいてきたのである。

　その車体には、ジェノス侯こう爵しやく家の紋章が掲げられていた。作業台の脇わきにトトス車がとめられると、その中から大きな陶とう磁じの深皿を掲げた者が六名ほど現れる。一見して城下町の民と知れる身なりであるが、貴族ではなく従者の類たぐいであろう。いずれも壮年の男性だ。

　その従者たちは二人ひと組で巨大な深皿を掲げ、周囲から好こう奇きの視線をあびせかけられながら、俺たちの店に並んでいた。端から順に大量の料理を買い、そのたびに新しい深皿を準備して、また行列に並びなおす。厳げん粛しゆくにして機械的な所作であった。

「こちらもギバの料理でございますね？　十人前を、こちらの皿にお願いいたします」

　やがて俺のもとを訪れたジェノス侯爵家の従者は、バリトンの美声でそのように申し立ててきた。

「お買い上げありがとうございます。……でも、すべての料理を十人前ですか？　ずいぶん大量に買われるのですね」

「はい。森辺の族長様がたも、こちらの器からお召めし上がりになります」

　なるほど。俺たちの料理は三食分ぐらいで満腹になれる分量であるから、十食分を五種ずつそろえても五十食分で、十六、七人前の分量となる。それでドンダ＝ルウたちは七名いるし、もしもシン＝ルウたちも含ふくめるなら九名だ。残った料理は他の貴き賓ひんたちが適当につまめば、余らせることなく食べきることができるのだろう。

　俺がそんなことを考えていたら、隣の作業場からユーミが「ねえねえ」と声をかけてきた。

「うちのギバ料理はいかがかな？　こいつも森辺の料理人アスタ直じき伝でんのギバ料理なんだよ」

　従者の一人が、とてもお行儀のよい眼まな差ざしをユーミのほうに転じた。

「左様でございますか。それならば、そちらの料理も十人前をお願いしたくあります」

「十人前ね。りょうかーい」

　にやにやと笑いながら、ユーミは鉄板にお好み焼きの生地を広げた。従者たちが十人前の『ギバ・ビーンズ』を抱えて荷車に戻っている間に、俺はこっそりユーミに問いかける。

「ユーミは城下町の人間が嫌きらいなんじゃなかったっけ？　まあ、だから何だってわけじゃないけどさ」

「うん、城下町の連中があたしなんかの料理を口にするって、なんか愉快じゃん？　母さんたちが聞いたら、ひっくり返っちゃうんじゃないかな」

　そういう心情であるなら、まあユーミらしいと言えるだろう。それに、ギバ肉を使った『お好み焼き』はかつて城下町の晩ばん餐さん会かいでもお披ひ露ろ目めしているので、貴族たちも疑問を抱いだくことなく口にしてくれるはずだ。

　そうして侯爵家の従者たちがしずしずと退散していくと、また変わらぬ勢いでお客が押し寄せてきた。それでいよいよ千食分の料理も底をつきかけた頃、闘技場から雷鳴のごとき音色が響いてくる。

　闘技会が再開されるのだ。時間にして、四、五十分ほどが経過した頃合いであろう。事前に聞いていた情報と、それほど誤差のないタイムスケジュールだ。

　人々は、朝方と同じ調子で闘技場に舞い戻っていく。今回も、人気がなくなるのに五分とかからず、やがて闘技場のほうからは遠えん雷らいのようにくぐもった人々の歓かん声せいが響いてきた。

「うわー、これでおしまいなんだね！　何だか、すごい騒ぎだったなー」

　空の木皿を抱えたリミ＝ルウが、通りすがりにそのように言っていた。確かに開店からは三時間以上が過ぎていたが、実質お客の相手をしていた時間はその半分にも満たない。間にたっぷりと休きゆう憩けいをはさみつつ、普ふ段だんの倍ぐらいのスピードで料理を売りさばいたような心ここ地ちであった。

「みんな、売れ具合はどうだったかな？」

「かれーは、きっちり売り切れてしまいました」

「もつなべは、二十食分ほど余っています」

「こっちの料理は、七食分が余りですね」

　その他の料理もトータルすると、三十六食分は売れ残った様子であった。しかし、復活祭ばりに千食分を準備しての、この結果である。平常営業では八百食分しか用意していないのだから、それに比べれば十分な売り上げだ。『ギバのモツ鍋』が二十食分も余ってしまったのは、それだけで三百五十食分も準備していたためである。

　で、三十六食分ということは、十二人前の分量にしかならない。俺たちは護衛役を含めて十八名だったので、その全員が小腹を満たすだけで、残った料理は綺き麗れいに片付けることができた。

「いやー、ばっちり稼げたなあ！　復活祭のときより売れたっぽいよ！」

　ユーミのほうも、ご満まん悦えつである。余ったタネは家に持ち帰れるので、そちらは最初から有り余るぐらいの分量を準備してきていたらしい。モツ鍋とのトレードでお好み焼きを分けてもらえたので、俺たちもいい具合に胃い袋ぶくろを満たすことができた。

「アスタ、お疲つかれ様さまでした」

　と、俺たちのランチタイムが終わった頃に声をかけてきたのは、ダレイム伯はく爵しやく家けの料理長たるヤンであった。その背後に控えているのは、手伝い役のシェイラとニコラ、そして護衛役の武官たちである。

「ああ、お疲れ様でした。そちらはいかがでしたか？」

「はい。まずは満足な売り上げかと。……ああ、トゥール＝ディン殿どのにリミ＝ルウ殿もお疲れ様でした」

「おつかれさまでーす！」とリミ＝ルウは元気いっぱいに答え、トゥール＝ディンもお行儀よくお辞じ儀ぎを返す。

「ジェノス侯爵家の貴婦人エウリフィア様が、来月にでも森辺の料理人を招いて茶会を開きたいと仰おつしやっているそうです。その際は、またトゥール＝ディン殿とリミ＝ルウ殿も参加していただけるのでしょうか？」

「ええ、少なくともトゥール＝ディンは参加させないと、オディフィア姫ひめが納なつ得とくされないでしょうからね。……そういえば、今日はオディフィア姫も招かれているのでしょうかね？」

「いえいえ、闘技会に幼き姫君を招くことはないでしょう。安全な試合とはいえ、時には血が流れることもあるのですから」

　ならば、幼き姫君がトゥール＝ディンの菓か子しはないのかとむずかることもなかったというわけだ。誰だれにとっても、それは幸いなことであった。

「エウリフィア様の茶会に関しては、わたしも参じるようにとのお言葉をいただいております。またあなたがたの素す晴ばらしい菓子を味わえることを楽しみにしておりますよ」

　あくまでも慇いん懃ぎんにそのようなことを述べたてて、ヤンは自分の荷車へと帰っていった。その間、ずっとアイ＝ファに話しかけていたシェイラも慌あわてて頭を下げ、名な残ごり惜おしそうな表情のまま去っていく。

「あのシェイラって娘むすめさんは、いっつもアイ＝ファに夢中だな。今日は熱心に何を話していたんだ？」

「うむ。ダレイム伯爵家の武ぶ闘とう会かいなどに参席してみてはどうかと誘さそわれていた。どうしてあのような娘が、そのようなことを願い出てくるのであろうな」

「へえ。こういう闘技会とは別に、武闘会なんてものも存在するのか」

「うむ。身内だけのささやかな会だと述べていたが……しかし、シーラ＝ルウにまで同席を願っていたのは、どういうわけなのであろうな」

　俺が視線を転じてみると、シーラ＝ルウは困り果てた面持ちで微笑ほほえんでいた。

「あの、あれはたぶん、闘技ではなく舞まいを踊おどるという意味の舞ぶ踏とう会かいに誘われていたのだと思いますが……」

　アイ＝ファは、きょとんとした目でシーラ＝ルウを見た。

「舞を踊る会とは何だ？　そのようなもの、私は聞いたこともないぞ？」

「わたしもありませんが、町の人間たちは舞を踊ることを好むようなので、そのためだけに会を開くということもありえるのではないでしょうか」

「……舞というのは、伴はん侶りよを求める女衆が男衆に見せるために踊るものなのではないのか？」

「ええ、ですが町の人間との宴うたげでは、ただ楽しむだけに舞を踊ったりもしていたでしょう？　ですから、ああいう舞を踊る会なのではないかと……」

「……私はそのような会、絶対に参加はせぬぞ？」

　アイ＝ファは駄だ々だっ子のように言い、罪もないシーラ＝ルウをにらみつける。シーラ＝ルウは、いっそうはかなげに微笑んだ。

「はい。わたしも舞は苦手ですので、できれば遠えん慮りよしたいと考えていますが……族長たちの承しよう諾だくがあれば異存はない、とアイ＝ファが答えてしまったので、いずれ正式にダレイム伯爵家からの申し入れがあるのではないでしょうか？」

　アイ＝ファは眉み間けんに皺を寄せながら、今度は俺のことをにらみつけてきた。しかし、この場の誰をにらみつけたって、解決できる話ではないだろう。

「正式に申し出があったら、正式に断ればいいじゃないか。舞踏会の参加を断ったぐらいで、貴族との関係性がこじれることはないだろう？」

「……しかし私は、異存はないと答えてしまったのだ。これを断るなら、理ことわりもなく約定を違たがえることにならぬか？」

「そう思うんなら、参加すればいい。あのシェイラって娘さんは、アイ＝ファの宴うたげ衣い装しようが見たいだけなんじゃないのかな」

　アイ＝ファはぎりぎりと奥おく歯ばを噛かみ鳴らしながら、いっそうきつい目つきで俺のことをにらみつけてきた。アイ＝ファがあの娘さんとご縁えんを結ぶことになったのは、俺がサンジュラたちに拉ら致ちされてしまったのがきっかけであるらしいのだが、こういう際にも俺は責任の一いつ端たんを担になわなければならないものなのだろうか？

　ともあれ、レイナ＝ルウとリーハイムの一件で、男女問題の価値観についてはすでに貴族側と話し合われているのだから、アイ＝ファがどれほど見事な宴衣装をお披露目したところで、おかしな騒ぎに発展することはないだろう。ならば俺としても、どのような方向に話が落ち着くのかを心乱さずに見守るばかりである。

　そんなわけで、怒いかれるアイ＝ファをなだめつつ、俺は次の行動に移ることにした。

「さて、食休みはこれぐらいにして、俺たちも闘とう技ぎ会かいを覗のぞきに行きましょうか。何人かは居残って荷車を見張らないといけないのですが、どうしましょう？」

　その役には、トゥール＝ディンとヤミル＝レイ、それにツヴァイが名乗りをあげてくれた。

「では、護衛役には二名を残そう。これだけの銅貨があるのだから、邪よこしまな人間が近づいてこないとも限るまい」

　ということで、残りのかまど番とアイ＝ファたち三名の護衛役、そしてユーミとルイアというメンバーで、いざ闘技場に向かうことになった。

　入場口は、いっぺんに十人ぐらいがくぐれそうな造りで、今はぴったりと扉とびらが閉ざされている。なおかつそこには左右に四名ずつ、合計で八名もの衛兵たちが立ち並んでいた。

「入場を望むならば、外がい套とうの内側をあらためさせてもらおう」

　衛兵の一人が、感情を押し殺した声こわ音ねでそのように述べたててきた。

「外套とは、狩人の衣ころものことか？　何なに故ゆえにそのような真似をせねばならんのだ？」

「弓矢を持つ人間は、入場を禁じている。脱ぬがずとも、その内側をさらすだけでよい」

　それはきっと、貴き賓ひん席せきの人々を守るための措そ置ちであったのだろう。先頭に立っていたライエルファム＝スドラは「了りよう承しようした」と答えつつ、毛皮のマントを両りよう腕うでで広げた。アイ＝ファとチム＝スドラも、同じようにマントをはだける。

「よし。刀を持ち込むのはかまわんが、中にいる衛兵の指示に従わなかった場合は、その場で叛はん逆ぎやく罪ざいに問われると心に留め置け」

　二名の兵士が、左右から扉を開けてくれた。人間一人がぎりぎり通れるぐらいの開き加減であったので、俺たちは一列になって入場する。

　しかしもう、扉を開いた時点で歓声がすごかった。石いし塀べいにはばまれていた声の圧力が真正面から叩たたきつけられてきて、皮ひ膚ふがびりびりと震ふるえるほどである。

　そこは薄うす暗ぐらい通路であったので、全員が入場して扉が閉められてから、俺たちはいざ足を踏ふみ出した。左右も天てん井じようも黄色い石造りで、横よこ幅はばは広いが、天井は低い。ミダやジィ＝マァムだったら頭がつかえてしまうぐらいだろう。そんな通路が、十メートルばかりも続いている。

　そこを抜けるなり、いきなり視界が広がった。屋根も何もない、野球場のような広場である。その真ん中で二名の騎士が刃を交えているのが、遠くうかがえた。

　ここからでは、四、五十メートルはあろうかという距きよ離りだ。俺は目をすがめてそれが見知った相手であるかを確かめようと思ったが、たちまち「おい」と呼びつけられてしまった。

「ここで立ち止まるな。階段をのぼって、そちらで見物せよ」

　やはり、衛兵である。その槍やりが指し示す斜ななめ後方をうかがうと、確かに幅はばの広い石の階段が確かく認にんできた。この闘技場を取り囲む石塀の内側が、そのまま客席に設しつらえられていたのである。

　階段状に石が組まれて、内側に行くにつれ低くなっていく。全部で八段ほどもあるその客席は、ほとんど満員状態であった。これは確かに、映画か何かで見るコロッセオのような造りであった。

　剣けん士したちの闘たたかいに熱ねつ狂きようする観客は、千や二千もいただろう。女性や子供は少なくて、その大半がむくつけき男たちである。客席と舞ぶ台たいはごく低い木の柵さくで区切られており、それに沿って大勢の衛兵たちが立ち並んでいる。特に俺たちから見て右手側の一角には、数十名の衛兵が密集していた。そこが、貴賓の席であったのだ。

　一いつ般ぱんの席とは壁かべで隔へだてられており、その壁沿いにも衛兵たちが並んでいる。その壁と壁にはさまれたスペースだけは人々もゆったりと自分の居場所を確保できており、なおかつ全面に敷しき物ものが敷しかれて、頭上には革張りの屋根も張られていた。

　だが、俺の視力ではどれが誰なのかもわからない。甲かつ冑ちゆう姿の剣士たちも、また然しかりだ。衛兵に追いたてられて最上段の席まで移動すると、それらの光景もますます遠くなってしまったが、この距離でも剣けん戟げきが聞こえてきそうなぐらいの激しい闘いであることに間ま違ちがいはなかった。

　狂くるおしいまでの歓声の中、片方の剣士の刀が相手の胴体におもいきり打ちつけられる。鎧よろいを着ていたし、あの剣は刃を落とされているはずなので、血しぶきがあがるようなことはなかったが、打たれた剣士は地面にうずくまり、そのまま立ち上がることができなかった。

　すると、西側の入場口からトトスの騎き兵へいが現れて「西！　デヴィアスの勝利！　デヴィアスの勝利！」と叫さけびながら、闘技場の外周を回り始める。それで観客たちは、またさらなる歓声をあげ始めた。

「ひどい騒ぎだな。まるで雷らい雲うんの中にでも飛び込んだかのようだ」

　まだいくぶん不ふ機き嫌げんそうな顔をしたアイ＝ファが、俺の耳もとに口を寄せながらそのようにぼやいた。そこに、大おお柄がらな人影が立ち見席の人々をかきわけて近づいてくる。

「よう、意外に早かったな。残りの剣士は、十三人だぞ」

　それは、数十分前に別れたばかりのザッシュマであった。

「どうもお疲れ様です。森辺の狩人は勝ち残っていますか？」

「小休止が明けてからは、まだ出てきていないよ。今は三つ目の試合が終わったところだ」

　よくわからないので聞いてみると、剣士たちはくじで引いた順番に試合をしており、ひとたび負ければそれで脱だつ落らく、というシステムであるらしい。つまりは予選の段階から一発勝負の、大がかりなトーナメント戦なわけである。午後からは予選を勝ち抜いた十六名による本選が開始されて、さきほどの闘いは三試合目であったということであった。

「次に勝った剣士が、さっき勝ったデヴィアスとやりあうことになるわけだな。順番的に、そろそろ森辺の狩人が出てきそうな頃合いだ」

　そんなことを大声で話し合っている内に、客席のほうでは何やら騒ぎが起きていた。一部の人々が席を立ち、大きなのぼりを立てた一団のもとに押し寄せているのだ。そういうのぼりは会場中に立てられていたので、数百人が同じ場所を目指すような騒ぎにはならなかった代わりに、各所で小規模な騒ぎが巻き起こってしまっていた。

「今の勝負に銅貨を賭けていた連中や、次の勝負に賭けたい連中が、胴どう元もとのところに集まってるんだよ。貴族は貴族同士、平民は平民同士で賭けを楽しんでるってわけだな」

　気づけば、トトスの騎兵がさきほどとは異なる言葉をがなりながら外周をぐるぐると回っていた。

「次の勝負！　西、森辺の民、シン＝ルウ！　東、《赤の牙》、ドーン！」

「おや、シン＝ルウって狩人はドーンと勝負か。それでお次がデヴィアスってのは、なかなかついてない組み合わせだな」

　ドーンなる剣士は、目にも鮮あざやかな真しん紅くの甲冑を纏まとっている。白銀の甲冑を纏ったシン＝ルウよりも、ひと回りは大きそうだった。

「どうするね？　ドーンが相手なら、お仲間に賭けてもけっこうな配当になると思うぞ」

「いえ、賭け事は性に合わないので。……銅貨を無む駄だづかいしたら、叱しかられちゃいますしね」

　もちろんアイ＝ファたちだって賭け事などに興味はないであろうから、俺は説明する気にもなれなかった。どれほど懐ふところに余よ裕ゆうがあっても、清せい貧ひんの心を忘れない森辺の民なのである。

「俺は、この勝負で見定めさせてもらおうかな。もしもドーンに勝てるようだったら、次の勝負ではお仲間に賭けさせていただくよ」

　ザッシュマはそのように言っていたが、結果はあっけないものであった。シン＝ルウが刀を一いつ閃せんさせるや、ドーンなる剣士の持つ刀は五メートルばかりも弾き飛ばされて、地面に突つき刺ささってしまったのである。

　真っ赤な剣士は慌ててそちらに駆かけ寄ろうとしたが、それよりも早くシン＝ルウが間に立ちはだかった。咽の喉どもとに刀を突きつけられ、ドーンは悔くやしそうに両腕を上げる。それで、これまで以上の歓声が爆ばく発はつすることになった。

「呆あきれたな。ドーンが相手でも、この有り様か。こいつはメルフリード殿か、あとはお仲間の狩人ぐらいしか相手にならなそうだな」

　ザッシュマの声を聞きながら、俺はほっと胸を撫なでおろした。やはりこういう荒あら事ごとも、俺の性には合わないのだ。シン＝ルウの様子が気になって駆けつけてしまったものの、本来であればトゥール＝ディンたちと一いつ緒しよにお留守番をしていたいところであった。

　それにこの闘技会というやつは、森辺の狩人の力比べよりは、はるかに殺さつ伐ばつとしたルールであるのだ。刃を落とされた刀が使われているが、それ以外に禁則事じ項こうというものは存在しない。何だったら、相手を殴なぐり飛ばしても有効なのだという。

　そして勝利条件は、相手を戦闘不能の状態に追い込むか、あるいは「参った」を宣言させることのみである。相手に負傷をさせてもペナルティが科せられることはないし、万が一にも死に至らしめてしまったところで「失格負け」を告げられるだけであるそうなのだ。

　一定の頑がん丈じようさを持つ甲冑の着用が義務づけられているが、当たりどころが悪ければ生命を落とす危険だってあるだろう。シン＝ルウと対戦したゲイマロスなどは、骨折の重傷を負うことになったのだ。

（とにかく、怪け我がをしないってことが一番だよな。もちろん、相手を死なせちゃったりするのも最悪だけど）

　そんな中、粛しゆく々しゆくと試合は進められていく。

　次の試合では、メルフリードが外来の剣士を打ち倒たおしていた。その後の二試合も、ジェノスの騎士や余よ所その町から来た剣士たちが、手てに汗あせ握にぎる攻こう防ぼうを繰り広げた。

　そして、ベスト８を決める最後の試合にて、ゲオル＝ザザの登場である。相手は近衛兵団の副団長、ロギンという実力者であった。

「こいつもドーンやデヴィアスに劣おとらぬ腕だが、さあどうなるかな」

　体格は、まさり劣りがないようであった。どちらも同じ白銀の装備であるため、遠目では区別をつけることも難しい。

　しかし試合が始まると、俺には何となく見当がついた。片方の剣士が、まさしく獣のごとき闘いっぷりであったのである。巨きよ大だいな長ちよう剣けんを片かた腕うでで縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回しており、刀を合わせたら両方ともへし折れてしまうのではないかという勢いだ。もう片方の剣士は苦心しながらも鋭するどい身のこなしでその猛もう攻こうを回かい避ひしており、剣けん術じゆつの闘技というよりはマタドールと闘とう牛ぎゆうのごとき有り様であった。

　だが、そういった攻防もそれほど長くは続かなかった。闘牛のほうが、勢い余ってバランスを崩くずしてしまったのだ。

　その隙すきを見み逃のがさず、相手は刀を振り下ろす。しかし、その斬ざん撃げきは弾かれてしまった。不安定な体勢のまま、闘牛のごとき剣士が右足を振り上げて、相手の刀を横合いから蹴けり飛ばしてしまったのである。

　それで今度は相手のほうが体勢を崩して、大きく上体を泳がせることになった。闘牛のごとき剣士は片足のままその場で旋せん回かいし、相手の顔面に横殴りで長剣を叩きつける。

　剣士は吹ふっ飛び、ひしゃげた兜かぶとや刀が別々の方向に飛来した。ゲイマロスの無残な末路を思い出させる光景だ。それであがった歓声は、半分悲鳴まじりになっていた。

「東！　ゲオル＝ザザの勝利！　ゲオル＝ザザの勝利！」

　触ふれ係の騎兵は、そのようにがなりたてていた。

　ゲオル＝ザザは長剣を肩かたにかつぎ、悠ゆう然ぜんと入場口に去っていく。ロギンなる剣士は、トトスの引く台車によってすみやかに運ばれていった。

「……やはり、あやつは未熟だな。禁きん忌きでないとはいえ、力比べで無用な傷など負わせるべきではない」

　アイ＝ファは眉まゆをひそめながら、そのように述べていた。

　反対側のザッシュマは、周囲の歓声でその声も聞こえなかったようだ。

「斬撃を足で蹴り返すってのは、どういうやり口だよ。こっちも呆れた力量だな。……しかし、副団長をあんな目にあわされたら、さすがのメルフリード殿でも火がつきそうだ」

　おたがいにもう一回ずつ勝ち抜けば、準決勝はゲオル＝ザザとメルフリードの対戦になるのである。かつてはジザ＝ルウと同じぐらい、現在でもシン＝ルウと同じぐらいの力量とされているメルフリードとゲオル＝ザザが対戦したら、いったいどのような結末が訪れるのか。狩人ならぬ俺には予測の立てようもなかった。

　そうしてゲオル＝ザザのもたらした不ふ穏おんなざわめきの中、ベスト８による準々決勝戦が行われる。そこで呼ばれたのは、「西！　サトゥラス騎士団、レイリス！」の名であった。

「……あやつも勝ち抜いていたのだな」

　アイ＝ファも鋭く目を光らせている。アイ＝ファの視力であるならば、きっとこの距離でも剣士たちの挙動をつぶさに見て取ることができるのだろう。

　レイリスもまた、素晴らしい腕を持つ剣士であった。相手はジャガルの戦士と紹しよう介かいされた大男で、長剣を木の棒のように軽々と振り回していたが、レイリスは何回か打ち合うだけで相手の斬撃を払はらいのけることに成功し、相手の左肩に刀を打ち下ろしていた。

　何というか、優ゆう雅がな舞のような剣技である。スピードなのか、タイミングなのか、相手の攻こう撃げきを受け流すのが巧たくみであるようだ。これは番ばん狂くるわせであったらしく、会場の人々は多くが嘆なげきの声をあげていた。

「ふん。いかにも貴族らしい、綺麗な太た刀ち筋すじだな。ごろつきどもはお座ざ敷しき芸げいと小馬鹿にするが、ああいうのが意外に厄やつ介かいだったりするんだよ」

　ザッシュマは、そのように評していた。

　かくして、次の試合ではシン＝ルウがまたデヴィアスなる剣士の刀を一撃で弾き飛ばし、メルフリードとゲオル＝ザザも順当に勝ち残り、ここに闘技会のベスト４が出で揃そろったのだった。
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「西！　サトゥラス騎士団、レイリス！　東！　森辺の民、シン＝ルウ！」

　そうして闘技会は、つつがなく進行されていった。

　ちょろっと観戦するだけのつもりであったのに、ここまで来ると目が離はなせなくなってしまう。お留守番のトゥール＝ディンたちには申し訳なかったが、こうなったらもうシン＝ルウとゲオル＝ザザがそろって敗退しない限りは森辺に帰れるものではなかった。

（ララ＝ルウたちは、どんな心境で見守ってるのかな。今のところは危なげない勝ち方だから、心配もないだろうけど）

　しかしこのレイリスというのは、やはりなかなかの難敵であった。朝からの試合でシン＝ルウの戦法を見て取って、決して刀を打ち合わせようとしなかったのである。

　シン＝ルウは、狩人の俊しゆん敏びんさでレイリスの刀を狙ねらっている。しかしレイリスはなるべく追つい撃げきの難しそうな方向にステップを踏み、シン＝ルウの刀に空を切らせていた。

　そして、隙あらば自分のほうが刀を突き込もうと、果か敢かんにチャレンジを繰り返している。それでシン＝ルウが危あやうくなることもなかったが、その代わりに動きを制限されている感はあった。

　おたがいの刀が空を切るばかりの静かな闘いであるが、観客たちも固かた唾ずを呑のんでその攻防を見守っている。それだけの緊きん迫ぱく感が、両者の間からはたちのぼっていた。

「ルウの狩人は、いささかおかしな闘い方をしているな。刀ではなく胴どう体たいを狙っていれば、何度かは打ち込めたように思えるぞ」

　そのように述べたのは、ライエルファム＝スドラであった。腕を組んで両者の闘いを見守っていたアイ＝ファも、「うむ」とうなずいている。

「シン＝ルウは先の力比べで、相手に重い傷を負わせてしまったからな。しかもそれが今やりあっている相手の父親であったものだから、余計に剣けん筋すじが鈍にぶってしまうのかもしれん」

「ほう。それで手心を加えるのは、相手に対して何よりの侮ぶ辱じよくと思えてしまうが」

「手心を加えているのではなく、自然に剣筋が鈍ってしまうのであろう。あのシン＝ルウは、根っから優やさしい性しよう根ねをしているのだ」

　俺が驚おどろいてアイ＝ファのほうを振り返ると、「何だ？」と横目でにらまれてしまった。

「いや、アイ＝ファがそんな風に人のことを評するのは珍めずらしいなと思って……まあ、シン＝ルウともずいぶん長いつきあいだもんな」

　シン＝ルウは、ずいぶん昔から護衛役として力を尽くしてくれていた。その末に、俺をサンジュラに拉致されて、自分の無力さを嘆くことになってしまったり、ラウ＝レイを相手に特訓をすることになったり――とにかく、俺にとっても指折りで思い入れのある、大切な相手であったのだ。

（それにしても、あのレイリスってのは嫌いやになるぐらい冷静だな。晩餐会のときは、すごい目つきでシン＝ルウのことをにらんでいたのに）

　俺は何となく、シン＝ルウに声せい援えんを送りたくてたまらないような心地になってきてしまった。

　シーラ＝ルウも、祈いのるような目つきで弟たるシン＝ルウの闘いを見守っている。本来、今日の当番はレイナ＝ルウであったが、彼かの女じよは弟のためにその順番をずらしてもらっていたのだ。

「シン＝ルウ、頑がん張ばれー！」

　と、いきなり足もとから声があがったので、俺はびっくりしてしまった。見ると、リミ＝ルウが口もとに手を添えて声援を送っている。前の席に座すわっていた人々は、それでようやく大勢の森辺の民がそこに集結していたことに気づいた様子で、目を丸くしていた。

　そんな中、じわじわと戦せん況きようが傾いてきた。

　シン＝ルウの動きが、乱れ始めたのだ。

　朝からの連戦で、ついにスタミナが切れてきたのかもしれない。今回は不正のない装備とはいえ、やはり甲冑などを纏って剣の試合に臨のぞむのは、森辺の民の流りゆう儀ぎではないのである。

　俺だって、剣けん道どうの授業で防具ぐらいはつけたことがある。か弱き現代人にとっては、あれぐらいの装備でも負担になってしまうのだ。ただ重いというばかりでなく、動きづらいし、視界は悪いし、それに何より暑苦しい。革かわの土台に鉄板を張った甲冑ならば、それ以上の負ふ荷かとなるに違いなかった。

　それにまた、こんな平地で、人間を相手に剣を振るう機会なんて、森辺の狩人にはほぼ存在しないのである。それでもシン＝ルウたちが恐おそろしいばかりの力を見せつけることができているのは、ひとえに卓たく越えつした身体能力と精神力ゆえであるはずであった。

「頑張れー！　最後まであきらめるな！」

　俺も思わず、声をあげてしまった。アイ＝ファがぎょっとしたように振り返ったが、どうしても気持ちを抑おさえることができない。俺はリミ＝ルウと一緒になって、懸けん命めいに声を振り絞しぼった。

　そのとき、レイリスの足がシン＝ルウの足を払った。

　シン＝ルウは、背中から地面に倒れ込む。

　それでもレイリスは激さずに、小さなモーションでシン＝ルウの胸むなもとに剣を突きたてた。

「うわっ！」と、俺は目を閉じてしまいそうになる。しかしシン＝ルウは身をよじり、レイリスの刀は地面に突き刺さっていた。

　それを真横から、シン＝ルウが刀でなぎ払う。

　レイリスは両手で剣を引き抜き、その斬撃をやりすごした。

　そうしてレイリスはあらためて刀を振りかぶり、シン＝ルウも寝ね転ころんだまま刀を一閃させ――喚かん声せいの静まっていた闘技場に、硬こう質しつの音色が響ひびきわたった。

　数秒遅おくれて、弾かれた刀が地面に落ちる。刀を失ったのは、レイリスであった。

　シン＝ルウは、可能な限り敏びん捷しように起き上がり、レイリスと剣の間に立ちはだかろうとする。しかしレイリスは、そのまま地面に膝ひざをついていた。

　この距離でも、鎧に包まれた背中が激しく上下しているのがわかる。森辺の狩人とここまで長い時間を闘い抜いて、彼かれのほうにもスタミナの限界が訪れていたのだ。

　人々は、我に返った様子で歓声をあげ始めた。

　シン＝ルウも呼吸が苦しくなったのか、面めん頬ぼおを上げて天を仰あおいでいた。

　それからシン＝ルウは、レイリスのほうに手を差しのべた。手を差しのべながら、何か言葉をかけているのだろうか。この距離では、そこまで見て取れない。

　やがてレイリスは、シン＝ルウの手を取って立ち上がった。そうしてよろよろと自分の刀を拾い上げ、胸もとで垂直にかまえてみせる。ジェノスの騎士の、礼なのかもしれなかった。

　シン＝ルウはひとつうなずいてから東側の出入口へときびすを返し、レイリスも逆の側に足を向ける。両者の頭上には、万ばん雷らいのごとき歓声と拍はく手しゆがあびせかけられていた。

「かろうじて勝てたか。次の勝負は、危ういかもしれんな」

　その歓声に半ばかき消されつつ、ライエルファム＝スドラがそのようにつぶやいていた。次の試合は、ゲオル＝ザザとメルフリードであるのだ。

　その試合もまた、すさまじいの一言に尽つきた。ゲオル＝ザザは相変わらず野や獣じゆうじみており、そしてメルフリードは難敵を前にしたことによって、ついにその力量をはっきりとあらわにしたのである。

　メルフリードは、レイリスに輪をかけて優美であった。それでいて、振るわれる剣には力が満ちている。彼はレイリスより、ひと回りも大きな体格をしているのだ。幅や厚みはゲオル＝ザザに負けているが、上背のほうは負けていない。

　そしてメルフリードは、機械のように正確でもあった。攻撃の際も防ぼう御ぎよの際も、最低限の動きしかしない。刀の切っ先が面頬をかすめても動じることはなく、メルフリードは淡たん々たんと、そして優雅に刀を振るい続けた。

　時にはそよ風のように、時にはつむじ風のように、緩かん急きゆうをつけて的確に動いている。相手は暴風さながらであるのに、その勢いを受け流して、ここぞというときに剣を打ち込む。それは対人の剣術を極きわめた者の、計算し尽くされた舞であった。

「あれは駄だ目めだな。相手の手に乗って、翻ほん弄ろうされてしまっている」

　ライエルファム＝スドラがつぶやいたその瞬しゆん間かん、メルフリードの剣がゲオル＝ザザの右手首を打った。鈍い音をたてて刀が地面に落ち、ゲオル＝ザザは怒いかりの咆ほう哮こうをあげる。

　そうしてゲオル＝ザザは、素す手でのままメルフリードに襲おそいかかった。

　メルフリードは、下からすくいあげるように刀を突き上げる。

　刀の切っ先が真下からゲオル＝ザザの下した顎あごを打ち、その巨きよ体たいをのけぞらせた。

　何の受身も取れないまま、ゲオル＝ザザは背中から倒れ込んだ。その咽喉もとに、メルフリードは再度刀を突きつける。

　またすさまじい歓声とともに、メルフリードの勝利が告げられた。

「手首に、下顎に、咽喉。三回も斬きられてしまったな」

「うむ。しかし、あのようなものをかぶっていなければ、下顎の攻撃はくらっていまい。それでも手首を打たれた時点で、力比べとしては勝負ありだが」

　ライエルファム＝スドラとアイ＝ファは、静かにこの闘いを寸評していた。

　下顎の一撃で脳のう震しん盪とうを起こしてしまったのか、ゲオル＝ザザは立ち上がれずにいる。彼はうずくまったまま兜を引きむしり、地面に両方の拳こぶしを叩きつけて、怒りの雄お叫たけびをあげていた。

「我らの刀はギバを狩かるもの、あやつらの刀は人を斬るもの。――その差が出てしまったな」

「うむ。いっそ甲冑など纏っていなければ、身軽に動けて勝利することもできたのであろうがな」

「だけどすごいね、森辺の狩人に勝つなんて！　あれって、灰色の目をした貴族でしょ？　シン＝ルウは勝てるのかなー？」

　と、無む邪じや気きなリミ＝ルウが口をはさむ。しかし、アイ＝ファたちがその質問に答えることはなかった。

　その間に、闘技場では三位以下の番付をつける勝負が始まっていた。ザッシュマによると、上位の八名は順位に応じた褒ほう賞しようがもらえるのだそうだ。だが、ゲオル＝ザザと対戦した準々決勝の相手は負傷のため欠場となり、下位の三名で総当たり戦が行われることになった。

　この時点で、時間は一刻以上も過ぎてしまっている。馴な染じみのない剣士たちが番付を決めている間に、モルン＝ルティムとチム＝スドラが待ちぼうけのトゥール＝ディンたちにもう少しだけ待っていてもらえるよう伝えてきてくれた。

　下位決定戦ではシン＝ルウに敗れた護民兵団の大隊長が五位の座に輝かがやき、そして三位決定戦である。ゲオル＝ザザと、レイリスの対戦だ。

　ゲオル＝ザザはまだ脳震盪のダメージから完全には回復できておらず、そしてレイリスのほうも消しよう耗もうしたスタミナを回復しきれていなかった。おたがいに、これまでと比べれば半分がた力のない状態で対戦し、そこで勝利をもぎ取ったのは、なんとレイリスのほうであった。

　メルフリードとの対戦を観察し、分ぶん析せきしていたのだろうか。おそらくは兜の死角を狙い、斜め下から刀を突き上げて、ゲオル＝ザザを地に這はわせることに成功せしめたのである。

　そういえば、頭にダメージをくらった状態で闘い続けると、今度はその半分の力の攻撃でもダウンをくらってしまうんだぞ――などと、ボクシング好きの親おや父じが講こう釈しやくを垂れていた記き憶おくがある。何にせよ、三位の座を獲かく得とくしたのはレイリスであり、ゲオル＝ザザは四位に終わった。

「さあ……これでついに、決勝戦だな」

　誰にともなく、俺おれはそんな風につぶやいてしまっていた。

　これは別に、森辺の狩人にとって誇ほこりを懸かけた闘いではない。サトゥラス伯爵家との関係性を改善するため、森辺の狩人の力を世に知らしめるため、という目的はもう十分に果たせているはずだ。

　だけどそれでも、俺はシン＝ルウの勝利を願ってしまっていた。ゲイマロスのときのように、無心にはなりきれない。シン＝ルウが苦しそうであればあるほど、この勝負に打ち勝つことができれば、彼の自信の源になるのではないか――と、俺には思えてならないのだった。

（アイ＝ファの見立てに間違いがなければ、メルフリードっていうのはサンジュラよりも腕が立つんだ。そのメルフリードに勝つことができれば――シン＝ルウは、自分で求めていたぐらいの力を手に入れたってことになるんじゃないか？）

　かつてサンジュラにさらわれた俺がサイクレウス邸ていから解放されたとき、子供のように涙なみだを流していたシン＝ルウの姿を、俺は思い出してしまっていた。

（どうか、悔くいの残らないように……頑張ってくれ、シン＝ルウ）

　俺が心中で、そんな風に祈ったとき――

　試合場では、ついにシン＝ルウとメルフリードがそれぞれの入場口から姿を現したのだった。
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「西！　ジェノス近この衛え兵へい団長、メルフリード！　東！　森辺の民、シン＝ルウ！」

　審しん判ぱん役やくである男の声を聞きながら、シン＝ルウは懸命に意識を集中した。

　手足が、別人のもののように重い。朝から何名もの剣士と刀を打ち合わせて、シン＝ルウの肉体もついに限界を迎むかえつつあったのだった。

　シン＝ルウは、ただでさえ着慣れない甲冑などというものを着させられているのだ。かつてゲイマロスの陰いん謀ぼうによって準備された騎兵用の甲冑というものに比べれば、このていどの重さはどうということもない――と、朝にはそのように考えていたシン＝ルウであったが、今はその重さがずしりと全身にのしかかっていた。

　しかも甲冑を纏っていると関節の動きが制限される上に、視界も悪い。現在も、シン＝ルウは兜に四角く空けられた隙すき間まから、対戦相手たるメルフリードの姿を見み据すえているのだった。

（あちらは、疲れていないのだろうか……さきほどは、あのゲオル＝ザザとやりあっていたというのに……）

　そんな風に考えかけてから、シン＝ルウは雑念を振り払った。相手が疲れていようといなかろうと、自分のやることに変わりはない。自分の力が尽き果てるその瞬間まで、森辺の狩人として刀を振るうのだ。

「――始め！」

　審判の号令とともに、メルフリードが鋭く踏み込んできた。シン＝ルウは横合いに跳ちよう躍やくして、それを回避する。そして、こちらから刀を振るおうとしたとき――思わぬ角度から、白銀の斬撃が飛来してきた。

（なにっ!?）

　シン＝ルウは危ういところで踏みとどまったが、重い衝しよう撃げきが胸もとを走り抜ぬけた。かわしきれずに、相手の刀が胸あてをかすめたのだ。あまりに鋭い斬撃であったために、それだけで火花が散っていた。

（何だ、今のは？　いくら俺の動きが鈍っていようとも、刀が届くはずはなかったのに――）

　内心の困こん惑わくを押おし殺して距離を取ったシン＝ルウは、兜の内側で息を呑のむことになった。最初の一撃では右手に握にぎられていたメルフリードの長剣が、左手に移されている。そのために、予想外の角度から斬撃が繰くり出されてきたのだ。

（そうか……宿場町で初めて出会ったとき、こやつは二本の刀を提げていた。それに、正体を隠かくしてスン家の大罪人をおびき寄せようとしていた際には、《双そう頭とうの牙きば》などという異名を名乗っていたはずだ）

　おそらくメルフリードは、二本の刀を同時に操あやつることができるのだ。ならば、一本の刀しか携たずさえていない現在は――左右のどちらの腕うででも、自在に刀を繰り出せるということであった。

（その技を使わぬままに、こやつはゲオル＝ザザを打ち負かしたということか）

　メルフリードは、再び大きく踏み込んできた。その刀身をへし折るべく、シン＝ルウも刀を繰り出したが、それは軽かろやかに受け流されてしまう。さきほどのレイリスと同じく、力の逃にがし方に長たけているのだ。レイリスよりも体格に秀ひいでており、これほどの力感にあふれながら、メルフリードの剣術は舞のように美び麗れいであった。

　今度は右手に持ち替かえられた刀が、シン＝ルウの兜をかすめていく。シン＝ルウは懸命に敵の攻撃を回避しながら反はん撃げきの隙をうかがったが、一歩動くたびに手足はいっそう重くなり、息も荒あらくなっていった。

　兜の下を伝う汗あせが不快でならないが、それをぬぐうことすら許されない。全身にへばりついた甲冑はシン＝ルウの自由をじわじわと奪うばっていき、まるで泥どろ沼ぬまの中でもがいているような心地であった。

　今すぐこの甲冑を脱ぎ捨てることがかなえば、どれだけ清すが々すがしいことだろう。自分の肌はだで、風を感じたい。こんな小さな穴から世界を覗き見るのではなく、剥むき出しの目と鼻と耳で、世界のすべてを感じ取りたい。シン＝ルウは、そうして何頭ものギバを狩ってきたのだ。こんな窮きゆう屈くつな格好では、自分の力を十全に発揮できるわけがなかった。

（いや、違う……それは、泣き言だ。そんな弱音を吐はくぐらいならば、この場に参じるべきではなかったのだ）

　シン＝ルウが、そのように思いなおしたとき――ひときわ強きよう烈れつな衝撃が、側頭部に炸さく裂れつした。メルフリードの刀が、真横からシン＝ルウの兜に叩きつけられたのだ。

　シン＝ルウは一いつ瞬しゆん意識を飛ばされながら、狩人の本能で後方に跳とびすさった。目の奥おくに火花が散り、視界も定まらない。ここで追撃をくらえばひとたまりもなかったが、何な故ぜだかメルフリードは不動であった。もしかしたら、シン＝ルウが倒れなかったことに困惑しているのかもしれなかった。

（俺は決して、自分から勝負をあきらめたりはしない。勝ち名乗りをあげたいのなら、もっと力を尽くしてみせろ）

　シン＝ルウはかすむ目で、何とかメルフリードの姿をとらえようとした。

　そのとき、兜ごしでくぐもって聞こえる歓かん声せいの向こう側から、聞き覚えのある声がうっすらと聞こえてきた。

「頑張れ、シン＝ルウ！　シン＝ルウなら、絶対勝てるよ！　シン＝ルウは、強くなったんだ！」

　我を失った、幼子のような声――それはまぎれもなく、アスタの声であった。

　兜の下で、シン＝ルウは我知らず微び笑しようをこぼしてしまう。

（そうだ。アスタやララ＝ルウに、ぶざまな姿は見せられん）

　シン＝ルウは大きく息を吸い込んで、乱れに乱れていた意識を集中した。

　それでようやく、我わが身みに訪おとずれた異変を知ることになった。

　つい最前まで四角く切り取られていた視界が、大きく開けている。さきほどの斬撃で、兜の面頬という部位が弾はじけ飛んでいたのだ。

（見える……普ふ段だんと同じぐらい見えるぞ）

　もしも再び顔面を斬りつけられたら、今度は取り返しのつかない手傷を負ってしまうだろう。しかしシン＝ルウは、それを引き換かえにしても惜おしくはない視界の自由を得ていた。

　メルフリードは戦法を変えて、遠い位置から刀の切っ先を突き出してくる。シン＝ルウの手足には澱おりのように疲つかれが溜たまっていたが、自由になった視界のおかげでそれも回避することができた。

　息が切れて、肺が痛い。ともすれば、心がくじけそうになる。それでもシン＝ルウは、最後の瞬間に備えて力をたくわえた。

（俺がまともに刀を振るえるのは、せいぜいあと一回か二回だろう。そこに、すべての力を注ぎ込むのだ）

　メルフリードは、蛇へびのような冷れい徹てつさで刀を繰り出してくる。兜の隙間から覗くその灰色の瞳ひとみも、まったく激している様子はなかった。それでも、ようやく焦じれてきたのか――これまで以上の勢いで刀が繰り出されて、その左ひだり腕うでが限界いっぱいまでのばされた。

（ここだ――！）

　シン＝ルウはメルフリードの横合いに跳びすさり、真まっ直すぐに突き出された刀身へと刀を振り下ろした。

　硬かたい音色が響きわたり、折れた刀身が宙に舞まう。

　しかし、折れたのはシン＝ルウの刀であった。朝からの連戦で、シン＝ルウの刀のほうが限界を迎えてしまったのだ。

　メルフリードはすかさず刀を引いて、今度は横よこ薙なぎに振るってくる。シン＝ルウの折れた刀では、それを受け止めることもできない。一瞬でそのように判断したシン＝ルウは、半ば無意識の内に身を屈かがめていた。

　途と中ちゆうで甲冑が動きを邪じや魔ましてきたが、メルフリードの刀はシン＝ルウの頭をかすめて通りすぎていく。シン＝ルウは、目の前に迫せまったメルフリードの腹に折れた刀を叩き込もうとした。しかしメルフリードはすでに後退を始めており、刀は届かない。

（ならば――）

　シン＝ルウは、頭上に両腕を振り上げた。その場所には、まだメルフリードの左腕が残されているはずであった。

　刀の柄つかごとメルフリードの手首を握りしめ、腰こしをよじり、自分の頭を地面に叩きつけるような勢いで、おもいきり身体からだを折り曲げる。

　篭こ手てを通して、メルフリードの腕の骨の軋きしむ感かん触しよくが伝わってきた。

　それと同時に、メルフリードの重みがふっと消失した。腕をへし折られぬようにと、自ら大地を蹴ったのだ。

　シン＝ルウは最後の力を振り絞って、身体をさらにねじりあげた。

　空中で均きん衡こうを崩したメルフリードは、背中から地面に叩きつけられる。

　シン＝ルウは、無む我が夢む中ちゆうで折れた刀をメルフリードに突きつけた。

　刀を握ったメルフリードの左腕は、シン＝ルウの左腕が押さえつけている。

　メルフリードは灰色の冷たい瞳で、シン＝ルウの突きつけた刀の断面を見つめやり――落ち着き払った声で、「参った」とつぶやいた。

「ひ、東！　シン＝ルウの勝利！」

　審判役の男がそのように言いたてたが、それは客席の歓声によってかき消された。

　シン＝ルウは地面にへたり込み、折れた刀を地面に放り出す。いっぽうメルフリードは、何事もなかったかのように立ち上がった。

「見事であった。本年の『剣王』は其方そなただ、シン＝ルウよ」

「……けんおう？」

「闘とう技ぎ会かいの優勝者にはその称しよう号ごうが与あたえられ、ジェノスの歴史書に名を刻まれることになる。其方は、それだけの偉い業ぎようを成したのだ」

　シン＝ルウは力の入らない指先で兜の留め具を外して、それを脱ぎ捨てた。

　汗まみれの頬に、涼りよう風ふうが心ここ地ち好よい。思わず目を細めるシン＝ルウの姿を見下ろしながら、メルフリードも面頬を上げた。そこから現れたのは、やはり仮面のごとき無表情だ。

「森辺の狩人の力量には、感服させられた。夜の祝賀会を楽しみにしている」

　そうしてメルフリードはシン＝ルウのほうに手を差しのべようとしてきたが、途中でその手を引っ込めてしまった。

「どうしたのだ？」と、シン＝ルウが尋たずねようとしたとき、視界の隅すみに七色の光がきらめく。シン＝ルウがそちらを振り返ると同時に、温かくてやわらかくて力強い存在が、シン＝ルウに覆おおいかぶさってきた。

「もー！　あんまりハラハラさせないでよ！　どこも怪我してない？　頭は大だい丈じよう夫ぶ？」

　それは、貴族たちとともに遠くで観戦していたはずの、ララ＝ルウであった。

　美しい森辺の宴うたげ衣い装しようを纏ったララ＝ルウが、間近からシン＝ルウを見つめてくる。その顔は、泣き笑いのような表情を浮うかべてしまっていた。

「……大丈夫だ。心配をかけてしまって、すまない」

　そのように答えると、ララ＝ルウは顔をくしゃくしゃにしてシン＝ルウの身体を甲冑ごと抱だきすくめてきた。

　その温ぬくもりを首から上だけで感じつつ、シン＝ルウは頭上を振り仰ぐ。

　天空は、シン＝ルウを祝福してくれているかのように晴れわたっていた。
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　シン＝ルウの優勝によって幕を下ろされた闘技会の、翌日――

　宿場町に向かう道行きで、普段通りの時間にルウの集落へとおもむいてみると、そこではまた時ならぬ騒さわぎが巻き起こっていた。

　ただし今回は本家の前ではなく、シン＝ルウの家の前だ。昨日はけっきょく顔をあわせることができなかったので挨あい拶さつをさせていただこうかなと思い、そちらのほうに近づいてみると、案の定、シン＝ルウが家族や血族たちに取り囲まれていた。

「みなさん、おはようございます。……シン＝ルウ、昨日はお疲れ様」

　周囲の人々は、笑え顔がおで挨拶を返してくれた。

　シン＝ルウは「ああ、アスタ」とこちらに近づいてくる。

「そちらこそ、昨日は大変だったようだな。シーラから話は聞いている」

「いやあ、半日も力比べを続けていたシン＝ルウに比べればどうってことないよ。それが賞品の剣ってやつだね？」

　シン＝ルウの手には、実に見事な長剣が握られていた。長さは一メートルほどもあり、金属製の鞘さやにも鍔つばにも精せい緻ちな彫ちよう刻こくがほどこされている。昨日は閉会式でこの剣がシン＝ルウに授じゆ与よされるところまで見届けてから、俺たちは森辺の集落へと帰き還かんしたのである。

「確かに立派な刀だけどさー、ギバ狩がりで使うには、ちっと重すぎるよな。親父ぐらい身体がでかければ、ちょうどいいのかもしんねーけどさ」

　と、人ひと垣がきの向こうからひょっこり現れたのは、ルド＝ルウだ。

　そちらに向かって、シン＝ルウは「うむ」とうなずき返す。

「どのみち、諸もろ刃はの剣というのは扱あつかいにくい。売りさばいてしまうのはジェノス侯こう爵しやくの面めん目ぼくを踏みにじる行こう為いになってしまうようなので、物置にでもしまっておこうと思う」

　実に森辺の民らしい言い様である。苦く笑しようしつつ、俺はルド＝ルウにも挨拶をしておくことにした。

「ルド＝ルウもお疲れ様。昨日は城下町で祝賀会だったんだろう？　ジェノスのお城ってのは、どんなところだった？」

「んー？　何かでっけー建物だったけど、よくわかんねーな。それに人間の数が多すぎて、頭がくらくらしちまったよ」

　彼らは闘技会の後、ジェノス城にまで招かれて、祝賀会というものに参加することになったのだ。もとより闘技会の上位入賞者はその祝賀会に招かれるのが慣例であり、そこであらためてジェノス侯爵マルスタインから祝辞と銀貨の褒賞を受け取ったのだという話であった。

「ただ、食うもんはいまいちだったなー。あれだったら、あのヴァルカスとかシリィ＝ロウとかってやつのほうが、全然美う味まかったよ。な、シン＝ルウ？」

「そうだな。しかしそれは、俺たちが貴族の食べ物というものに慣れていないせいなのだろう。いくつかは、無理なく食べられる料理もあったように思う」

　シン＝ルウは、普段通りのたたずまいであった。見たところ、どこにも外傷を負った様子はない。沈ちん着ちやくで穏おだやかな、いつも通りのシン＝ルウだ。

「そういえば、そこにはレイリスって貴族もいたんだよね？　彼とは和解できたのかな？」

「うむ。ずいぶん清々しげな表情であるように思えた。……ただし、来年も必ず闘技会に参加せよと言い張られてしまったが」

「ふうん？　でも、恨うらみを晴らすとかそういう話じゃないんなら、いいんじゃないかなあ？」

「ああ。俺が毎回、収しゆう穫かく祭さいでルド＝ルウに挑いどむようなものなのかもしれんな」

　するとルド＝ルウが、「そーそー」と口をはさんできた。

「ゲオル＝ザザなんて、来年は絶対に最後まで勝ち抜いてやる、とか吠ほえてたもんな。俺はあんな窮屈そうな力比べには、これっぽっちも興味がわかねーけどなー」

「そうだな。俺も最後の試合は兜を壊こわされていなかったら、きっと負けていたと思う。あれでようやく相手の姿がまともに見られるようになったからな。……しかしそれを差し引いても、メルフリードというのは大した力量だと思うが」

「あー、あいつは二本の刀を扱うのが得意なんだっけ？　あのでっけー南の民も、斧おのさえ使えればもっと面おも白しろい闘たたかいができたのにって笑ってたな」

　どうやら祝賀祭では、さまざまな人々と言葉を交かわす機会があったようだ。

　そこでルド＝ルウが、「そうだ」と俺を振り返ってきた。

「そういや、南の民の娘むすめっ子に言こと伝づてを頼たのまれてたんだよな。北の民の話は、シフォン＝チェルって女衆にきっちり伝わってるって言ってたぜー？」

「あ、ディアルもその場にいたんだね。わかった、ありがとう」

「あと、東の民の娘っ子も何か言ってたな。えーと……いつも美味い料理をありがとう、とかそんな感じだったかな」

「それはきっと、アリシュナだね。二人とも貴き賓ひんの席に招かれてるって話だったから、祝賀会まで参加することになったのかな。……でもさ、娘っ子とか言ってるけど、あの二人はたぶんルド＝ルウより年上だよ？」

「知らねーよ。娘っ子は娘っ子だろ」

　そっぽを向いて、ルド＝ルウはべーっと舌を出した。

「ま、何にせよ、見てる分にはおもしれー見世物だったよ。ララなんて、親父が止めるのも聞かないでシン＝ルウのところに飛び出しちまうぐらいだったしなー」

「いや、あれは……」とシン＝ルウが頬を赤くしかけたとき、「あたしが何？」というとげとげしい声が横合いから飛んでくる。普段通りのポニーテールで腕を組んだララ＝ルウが、赤い顔をして人垣の外に立っていた。

「あんたたちは、いつまでおしゃべりしてんのさ？　アスタ、レイナ姉たちはとっくに準備もできて荷車で待ってるんだけど？」

「ああ、ごめん。……ララ＝ルウも、昨日はお疲れ様」

「別に、なんにも疲れてないし！」

　と、怒おこった表情のまま、いっそう顔を赤くするララ＝ルウである。

　そちらを横目で見ながら、ルド＝ルウは「へん」と鼻を鳴らした。

「こいつ、親父の言いつけを破ったから、あとで泣くまで叱られたんだぜー？　ま、そりゃそうだよな。席を離れないってのは貴族との約束だったのに、あんな勝手な真ま似ねをしたんだからよー」

「……うっさいよ」

「しかも、シン＝ルウは傷も負わないで全員をぶっ倒したのに、なんでそこまで心配する必要があったんだよ？　シン＝ルウが出てくるたんびに、泣きそうな顔で森に祈ってるしさー」

「うっさいって言ってんでしょ！　馬鹿ルド！」

　怒ど髪はつ天をつくようにララ＝ルウはルド＝ルウにつかみかかったが、優ゆう秀しゆうな狩人たる兄にあっさり両方の手首を捕ほ獲かくされてしまった。

「ジェノスの城でも、こいつ、シン＝ルウにべたーっとひっついたまま全然離れようとしねーんだぜ？ あれじゃあ貴族の娘っ子も近づいてこられねーよなー。メルフリードの伴はん侶りよには『お若い奥おく方がたですね』とか言われてたしなー」

「わーっ！」とララ＝ルウはわめきたて、意地悪な兄はけらけらと笑う。気の毒なのは、シン＝ルウである。大勢の血族に囲まれながら、シン＝ルウはララ＝ルウに負けないぐらい赤い顔をしていた。

「そ、それじゃあ俺たちはそろそろ出発させていただくよ。みなさんも朝のお仕事でしょう？　商売の後は本家で勉強会を行いますので、手の空いている方はそのときにまた」

　ということで、俺はシン＝ルウのために事態の収しゆう拾しゆうを担になうことにした。分家の人々はそれぞれの仕事を再開させるべく散っていき、シン＝ルウの母親であるタリ＝ルウも笑顔で会え釈しやくをして家に戻もどっていく。残されたのは、かしましい兄きよう妹だいとシン＝ルウのみである。

「今日の当番は、レイナ＝ルウとヴィナ＝ルウだったっけ？　俺は入り口で待ってるから、呼んできてもらえるかなあ？」

　ララ＝ルウは「ふん！」と鼻を鳴らしてから、ルド＝ルウの指先を振り払った。そうして最後にシン＝ルウの顔をちらりと見てから、本家のほうに駆かけ出していく。

「ルド＝ルウ、ララ＝ルウをあんまりからかったら気の毒だよ」

「んー？　ララとシン＝ルウのことなんてみーんなわかってることなんだから、別に隠す必要もねーだろ？　いまさらシン＝ルウだって、他の女衆に目移りしたりしねーだろうしさ」

「……だからといって、家族を茶ちや化かすのはよくないことだ」

　珍しくもシン＝ルウが文句を述べたてると、ルド＝ルウは「にっひっひ」と白い歯を見せた。

「ま、ララが十五になるまでの辛しん抱ぼうだよ。婚こん儀ぎをあげちまえば、誰だれもからかったりはしねーだろうからさ」

「ララ＝ルウが十五になるにはまだ一年半もあるし、そもそも俺たちをからかう人間などルド＝ルウぐらいしかいないではないか」

「別に俺は、シン＝ルウをからかってるつもりはないぜー？　すぐ真っ赤になるのは面白いけどなー」

「そういうのを、からかっているというのだ」

「何でもいーじゃん。好きな女衆が同じ気持ちでいてくれるってのは、幸福なこったろ」

　そのように言いながら、ルド＝ルウは頭の後ろで手を組んで、くるりときびすを返した。

「腹が減ったから、肉とポイタンでも焼いてもらうかー。じゃ、アスタも仕事を頑張ってな」

　かくして、その場には赤い顔をしたシン＝ルウと俺だけが残された。

　シン＝ルウは遠ざかっていくルド＝ルウの背中をにらみながら、溜ため息いきをついている。

「……シン＝ルウがどこにも怪け我がを負っていないようで、安心したよ。昨日は本当に大変な一日だったね」

　まだちょっとシン＝ルウと話し足りない気持ちであったので、俺はそのように呼びかけてみた。立派な長ちよう剣けんの鞘を所在なげに撫なでながら、シン＝ルウは「うむ」とうなずいている。

「しかし、自分の仕事を果たすことができて、ほっとしている。正直に言って、最後まで勝ち抜けるとは思えないような勝負だったからな」

「あの鎧よろいは重そうだし、兜かぶとは視界が悪そうだったもんね。普段通りの格好だったら、もっと問題なく勝ち抜けたのかな？」

「どうであろうな。そもそも俺たちは、人間を斬るために剣の腕を磨みがいているわけではないのだ」

　それはアイ＝ファたちも、繰り返し言っていたことである。

「それに、たとえばゲオル＝ザザなどは、兜をかぶっていなければメルフリードにも勝てたかもしれん。しかし、鎧を着ていなければ右の手首を折られていたかもしれん。そして、メルフリードが二本の刀を持っていれば、もっと手ごわかったのかもしれん。……だから、仮定の話をしても、あまり意味はないように思える」

「うん、取り決めがあってこその勝負だもんね。取り決め自体に文句をつけたって意味はないか。……とにかく俺は、シン＝ルウが最後まで勝ち抜けたことがすごく嬉うれしかったよ」

　すると、ようやく頬の赤みが取れてきたシン＝ルウが、ずいぶんとやわらかい眼まな差ざしで俺を見つめてきた。

「そういえば、アスタとリミ＝ルウはずいぶん大きな声をあげてくれていたな。あれで俺は、いっそう力を振ふり絞ることができた」

「ええ？　あの大おお騒さわぎの中、俺たちの声を聞き分けられたのかい？」

「かすかにな。狩人には、物音を聞き分ける力も必要なのだ」

　そのように言いながら、シン＝ルウは身体ごと俺に向きなおってきた。

「何にせよ、俺もメルフリードという貴族に勝てたことは、嬉しく思っている。あの男は、かつてはジザ＝ルウに匹ひつ敵てきするぐらいの力量だとまで言われていたはずだからな」

「うん。それでサンジュラは、ルド＝ルウぐらいの力量だって言われてたんだよね。それならメルフリードは、サンジュラよりも強敵ってことになるはずだ。今も昔も、ジザ＝ルウはルド＝ルウよりも強いっていう見立てであるはずなんだからさ」

　おもいきって、俺もそのように言ってみた。

「それなのにシン＝ルウは、メルフリードに勝つことができた。それはこの数ヶ月で、シン＝ルウが以前のジザ＝ルウぐらい強くなったってことだよね。シン＝ルウは、いつのまにかサンジュラを超こえる力量を身につけていたんだよ」

　シン＝ルウは、「どうだろうな」と思し慮りよ深ぶかげに目を細める。

「俺やルド＝ルウやジザ＝ルウと同じように、あのサンジュラという男も腕を上げているかもしれん。その場合は、やっぱり俺の力は及およばないということになる」

「そんなことないよ。きっとサンジュラと力比べをしたって、勝つのはシン＝ルウのほうさ」

　ガラゴロというレイナ＝ルウたちの引いてくる荷車の音を背中で聞きながら、俺はシン＝ルウに笑いかけてみせた。

「シン＝ルウは、まだ十六歳さいなんだ。サンジュラやメルフリードよりずっと若いんだから、これからだってシン＝ルウのほうがぐんぐん力をつけることができると思うよ」

「うむ……」

「そういえば、きちんとお祝いの言葉を言っていなかったね。優勝おめでとう、シン＝ルウ。シン＝ルウが最後まで勝ち抜くことができて、俺は心から誇らしかったよ」

　するとシン＝ルウは、あまり普段にはない感じで口もとをほころばせ、「ありがとう」と静かに言った。

　それは十六歳という年ねん齢れい相応の、とてもあどけない笑顔であるように感じられてやまなかった。







第三章★★★小さき氏族の収穫祭
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　月が変わって、金の月――その三日目のことである。

　シン＝ルウの優勝で終わったジェノスの闘技会から八日後のその日、俺たちはついに収しゆう穫かくの宴うたげを執とり行うことになった。どの氏族でも、およそ年に三回ほど開かい催さいされるという、森辺の収穫祭である。俺がファの家でこの行事を迎えるのは、これで二回目のことだ。

　ただしこの行事は、血族同士で行われるのが慣例となっている。ゆえに、前回の収穫祭においては俺とアイ＝ファの二人きりで、ちょっと豪ごう勢せいな晩ばん餐さんを楽しんだのみであった。

　狩人かりうどとかまど番の二人きりでは、狩人の力比べをすることも、求きゆう婚こんの舞まいを踊おどることもかなわない。しかしそれでも、当時はトゥラン伯はく爵しやく家けにまつわる揉もめ事ごとが終結した直後であったので、俺たちは家人水入らずでおたがいの労苦をねぎらったものであった。

　それで、今回の収穫祭である。今回は、他ならぬ俺からの提案によって、血族ならぬ近在の氏族たちと合同で収穫祭が執り行われることに決定された。理由は単純明快で、家が近在ならば休息の期間が訪れる時期も自然に一いつ致ちする、という点に俺が着目したためであった。

　ギバという獣けものは、森の恵めぐみの豊かな区域を見つけると、そこを縄張りにして腰を落ち着ける習性がある。で、その区域の森の恵みをあらかた喰くらい尽くしてしまうと、北から南、また南から北へと縄張りを移動させていくのである。

　森の恵みを喰らい尽くされてしまうと、その近在にはしばらくギバが近づいてこなくなるので、その期間に狩人たちは休息を取り、普段の過か酷こくな仕事の疲れを癒いやしている。その休息の期間の初日に行われるのが、収穫祭であるのだ。

　収穫祭において、男衆は力比べをして狩人としての力を森と血族に示す。女衆も、婚儀の祝しゆく宴えんのときほど本格的ではないものの、求婚の舞を披ひ露ろうしたりもする。そうしてともに豪勢な料理でギバの肉を味わい、血族としての絆きずなを深めつつ、喜びを分かち合うのだろう。その喜びを、俺は近在に住まう氏族の人々と分かち合いたい、と願ったのだった。

　休息の期間が重なるほどファの家の近在に住まっているのは、五つの氏族。フォウ、ラン、スドラ、ディン、リッドとなる。それらはいずれも、宿場町の商売に力を貸してくれている氏族であった。その中で実際に宿場町まで下りているのはトゥール＝ディンとユン＝スドラのみであるが、それ以外の氏族も、商売で使う料理の下ごしらえと、商売で使うギバ肉の確保を手伝ってくれている。また、俺はそのすべての氏族の女衆に料理の手ほどきをしているし、なおかつ、時給制で干し肉や腸ちよう詰づめ肉にくの作製、およびギバ骨スープの研究などを依い頼らいさせてもらったりもしていた。

　それらの手伝いや手ほどきのために、女衆は毎日のようにファの家に顔を出してくれている。俺にとっては、もはやルウ家と同じぐらい親交のある、大事な同どう胞ほうであったのだった。それで俺は、ごく自然な気持ちで、みんなと収穫の喜びを分かち合いたいと願い、それを各氏族の家長たちに快く受け入れてもらうことがかなったのである。

　惜しむらくは、復活祭の前ぐらいから同じように親交を深めることになった他の氏族――ガズとラッツとベイムを親筋とする七つの氏族とは、休息の時期が重なっていなかったことだ。彼らの集落は、もっと北寄りのスン家の近くか、もっと南寄りのルウ家の近くかに散っており、休息の期間もずいぶんずれ込んでしまっていたのだった。

　トトスと荷車を購こう入にゆうしたことにより、彼らとの交流もずいぶん深まってきた。また、こちらの六氏族が休息の期間に入ってギバ肉を確保できなくなる時期は、彼らが頼みの綱つなとなるのである。特にガズとラッツとベイムとダゴラは宿場町の商売でも人手を貸してくれていたので、いっそう俺としては身近な存在となっていたのだ。

　が、喜びを分かち合いたいという理由で休息の期間をずらすことなど許されるはずもないし、そんなことをしたらギバ肉の確保も困難になってしまう。ガズとラッツの家長たちもたいそう残念そうな様子を見せてくれていたが、こればかりは如何いかんともし難がたかった。

　そういったもろもろの事情を踏ふまえての、このたびの収穫祭であった。

　さらにつけ加えるならば、その日は別の氏族からも少しばかり客人を招くことになっていた。族長筋の三氏族と、そしてベイムの人々である。やはり血族ならぬ氏族と収穫祭をともにするというのは森辺の習わしにそぐわぬ行いであったので、それが正しき行いであるかどうか、それらの氏族の人々が見届けることとなったのだ。

　ディンやリッドなどはザザの眷けん族ぞくであるのだから、なおさら放ってはおけなかったのであろう。ベイムの家長が名乗りをあげたのは、彼かれもフォウの家長たるバードゥ＝フォウとともに三族長や貴族との会合を見届ける立場にあったためである。

　なんだか大おお仰ぎような話になってしまったなあと思わなくもないが、言いだしっぺはこの俺なのだ。族長筋やベイムの人々に監かん査さされても、何ら後ろめたいところはない、と胸を張っておくべきなのだろう。




　そうして迎えた、当日である。

　金の月の三日、その中天に、六氏族のかまど番がフォウの集落に勢ぞろいすることになった。その数、実に三十五名。これが六氏族のかまど番の総数である。

　ちなみに、女衆でも〇歳の乳幼児から十歳未満の幼子は、これに含ふくまれていない。ルウ家では八歳のリミ＝ルウもかまど仕事に励はげんでいたが、小さき氏族の間では十歳未満の幼子に火や刃は物ものを扱う仕事を任せないという習わしであったのだ。

　そういった幼子たちも家に置き去りにはできないので、この場に連れてこられている。狩人ならぬ十三歳未満の男衆もすでに集まっていたので、それを含めると若じやく年ねん層そうだけで三十名ぐらいにも及ぶようだった。なおかつ、老人と呼べるような人間はほとんど存在しなかったので、どの氏族も平均年齢はずいぶん低いように感じられた。

「ようこそ、フォウの家に。今日は一日、よろしくお願いするよ」

　フォウの女衆の束ね役、家長バードゥ＝フォウの伴侶たる人物が、笑顔でそのように告げてくれた。そして、にこやかに目を細めながら、小さな幼子たちの姿を見回していく。

「五歳に満たない幼子は、あちらの分家の家でお預かりするからね。男衆は別の家に移ってるから、気き兼がねなく遊ばせてあげておくれよ」

　五名の女衆が、幼子を引き連れてそちらに移動していく。この後も、女衆は五名ずつのローテーションで幼子の面めん倒どうを見る手はずになっていた。

　そしてその場には、まだかまど番ならぬメンバーも幾いく人にんか居残っている。五歳以上十歳未満の女衆と、五歳以上十三歳未満の男衆だ。年ねん齢れい的てきに、宴に参加することは許されつつ、かまど番の仕事や狩人の力比べには参加できないメンバーである。

　これらのメンバーは、宴で必要な薪まきを割ったり、広場に簡易型のかまどやかがり火の台座を組んだりという雑用の仕事に従事する段取りになっていた。五歳未満の幼子を抜いて、人数は十六名ほどである。それらの若わか衆しゆうが仕事の説明を受けている間に、俺はバードゥ＝フォウの伴侶にあらためて頭を下げておくことにした。

「今日は一日、お世話になります。広場のほうも、もうけっこう準備が進んでいるのですね」

「うん。手が空いたときにちょこちょことね。今日一日で仕上げるのは大変だろうからさ」

　フォウの集落には、ルウの集落の半分ほどの広場が存在した。六氏族の中ではここが一番広かったので、合同収穫祭の会場として決定されたのだ。

　広場の中央には、すでに薪を組んだ大きな山が築かれている。儀ぎ式しきの火のための準備である。その正面に鎮ちん座ざましましているのは、丸太と板で組まれた平たい台座だ。高さは一メートルに満たないぐらいで、上には毛皮の敷しき物ものが敷しかれ、ところどころに花が飾かざられている。

「あれが、力比べで優勝した狩人のための席なのですね」

「ああ、そうだよ。普段はもっとちっこいんだけど、今日は五つの力比べをするって話だったからさ。慌あわてて大きく造りなおしたのさ」

　力比べに関しても、ルウ家とは異なる段取りで進められる手はずになっている。その件については数日前に六氏族の家長がファの家に集まって、決定が為なされていたのだった。

「ルウ家では、闘技の力比べしか行われていないという話だったな。スドラでは、それに加えて木登りと弓の勝負を行っていたのだが」

「フォウとランでも、弓の的当ては行っていたな。あとは闘技と、棒引きの勝負だ。ディンとリッドはどうであった？」

「闘技と、棒引きと、あとは荷運びだな。ファの家は――そうか、狩人がただ一人では、力比べ自体が存在しないのか」

「うむ。しかし、父が生きていたころは、闘技と棒引きと木登りを行っていた」

　話を聞いてみると、どうやらそれは血族の数の違ちがいから生まれた相そう違いであるようだった。

　ルウ家には、眷族をあわせて五十名前後の狩人が存在する。なおかつ、三名を勝ち抜いたら予選を通過というルールであったため、闘技の力比べだけで一日がかりのイベントになってしまうのだ。

　然しかして、小さき氏族のほうは少人数であった。分家も眷族もないファやスドラは極きよく端たんな例であるが、フォウとランでも合わせて十三名、ディンとリッドでも合わせて十五名の狩人しか存在しないのだ。これでは闘技の力比べも、あっという間に終わってしまうことになる。よって、小さき氏族においては、だいたい三種類の力比べを行うことが慣例になっていたのだった。

「ひょっとしたら、ルウ家はスン家を打だ倒とうせんという悲願があったために、とりわけ闘技の力比べを重んじるようになったのかもしれんな。俺は弓の的当ても木登りも、狩人にとっては闘技と同じかそれ以上に大事な技だと思うのだが」

「うむ。しかしルウ家も闘技以外のことをおろそかにしているわけではなく、日ひ頃ごろからさまざまな力比べを行っているように見受けられた。ルド＝ルウは客分のジーダと弓の腕を競きそっていたし、また、どちらも非常にすぐれた弓の使い手であったしな」

「なるほど。ともあれ、我らの収穫祭では闘技以外の技も比べてみてはどうだろうか？」

　アイ＝ファを含めて、異議を申し立てる家長はいなかったらしい。それで、せっかくならば六氏族で行っていた力比べをすべて採用してしまおう、という流れになったのだそうだ。

　種目は、全部で五種類。闘技、棒引き、木登り、荷運び、弓の的当て、というラインナップとなる。対戦形式は、すべて一発勝負のトーナメント戦ということで話はまとまったようだ。

　なおかつ、かまど番にもその余波は及んできた。若い男衆にとって、それは自分の力を女衆に見せるための大事な場であるのだから、なるべく見み逃のがさないでほしいという要よう請せいがあったのだ。

　これまでは、宴の料理でもそれほどの手間はかからなかった。生活にゆとりがあるときでもないときでも、けっきょくは鉄てつ鍋なべに食材をぶちこむだけのことであったのだから、男衆の活かつ躍やくをしっかり見届けてから、のんびり宴料理の準備に取りかかっていたのだそうだ。

　しかし、せっかく美味なる料理を食べる幸福を見いだせたところであるのだから、こちらとしてもぞんぶんに腕をふるいたい。よって俺おれたちは、このように日の高い内からフォウの集落に集まることになったわけである。

　現在は中天で、男衆は下りの一の刻ぐらいに集まる予定になっている。まずはこの六、七十分ていどで最低限の下ごしらえを終わらせて、あとは昼下がりの小休止と、力比べの終わった夕暮れ時と、三回に分けてすべての宴料理をこしらえる算段であった。

「それでは、さっそく取りかかりましょう。トゥール＝ディン、ユン＝スドラ、そちらもよろしくね」

　三十五名のかまど番の内、五名は幼子の世話役に割さくとしても、残りは三十名だ。俺はこれをあらかじめ十名ずつの班に分け、トゥール＝ディンとユン＝スドラに班長をお願いしていた。

　その中で、俺の班が担当するのは汁しる物もの料理の下ごしらえだ。九名の女衆とともにフォウの本家のかまど小屋に移動すると、そこにはすでに巨きよ大だいな鉄鍋が三つほどかまどで熱せられていた。

　これは金属の蓋ふたつきの、ファの家の鉄鍋だ。蓋はもちろん、鉄具屋のディアルから購入したものである。その蓋を開けると、なかなか強烈な香りがかまどの間にたちこめた。朝から煮に込こんでもらっていた、ギバの骨ガラのスープである。

「どれほどアスタが手を加えても、最初のこの香りに大きな変化はないのですね。この香りばかりは、いまだに少し苦手です」

　そのように述べたてたのは、アイ＝ファの幼おさな馴な染じみたるサリス・ラン＝フォウであった。そちらに向かって、俺は「そうですね」と笑いかけてみせる。

「でも、煮に詰つめた後の出だ汁しは素す晴ばらしいでしょう？　みなさんのおかげで、ようやくここまで手順を確立させることができました」

　近在の氏族が合同で燻くん製せい肉にくと腸詰肉を作製するようになってから、俺は同時進行でこのギバ骨スープの研究に取り組んでもらっていたのだ。あれはミケルを燻製肉作りの講師として招いた日が始まりであるから、もう三ヶ月ごしの研究となるはずだった。

　俺には屋台の商売があったので、この作業は賃金の発生する仕事として依頼していた。日ごとに骨ガラや水の分量、火加減や火にかける時間、臭くさみ取りで使う食材を色々と試ためしてみた結果、ようやく俺は納なつ得とくのいく出汁の取り方を構築できたのである。

　フォウ本家のかまどで煮込まれていたこれらの鉄鍋は、俺が三時間ほど前に訪れて処置したものだ。使用しているのは大だい腿たい骨こつと背骨、いわゆるゲンコツと背ガラで、最初に沸ふつ騰とうした湯で下した茹ゆでをほどこし、水洗いして血合いなどを除去したのち、ゲンコツは先せん端たんの丸い部分を割り砕くだく。それで新しい水に張り替えて、ひたすら煮込んでもらっていた。

　この三時間、具材が焦こげつかないように攪かく拌はんするとともに灰あ汁く取とりをしてくれていたはずであるが、いまだに大量の灰汁が出ている。きっと俺の故郷の豚ぶたやイノシシの骨ガラでも、これぐらいの手間はかかるのだろう。しかし、それだけの苦労をかける価値が、このギバ骨の出汁には存在するはずだった。

「よし。いいかげん灰汁のほうも落ち着いてくるでしょうから、臭み取りの食材を投入しましょう」

　臭み取りの食材は、アリア、ミャームー、ネェノン、ラマムであった。俺の故郷の食材に置き換えるなら、タマネギ、ニンニク、ニンジン、リンゴである。

　下茹でした骨ガラを三時間ほど煮込んだのち、臭み取りの食材を投入し、差し水をしながら、さらに六時間ばかりも煮込む。火加減は、強火と中火の中間ぐらいだ。他の食材も一いつ緒しよに煮込んだり、あるいは別の部位の骨ガラを使用したりという構想もあるが、現段階ではこれがベストであるように思われた。

　これもまた、故郷で習い覚えた技術の応用である。もとより俺は、いずれ《つるみ屋》にもメニュー入りさせたいと願うほど、豚とん骨こつラーメンというものが好物であったのだ。だから故郷でも、ひまを見つけては豚骨スープの作り方を研究していた。その頃ころの知識を、ようやくこの地で活用できるようになったわけであった。

「本当にみなさんには感謝していますよ。俺一人では、こんなに時間のかかる作業に取り組むことはできませんでしたからね」

　俺は、その場にいる全員にそう呼びかけてみせた。各班には、ファを除く五つの氏族の人間がなるべく均等の人数になるよう配置している。そして、いずれの氏族の女衆でも、多かれ少なかれギバ骨スープの研究には関わってもらっていた。

　故郷では圧あつ力りよく鍋なべを使うことによって大おお幅はばに煮込む時間を短縮することができたが、森辺の集落ではそれもかなわない。だから俺には、彼かの女じよたちの協力が不可欠であったのだ。

「できあがった煮に汁じるはわたしたちも持ち帰らせてもらっていたのですから、こちらこそ御お礼れいを言いたいぐらいですよ、アスタ」

「そうだねえ。男衆でもこの煮汁を喜ぶ人間は多かったと思うよ」

　みんな口々に、そのように答えてくれた。本当にありがたい限りである。

「それでは、必要な具材の切り分けも今の内に済ませておきましょうか。荷車から食材を運んでくるので、二名ほどお手伝いをお願いします」

　そうしてかまど小屋を出ると、一緒についてきたサリス・ラン＝フォウが笑いかけてきた。

「それにしても、アスタや他の氏族の女衆がフォウ家のかまどで料理をしているのが不思議な心ここ地ちです」

　サリス・ラン＝フォウは、清せい楚そで少しはかなげなところもあるが、芯しんの部分はしっかりしていそうな女衆である。一児の母であるが、年齢は俺やアイ＝ファと同世代だ。

「俺は以前からルウ家に出入りしていたのであまり違い和わ感かんはないのですが、普ふ通つうはそうなのでしょうね」

「はい。ですが、もちろん悪い心地ではありません。ただ、胸の奥がちょっとくすぐったいような心地です」

「わたしもです。ファの家や燻製小屋でも一緒に仕事を果たすことは多かったので、何も嫌いやな気持ちにはなりません」

　そのように口をはさんできたのは、ランの若い女衆であった。サリス・ラン＝フォウも出自はランなので、きっと幼い頃からの顔かお馴な染じみであるのだろう。さっきから楽しそうに微笑ほほえみを交わしあっている。

「でも、六つの氏族でも八十名ていどですものね。血族だけで百名もの人間が存在するというルウの一族は、やっぱりすごいと思います」

「ああ、ルウ家は眷族をあわせれば七つの氏族ですからね。その時点で差が出るのはしかたのないことなのでしょう。……だけど、ファの家は家人が二名で、スドラの家も九名しかいないのですから、それ以外の四つの氏族はなかなかの人数なのではないでしょうか？　森辺の民の総勢が五百名ていどで、氏族の数が三十七ということは、平均値は十三、四名ていどになるはずですよ」

「十三、四名ですか。フォウの家は五歳に満たない幼子を除くと、十八名ですね」

「ランの家は、十五名です。ディンやリッドはスンから何名かずつの家人を引き受けているので、そちらのほうが人数ではまさっているのだと思いますが」

　確かに、トゥール＝ディンやその父親も、スンからディンへと移された身であるのだ。しかし俺は、いくぶん引っかかるものを感じていた。

「でもやっぱり、俺は六氏族で総勢八十四名という人数を聞いたとき、けっこう多いんだなと感じたのですよね。なおかつ、眷けん族ぞく抜ぬきで四十名ぐらいもいるルウ家はやっぱりすごいんだなとも痛感させられましたが」

「ええ、ひとつの氏族で四十名というのは、ものすごいことだと思います」

「で、眷族のルティムも二十名以上で、レイ家も二十名近くて、けっきょくルウの血族は百十名から百二十名ぐらいもいそうな感じだったのですよね。最初にルウ家の祝宴でかまど番をまかされたとき、百名分の料理がずいぶんあっさりとなくなってしまったので、おかしいなあとは思っていたのですけれども」

　サリス・ラン＝フォウは、「はあ」と不思議そうに小首を傾かしげる。

「それはまた大変な数字ですね。でも、それがどうかなさったのですか？」

「いえ、百余名と聞いていたルウの血族が百二十名ぐらいの人数だったということは、五百余名と聞いていた森辺の民の人数も、実はもっと多いんじゃないのかなあと思っただけなのです。もしかしたら、それが六百名近い人数であったとしても、森辺では五百余名でひとくくりにされてしまうのではないかと」

　それにもう一点、ザザの眷族たるディンとリッドの人数からも、俺は同じような考えを導きだしていた。かつての家長会議で、グラフ＝ザザは眷族を含めた総数は七十名ていどと言っていたのだが、それではスンの分家から十数名の人間を家人として迎むかえたとしても、トータルはせいぜい九十名ていどとなってしまう。それでディンとリッドの家人が二十名ずつだとすると、残りの五氏族の平均は七名ていどになってしまうのだった。

　中には、ルウの血族におけるリリン家のように、家人の少ない眷族もあるのかもしれない。が、森辺であれほど恐おそれられていた北の一族がそこまで少数精せい鋭えいであるとは考えにくかった。ならば、計測方法のほうに問題があるのではないかと思えるのだ。

　たとえばルウ家や小さき氏族では、五歳未満の幼子を家人の数に含めない習わしがある。それと同じように、北の一族には一定の年齢に達していない人間を勘かん定じように入れない習わしでもあるのではないだろうか。伴侶を娶めとることの許されない十五歳未満か、狩人や女衆としての手ほどきを受けていない十三歳未満か、男女の別を分ける前の十歳未満か――とにかく、ルウ家や小さき氏族よりも年齢のボーダーラインが高いのではないかと察せられる。

　こまかい経けい緯いをはぶいて俺が持論を展開してみせると、サリス・ラン＝フォウはちょっときょとんとした顔で「そうですね」と言った。

「北の一族の家人がそこまで少ないとは考えられないので、若わか衆しゆうまで含めれば、きっとディンやリッドよりも家人の数は多くなるのでしょう。そうなると、ザザの血族も百名以上の人数になるのでしょうね」

「それなら森辺の民の総数も、実は五百名ではなく六百名に近い人数かもしれませんね」

「ええ。そうであっても、わたしは特に不思議とも感じません。たとえ民の数が五百であっても六百であっても、わたしたちの生活に変化が生じるわけでもありませんし」

　そのサリス・ラン＝フォウの言い様が、森辺の民の気質を表しているような気がした。気質といっては言いすぎかもしれないが、要するに森辺の民はあまりこまかいことを気にしないのだ。俺にしてみると、民の総数が五百名であるか六百名であるかは、ずいぶんな違いに思えてならなかった。

（それにやっぱり、他の氏族に対して無関心だったっていう背景もあるんだろうな。あと、実情以上にものを大きく見せるのは潔いさぎよくないってことで、氏族の人数なんかは切り上げじゃなく切り捨てで語るのが通例なのかもしれない）

　無関心であった部分はこれから改善されていけばいいなと思うし、虚きよ勢せいを張らない気質は美点と思える。が、それとは別の話で、民の総数ぐらいはきちんと勘定しておくべきなのではないだろうか。

（このあたりのことは、ガズラン＝ルティムやライエルファム＝スドラあたりに相談させてもらおうかな。あの二人だったら、俺の疑問に共感してくれそうだ）

　そのようなことを考えながら、俺は野菜の切り分け作業に取りかかった。

　そうして時間はすみやかに流れすぎ、フォウの集落にはぽつぽつと狩人たちも姿を現し始めた。で、もちろんというか何というか、真っ先に姿を現したのは、我わがファの家の親愛なる家長であった。

「ああ、アイ＝ファ。フォウの家にようこそ」

　目ざといサリス・ラン＝フォウがそのように呼びかけると、アイ＝ファはかまどの間の入り口で「うむ」と厳おごそかにうなずいた。

「わたしがフォウの家人になってから、アイ＝ファをフォウの家に招くのは初めてのことよね？　ああ、何だかとっても嬉しいわ」

「……うむ」

「アイ＝ファは昔から余ったギバの毛皮を届けてくれていたけれど、家の中までは入ってこなかったものね？」

「……私は、そのようなものをフォウの家に届けた覚えはない」

　往おう生じよう際ぎわの悪いアイ＝ファはそのように言い張り、ぷいっとそっぽを向いてしまった。アイ＝ファはフォウとの関係性が修復される前から、ひそかにその生活を助けていたようであるのだが、いまだにそれを認めようとしないのだ。

　しかしサリス・ラン＝フォウは、楽しそうに微笑んだままである。アイ＝ファを前にすると、彼女はけっこう童心に返ってしまうようだった。

「どうぞ中に入って、アイ＝ファ。フォウの家人として、アイ＝ファをかまどの間にお招きするわ」

「私が足を踏み入れても、かまどの間が窮きゆう屈くつになるだけであろう。それに、力比べの刻限ももうすぐであるはずだしな」

　そうしてアイ＝ファは俺のほうにもちらりと視線をくれてから、さっさときびすを返してしまった。

「私は広場で待っている。そちらも仕事が一段落したら集まるがいい」

「うん。力比べ、頑がん張ばってね」

　笑え顔がおのサリス・ラン＝フォウに見送られて、アイ＝ファは音もなく立ち去っていった。

「アイ＝ファは優すぐれた狩人ですけれど、今日の力比べはどうなのでしょうね？　腕わん力りよくが必要な力比べでは、やっぱり身体からだの大きな狩人のほうが有利なのでしょうし……」

「そうですね。さすがに荷運びなんかは、他の男衆にかなうわけがないと言っていましたよ」

　俺がそのように答えると、サリス・ラン＝フォウは「そうですか」とうっとり目を細めた。

「でも、とても楽しみです。アイ＝ファがフォウやランの男衆と、まるで血族みたいに力比べをするだなんて……想像しただけで、胸がいっぱいになってしまいます」

　サリス・ラン＝フォウは、複雑な事情があってアイ＝ファと疎そ遠えんになっていたのだ。そんなサリス・ラン＝フォウにしてみれば、感かん慨がいもひとしおなのだろう。

「本当にアスタには感謝しています。ファとフォウが縁えんを結びなおすことができたのも、ともに収穫を祝えるようになれたのも、みんなアスタのおかげですものね」

「ご縁に関しては、俺だけの手て柄がらではないですよ。以前にも話した通り、スン家の目も恐れずに縁を結びなおそうと決断したのは、家長のバードゥ＝フォウなのですからね」

　俺は笑いながら、そのように答えてみせた。

「収穫の宴に関しても、同じことです。俺なんて言いだしっぺにすぎなくて、決断してくれたのはアイ＝ファを含めた六つの氏族の家長たちですよ」

「はい。アスタにも家長らにも、わたしは感謝の思いを捧ささげたいと思います」

　サリス・ラン＝フォウは調理刀を置き、胸の前で指先を組み合わせた。他の女衆も、みんななごやかに笑ってくれている。

　そんな中、ついに広場にはすべての狩人が集結し、いよいよ収穫祭の力比べが開催される運びとなったのだった。




２




　フォウの集落に、八十四名に及ぶ人間が勢ぞろいしていた。

　女衆や若衆はなるべく広場の端はしに固まり、中央に男衆が立ち並んでいる。広場の面積と人数の兼かね合いで、ルウの集落に百余名の血族が集結したときよりも、いささか人口密度が高くなっている感じである。

「今日という日を無事に迎えられたのは、誰にとっても寿ことほぐべきことであろう。血の縁を持たぬ氏族の人間と収穫の喜びを分かち合うというのはかつてない試みであるが、我々は同じ森の子、森辺の同胞だ。これを契けい機きとして、ファ、ディン、リッド、スドラ、フォウ、ランの絆がいっそう深まることを、俺はフォウの家長として強く願っている」

　フォウの家長たるバードゥ＝フォウが、そのように挨あい拶さつの言葉を述べていた。身長は百八十センチ近くもありながら、痩そう身しんで骨ばった体格をした壮そう年ねんの狩人だ。性格は沈ちん着ちやくで、信義にも厚く、このような場を取り仕切るにはもっとも適した人物だと思われた。

「そして今日は、この記念すべき日のさまを見届けるために、族長筋およびベイムの家から客人を招いている。客人はあくまで客人であり、力比べや晩餐の支し度たくにも参加させることはかなわないが、やはり同じ森辺の同胞として、我らの行いを見届けてもらいたい」

　少し離はなれた場所に陣じん取どっていた五名の人々が、無言のままに頭を下げた。他の男衆は狩人の仕事を果たしてから駆けつける手はずになっていたので、男衆はダリ＝サウティのみだ。残る四名の女衆は、レイナ＝ルウ、スフィラ＝ザザ、フェイ＝ベイム、そしてサウティの女衆という顔ぶれであった。

「では、時が移るので力比べの儀ぎに移りたいと思う。最初の力比べは、弓の的当てだ」

　バードゥ＝フォウの言葉とともに、一同はぞろぞろと集落の奥おくへと歩を進めた。弓の的当ては、集落に面した森の端で行われるのだ。

　それに参加する狩人は、総勢で三十三名である。三十五名のかまど番と、十六名の若衆、そして五名の客人たちに見守られながら、狩人たちは森の端に沿ってずらりと立ち並んだ。そこに、若衆の中でも十三歳に近そうな少年たちが、たくさんの弓と矢を抱かかえて狩人たちの前に進み出た。

「すまぬが、提言したいことがある」

　と、そこで声をあげる者があった。誰あろう、アイ＝ファである。

「非常に申し訳ないのだが、力比べを始める前に、少しだけ弓の練習をさせていただきたい」

「弓の練習？」と、何名かの狩人がいぶかしげな顔をした。

「うむ。私は父を失って以来、弓を扱あつかっていなかったのだ。一人で狩かりをするのに、弓は不要に思えたしな。……なおかつ、父とともに家の弓も失われてしまったので、今日まで触ふれる機会を得ることができなかった」

「ほう……しかし、ファの家長が父を失ったのは、もう何年もの昔であろう？」

「父を失ったのは、二年半ほど前のことだ」

「二年半も弓に触れていなかったのでは、少しばかり練習をしたところで意味はないように思えるが」

「うむ。二、三本も射うたせてもらえれば、それでよい。弓を引く感覚というものを取り戻せれば、それで十分だ」

　バードゥ＝フォウは小さくうなずき、少年の一人に目で指示を送った。

「かたじけない」と目礼しつつ、アイ＝ファがすっと弓に矢をつがえる。

　二年半ぶりとは思えぬような、美しいフォームである。しかし、森の端に放たれたその矢は、どこにも当たらず茂しげみの向こうへと消えてしまった。

　アイ＝ファは動じず、二本目の矢をつがえる。今度は大きな樹木の幹の真ん中に、その矢が突つきたった。

　間かん髪はつを容いれず、アイ＝ファは三本目の矢を放つ。その矢は、二本目の矢の真横に突きたった。

「時間を取らせて、申し訳なかった。これで十分だ」

　アイ＝ファは少年に弓と矢や筒づつを返し、別の少年が矢を回収するために森の端へと駆けた。

「それでは、的当ての力比べを開始する。的となるのは、あそこに下げられた木の板だ」

　バードゥ＝フォウの指し示す方向を見ると、確かに小さな木の板が樹木の枝に吊つり下げられていた。十センチ四方の小さな板で、真ん中に黒い点が印しるされている。それが三十センチぐらいの長さの蔓つる草くさによって、枝に下げられているのだ。一本の枝に下げられている的は三つで、それが二メートル置きに四セット準備されている。

「時間が惜おしいので、四名ずつ勝負を行えるように準備をした。合図をしたら的を揺ゆらすので、十を数える内に三本の矢を放つ。それで中心の印を射い抜ぬいた数の多い者が勝者だ。印を射抜いた数も的に当てた数も同数であった場合は、再度の勝負となる」

　そうして、立ち位置は的から十メートルほど離れた位置に定められた。十メートルの距きよ離りから、動く的を狙ねらって、三本の矢を放つ。それで十秒という時間制限までかけられるとなると、なかなかの難易度であるように感じられた。

「最初はなるべく、血族でない者同士で対戦したほうがよかろう。まずは人数の多いディン、リッド、フォウ、ランから一名ずつ挑いどむがいい」

　いよいよ力比べの開始である。心なしか、俺の周囲の女衆は期待感にざわめき始めている様子であった。意中の男衆が存在する娘むすめさんなどは、さぞかし胸を高鳴らせていることだろう。

　四名の狩人が矢筒を背負い、弓を手にして競技線の前に立つ。すると、グリギの長い棒を携たずさえた二名の少年が、四本の木の真ん中に待機した。

「あれらの若衆が、棒を使って的を揺らす。若衆らが安全な場所に移ったのち、俺が合図の声をあげるので、そうしたら最初の矢を放つのだ。……お前たちも、準備はいいな？」

　バードゥ＝フォウの足もとから、「はーい！」という元気いっぱいの声があがる。いつの間にやら、小さな幼子たちがそこに集結していたのだ。それはいずれも幼子の証あかしであるワンショルダーの装しよう束ぞくを纏まとった、十歳未満の子供たちであった。

「よし、的を揺らすがいい」

　少年たちが左右に分かれて、グリギの棒で的を揺らしながら外側に走り始めた。その少年たちが最後の的を弾はじいて五メートルばかり離れたところで、バード＝フォウが「始め！」と声をあげる。

　四名の狩人が矢筒に手をのばすと、同時に幼子たちが「いーち！　にーい！」と数を数え始める。この幼子たちは、タイムキーパーであったのだ。にこにこと笑いながら大きな声で数を数えるその姿は、何とも言えず愛くるしかった。

　しかし、狩人たちのほうは真しん剣けんそのものだ。十秒以内に三発ということは、一本の矢を放つのに三秒ていどの時間しか与あたえられていないのである。矢筒から矢を抜ぬいて、弓につがえ、照準を合わせて発射するのに、それはきわめてタイトな時間制限であるように思われた。

　しかも的は、動いているのだ。棒で適当に払はらっただけなので、タイミングが悪ければ板が真横を向いてしまったりもする。これで的の真ん中を狙うことなど、並の技術ではかなわない所業であろう。

　放たれた矢が、ひゅんひゅんと空気を引き裂さいていく。

　何本かの矢は的に当たり、何本かの矢は奥の茂みへと消えた。

「きゅーう！　じゅう！」

　幼子たちの合唱がやむと、十歳以上の少年や少女たちが的の確かく認にんと矢の回収に向かった。

「こちらは、一本が的中です！」

「こちらは、的中ありません！」

「こちらは、一本です！」

　あくまで木の板に当たった数よりも、真ん中の印を射抜けたかどうかが重要であるらしい。それで印を射抜いた数が同数であった場合にのみ、的に当たった数が判定の材料とされるようだ。

　そういったルールのもと、勝利を収めたのはフォウの男衆であった。フォウとランでは毎回この的当ての力比べをしていたようなので、ディンやリッドの狩人よりも若じやつ干かん有利なのかもしれない。

「すごいなあ。俺なんて、きっと的にかすらせることもできないよ。……というか、弓そのものを扱ったことがないんだけどね」

　俺がこっそりそのような感想を述べると、隣となりにいたトゥール＝ディンがはにかむように微笑んだ。

「アスタはかまど番なのですから、それが当然です。わたしだって、弓など触れたこともありません」

「うん、まあ、それはそうなんだろうけどね」

　しかし、見物に回っているかまど番の中で、俺は唯ゆい一いつの男衆であるのだ。若衆でも幼子でも男児であれば力比べの雑用を手伝っているので、俺の周囲には見事に女衆ばかりが居並んでいる。

（まあ、それはアイ＝ファも同じことか。こういう場だと、女狩人と男のかまど番ってのが森辺でどれだけ異質かってことを思い知らされるなあ）

　しかし、今さらそのようなことを苦にしても始まらない。俺としては、ファの家の家人としてアイ＝ファの健けん闘とうを願うばかりである。

　そうして的当ての力比べは、粛しゆく々しゆくと進められていく。その中で、ひときわ優ゆう秀しゆうな成績を残していたのはスドラの狩人たちであった。特にチム＝スドラなどは、三本の矢を的に当て、その内の二本を小さな印に的中させてのけたのである。

　どうも優秀な成績を残す人間には、小こ柄がらな狩人が多いように見受けられた。そういえば、ルド＝ルウもジーダも平均よりは小柄であり、そしてどちらもが優れた弓の使い手である。小柄な人間は弓の仕事を任される機会が多い、という側面も存在するのかもしれない。

　そんな中、いよいよアイ＝ファの出しゆつ陣じんであった。お相手は、フォウとディンとリッドの男衆だ。

　呆あきれたことに、アイ＝ファは三本の矢をすべて木の板の的に命中させ、なおかつ、その内の一本は真ん中の印まで射抜いてみせた。他の男衆もひとつは印を射抜くことができていたが、三本とも的に当てた人間はいなかったので、見事にアイ＝ファの勝利である。

　狩人たちの何名かは感心したような声をあげ、女衆の何名かははしゃいだような声をあげていた。そういえば、アイ＝ファは若い女衆の間でもなかなかの人気を博しているのである。初めてギルルが我が家にやってきた際、颯さつ爽そうとそれを乗りこなす姿をお披ひ露ろ目めしたときなどは、しきりに黄色い声せい援えんを送られていたものであった。

「すごいですね。二年以上も弓に触れていなかったのに、アイ＝ファは勝ち抜いてしまいました」

　ユン＝スドラが、いささか興奮した面おも持もちでそのように語りかけてきた。

「うん。だけどスドラの男衆も、全員が勝ち抜いてるね。特にさっきのチム＝スドラはすごかったなあ」

「はい。スドラの力比べでも、チムは毎回、的当ての勇者に選ばれていました。ここ二年、一度も負けたことはないと思います」

　たしかチム＝スドラは十五歳さいであったはずなので、見習いの狩人として力比べに参戦するようになった十三歳から、一度として負けたことがないということか。いかに四名しか狩人の存在しないスドラ家であっても、それは誇ほこるべき成績なのだろうと思われた。

（ルド＝ルウあたりが聞いたら、勝負を挑みたくなるかもしれないな。それはそれで、何だか楽しそうだ）

　そんなことを考えている間に、一回戦は終しゆう了りようしていた。狩人の総勢は三十三名なので、四名ずつで七試合、最後は三名と二名で勝負が行われ、準決勝に進んだのは九名である。

　その内訳は、スドラが四名、ランが二名、ファとフォウとディンが一名ずつというものであった。その中で、家長の座にあるのはアイ＝ファとライエルファム＝スドラのみである。バードゥ＝フォウなどはなかなかの貫かん禄ろくであるし、リッドの家長も歴戦の狩人であるという評判であったが、弓はそれほど得手ではなかったらしい。準決勝に勝ち進んだ人間は、やはり総じて小柄であるように感じられた。

「残りは九名なので、次は三名ずつで行うことにしよう」

　最初の三名は、アイ＝ファとスドラとランの男衆である。これがなかなかの熱戦で、全員が三つの的に矢を当てていた。しかも全員が真ん中の印に一本を当てていたので、再試合が行われることになったのだ。

　再試合においてもアイ＝ファとランの男衆は同じ結果であり、今度は二名だけで再々試合が行われる。二人の放った六本の矢は、また残らず木の板を射ち抜いていた。

「こちらは、一本が的中です！」

「こちらは、二本が的中です！」

　おおっ、と軽いどよめきがあがる。勝利したのは、ランの男衆であったのだ。何となく、アイ＝ファが勝利するのではないかという空気になっていたのかもしれない。相手の男衆は中肉中背で、森辺の狩人にしては柔にゆう和わな面おも立だちの若者であった。

「私の負けか。お前は優れた弓の使い手であったのだな」

　アイ＝ファがそのように呼びかけると、ランの男衆はとても優やさしげな表情で微笑んだ。

「俺は刀を扱うのが苦手なので、弓の腕うでを磨みがいたのだ。しかし、アイ＝ファのように優れた狩人に勝利できたことを誇らしく思う」

「私は二年以上も弓に触れていなかったのだ。腕を誇りたいなら、次の勝負も勝ち抜いてみせるがいい」

　アイ＝ファはぷいっとそっぽを向いて、人ひと垣がきのほうに戻もどってきた。何となくその様子が気になったので、俺も声をかけてみることにする。

「アイ＝ファ、お疲つかれ様さま。あのラン家の男衆は、知り合いだったのか？」

　するとアイ＝ファは何な故ぜかしら、おっかない目つきで俺の顔をにらみつけてきた。

「……フォウやランとは二年以上も縁を絶っていたが、その前は普通に交流があったのだ。これだけ家が近いのだから、顔見知りの一人や二人はいてもおかしくはなかろうが？」

「いやまあ、そりゃあそうなんだろうけど。アイ＝ファが他の男衆に声をかけるのは珍めずらしいと思ってさ」

「ふん！」とアイ＝ファは鼻を鳴らし、そのまま立ち去ってしまった。わけのわからない俺のもとに、背後からサリス・ラン＝フォウが声をかけてくる。

「アスタ、今のはマサ・フォウ＝ランといって、わたしともアイ＝ファとも顔馴染みなのです」

「ああ、そうだったのですか。ラン家に婿むこ入いりしたフォウ家の男衆であったのですね」

　ならば、ラン家からフォウ家に嫁よめ入いりしたサリス・ラン＝フォウとは真逆の立場である。サリス・ラン＝フォウは、何かを懐なつかしむように目を細めながら微笑んだ。

「以前にも少しお話ししたかと思いますが……かつてわたしは、マサ・フォウ＝ランに嫁入りする約定を交かわしていました。しかし、彼がアイ＝ファに懸け想そうしてしまったため、その弟の嫁となったのです」

　言葉を失う俺の前で、サリス・ラン＝フォウはまだ微笑んでいる。

「それでマサ・フォウ＝ランのほうは約定を破った責任を取り、ラン家の別の女衆に婿入りすることになりました。それも二年以上も昔の話なので……きっとアイ＝ファとマサ・フォウ＝ランも、二年以上ぶりに言葉を交わしたのでしょうね」

　フォウ家やラン家はスン家の目を恐れて、ファの家との縁を絶つことになった。しかしその前から、サリス・ラン＝フォウはアイ＝ファと疎遠になってしまっていたのだ。その原因が、他ならぬ彼の存在だったわけである。

「それはまた……確かにアイ＝ファの立場であれば、彼と口をきく気持ちにはなれなかったでしょうね」

　俺の見る限り、近在の人間でもっともアイ＝ファと親しくしていたと思われるのは、このサリス・ラン＝フォウである。そんな彼女が嫁入りする予定であった相手がアイ＝ファに懸想したために、彼女との関係がこじれてしまっただなんて、アイ＝ファにしてみれば居たたまれない話であっただろう。

「だけど、今のわたしは幸福です。伴はん侶りよとなったフォウの末まつ弟ていは、とてもわたしを慈いつくしんでくれましたし、アイムという大事な存在を授さずかることもできました。それでアイ＝ファとも縁を結びなおすことができたのですから、これ以上の幸福は望むべくもありません」

「……そうですか」

　いずれもそれは、俺がこの森辺を訪おとずれる前の出来事である。それでアイ＝ファとサリス・ラン＝フォウにわだかまりがなくなったというのなら、俺がマサ・フォウ＝ランという人物に怒いかりを向けてもしかたがないだろう。

（人を好きになるって感情は、止めようがないもんな。けっきょく彼かれも、アイ＝ファへの気持ちを成じよう就じゆさせることはかなわなかったわけだし）

　胸中に生じたもやもやとした感情は、整理箱にしまいこんで蓋をしておくことにした。

　その間に準決勝の二試合目は終了しており、スドラとフォウの男衆を下したチム＝スドラが決勝進出を決めていた。最後の準決勝は、ライエルファム＝スドラと、ランとディンの男衆である。俺の隣で、トゥール＝ディンは祈いのるような眼まな差ざしになっていた。

「ディン家からも、ひとり勝ち残っていたんだね。スドラの家長は強敵だと思うけど、頑張れるといいね」

「はい。……実はあの男衆は、わたしの父なのです」

「あ、そうだったんだ？　それじゃあ、なおさら応おう援えんしないと」

　初めてはっきりと目にするトゥール＝ディンの父親は、三十前後のすらりとした男衆であった。そんなに長身ではないが、リャダ＝ルウのように精せい悍かんかつ沈着な面立ちをしている。

　いっぽう、ライエルファム＝スドラは小こ猿ざるを思わせる独特の風ふう貌ぼうで、身長は百五十センチ足らず、手足も相変わらず細っこい。それでいて、眼光の鋭するどい手練の狩人であった。

　なおかつ、三人目のランの男衆も、何とはなしに目をひかれる風貌であった。まだずいぶんと若そうで、下手をしたら俺より年下なぐらいかもしれない。しかしそこそこ長身で、引き締しまった身体つきをしており、褐かつ色しよくの髪かみを長くのばしている。目もとが涼すずやかで、なかなか男前であるようだった。

（何だろう。ルウ家の狩人みたいに、堂々とした雰ふん囲い気きだな。妙みように自信にあふれているっていうか……何となく、只ただ者ものではなさそうだ）

　もちろん俺には、狩人の力量をはかる眼力など備わっていない。しかし、このときは珍しくも予感が的中した。その試合においては、彼がライエルファム＝スドラとトゥール＝ディンの父親を下して勝ち抜いてしまったのである。一部の女衆が、きゃあっと華はなやぐ声が聞こえた。

「彼は人気者みたいですね。ランの本家の長ちよう兄けいか何かですか？」

　サリス・ラン＝フォウに問うてみると、「いいえ」という声が返ってきた。

「あれはジョウ＝ランといって、ランの分家の長兄です。わたしにとっては、母の弟の子にあたります」

　ならば、サリス・ラン＝フォウにとっては従兄弟いとこということだ。サリス・ラン＝フォウは、ちょっと不思議そうに小首を傾げていた。

「フォウの家に嫁とついでからは、あまり親交もなかったのですが……ずいぶん狩人としての力をつけたようですね。この前の収しゆう穫かく祭さいでは、的当ての力比べで結果を残してはいなかったと思います」

「なるほど。年ねん齢れいはおいくつで？」

「たしか、十六になったばかりだと思います」

　ならば、まだまだ成長の過程にあるということなのだろう。男子三日会わざれば何とやら、というやつだ。

（十六歳なら、シン＝ルウやゲオル＝ザザと同い年ってことか。最近はその世代とご縁があるな）

　ともあれ、的当ての力比べもいよいよ決勝戦であった。出場者は、チム＝スドラ、マサ・フォウ＝ラン、ジョウ＝ランの三名である。

　最初の試合はまた三名ともに引き分けで、次の試合では一本を的から外したマサ・フォウ＝ランが敗退することになった。

　三度目の試合では、両者ともに的を外さず、なおかつどちらも真ん中の印を二つ射抜いていた。さらに四度目の試合では、両者ともに三つの印を射抜くという、ものすごい結果になった。

　女衆ばかりでなく、男衆たちも歓かん声せいをあげ始める。この条件で全弾を印に的中させるというのは、やはり生半可なことではないのだ。

　五度目の試合では、ともに二つの印を射抜いた。三本目の矢も、板からは外れていない。

　そうして、六度目の試合――全試合を通じて、初めてジョウ＝ランが的を外すことになった。ジョウ＝ランは二本、チム＝スドラは三本を的に当てている。結果の確認におもむいた若衆は、興奮した面持ちでこちらを振ふり返った。

「ジョウ＝ランの矢は、二本とも印を射抜いています！」

「チム＝スドラの矢も、二本が印を射抜いています！」

　僅きん差さで、チム＝スドラの勝利である。身長百六十センチていどの小柄な若き狩人は、額の汗あせをぬぐいながら天を仰あおいだ。ジョウ＝ランは、春風のような微び笑しようを浮うかべながらそちらに近づいていく。

「お見事でした。悔くやしいですが、俺の負けです」

「いや、的の揺れ方かたで勝負は分かれてしまうからな。どちらが勝ってもおかしくはなかったと思う」

「それなら、この結果が森のお導きですよ」

　若き狩人たちの熱戦を、みんなは歓声と拍はく手しゆで祝福していた。

　それがようやく収まった頃、バードゥ＝フォウが前に進み出る。

「的当ての勇者は、スドラ家のチム＝スドラに決定された。次は、荷運びの力比べに移りたいと思う」

　荷運びというのは、かなり腕力がものをいう競技であるようだった。俺たちが水みず瓶がめなどを運ぶために使う「引き板」という器具を使って、荷物を運ぶのだ。

　引き板というのは、板の下に保護用の毛皮を張った、大きくて頑がん丈じような板である。大きさは一メートル四方ぐらいで、何枚かの板がフィバッハの蔓草で結びあわされている。さらに蔓草で引手もつけられているので、それを引っ張って荷物を運ぶのだ。

　その荷物というのは、森辺の幼子たちであった。ひとつの引き板につき、二、三名の幼子が乗り、五十メートルほどの距離をいかに速く走り抜けるか、というルールであるらしい。これも四名の狩人が同時に試合を行うことになった。

「幼子の大きさで人数は異なるが、重さはほぼ同じであるので、どれを選んでも不公平にはならぬはずだ」

　もちろん森辺に体重計などというものは存在しないが、シーソーのような器具を突とつ貫かんでこしらえて、重さが均等になるように振り分けられていた。中には十二歳ぐらいの大おお柄がらな少年が五歳ぐらいの幼子を抱だいているという組み合わせもある。七、八歳の幼子が三名乗った引き板などでは、先頭の子が引手の蔓草の根元をつかみ、他の二名がその腰こしにしがみつくという、これまた愛くるしい有り様であった。

（だけど、あれぐらい小さな子でも二十五キロぐらいはありそうだよな。それが三名で、七十五キロか。それで五十メートル走とか、かなりしんどいぞ）

　が、参加するのは森辺の狩人たちである。いざ試合が行われると、彼らは尋じん常じようでないスピードで広場を駆かけることになった。言ってみれば、大柄な成人男性を担かついで走っているようなものなのに、俺おれの全力疾しつ走そうより速いぐらいのスピードである。やはり森辺の狩人というのは、筋力からして並外れているらしい。

（これじゃあさすがに、アイ＝ファも勝ち抜くのは厳しいな）

　アイ＝ファはルウの力比べで八名の勇者に選ばれるほどの狩人である。が、それはあくまで闘とう技ぎの力比べであり、筋力そのものの勝負では不利になるのも否いなめなかった。

　それでもアイ＝ファがかろうじて一回戦を勝ち抜いたのは、根こん性じようと幸運のかけあわせであったのだろう。対戦相手もチム＝スドラやフォウ家の若い男衆という小柄な人間が多く、アイ＝ファは鼻差で勝利を収めることができた。しかしやっぱり、準決勝まで勝ち抜けるのは、体格にすぐれた狩人ばかりであった。

　小さき氏族には、際きわ立だって優れた体格を持つ狩人というのはあまり存在しない。身長はあっても痩やせていたり、横よこ幅はばはあっても身長が低かったり、というのがほとんどであるのだ。それは彼らが何代かに亘わたって厳しい食料事情で生きてきた証あかしなのだと思われた。

　そういった枠わく内ないの中で、比ひ較かく的てき体格の優れた人間が、この力比べにおいては勝利を収めていた。弓の的当てとは、正反対の結果である。

　決勝戦に進出したのは、バードゥ＝フォウと、リッドの家長と、ディンの家長であった。特にリッドの家長は、身長は百八十センチ前後、体重も百キロぐらいはありそうな感じで、しかも大柄な体たい躯くに似合わず走ること自体が得手であるように見えた。太たい鼓こ腹ばらのくせに異様な俊しゆん足そくを誇っていたダン＝ルティムを思い出させるたたずまいである。

「リッドの家長はスン家が族長筋であった頃ころから、一目置かれているようでした。そうして強い力を持つ氏族であったからこそ、スン家にも眷けん族ぞくになることを許されたのでしょう」

　とは、トゥール＝ディンの弁である。

　ここでは番ばん狂くるわせも起きず、リッドの家長が勇者の称しよう号ごうを手にすることになった。バードゥ＝フォウは、惜しくも二位である。

「いやあ、どの勝負も見ごたえがあるなあ。正直言って、俺は闘技よりもこういう力比べのほうが安心して楽しめるよ」

「はい。わたしも同じ気持ちです」

　トゥール＝ディンは、嬉うれしそうに微笑んでいた。

　ちなみに彼女の父親は、準決勝でリッドの家長に敗れてしまっている。しかし狩人の力比べというのは、勝つことが誇りになっても負けることが恥はじとはならないのだ。的当てにしても荷運びにしても、彼らは誰だれもが尋常ならざる力を見せつけてくれているのだから、それも完全に正しい考えであるように思われた。

「アイ＝ファは立て続けに、苦手な勝負が続いちゃったな。後半戦は頑張っておくれよ」

　ということで、俺も通りかかったアイ＝ファに気安く声援を送ったのだが、またおっかない目つきでにらまれてしまった。さらには指先でちょいちょいと招かれて、人垣の外にまで連れ出されてしまう。

「……お前はずいぶん楽しげな顔をしているのだな、アスタよ」

「え？　そりゃまあ純じゆん粋すいに楽しませていただいているけれども」

　するとアイ＝ファはいっそう怒おこった顔になり、小声で文句を言いたててきた。

「宴うたげを楽しむのはけっこうなことだが、私がこのように負け続けているというのに、お前は少しも悔しくは感じぬのか？」

「ええ？　だって、苦手な勝負が続いちゃったんだから、さすがにそこまで悔しがらなくても――」

　そのように言いかけて、俺は思い出した。アイ＝ファはルウの力比べでダン＝ルティムに僅差で負けてしまったときも、無む茶ちや苦く茶ちやに悔しそうな様子を見せていたのである。

「そうか。アイ＝ファは意外に負けず嫌ぎらいなんだっけ。苦手な的当てや荷運びでもそこまで悔しがるなんて、ほんとに貪どん欲よくなんだなあ」

「悔しさを感じずに、成長など見込めるものか。お前だって、料理の勝負に負ければ悔しかろうが？」

「うーん、アイ＝ファもご存じだとは思うけど、俺は苦手なお菓か子しの勝負とかだったら、負けても悔しくは感じないんだよ」

　虚きよ言げんは罪なので、俺は正直に答えてみせる。その結果として、アイ＝ファにはおもいきりすねられてしまった。人目がなかったら頭でぐりぐりされていたかもしれない。

「……お前はジェノスの闘技会であのように取り乱していたのに、ずいぶん態度が違ちがっているではないか」

「うん？　ジェノスの闘技会がどうしたって？」

「シン＝ルウのことは声をあげて応援していたのに、私に対してそうしないのはおかしいと述べているのだ」

　ぼしょぼしょと小声で囁ささやきながら、アイ＝ファの唇くちびるはこれ以上ないぐらいとがりまくっている。俺としても、人目がなかったら思わず頭を撫なでてしまいたくなるほどの、それは愛いとおしい仕草であった。

「ごめんごめん。でもあれは、闘技の試合だからこっちも取り乱しちゃったんだよ。心の中ではめいっぱい応援してるから、勘かん弁べんしてくれ」

「…………」

「アイ＝ファは気づいてなかったかもしれないけど、ダン＝ルティムとの力比べのときなんかは、俺も思わず声をあげちゃってたと思うぞ？」

　すると、アイ＝ファの眉まゆ根ねがきつく寄せられた。そして、ついに抑よく制せいを失ってしまい、一発だけこつんと頬ほおに頭ず突つきをしてくる。

「……お前の声を私が聞き逃のがすと思うのか、うつけ者め」

　そうしてアイ＝ファは身を離し、後ろも見ずに立ち去ってしまった。

　俺は頭をかきながら、トゥール＝ディンたちのもとへと舞まい戻る。

　するとそこには、意外な人物も待ち受けていた。サリス・ラン＝フォウのかたわらに、あのジョウ＝ランという若き狩人が立っていたのである。

「きちんと顔をあわせるのは初めてのことですよね。俺はランの家のジョウ＝ランです、ファの家のアスタ」

「ああ、どうも。さきほどの的当てはお見事でしたね」

「ありがとうございます。……でも、俺みたいな若造に、そんな丁てい寧ねいな言葉を使う必要はありません。どうぞ気楽に喋しやべってください」

　ジョウ＝ランは、にこりと微笑ほほえんだ。身長は、俺より五センチほど高いぐらいであろうか。いくぶん垂れ気味の目をしているせいか、とてもやわらかい表情に感じられる。

「アイ＝ファに小こ突づかれていたようですが、何か諍いさかいでも起きてしまったのですか？」

「ああ、いや、別に……いつものことなので、気にしないでおくれよ」

　最初に丁寧な言葉を使うとそれが習慣づいてしまうので、俺は意識的に口調を変えてみせた。それはともかくとして、さきほどの一幕を見られてしまっていたのは気き恥はずかしい限りである。

「それなら、よかったです。いまや俺たちにとってファの家はかけがえのない存在なのですから、諍いなど起きてしまったらとても悲しいです」

　外見通り、とても人あたりのやわらかい少年であった。それに、男衆でこれほど言葉づかいが丁寧な人間というのも、ガズラン＝ルティムを除けば初めてであるかもしれない。

「それじゃあ、俺は戻ります。アスタたちの作る美味なる料理を楽しみにしていますよ」

　そうしてジョウ＝ランもバードゥ＝フォウのほうに戻っていった。そちらでは、三つ目の競技に備えて移動を始めるところであったのだ。

「何だか不思議な雰囲気の男衆ですね。サリス・ラン＝フォウが話をしていたのですか？」

「はい。顔をあわせるのもひさびさであったので、挨拶に来てくれました」

　そのように言いながら、サリス・ラン＝フォウは少し複雑そうな表情をしていた。

「でも、あまりはっきりとはわからなかったのですが……ジョウ＝ランは、ずいぶんアイ＝ファのことを意識しているようでした」

「アイ＝ファのことを？　それはどういう意味でしょう？」

「ううん、何と言ったらいいのでしょうね……とりあえず、アイ＝ファが苦手なもので勝っても自じ慢まんにはならない。残りの三つの力比べはアイ＝ファも得意そうだから、どのような結果になるか楽しみだ、と言っていました」

　それは確かに、よくわからない言い様であった。まあ、アイ＝ファを意識しているというのは確かであるのだろう。

「何でしょうね。アイ＝ファの力量は近在の氏族でも評判になっているはずですから、それに打ち勝つのを目標にしている、ということなのでしょうか」

「そうですね。少なくとも、アイ＝ファに対して悪い感情を持っているようには見えませんでした」

　ならば、心配は不要であろう。そのように思いながら、俺もいささかサリス・ラン＝フォウの落ち着かなげな様子が伝でん染せんしてしまっていた。あの少年のつかみどころのない雰囲気が、それに拍はく車しやをかけているのかもしれない。

（まあ、森辺の民にも色んなタイプの人間がいるからな。仲良くなれれば、どんな人間なのかも自然に知れるだろう）

　ともあれ、残る力比べは三種目だ。

　俺たちも、バードゥ＝フォウの指示で次なる舞ぶ台たいへと足を向けることにした。
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　次なる競技は、木登りであった。

　高さが十メートルはあろうかという木に登り、戻ってくる。そのスピードを競きそうという、きわめてシンプルな種目だ。

「この四本の木は、高さも枝の数もだいたい同じぐらいだ。その天てつ辺ぺん近くに布を巻いておいたので、そこに手を触れてから下りてくればよい」

　これは身軽さを競う勝負であるので、また小柄な人間が若干有利であるかもしれない。しかし筋力だって必要になるので、大柄な人間が極きよく端たんに不利になることもないだろう。長いリーチというやつも、木登りでは有利に働きそうだ。

（ダン＝ルティムだったら、ものすごいスピードで登りそうだもんな。……って、実際に目にしたら思わず笑っちゃいそうだけど）

　俺がそんな失礼な想像をしている間に、木登りの力比べは粛々と開始された。

　やはりどの狩人も、尋常でないスピードである。バードゥ＝フォウやリッドの家長のように大柄な人間でも、みんな重力を無視した身軽さですいすいと高い木を登っていく。蜘く蛛もの力を手に入れたアメコミのヒーローもかくやという身のこなしだ。

　そんな中で、やはり目立ったのはスドラの男衆であった。特にライエルファム＝スドラの身軽さは尋常でなく、まるで本物の猿さるみたいだ。それに、ライエルファム＝スドラぐらい小柄であれば、枝葉の障しよう壁へきをくぐり抜けるのにも有利である。それはまるで平地を駆けるにも等しいスピードであった。

　そしてライエルファム＝スドラのみならず、誰もが最後は五メートルぐらいの高さから飛び下りてしまう。そのたびに、女衆の側からは歓声があがった。

　で、我らが家長アイ＝ファである。アイ＝ファも一回戦は難なく勝ち上がっていた。対戦相手のスドラの男衆も並々ならぬスピードであったが、それにも二秒以上の差をつけての勝利であった。

　ギバを狩かるにあたって、木登りというのはたいそう大事な作業であるようなのだ。休息の期間の鍛たん錬れんや、怪け我がから回復したときのリハビリなどでも、アイ＝ファはかなり木登りというものに重点を置いていた。

　そうして九名による準決勝戦である。めぼしい狩人は、全員勝ち残っている。というか、九名中の六名は各氏族の家長たちであった。残りの三名は、チム＝スドラとジョウ＝ラン、そしてトゥール＝ディンの父親という顔ぶれだ。

「あの顔ぶれの中で勝ち残るなんて、トゥール＝ディンの父さんはすごいじゃないか」

　トゥール＝ディンの父親もまた、スドラの男衆に打ち勝っていたのだ。トゥール＝ディンは、ちょっとうつむきながら「はい」と言った。

「父は森辺の民としての正しい生を取り戻すために、見ていて心配になるほど、狩人の修練に励はげんでいました。少しずつその成果が見えるようになってきて、わたしもとても嬉しく思っています」

　ディンの血筋であったのは、トゥール＝ディンの母親だ。だからトゥール＝ディンの父親は、生きつ粋すいのスン家の人間であったのである。年齢はまだ三十ぐらいであるようだから、狩人になってわずか数年で森の恵めぐみを荒あらすことになり、それから十数年間は生ける屍しかばねのような生を歩んできたのだろう。

　だけど、ずらりと並んだ九名の中で、トゥール＝ディンの父親が見み劣おとりすることは決してなかった。俺がよく知る、精悍で凛りん然ぜんとした狩人の姿だ。そんな姿を見せつけられると、俺まで胸が熱くなってきてしまった。

「それでは、また三名ずつだな。早くに勝負を終えた者から、また順番に挑むこととしよう」

　バードゥ＝フォウの言葉にうなずき、三名の狩人が進み出た。トゥール＝ディンの父親と、リッドの家長と、チム＝スドラである。そこで勝ち抜いたのはチム＝スドラであったが、トゥール＝ディンの父親もリッドの家長に勝つことはできた。でかい図ずう体たいをしたリッドの家長は、「ふう」と息をついてからトゥール＝ディンの父親の胸を小突いた。

「お前さんは、これほどまでに木登りが得意であったのだな。闘技の力比べではまだ負ける気はせんが、こいつはなかなか驚おどろかされたぞ？」

　ディンとリッドは血族であるため、これまでもともに収穫祭を行っていたのだ。トゥール＝ディンの父親は、ちょっとはにかむような表情で笑いながら「うむ」とうなずいた。

「……なんとなく、笑った感じはトゥール＝ディンに似ているね？」

　俺が小声で呼びかけると、トゥール＝ディンは恥はずかしそうにいっそう深くうつむいてしまった。人目がなければ、力を尽つくした父親に飛びつきたかったのではないだろうか。うっすらと涙なみだのにじんだ目で父親の姿を追うトゥール＝ディンが、とてもいじらしかった。

　そうして、準決勝の二試合目である。これはライエルファム＝スドラが順当に、バードゥ＝フォウとランの家長を負かしていた。

　それに続いて、三試合目。アイ＝ファとジョウ＝ランとディンの家長の対戦であったが、ここでまた少し波乱が起きた。アイ＝ファとジョウ＝ランがほぼ同着で地面に下り立ち、引き分けと相成ってしまったのだ。

　尋常でない動体視力を持つ森辺の狩人たちでも、どちらが先であったと判断することはできなかったらしい。それで、敗退したディンの家長は退き、アイ＝ファとジョウ＝ランで仕切り直しの再戦が行われたのだが、これまた決着をつけることはできなかった。

「このようなこともあるのだな。二回連続で勝負がつかずというのは、初めてだと思うぞ」

　ライエルファム＝スドラが、呆れた様子でそのように言っていた。

「しかし、これ以上勝負を重ねさせると、さすがに力が弱ってしまうかもしれん。木は四本あるのだから、最後の勝負は四名で行えばよいのではないか？」

　ライエルファム＝スドラの提案が通り、決勝戦は四名で行われることになった。ライエルファム＝スドラ、チム＝スドラ、アイ＝ファ、ジョウ＝ランの四名である。

　バードゥ＝フォウの合図とともに、四名の狩人が木に飛びついた。さすがは決勝戦で、誰もが凄すさまじいスピードである。俺は手に汗を握にぎり、女衆らはこれまで以上の声援をあげることになった。

　そんな中、四つの影かげがほぼ同時に舞い下りて、地面に着地する。

　俺の目には、全員が同着としか思えない。

　しばしの沈ちん黙もくの後、バードゥ＝フォウが長い腕を振り上げた。

「勝者は、ライエルファム＝スドラ！　……誰か、異存のある者はいるか？」

　残りの家長や狩人たちは、全員が首を横に振っている。異議の申し立てはなく、木登りの勇者はライエルファム＝スドラと定められた。

「しかし、本当に全員がほぼ同時であった。この四名を全員、勇者と呼びたいほどだ」

　その言葉には、すべての人々が同意を示すようにうなずいている。それほどの接戦であったのだ。

　すると、着地の体勢のままバードゥ＝フォウの宣言を聞いていたジョウ＝ランが、身を起こしながら声をあげた。

「ちなみに、二位から下はどのような順番であったのでしょう？　やはり同着ですか？」

「いや、俺の目にはアイ＝ファ、ジョウ＝ラン、チム＝スドラという順番に見えたな」

「俺には、アイ＝ファ、チム＝スドラ、ジョウ＝ランという風に見えたぞ。……いや、チム＝スドラとジョウ＝ランは同着かな」

　男衆の間で討論が始まってしまった。何だか、動体視力の力比べでもしているかのような有り様である。

「何にせよ、俺はアイ＝ファに先んじることはできなかったようですね」

　そんな中、ジョウ＝ランはまた涼やかに微笑んでいた。

「残念です。きっと最初の二回の勝負で、俺は力が尽きてしまったのでしょう。残りの棒引きと闘技の力比べでは、さらなる力を振り絞しぼろうと思います」

　アイ＝ファはけげんそうに、ジョウ＝ランを振り返った。

「それは私に言っているのか？　お前とは特に言葉を交わした覚えもないのだが」

「はい。何ヶ月も前に、ギバの血ち抜ぬきや解体の手ほどきを受けるために顔をあわせたぐらいでしょう。そのときも、言葉らしい言葉は交わしていないと思います」

「そうか」と短く言い捨てて、アイ＝ファは人垣に戻ってきた。

　そこに、バードゥ＝フォウの声が響ひびく。

「それではここで、小休止を入れる。小休止については、ファの家のアスタから説明をしてもらおう」

「はい。かまど番の仕事を進めたいので、ちょっと長めの休きゆう憩けい時間をいただくことになりました。その長さについてご説明したいので、広場のほうに移動をお願いいたします」

　広場の中央、儀ぎ式しきの火を焚たくための薪まきの山のかたわらに、俺は日時計を設置していた。角度は適当であるが、これで時の長さを計測することはできる。

「休憩時間は、一刻ほどいただきたいと考えています。この影がこの印に到とう着ちやくするまでですね。太陽が中天から沈しずむまでの時間の六分の一という長さになります」

　意外にさくさくと三つの種目が終了したので、体感的にはまだ一時間と少しぐらいしか経過していない。ならば時刻は、二時から二時半といったところだろう。遅おそくとも三時半ぐらいに力比べを再開するとして、五時半ぐらいに決着をつけていただければ、日にち没ぼつまでまた一時間半ぐらいは調理の時間をいただける、という計算である。

「みなさん、咽の喉どが渇かわいたでしょう？　チャッチのお茶というものを準備しましたので、よかったらそれを試ためしてみてください」

　フォウ家の女衆が、引き板で水瓶を運んできてくれた。朝の内に作製して、常温で冷ましておいたチャッチの皮のお茶である。柑かん橘きつ系けいの香りと若干の渋しぶみを持つこのお茶は、常温でもそこそこいけるのだ。

　なおかつ、ささやかながらも軽食を準備していた。どうせみんなフォウの集落にやってくる前に干し肉で栄養補給しているであろうから、本当につまむていどの軽食である。内容は、ギバのベーコンにケチャップを塗ぬって、ポイタンの生き地じではさんだものであった。

　男衆は地べたに座すわり込み、木皿ですくったお茶とともに、次々と軽食をたいらげていく。みんなすっかり昂こう揚ようしており、小しよう宴えん会かいさながらだ。

　その光景を見回してからかまどの間に戻ろうとした俺は、集落の入り口から新たな人ひと影かげが踏ふみ込んできたことに気づき、動きを止めることになった。トトスを引いた大柄な影と、ちまちまとした小柄な影だ。それはルウ家の長兄と末妹、つまりはジザ＝ルウとリミ＝ルウであった。

「おお、ずいぶん早かったな。もう狩人としての仕事は片付いたのか、ルウの長兄よ？」

　バードゥ＝フォウが出で迎むかえると、ジザ＝ルウは「うむ」と鷹おう揚ようにうなずいた。

「すでに十分な数のギバを狩ることができたのでな。もうひとたび森に入ろうかとも思ったが、それは弟たちに任せることにした。どうせならば、狩人の力比べも見ておいたほうがよかろうと思ったのだ」

　療りよう養よう中のドンダ＝ルウであれば最初から自由の身であるのだが、今日の見届け役にはジザ＝ルウが選ばれていた。サトゥラス伯はく爵しやく家けの晩ばん餐さん会かいと同じように、これは次代の族長たるジザ＝ルウに任せるべきとドンダ＝ルウは判断したようだ。

「ちょうど小休止であったようだな。これまでの力比べの結果などを教えてもらえたらありがたいのだが」

「ああ、それではこちらで腰を落ち着けるといい。まだしばらくは休みの時間と定めたので、ゆっくり語って聞かせよう」

　そうしてジザ＝ルウは、ダリ＝サウティもまじえて男衆が語らっている広場の真ん中へと導かれていった。ジドゥラの手た綱づなをフォウ家の女衆に預けつつ、リミ＝ルウは俺に向かってにこーっと笑いかけてくる。

「えへへ。リミも大急ぎで仕事を片付けて、一いつ緒しよに連れてきてもらっちゃった！　アイ＝ファにアスタ、おつかれさま！」

　心がまえをして背後を振り返ると、いつの間にやら俺の真後ろに立ちはだかっていたアイ＝ファが軽食をまぐまぐとかじっていた。

「あれ？　アイ＝ファ、何か怒ってる？」

「……べつだん、何も怒ってはいない」

「そうかなー？　でも、眉のところがきゅってなってるよ？」

　リミ＝ルウほど観察眼にすぐれていない俺でも、アイ＝ファが不ふ機き嫌げんであることは丸分かりであった。また、その理由もだいたいは察することができる。得意の木登りでも勝利を収めることができなかったので、ご機嫌を損そこねてしまったのだろう。

「それじゃあ、俺たちは仕事に戻るよ。アイ＝ファとリミ＝ルウはどうする？」

「一緒に行くー！　ね、アイ＝ファも行くでしょ？」

「……うむ」

　ということで、俺たちはアイ＝ファとリミ＝ルウをともなってフォウ本家のかまどの間へと移動した。そこで待ちかまえていたのは、他の見届け役の女衆たち――レイナ＝ルウとスフィラ＝ザザである。

「お待ちしていました、アスタ。サウティとベイムの女衆は、トゥール＝ディンたちのほうに向かいました」

「うん、了りよう解かい。……えーと、おひさしぶりですね、スフィラ＝ザザ」

「……はい」とうなずくスフィラ＝ザザは、案に相そう違いして悄しよう然ぜんとしたたずまいであった。なんだかしょぼんとしたお顔であり、俺やアイ＝ファをにらみつける気力もないようだ。俺としては、その心中を思いやらないわけにはいかなかった。

「レム＝ドムの一件は聞きました。ドムの家で、あらためて狩人の修練を積ませているそうですね」

「はい。それでドム家の作法を学ばせたら、見習いの狩人として森に出すそうです」

　ディック＝ドムは、ついにそのような決断を下したのである。むろんそれはグラフ＝ザザとジーンの家長も交えて、さんざん議論したのちの決断であったらしい。さらにレム＝ドムは、北の集落の十五歳未満の見習い狩人たちと力比べをして、それに勝利し、自分の力を血族たちに示してみせたのだという話であった。

「……気配の殺し方や弓の腕うで前まえなどは、見習いどころか一人前の狩人に匹ひつ敵てきする力量であったとのことです。……あなたの見立ては完全に正しかったということですね、アイ＝ファ」

「見立てはあくまで見立てにすぎん。実際に力をつけたのは、レム＝ドム自身だ」

　そのように述べてから、アイ＝ファは真しん剣けんきわまりない眼差しでスフィラ＝ザザを見つめた。

「お前はレム＝ドムに強い思い入れを抱いているようだな、ザザの末妹よ。しかし、グラフ＝ザザやディック＝ドムらがそうと認めたのならば、やはりレム＝ドムは他の若わか衆しゆうにも劣おとらぬ力があったということだ。森辺の女衆として、森辺の狩人の無事な帰りを祈るがいい」
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「わかっています、そのようなことは……」

　と、言いながら、深々と溜ため息いきをつくスフィラ＝ザザである。普ふ段だんが強気で毅き然ぜんとしているだけに、この落ち込みっぷりはいたたまれなかった。

　しかし、俺も本日の仕事を果たさなくてはならない。気を取りなおして、下ごしらえの続きに取りかかることにした。

　力比べを行っている間も、交代でギバ骨の鍋なべの面めん倒どうは見ていた。三十分に一回ぐらいは攪かく拌はんしないと具材が焦こげついてしまうし、火力を保つにはさらに頻ひん繁ぱんに薪を補ほ充じゆうしなくてはならないのだ。確かく認にんしたところ、鍋の中身にも火力にも問題はなかった。

「よし。それではもう一品の下ごしらえに取りかかりましょう」

　十名がかりで、ギバ肉や野菜を刻んでいく。みじん切りの作業に関しては、もはや誰でも優劣はなかった。小さき氏族の人々はまだそれほど凝こった料理の作り方を体得しているわけではなかったが、肉団子に関しては早い段階で伝授されていたので、肉にく挽ひきとみじん切りには手て馴なれているのである。

（普段から商売の下ごしらえを手伝ってもらってるから、共同作業にも慣れてるしな。トゥール＝ディンみたいに際立った存在はいないけど、みんな着実に地力を上げてきてる感じだ）

　近在の氏族はファの家の手伝いや肉を売ることで多くの銅貨を手にすることになったが、それをルウ家ほど惜おしみなく使えているわけではない。これまで不足していた日常品を買いそろえるだけで相当の銅貨が必要であっただろうし、いざというときのために蓄たくわえておきたいという気持ちもあっただろう。怪我や病気や出産など、銅貨が必要になる場面は多々あるのだ。それらを考こう慮りよせずに散財する人間など、森辺にそうそう存在するはずはなかった。

　だから、高級な食材にだってなかなか手を出せるものではない。もともと宿場町で売られていたような野菜や、あとは少量でも劇的に料理の質を変えられるタウ油や砂糖あたりは普ふ通つうに購こう入にゆうされている様子であるが、その他の城下町から流れてきた高級食材には、いまだに馴な染じみが薄うすいはずだ。

　ゆえに、本日の宴料理の献こん立だてに関しては、みんなで頭をひねりにひねって決定したのだった。数ヶ月に一度の宴だからこそ、普段よりも贅ぜいを尽くしてみたいという思いはあるし、反面、限られた食材でも美味なる料理を作ることは可能であるということも示したい。それだけの思いでもって、俺たちはこの日の調理に励んでいるのだった。

「よし、こちらはこんなものかな。火の番に二人を残して、あとは隣となりの空き家に移りましょう」

　フォウの集落には五軒けんの家があったが、その内の二軒は空き家となっている。そちらのかまども使わせてもらわないことには、とうてい間に合わなかったのだ。そうして俺たちが移動を始めると、追従していたレイナ＝ルウが感じ入ったように溜ため息いきをついた。

「外から眺ながめていると、宴料理に取り組むかまど番というのはこれほど慌あわただしく動いているものなのですね。自分が参加しているときはそうでもないのですが、何だか目が回ってしまいそうです」

「ああ、それはそうかもしれないね。こっちは段取り通りに動いているだけだから、気にもならないけどさ」

　そうして空き家に移動してから半刻ほども仕事に励むと、予定していた残りの下ごしらえもきっちり片付けることがかなった。

　広場に戻もどると、すでにユン＝スドラとトゥール＝ディンの班も顔をそろえている。ジザ＝ルウやダリ＝サウティらと言葉を交わしていたバードゥ＝フォウが俺たちの姿に気づいて、「うむ？」と声をあげた。

「約束の刻限にはまだ早いが、仕事は済んだのか、アスタよ？」

「はい。あとは力比べが終わった後で間に合うと思います」

「では、力比べを始めてしまうか。棒引きと闘技では、いささか時間を使うだろうからな」

　バードゥ＝フォウがそのように宣言すると、周囲の狩人たちは待ちかまえていたかのように立ち上がった。英気を養うには、もう十分であったのだろう。

「次の力比べは、棒引きだ。みな、勇者の座を目指して力を振り絞るがいい」

　おおッ、と勇ましい声があがった。まるで全員が血族であるかのような統制である。

　そうしてジザ＝ルウという新たな見届け役が見守る中、六氏族の狩人たちは誰もが奮起している様子であった。
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　四つ目の種目は、棒引きの力比べだ。

　俺はかつて宿場町において、《ギャムレイの一座》の大男ドガとジィ＝マァムの怪かい獣じゆう大決戦を目にした経験があるが、あれはあくまで町の人間の余興であったため、ルールはずいぶん異なっているようだった。

　まず、棒をつかむのは片かた腕うでのみである。なおかつ足場は、一辺が三十センチていどの板の上であった。それで相手から棒を奪うばうか、あるいは板から落とすか、というのが勝利条件であるらしい。

　棒の長さは一メートルほどで、相手との距きよ離りも同程度である。足場がせまいため、足を開いて踏ん張ることはできない。それでおたがいに棒の端はしを握り、押おしたり引いたりしてバランスを崩くずそうと試みる。バランス感覚や握あく力りよくはもちろんのこと、瞬しゆん発ぱつ力りよくや反射神経、相手の呼吸を読む技術など、さまざまな力がこの競技では測られるようだった。

「よし。それでは対戦の相手を決めるので、一本ずつ蔓つる草くさの端を握るがいい」

　地面に毛皮の敷しき物ものが投げ出されており、その下から蔓草の先せん端たんがにょきにょきとはみだしていた。これが、対戦のくじである。

　三十三名の狩人たちがその先端をひとつずつつかむと、敷物が取り払はらわれる。それで長い蔓草をたどっていくと、逆側の端を別の人間がつかんでいるので、それが対戦相手となるのだ。十六組の組み合わせが決定され、最初の不戦勝はマサ・フォウ＝ランとなった。

「では、蔓草の短い順番に試合を始める。最初の試合の勝者となった者が、次はマサ・フォウ＝ランの相手となるのだ」

　最初の試合は、アイ＝ファとディンの家長であった。いきなりの家長対決だ。

　ディンの家長は、あまり上背はないが肉づきのいい、いかにも頑丈そうな体躯をした壮そう年ねんの男衆であった。あまり感情は表に出さないタイプで、今もアイ＝ファの姿を静かにねめつけている。トゥール＝ディンとのつきあいが深い分、俺もこの人物とは多少ながらもご縁えんがあった。

（トゥール＝ディンの甘あまい菓子が口にあわなくて叱しかりつけたりもしていたけど、別に悪い人ではないんだよな）

　そんな思いをよそに、試合は粛しゆく然ぜんと開始された。両名とも右みぎ利ききであるので、棒は斜ななめに渡されている。たがいが呼吸を読みながら、棒を引いたり、棒を押したり、ときには手首をひねってみたり、上下にゆさぶりをかけてみたりと、なかなか激しい攻こう防ぼうである。

　十五秒ほどそんなやりとりが交かわされて、ふいに終局は訪おとずれた。ディンの家長がぐいっと腕うでを突つき出すのと同時に、アイ＝ファが身をよじりながらそれを引き込むと、ディンの家長はバランスを崩して地面に片足をついてしまったのだった。

「アイ＝ファの勝利！」とバードゥ＝フォウが声をあげ、歓声と拍手がそれに応えた。

「すごいですね。ディンの家長も前回の力比べでは、最後の勝負まで勝ち残っていたはずです」

　トゥール＝ディンも、賞賛の表情で手を叩たたいていた。そういえば、スンの集落では収穫祭も力比べも行われていなかっただろうから、彼かの女じよもこれが人生で二回目の観戦となるはずであった。

　そうして試合は、どんどん進められていく。俺が名前を知る男衆や、ディンを除く家長たちは、全員が一回戦を勝ち抜ぬいていた。

　お次は、十七名による二回戦である。一試合目は、アイ＝ファとマサ・フォウ＝ランの対戦だ。これはもう、あっけなくアイ＝ファの勝利であった。始まって数秒で、棒を引かれたマサ・フォウ＝ランは力なく膝ひざをつくことになった。

「やっぱり棒引きでは、まるきりかなわないな」とマサ・フォウ＝ランは穏おだやかに笑い、アイ＝ファは無言で目礼を返していた。

　その後、バードゥ＝フォウやランの家長は勝ち残っていたが、途と中ちゆうで再び家長同士の対戦となってしまった。ライエルファム＝スドラと、リッドの家長である。この六氏族でもっとも小こ柄がらな狩人と大柄な狩人の対決だ。

　この競技でも、そこまで体格差で有利不利があるようには思えない。あえていうなら、リーチと筋力でまさる大柄な人間が、若じやつ干かん有利になるぐらいであろうか。小柄なら小柄で、重心の低さが有利に働く面はありそうであったが、棒を引くにせよ押すにせよ、リーチのあるほうが可動範はん囲いが大きいので、相手のバランスを崩すには有効であるように思われた。

　しかし、勝利したのはライエルファム＝スドラであった。相手が腕を引くタイミングでおもいきり腕を突き出し、相手を転てん倒とうさせてしまったのだ。

　ユン＝スドラは歓かん喜きの声をほとばしらせて、他の女衆に抱きついていた。異なる氏族の人間たちも、男女の区別なく驚きと賞賛の声をあげている。

「くそ、負けてしまったか！　お前は大した狩人だな、スドラの家長よ！」

　地面にあぐらをかいたまま、リッドの家長は悔しそうに頭をかいていた。どんぐりまなこで、髭ひげをたくわえ、体形もアンコ型であるためか、何となく毛もう髪はつのあるダン＝ルティムといった趣おもむきの男衆である。

「お前は闘技でも腕が立ちそうだ。ぜひともそちらでも力を比べたいものだな！」

「……すべては森の導きだ」

　勝って昂たかぶることなく、ライエルファム＝スドラはそっと地面に棒を置いた。

　やがて八つの試合が終わり、残りは九名だ。勝ち残ったのは、ディンとリッドを除く四名の家長、あとはランとスドラとリッドが一名ずつ、ディンが二名という顔ぶれであった。チム＝スドラもジョウ＝ランも、トゥール＝ディンの父親もまだ勝ち残っている。そしてアイ＝ファの次の対戦相手は、チム＝スドラであった。

　これが、なかなかの熱戦となった。チム＝スドラの動きが素す早ばやくて、アイ＝ファが手こずらされている。なおかつ、チム＝スドラは最初からものすごく腰を落としており、ときにはほとんどしゃがみこむぐらいの体勢を取ったりして、それがいっそうアイ＝ファを苦しめているようだった。

（そういえば、アイ＝ファは自分の父親としかこの力比べをしたことがないんだろうな。ひょっとしたら、自分より小柄な相手のほうがやりづらくて苦手なんじゃなかろうか）

　ライエルファム＝スドラほどではないが、チム＝スドラも小柄である。アイ＝ファよりも十センチ近くは小さかっただろう。なおかつ男衆としては細身のほうであったが、アイ＝ファより細いわけではない。荷運びではアイ＝ファに惜せき敗はいを喫きつしていたが、瞬発力では負けていないように見えた。

　そうしてたっぷり二分近くも熱戦を繰くり広げたのち、アイ＝ファが大きな動きを見せた。棒を引きながら、ぎゅるりと板の上で旋せん回かいしてみせたのである。

　精せい一いつ杯ぱいに腕をのばしながら、チム＝スドラは何とか板の上に踏みとどまった。が、間かん髪はつを容いれずにアイ＝ファが逆回転をして棒を突き出すと、たまらずその場に尻しりもちをついた。

　おおっと大きな歓かん声せいがあがり、これまでで一番大きな拍はく手しゆが送られる。アイ＝ファは息をつき、手の甲こうで額の汗あせをぬぐっていた。

「すごいすごい！　アイ＝ファはこのまま、最後まで勝ち抜いてしまうのではないでしょうか？」

　ユン＝スドラも、はしゃいだ声をあげている。ライエルファム＝スドラが勝ち抜いたときと同じぐらい、嬉しそうな表情である。家人が負けたからといって、気分を害するような気き性しようではないのだろう。

「どうだろうね。頑がん張ばってほしいとは思うけど、ライエルファム＝スドラも強敵だろうしさ」

「確かにチムよりも家長のほうが、棒引きの力は優すぐれていると思います。最後の勝負がおたがいの家長であったら、とても誇ほこらしいですね？」

　と、他の女衆に聞かれぬよう、笑え顔がおで俺に耳打ちしてくる。アイ＝ファに対しては複雑な心情を抱いだいているはずのユン＝スドラであるが、そういった私情をこのような場に持ち込む気性でもないのだ。

　また、それは無理をして自分の気持ちを抑おさえ込んでいるのではなく、純粋に、アイ＝ファを森辺の同どう胞ほうとして慕したっているのだろう。それはともにサウティの集落で過ごした日々で証あかしを立てられていた。

　ともあれ、力比べであった。

　ジョウ＝ランはランの家長に、トゥール＝ディンの父親はリッドの男衆に、ライエルファム＝スドラはディンの男衆に勝利する。それに一戦目を勝ち抜いたアイ＝ファとシードのバードゥ＝フォウを加えた五名による、第四回戦である。

　一戦目は、アイ＝ファ対バードゥ＝フォウ。二戦目は、ジョウ＝ラン対トゥール＝ディンの父親。ライエルファム＝スドラはシードとなり、一戦目の勝者と準決勝戦に臨のぞむ。ジョウ＝ランたちのほうは、すでにこれが準決勝戦だ。

（そうか。最初に一番くじを引いちゃったアイ＝ファは、最後まで他の人より一試合多くやりあうことになるのか）

　しかし、そういったくじ運もまた、森の導きということになるのだろう。スタミナの残存量などは対戦相手の力量によっても変動するのだから、くじ運を嘆なげいても詮せん無なきことであった。

　そんな中で、アイ＝ファとバードゥ＝フォウによる一戦目である。これもなかなかの熱戦であったが、しかしやっぱり長身の相手のほうがアイ＝ファは得手であるのか、チム＝スドラのときのように戸と惑まどっている感じはしない。おたがいに力まかせの攻こう撃げきはなく、呼吸を読み合いながら棒を引き合う、静かな熱戦ともいうべき様相であった。

　それで勝利を収めたのは、アイ＝ファだ。バードゥ＝フォウがフェイントをかけてから腕を引いた瞬しゆん間かん、アイ＝ファが素早く手首を返すと、バードゥ＝フォウの手からグリギの棒がすっぽ抜けた。

「ううむ。呼吸を読まれたか。さすがだな、アイ＝ファよ」

　バードゥ＝フォウは、すがすがしげな顔で笑っていた。

　アイ＝ファはまた額の汗をぬぐいながら、目礼を返す。

　次なる試合では、ジョウ＝ランがトゥール＝ディンの父親に勝利を収めていた。トゥール＝ディンの父親もこの競技は得意そうであったのだが、ジョウ＝ランにはひとつのアドバンテージが存在したのだ。

　彼かれは、サウスポーであったのである。

　そういえば、ジョウ＝ランは弓を引くときも身体からだの向きが逆であったような気がする。そうして相手がサウスポーとなると、やはり勝手が違ってくるらしい。なおかつジョウ＝ランのほうは右利きの相手とばかり対戦していたのだから、何も苦にならないのだ。

　それでトゥール＝ディンの父親は、あっけなく負けることになってしまった。トゥール＝ディンは「ああ……」と悲ひ嘆たんの声をあげ、しょんぼりうつむいてしまう。

「残念だったね。これはちょっと相手が悪かったよ」

　するとトゥール＝ディンはしばらくもじもじしてから、思いきったように俺おれへと口を寄せてきた。身長差がはなはだしいので、俺はちょっと中ちゆう腰ごしにならなくてはならない。

「みんな右みぎ腕うでで勝負しているのに、一人だけ左腕を使うというのはずるくないですか？　さっきの弓の勝負に文句はありませんが、今のは悔くやしく感じてしまいます」

　そういえば、弓の的当てでもジョウ＝ランはトゥール＝ディンの父親を下していたのだ。

「そうだねえ。でも、禁止されてないなら、しかたないんじゃないのかな。彼はもともと左ひだり利ききなんだろうしね」

「それはそうですけど……」と、トゥール＝ディンは眉まゆ尻じりを下げてしまっている。このトゥール＝ディンがこれほど言い張るのは珍めずらしいことなので、よほど悔しかったのだろう。

　そんな中、広場では敗退してしまった狩人たちによる勝負が始まっていた。勝ち抜いた狩人たちに休憩時間を与あたえるための措そ置ちであるらしい。同時にまた、早々に敗退してしまった狩人たちの見せ場でもあるようだ。特に順番が決められるでもなく、名乗りをあげた狩人たちが無む作さく為いに力を比べあっている様子であった。

　そんな試合が十分ほど続けられたのち、準決勝戦である。アイ＝ファとライエルファム＝スドラの家長対決だ。

　木登りでは敗北を喫してしまったアイ＝ファも、その場では勝利を収めることがかなった。チム＝スドラよりも小柄であるライエルファム＝スドラは大いにアイ＝ファを苦しめたのであるが、最後にはバードゥ＝フォウと同じように棒を奪われていた。試合時間は、三分にも及およんだだろうか。これにも惜しみない歓声と拍手が送られることになった。

　それでまた間つなぎの勝負が繰り広げられたのち、ついにアイ＝ファとジョウ＝ランによる決勝戦である。

　間に休憩をはさんでいるので、アイ＝ファにスタミナの心配はなさそうであった。まあ、数時間に亘わたってレム＝ドムと力比べを行っていたアイ＝ファであるのだから、これしきのことで力ちから尽つきることはないのだろう。

　だが、相手はサウスポーのジョウ＝ランだ。これは何となく、両利きのメルフリードとやりあうことになったシン＝ルウを思い出させる構図であった。

「始め！」

　バードゥ＝フォウの声とともに、両者が腰こしを落とす。

　アイ＝ファは最初から、身体を少しはすにかまえていた。真正面で向き合うのはやりづらい、と考えたのだろう。棒を持った右腕を引き、身体の左側面を相手に向けた格好である。

　むろん、その体勢のままでは、押す動作の面で不利が生じる。基本的には棒を引く動きを主体にして、押すときは瞬しゆん時じに身体を入れ替かえ、ものすごい勢いで棒を突き出していた。

　そうして最初に翻ほん弄ろうされたのは、ジョウ＝ランのほうであった。瞬発力も反射神経も、アイ＝ファはきわめて優れている。ジョウ＝ランは何度か大きく体勢を崩し、そのたびに見守る人間の間からは歓声や悲鳴まじりの声があがった。

　けっこうな人数が、アイ＝ファやジョウ＝ランの名を呼んでいる。呼び声をあげているのは、そのほとんどが女衆だ。なおかつ六対四ぐらいの割合で、アイ＝ファの名を呼ぶほうが多いかもしれない。ジョウ＝ランには多くの血族がいることを考えると、それはなかなかの人気であると言えた。

「アスタはアイ＝ファに声を送らないのですか？」

　と、ユン＝スドラには不思議そうに聞かれてしまった。

「うん、何というか、俺って我を忘れないと、なかなか声せい援えんを送ったりできない性分なんだよね」

　おそらく闘とう技ぎの力比べでは、怪我をしたりはしないだろうかという不安感も相まって、俺も取り乱しがちなのである。こういうスポーツライクな競技ではそういう効果が得られずに、ついつい冷静になってしまうのかもしれなかった。

（だけどこれでアイ＝ファが勝てなかったら、自分が後こう悔かいしそうだな）

　そのように考えて、俺が自分の口の横に手を添そえた瞬間――わあっと大きな歓声があがった。アイ＝ファとジョウ＝ランが、同時に倒たおれ込んでしまったのである。

　しばらくの沈黙の後、バードゥ＝フォウが「ジョウ＝ランの勝利！」と声をあげた。

「……誰だれか、異存のある者はいるか？」

　異議を申し立てる者はいなかった。バードゥ＝フォウはうなずき、右腕をあげる。

「棒引きの勇者は、ランの家のジョウ＝ランに決定された！」

　人々は、祝福の拍手を打ち鳴らす。が、俺は口の横に手をかざした間ま抜ぬけな体勢のまま、硬こう直ちよくしてしまっていた。これまでの競技と異なり、アイ＝ファが敗北したということがなかなか信じられなかったのだ。

　そこまでアイ＝ファの勝利を確信していたわけではないのに、いざ勝負が決してしまうと、俺は自分で驚くほど動どう揺ようしてしまっていた。もしも相手がライエルファム＝スドラやリッドの家長あたりであったら、俺もここまで動揺していなかったのかもしれない。相手が年少の、とりたてて勇ゆう猛もうそうにも見えない相手であったために、俺は無意識で油断していたのかもしれなかった。

「……大だい丈じよう夫ぶですか、アスタ？」

　と、トゥール＝ディンがＴシャツの袖そでを引っ張ってくる。それで我に返った俺は、ようやく手をおろしながら、トゥール＝ディンの耳もとに口を寄せた。

「大丈夫だよ。でも、トゥール＝ディンの悔しさが理解できたかもしれない」

「そうですよね。悔しいですよね」

　きゅっと眉まゆ根ねを寄せながら、トゥール＝ディンは大きくうなずいていた。

　広場の中央では、アイ＝ファが何事もなかったかのように立ち上がっている。そんなアイ＝ファに向かって、ジョウ＝ランは無む邪じや気きに笑いかけていた。

「てっきり俺の負けかと思いました。やっぱりアイ＝ファは、素す晴ばらしい狩人です」

「…………」

「俺が右の腕でやりあっていたら、きっとあえなく敗れていたんでしょうね。これではまだ、アイ＝ファに勝てたと誇る気持ちにはなれません」

「……何にせよ、勇者に定められたのはお前だ、ランの男衆よ」

　アイ＝ファは一礼し、勝負の場から退いた。

　勇者となったジョウ＝ランに、ひときわ大きな拍手が送られる。

「残すは闘技の力比べだが、アイ＝ファとジョウ＝ランには多少の休憩が必要であろう。しばし身体を休めてから、再開する」

　人々は散開し、それぞれの家族と言葉を交わし合う様子であった。

　ということで、俺もアイ＝ファの姿を捜さがし求もとめる。アイ＝ファは一人で、水みず瓶がめから茶をすくって咽喉を潤うるおしていた。

「アイ＝ファ、お疲つかれ様さま。今の勝負は残念だったな」

「…………」

「悔しいだろうけど、あんまり気にしないようにな。最後の力比べも頑張ってくれ」

　アイ＝ファは、無言でうなずいた。「うむ」の一言がないために、俺は不安を煽あおられてしまう。

「アイ＝ファ、本当に大丈夫か？　何か言いたいことでもあったら、何でも遠えん慮りよなくぶちまけてくれよ」

「……お前は、何を取り乱しているのだ？」

　ようやくアイ＝ファが言葉を発してくれたことに、俺はほっと安あん堵どの息をつく。

「いや、俺自身が悔しいし、それに驚いているのかな。正直に言って、今の勝負でアイ＝ファが負けたのが信じられないみたいだ」

「……あやつは左手のほうが器用であるという、森辺では珍しい人間であったからな。狩人としての力量はライエルファム＝スドラやリッドの家長のほうが優れているのであろうが、この勝負では有利に働いた。それだけのことだ」

「うん、だからなのかな。これまでは悔しくなかったけど、今の勝負では悔しかったんだよ」

　アイ＝ファはすっと目を細め、俺の耳もとに口を寄せてきた。そうして熱い吐と息いきとともに、「案ずるな。次は必ず勝つ」という言葉を囁ささやきかけてくる。

　どうやらアイ＝ファは、静かに闘とう志しを燃やしているようである。俺はうなずき、アイ＝ファに笑いかけてみせた。

「アイ＝ファの言葉と、狩人としての力を信じてるよ。……それじゃあ鍋の様子を見てこないといけないんで、また後で」

「うむ」

　俺はアイ＝ファのもとを離はなれ、ギバ骨の鍋の様子を見るためにかまどの間へと急いだ。

　そうしてかまどに薪を追加し、中身を攪拌して差し水をしてから、広場へと引き返す。すでに男衆は広場の中央に集まっており、客人たちが固まった一角にはベイムの家長が加わった様子であった。

「それでは、闘技の力比べを開始する！　また一本ずつ蔓草を引いて、対戦の相手を決めるのだ！」

　バードゥ＝フォウの宣言とともに、再度のくじ引きが行われた。

　それで一戦目を引き当ててしまったのは、またもやアイ＝ファであった。しかも相手は、リッドの家長である。六氏族の中では屈くつ指しの狩人と名高い両者の対戦に、人々はしょっぱなからエキサイトすることになった。

「まさか、いきなりお前とやりあうことになるとは思わなかったぞ。これも森のお導きだな」

　リッドの家長は、豪ごう放ほうに笑っている。そういう笑い方も、少しダン＝ルティムに似ているかもしれなかった。

「聞いているぞ。お前はルウの収しゆう穫かく祭さいで、レイの家長を打ち倒し、ルティムの家長と互ご角かくにやりあったのだろう？　俺の知る限り、あの二人は北の一族にも劣らぬ力を持った狩人だ。だから俺も、北の一族を相手取る気持ちで、お前に挑いどませてもらおう」

「うむ」と、アイ＝ファは静かにうなずいた。

　そうして大だい歓かん声せいの中、両者は広場の中央に進み出る。

　この勝負はもう、俺にとってもお馴染みのものであった。勝利条件は、相手を地面に倒すこと。地面に触ふれることが許されるのは、足の裏と手の平だけだ。反則行こう為いというものは基本的に存在せず、相手の髪かみやら衣服やらをつかもうが、殴なぐろうが蹴けろうが自由である。

　ただし、唯ゆい一いつにして絶対の禁きん忌きが存在する。それは、相手に怪け我がを負わせない、というものであった。

　流血や骨折は、とにかく御ご法はつ度とである。筋を痛めたり、青あお痣あざになるぐらいの打だ撲ぼくというのはどうなのだろう。けっこうおかまいなしに打だ撃げき攻こう撃げきを繰り出す人間も少なくはないので、それぐらいは許容範囲であるのかもしれない。それほどの荒あらっぽさを内包した競技であるのだ。

（怪我だけは気をつけて……それで、自分の納なつ得とくできる結果をつかみ取れるように頑張ってくれ、アイ＝ファ）

　祈いのるような気持ちで、俺はアイ＝ファの姿を見つめ続けた。

　アイ＝ファはむろん、普段通りの静かなたたずまいである。

　小さき氏族には長老格の人物が存在しないので、ここでもバードゥ＝フォウが審しん判ぱんをつとめる様子であった。両者の間に立ったバードゥ＝フォウが、「始め！」と試合の開始を告げる。

　リッドの家長は、野や獣じゆうさながらの勢いでアイ＝ファにつかみかかった。

　アイ＝ファは身をよじり、その右腕を横合いからつかみ取った。

　そうしてアイ＝ファが腰を落とすだけで、リッドの家長はふわりと空中を浮ふ遊ゆうして、背中から地面に叩きつけられることになった。

　まるで合気道のような手並みである。一いつ瞬しゆんの沈黙の後、割れんばかりの歓声が響きわたった。

「ア、アイ＝ファの勝利！」

　さすがのバードゥ＝フォウも、びっくりまなこになってしまっている。

　アイ＝ファは一礼し、勝負の場から退いた。

「リ、リッドの家長が一瞬で負けてしまいましたね。これでアイ＝ファに勝てるような狩人はいるのでしょうか？」

　やはり驚おどろきを隠かくせないトゥール＝ディンに問われて、俺は「どうだろう？」と首を傾かしげてみせる。

「この勝負でも、相あい性しようってものがあるだろうからね。ひょっとしたら、自分より小柄な相手のほうが、アイ＝ファは苦戦するのかもしれないよ」

　しかし何にせよ、アイ＝ファは誰に対しても油断することはないだろう。そんな俺の思いを体現するかのごとく、アイ＝ファは二回戦もあっさりと勝ち抜いてしまった。相手は、ランの家長である。家長を相手に、二連勝だ。

　他の試合でも、大きな番ばん狂くるわせは生じなかった。何となく、棒引きの勝負と結果が似ているかもしれない。やはり闘技の力比べというのも、単純な筋力ばかりでなく、反射神経や集中力や相手の呼吸を読む力などといった総合力が問われる種目であるのだ。

　二回戦が終わった時点で、残りは九名。ランの家長がディンの家長に入れ替わっただけで、あとは棒引きのときと同じ顔ぶれであった。

　三回戦、アイ＝ファの相手はリッドの男衆である。相手は力まかせにつかみかかってこようとはしなかったが、それでもあっさりアイ＝ファに腕をつかまれ、足をかけられると、なすすべもなく敗退してしまった。その他は、ライエルファム＝スドラがディンの家長に、バードゥ＝フォウがトゥール＝ディンの父親に、ジョウ＝ランがチム＝スドラに勝利を収める。

　四回戦、アイ＝ファの相手はシードであったディンの男衆だ。これもなかなかの体格を有する相手であったが、アイ＝ファの敵にはなりえなかった。

　そうして迎むかえた、準決勝戦。アイ＝ファの相手は、ジョウ＝ランである。

　さきほどの棒引きではジョウ＝ランが勝利していたためか、観客側のボルテージが増していた。快かい進しん撃げきを続けているアイ＝ファであるが、ジョウ＝ランならば、ひょっとして――という思いにとらわれることになったのだろう。

　自然、俺も緊きん張ちようすることになった。両りよう腕うでが使える闘技の力比べであれば、サウスポーであることがそれほど有利に働くとも思えない。森辺の狩人は、利きき手てがどうこうという闘たたかい方かたをするわけではないのだ。しかし、ジョウ＝ランのつかみどころのない雰ふん囲い気きが、俺をむやみに不安にさせるのだった。

（頼たのむから、ジョウ＝ランにだけは勝ってくれ。そうじゃないと、俺も素す直なおに彼とは仲良くできなくなっちまいそうだ）

　アイ＝ファのことを貪どん欲よくだなどと言ってしまったが、俺もあんまり偉えらそうなことは言えないようであった。ほぼ初対面で、しかも年少である相手にアイ＝ファが闘技で負けてしまうだなんて、俺には我が慢まんがならなかったのである。それは貪欲というよりも、狭きよう量りようというべき心情なのかもしれなかった。

　が――勝負は一瞬であった。

　バードゥ＝フォウから審判の役を引き継ついだランの家長が「始め！」と声をあげるなり、いきなりアイ＝ファが地面を蹴ったのだ。

　アイ＝ファが自分から攻撃を仕し掛かけるのは、珍しいことだった。そうしてひと息に間合いを詰つめたアイ＝ファは、相手の胸むなぐらをひっつかむや、外側から相手の足をかけ、大おお外そと刈がりのような格好で、ジョウ＝ランの身体をひっくり返してしまった。

　アイ＝ファに跳はねあげられたジョウ＝ランの足は、頭のあった位置よりも高く上がっていた。そのまま地面に叩きつけられていたら、相応のダメージを受けていたことだろう。しかしアイ＝ファは、そこまで無む慈じ悲ひな真ま似ねはしなかった。胸ぐらをつかんだ手でブレーキをかけたらしく、ジョウ＝ランはふわりと地面に寝ねかされて、ノーダメージのまま敗北を喫することになった。

　また呆あつ気けに取られたような静せい寂じやくのあと、一気に歓声が爆ばく発はつする。

　アイ＝ファはジョウ＝ランの胸もとから手を離し、豹ひようのようななめらかさで身を起こした。「やったー！」と遠くのほうで叫さけんでいるのは、きっとリミ＝ルウであろう。ふっと視線を下に向けると、トゥール＝ディンは輝かがやかんばかりの笑顔で俺を見つめていた。

　万ばん雷らいの拍手の中、ジョウ＝ランは頭をかきながら立ち上がる。

「まいったなあ。まさかここまで力の差があるとは思いませんでした」

　アイ＝ファは答えず、一礼して引き下がった。ジョウ＝ランも一礼して、身をひるがえす。

　そうして次の準決勝戦は、バードゥ＝フォウとライエルファム＝スドラだ。バードゥ＝フォウは棒引きのときと同じように、無む駄だな動きをしない静かな闘い方を見せていた。いっぽうのライエルファム＝スドラは、一瞬として同じ場所に留とどまらない、やはり本物の猿さるを思わせる敏びん捷しようさが強みであった。

　あまりに戦法が異なっているために、俺にはどちらが有利なのかもわからない。そんな中、勝利を収めたのはライエルファム＝スドラであった。なんとライエルファム＝スドラは、バードゥ＝フォウの長い足の下をくぐって、背後から帯をつかむや、地面に引き倒してしまったのだ。

「ライエルファム＝スドラの勝利！」

　また人々が、怒ど涛とうのように歓声をあげる。狩人の中には、感じ入ったように首を振ふっている者もいた。きっとこのように小柄なライエルファム＝スドラがここまで手練であるとは、予見できなかったのだろう。誰もがアイ＝ファのように相手の力量を見み抜ぬける眼力を有しているわけではないのだ。

　そうしてまた十分ほど他の男衆による力比べが行われたのち、ついにアイ＝ファとライエルファム＝スドラで決勝戦が行われることとなった。いちおうは家長同士の対決ではあるが、二人はともに六氏族で一番小さな家の家長であり、しかも体格の面では優位性を持っていなかった。

（でも、これはまぐれでも何でもないんだろうな）

　俺とて、狩人の力量など見抜くことはできない。しかし、かつてアイ＝ファはライエルファム＝スドラに対して、「テイ＝スンを退けることができる力量である」と評していた。なおかつテイ＝スンというのは、「ルド＝ルウとシン＝ルウの二人がかりでも生け捕どりにするのは難しい」と評されていた人物でもあるのだ。

　けっきょくそれでどのような番付になるのかはわからないが、とにかくライエルファム＝スドラというのが並々ならぬ力量を持つ狩人である、というイメージを俺は抱いていた。そのイメージ通りに、ライエルファム＝スドラは闘技の力比べで決勝戦にまで勝ち進んでみせたのだった。

「始め！」

　再び審しん判ぱん役やくとなったバードゥ＝フォウが声をあげると、ライエルファム＝スドラはアイ＝ファの周囲を回るように動き始めた。アイ＝ファも対応しなければ、すぐに背後を取られてしまっただろう。アイ＝ファと一定の距離を保ちつつ、ライエルファム＝スドラは右に左にと円を描えがき続けた。

　アイ＝ファは相手に合わせて身体の向きを修正しつつ、ときおり威い嚇かくするように腕をのばす。ライエルファム＝スドラがまったく手を出そうとしないので、アイ＝ファの側から攻こう勢せいに出なくてはならないのだ。

　ライエルファム＝スドラはその手を払いのけ、隙すきあらば懐ふところに飛び込もうという動きを見せる。しかし、アイ＝ファもライエルファム＝スドラの接近を許さなかった。

　人々は、興奮しきった様子で歓声をあげている。そんな中、アイ＝ファが大きく足を踏ふみ込んだ。野生の猿じみたライエルファム＝スドラにも劣らない俊しゆん敏びんさである。

　その指先に肩かたをつかまれると同時に、ライエルファム＝スドラはぐりんと後方に向きなおっていた。その手が、アイ＝ファの手首をつかんでいる。アイ＝ファや、あるいはシン＝ルウなども見せたことのある、一本背負いに近い体勢である。

　数日前のメルフリードと同じように、アイ＝ファの身体がふわりと浮うき上がった。これは、無理にこらえると肘ひじを痛めるような投なげ技であるのだろうか。自分から地を蹴ったとしか思えないような勢いだ。

　アイ＝ファの身体が宙に弧こを描き、若い女衆が悲鳴をあげる。

　しかしアイ＝ファは空中で反転して、足から地面に降り立った。

　そのアイ＝ファに、ライエルファム＝スドラが身を低くして突っ込んでいた。

　アイ＝ファの腹部にライエルファム＝スドラの頭が激げき突とつし、アイ＝ファの身体が後方に倒れ込む。

　しかしアイ＝ファは背中を地面につけてしまう前にライエルファム＝スドラの腰こし帯おびをひっつかんで、のけぞりながらその身体を後方へと放り出した。

　アイ＝ファの腹にめり込んだ頭を支点にして、今度はライエルファム＝スドラの身体が宙で一回転をする。が、ライエルファム＝スドラもまた曲芸師のような身のこなしで身体をよじり、足から地面に着地した。

　地面に手をついて転倒をまぬがれたアイ＝ファは、凄すさまじい勢いで身を起こす。すると、アイ＝ファに背を向ける格好であったライエルファム＝スドラは、そのまま地を蹴ってアイ＝ファに肉にく迫はくした。その過程で身をよじり、肩からアイ＝ファへとぶつかっていく。

　アイ＝ファはようやく起き上がったところで、まだ不安定な体勢だ。真横を向いた格好で、ライエルファム＝スドラはアイ＝ファにショルダータックルをぶちかました。

　再びアイ＝ファの身体が、後方に倒れ込む。だが、アイ＝ファの左腕がライエルファム＝スドラの首を抱かかえ込んでいた。右の腕は、背中側からまた相手の腰帯をつかんでいる。その体勢で、アイ＝ファが再び身体をのけぞらせると、プロレスのブレーンバスターのような格好となった。

　ライエルファム＝スドラの小さな身体が、また空中に弧を描く。しかしその足は、膝が曲げられていた。このままでは足裏から落ち、また体勢を立て直してしまいそうだ。

　果たしてそれを見て取ったのか、アイ＝ファは最後の最後で身体を反転させた。背中から地面に向かっていたライエルファム＝スドラの身体が、左ひだり肩かたから墜つい落らくする。

　その激突の衝しよう撃げきで、両者の身体は地面から弾はじけ飛んだ。アイ＝ファは背中から倒れ込み、ライエルファム＝スドラなどはバウンドを繰り返して地面を転がっていく。

　ライエルファム＝スドラの身体は、何メートルも離れていた儀ぎ式しきの火のための薪まきの山に激突したのち、ようやく停止した。せっかくの薪が崩れてしまい、その何本かがライエルファム＝スドラの背中に落ちる。

　それから、ライエルファム＝スドラはぴょこんと上半身を起こした。

「うむ。やられてしまったな」

　あれだけ盛せい大だいに地面に叩きつけられたのに、まったくの無傷のようである。

　大歓声の中、アイ＝ファはゆっくりと立ち上がった。

「闘技の勇者は、ファの家のアイ＝ファに決定された！」

　バードゥ＝フォウの声が響ひびき、それで俺は溜めに溜めていた息をつくことができた。二人の凄まじい動きを目で追っている内に、俺は呼吸を忘れてしまっていたようだった。

「おめでとうございます、アスタ」

「アイ＝ファはやっぱりすごいですね、アスタ」

　左右から、トゥール＝ディンとユン＝スドラが笑顔でそのように呼びかけてきた。トゥール＝ディンの頭ごしに、サリス・ラン＝フォウが目を潤うるませながらアイ＝ファを見つめている姿が見える。ライエルファム＝スドラの奥おく方がたであるリィ＝スドラも、涼すずやかな笑顔で拍手をしてくれていた。

　そうして数時間に亘って繰り広げられた五つの力比べの儀ぎは、ようやく終局を迎えたのだった。

　歓声と拍手を満身にあびながら、アイ＝ファは目を閉ざして衣服の砂を払っていた。
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　下りの六の刻――日にち没ぼつである。

　広場の中央では組みなおされた薪の塔とうで儀式の火が焚たかれ、祝しゆく宴えんの開始が告げられることになった。

　八十四名の家人たちと八名の客人たちが集結した中で、六氏族の未み婚こんの女衆は宴うたげ衣い装しように身を包んでいる。ルウの家では婚こん儀ぎの祝宴でしか宴衣装は持ち出されない習わしであったが、家人の少ない小さき氏族では婚儀そのものを行う機会が少ないため、収穫祭でも宴衣装を纏まとう習わしを有していたのだった。

　ルウ家ほど豊かではないので、飾かざり物も花や木の実を使ったものが大半だ。しかし、玉虫色のヴェールだけは誰もが所持していたので、その場にはあちこちで七色の光がきらめいている。きっと、祖母から母へ、母から娘むすめへと引き継がれてきた、大事な宴衣装なのだろう。苦しい生活の中から少しずつ銅貨を捻ねん出しゆつして、これだけの衣装を調ととのえたのだ。未婚の若い女衆はそんな宴衣装に包まれながら、誰もが晴れやかに微笑ほほえんでいた。

「それでは祝宴を始める前に、力比べで勇者と定められた五名の狩人を、あらためて祝福したいと思う！」

　儀式の火の前で、バードゥ＝フォウがそのように声を張り上げた。

　その背後の丸太の壇だん上じようには、五名の狩人が座している。

「的当ての勇者、チム＝スドラ！」

　名を呼ばれると、十五歳さいの小柄な狩人がひょこりと立ち上がった。

　すべての人々が手を打ち鳴らし、狩人の少年はむっつりとした表情のまま少し頬ほおを赤らめる。その頭に、フォウの若い女衆が草で編んだ勇者の冠かんむりを捧ささげていた。

「荷運びの勇者、ラッド＝リッド！」

　この場では誰よりも立派な体格をしたリッドの家長が、のそりと立ち上がる。

　その厳いかつい顔は楽しげに笑えみくずれており、料理と果実酒を口にしたくてうずうずしているようにも感じられた。

「木登りの勇者、ライエルファム＝スドラ！」

　ライエルファム＝スドラは、普ふ段だん通りの陰いん気きかつ静かなたたずまいであった。

　リッドの家長と並んでしまうと、三十センチにも及ぶ身長差が目立つ。体重も倍ぐらいは差がありそうだ。

「棒引きの勇者、ジョウ＝ラン！」

　ジョウ＝ランは、やはりにこやかに微笑んでいた。

　ランやフォウの女衆が、黄色い声をあげている。彼がいまだに独り身であるのなら、今日はいくつもの嫁よめ取とり話を願われることになるかもしれない。

「闘技の勇者、アイ＝ファ！」

　そしてアイ＝ファも、ジョウ＝ランに負けないぐらい女衆の歓声をあびていた。

　もちろんアイ＝ファは表情を動かすことなく、凛りん然ぜんと背筋をのばしている。そうして戴たい冠かんの義が終しゆう了りようすると、人々はまた盛大に手を打ち鳴らした。

「以上の五名が、今日の力比べの勇者となる。彼らに力の及ばなかった我々も、いっそう身をつつしんで狩人の仕事に励はげむべきであろう」

　バードゥ＝フォウは、かたわらの伴はん侶りよから果実酒の土ど瓶びんを受け取った。

「今日はフォウの集落で祝宴を行うため、俺がこのように言葉を述べさせてもらっているが、何も上に立つ立場ではない。フォウの子たるランでもここは公平に扱あつかうべきだと思うので、この次からは六氏族の家長が順番にこの役を担になってもらいたく思う」

　歓声をあげる人々も、その多くはすでに果実酒の土瓶を握にぎりしめている。

「では、収しゆう穫かくの宴うたげを開始する！　ファ、ディン、リッド、スドラ、フォウ、ランの血族たちよ、母なる森に感謝の念を捧げつつ、その恵めぐみを己おのれの力に！」

「母なる森に感謝を！」の声が合唱された。

　いよいよ祝宴の開始である。俺は簡易型のかまどに薪を追加して、鉄てつ鍋なべにパスタを投入した。すでに数十人前のパスタが茹ゆであがっているが、目標は百人前だ。人々は、各所に設しつらえられたそれぞれのかまどへと殺さつ到とうしていた。

　こちらには三つのかまどが並べられており、右から順にミートソース、パスタの麺めん、ギバ骨スープが温められていた。ミートソースの担当はユン＝スドラで、ギバ骨スープはサリス・ラン＝フォウだ。

「ううむ。これが噂うわさのぱすたというやつか。聞いていた通りの、面めん妖ような形だな」

　と、狩人の一人が大皿に盛られたパスタの山をしげしげと覗のぞき込んでいた。

「よかったら、味見をしてみてください。左右のどちらの汁しるにつけても美お味いしいですよ。この先の分かれた木き匙さじを使って、くるくるっと巻き取るんです」

　ポイタンばかりでなくフワノや卵やレテン油までも使うパスタは、小さき氏族の間でもほとんど食べられていない。きっと自分の家でまでこれを作ろうとするのは、トゥール＝ディンとユン＝スドラぐらいであろう。
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　物もの珍めずらしさのためか、けっこうな数の男衆や幼子がこちらに集まっている。それらの人々にパスタの食べ方をレクチャーしながら、俺たちは次々と料理を配っていった。大量の食器は、もちろんふだん宿場町の商売で使われているものである。

　ミートソースは、ふんだんにギバの挽ひき肉にくを使っている。タラパ系の料理は小さき氏族でも頻ひん繁ぱんに食べられているはずなので、期待を裏切られることもなかっただろう。そして、俺としては指折りの自信作であるギバ骨スープだ。三ヶ月に及ぶ研究の成果を、ついに大々的にお披ひ露ろ目めした格好である。

　合計で九時間も煮に込こまれたギバ骨の出だ汁しは、言うまでもなく濃のう厚こうだ。最後に取り除かれたギバの骨ガラは、すべての髄ずいが流れ落ちて、つるつるの骨のみと成り果てていた。

　ただし、出汁はあくまで出汁なので、俺はそれを土台にしてとっておきのスープに仕立てていた。使用したのは、海草の乾かん物ぶつと、岩塩、砂糖、ピコの葉、タウ油、ミャームー、ニャッタの蒸留酒、そしてもちろんギバ肉の出汁となる。ギバの骨ガラというのはとてつもない風味とコクを生み出してくれるが、単体では旨うまみに欠けるのだ。それを補うためにギバ肉と海草の出汁をあわせて、さらに数種の調味料を使用したのだった。

　なおかつ豚とん骨こつの出汁でも、あっさりめの清ちん湯たんかこってりめの白ぱい湯たんかを選ぶことができる。俺は森辺の民の好みにあうのは白湯かと思い、おもいきり濃厚なスープに仕立てていた。

　大量の骨ガラを使用しているので、なかなかの粘ねん度どである。一センチ下が見えないぐらいに白はく濁だくし、えもいわれぬ香りを放っている。いずれキミュスの骨ガラともあわせてみたいものだと考えているが、味には何の不満もないし、森辺の民にはこちらのほうが喜ばれるのではないかとも思われた。

　また、ギバ骨スープでは遠慮なくさまざまな具材も使わせていただいている。野菜はキャベツのごときティノ、ニンジンのごときネェノン、ホウレンソウのごときナナール、それにキクラゲやマッシュルームに似たキノコ類、とどめはギバのチャーシューである。

　もっとも、中国式の炙あぶり焼きにするチャーシューではなく、これは日本のラーメン屋で使われるようなチャーシューを意識して作製したものであった。バラのブロックを丸めて縛しばり、特製の汁でじっくり煮込んだもので、タウ油、砂糖、ミャームー、赤ママリア酢す、ニャッタの蒸留酒、ケルの根といった調味料を、こちらでも惜おしみなく使っている。

　木き串ぐしが通るぐらいやわらかく煮えたら、味をしみ込ませるためにしばらく放置する。そののちにやや厚めに切り分けたものを、食べる直前に載のせて供するのである。具材もたっぷりなのでスープとして食べるだけでも絶品であるが、やはりつけ麺感覚のスープパスタとして食していただくのが俺としては理想であった。

「こちらがギバの骨のすーぷですか」

　と、さまざまな氏族の人々にまじって、レイナ＝ルウとリミ＝ルウもやってきてくれた。

「やあ、よかったら二人もどうぞ。あと、これはジザ＝ルウにも食べていただきたいかな」

「ジザ兄に？　何な故ぜですか？」

「うん。ジザ＝ルウはかなり『ギバ・カツ』を評価してくれていただろう？　ギバの肉とラードを使った『ギバ・カツ』は、森辺の民に相応ふさわしい料理かもしれないって感じでさ。それならこれもギバの美味しさを凝ぎよう縮しゆくさせまくった料理ってことで、ジザ＝ルウの好みにあうんじゃないかと思ったんだ」

「それはジザ兄のみならず、すべての森辺の民の喜びとなるでしょう。わたしたちも研究に取り組んでみたいとは思っているのですが、なかなか時間を作ることができないのです」

「薪集めだけでもけっこうな労力だし、失敗すると臭くさみがひどいからね。よかったら、俺たちの研究の成果を土台にして、そこに手を加えていけばいいんじゃないかな」

　レイナ＝ルウは嬉うれしさと申し訳なさの入り交じった表情で微笑んでおり、リミ＝ルウは「早く食べたーい！」と無邪気にはしゃいでいる。ちなみに客人の身分である彼かの女じよたちのような女衆は、いちおうの線引きとして宴衣装を纏っていなかった。

「早くアイ＝ファとも、おしゃべりしたいなー。まだあそこから動いちゃいけないのかなあ？」

「うん、しばらくはあそこに陣じん取どって、みんなから祝福の言葉を受けながら宴料理を楽しむのが習わしみたいだね。ルウ家の収穫祭でも、そうじゃなかった？」

　壇だんに座した勇者たちには、女衆の手によって次々と料理が運ばれている。それに男衆や幼子なども順番に近づいて、ひっきりなしに言葉を交かわしている様子であった。

「これは六つの氏族の絆きずなを深めるための宴ですものね。リミもちょっとは我慢しなくちゃ駄だ目めよ？」

　お姉さんの顔をしたレイナ＝ルウの言葉に、リミ＝ルウも「はーい」と素直に応じる。かつてはすべての人間と縁えんを絶とうとしていたアイ＝ファに、たいそう心を痛めていたリミ＝ルウであるのだ。壇上のアイ＝ファを遠くに見つめるその瞳ひとみには、隠しようもない歓かん喜きの光が瞬またたいていた。

　そうしてルウ家の仲良し姉し妹まいがジザ＝ルウとアイ＝ファの分まで携たずさえて姿を消すと、入れ替わりでバードゥ＝フォウの伴侶が近づいてきた。

「アスタ、ぱすたもいっぺんに仕上げる必要はないんじゃないのかね？　こいつはとっておきの料理だし、後のほうに残しておいてもいいような気がするよ」

「ああ、それはそうかもしれませんね。できればこの場の全員に食べてほしいところですし」

「うん。それじゃあ、アスタも宴を楽しんでおいでよ。火の始末はあたしがしておくからさ」

　バードゥ＝フォウの伴侶の厚こう意いを受け入れて、俺はかまどから離れることにした。

　左右のかまどでも同じやりとりが為なされたらしく、ユン＝スドラとサリス・ラン＝フォウも解放された。そしてサリス・ラン＝フォウのもとには、彼女の伴侶も訪おとずれている。フォウの本家の末まつ弟ていである。

「アスタ、わたしたちも勇者たちに祝福の言葉を届けに行きませんか？」

　ということで、俺はユン＝スドラとともに勇者たちのもとに参じることにした。

　ユン＝スドラも未婚の女衆であるので、髪をほどいて宴衣装に身を包んでいる。灰はい褐かつ色しよくの長い髪を背中まで垂らして、玉虫色のヴェールをかぶったユン＝スドラは、ちょっと別人のように大人びていて綺き麗れいだった。

「勇者の皆みな様さま、今日はおめでとうございました」

　勇者たちの前に到とう着ちやくすると、ユン＝スドラは自分の左肩を押おさえるような仕草とともに、優ゆう雅がに一礼した。俺もその隣となりで、ぺこりと一礼してみせる。

　壇上の五名は座しているが、その周囲の人々は立ったまま宴料理を楽しみつつ、笑い声を響かせていた。果実酒の土瓶が酌くみ交わされ、たいそうな盛り上がりである。

「おお、アスタよ！　ギバの骨のすーぷとやらをいただいたぞ！　リッドの家でも同じ煮に汁じるを使っているはずなのに、どうしてこうも味が違ちがってしまうのだろうな！」

　とりわけ赤い顔をしたリッドの家長ラッド＝リッドが、そのように言いながら豪放に笑いかけてきた。

「今日は値の張る食材をふんだんに使いましたからね。宴ならではの、とっておきなのですよ」

「ふふん。ファの家ほど銅貨が有り余っていれば、毎日でもあんな料理を楽しめるのだろうな！」

　そんなことも言われてしまったが、皮肉っぽい響きは感じられない。その厳つい顔に浮かんでいるのは無邪気にすら見える大らかな笑みであるし、とにかくリッドの家長はご機き嫌げんに見えた。

「家長、チム、おめでとうございます。スドラの家から二人もの狩人が勇者に選ばれて、わたしは誇ほこらしさで胸がいっぱいです」

　その間に、ユン＝スドラは家人へと声をかけていた。どちらかといえば無ぶ愛あい想そうな両名は、「ああ」とか「うむ」とか言葉少なに返事をしている。

　俺もアイ＝ファに声をかけたかったが、あちらはジョウ＝ランにつかまっていたし、俺はラッド＝リッドにつかまっていた。まあ、力比べの後に多少は言葉を交わせているので、この場では他の氏族との交流を重んじるべきであろう。

　そのとき、何やらざわめきの波が背後から近づいてきた。そちらを振り返った俺は、思わず「うわ」と声をあげてしまう。人並みをかきわけて、大おお柄がらな男衆と一頭のトトスが近づいてきていたのだ。

「おお、ザザの末弟ではないか！　お前も見届け役であったのだな！」

　ラッド＝リッドが陽気な声をあげると、そちらをじろりとにらみつけてから、ゲオル＝ザザは周囲の人々を見回した。

「ザザの末弟、ゲオル＝ザザだ。家長グラフの命により、見届け役としてこの場に参じた。トトスはどこに預けるべきだ？」

「ようこそ、フォウの家に。トトスはこちらでお預かりいたします」

　フォウの年配の女衆が、少し緊張した面おも持もちでゲオル＝ザザに近づいていく。ゲオル＝ザザは不ふ機き嫌げんそうな面持ちのまま、「よろしく頼む」とそちらに手た綱づなを突つき出した。

「ずいぶん遅おそい到着であったな。他の客人らは、力比べの最中に顔をそろえていたぞ？」

　ラッド＝リッドの言葉にも、「ふん」と不機嫌そうな鼻息で応じる。

「俺おれの姉スフィラが先んじていたはずなのだから、問題はあるまい。余よ所その家の宴のために、狩人の仕事をおろそかにするわけにはいかんだろう」

「ほう？　ファの家長とドムの女衆が力比べをした際には、日も高い内に駆かけつけていたと聞いたがな」

　もともとの気き性しようなのか酒で気が大きくなっているのか、ラッド＝リッドは親筋の跡あと継つぎに対しても遠慮がない。ゲオル＝ザザはぶすっとした面持ちで壇上の人々に視線を巡めぐらせると、アイ＝ファの姿を発見して鋭するどく目を細めた。

「その場に座しているということは、お前も何らかの力比べで勝ち抜ぬいたということだな、ファの家の女狩人よ」

「ファの家の家長は、闘技の力比べで勇者に定められたのだ！　この俺も、見事に退けられてしまったわ！」

　ラッド＝リッドは笑いながら、土瓶を傾かたむける。しかし、ゲオル＝ザザが不ふ穏おんな気配を撒まき散らしているためか、ラッド＝リッドを除く人々はいくぶん心配げな様子になっていた。ザザはリッドとディンの親筋というだけでなく、森辺の新たな族長筋でもあるのだ。その跡継ぎたるゲオル＝ザザは、ジザ＝ルウと同様に次代の族長と目されていたのだった。

「……お前はリッドの家長だな。ジーンとの婚儀で顔を見た覚えがある」

「おお。それまでは、あまり顔をあわせる機会もなかったかな」

「ああ。それに収穫の宴をともにしたこともないので、俺はお前の力量を知らん。お前は、どれほどの狩人であるのだ？」

　ラッド＝リッドは、ちょっときょとんとした表情になった。

「どれほどと言われても、答えようはないな。リッドとディンの力比べでは、ひとつや二つの冠を得ることはできている」

「俺が聞いているのは、闘技の腕うで前まえだ」

「俺が得意なのは、闘技と荷運びだな」

「……それでも俺は手を合わせたことがないので、やっぱりわからん」

　そうしてゲオル＝ザザは、あらためてアイ＝ファのことをにらみつけた。

「この場には、どれほど手練の狩人がそろっているのだ？　その中で勇者となったこの女狩人は、いったいどれほどの力量であるのだ？　答えられる者がいれば、教えてもらいたい」

「……お前はそこまで余人の力量を測るのが不得手であるのか？　お前ほどの狩人であれば、多少は力量を見抜く目も育ちそうなものだが」

　そのように応じたのは、ライエルファム＝スドラであった。たとえ族長そのものが相手でも怯ひるむことのないライエルファム＝スドラは、普段通りの子こ猿ざるめいた顔でゲオル＝ザザを眺ながめている。

「それはいわゆる『弱者の眼力』というやつであろうが？　俺には弱者であった時代などないので、そのようなものは備わっていない」

「ああ、身体からだの大きな狩人は力量を見抜く力に乏とぼしいというのは真実であったのか。それはなかなかの驚きだ」

　ちっとも驚いていなそうな顔で言い、ライエルファム＝スドラは皺しわ深ぶかい頬を撫なでさすった。

「アイ＝ファは、優すぐれた狩人だ。眼力など備わっていなくとも、ルティムの先代家長と互角に闘ったという話を聞けば、それは明白であろう？」

「俺はそのルティムの先代家長とやらも風聞でしか知らん。ルウの血族でドンダ＝ルウに次ぐ力を持つと聞くが、それは真実か？」

「ドンダ＝ルウに次ぐというか、闘とう技ぎの力比べでも力量は五分五分であり、時にはドンダ＝ルウを退けることさえあると聞いている」

　その言葉に、ゲオル＝ザザの黒い目が燃えた。

「あのドンダ＝ルウと同等の相手と互角にやりあったということは、この女狩人もドンダ＝ルウと同等の力を持つということになってしまうではないか」

「ドンダ＝ルウのことは、見知っているのか？」

「この前、初めて顔をあわせた。あれは大した狩人だ。それぐらいのことは、俺にもわかる」

　ゲオル＝ザザの声が、いよいよ不穏な響きをはらんでいく。

　ラッド＝リッドは、けげんそうに太い首を傾げていた。

「お前は何に拘こう泥でいしているのだ、ザザの末弟よ？　ファの家長の力量が、いったいどうしたというのだ？」

「……この女は、俺を十回連続で打ち負かすことができるなどとほざいていたのだ。それがゆえもなき侮ぶ辱じよくの言葉であるならば、とうてい放ってはおけぬであろうが？」

　人々はいっそう不安げにざわめいたが、しかしラッド＝リッドはまだ笑っていた。

「だからといって、このような場で力を比べたいなどと言ってくれるなよ、ザザの末弟よ？　そもそもファの家長にはたらふく果実酒を飲ませてしまったので、もはや満足に力を比べることもかなわぬしな」

「……誰だれかこの場に、『弱者の眼力』とやらを備えている人間はいるか？」

　それはアイ＝ファやルド＝ルウのように、体格が恵まれない狩人が己にない力を渇かつ望ぼうしたときに宿る眼力なのだと俺は聞いている。まあ、べつだん神秘的な能力なわけではなく、自分と他者の差を見み極きわめんと欲ほつするがゆえに育まれた鑑かん識しき眼がんなのであろうと俺は解かい釈しやくしていた。

「……俺はわりあい、力量を見抜くのに長たけているほうだと思っているが」

　壇上の右みぎ端はしにいたチム＝スドラが沈ちん着ちやくな声でそのように述べたてると、ゲオル＝ザザの火のような目がそちらに向けられた。

「俺は、この女狩人に劣おとっているか？」

「俺の目には、ファの家長のほうが手練に見える」

　チム＝スドラの率そつ直ちよくな返答に、ゲオル＝ザザはぎりっと歯を噛かみ鳴らす。

「それでは、お前はどうなのだ？　お前はこの俺に打ち勝てると思うのか？」

「俺ではお前に勝つことは難しいだろう」

「では、この壇上に俺を上回る狩人は何名いる？」

「……俺を除く全員が、お前を上回っているだろう。リッドの家長は……ほぼ互角であるようにも思えるが」

　すると、ラッド＝リッドのほうが「なんと！」と声をあげた。

「では、棒引きで俺を打ち負かしたスドラの家長はともかく、ランの若わか衆しゆうも俺よりは手練であるということになるのかな、スドラの若衆よ？」

「俺には、そのように思える。むろん、あくまで見立てに過ぎないが」

「ううむ。それでは俺も修練が必要だな！　次代の族長と互角と評されたのは、きっと栄えい誉よなことなのだろうが！」

　と、あくまで陽気にラッド＝リッドは笑い声をあげた。

「まあ、この場にいるのは全員が勇者だ！　三十名を超こえる狩人の中から勝ち抜いてみせたのだから、誰もが相応の力量を持っているのだろうさ！　それに劣ると評されても、何も恥はじる必要はあるまいよ！」

「……お前とて族長筋の眷けん族ぞくであるのに、無念とは思わぬのか？」

　ゲオル＝ザザは反感のにじむ声で問うたが、ラッド＝リッドの笑え顔がおに変化はなかった。

「族長筋の眷族といっても、スン家や北の一族とは血の交わりも薄うすかった。フォウやランと比べても、とりたてて大きな家なわけでもない。そして、ファやスドラといった小さな氏族からもこれほど優れた狩人が生まれるのだと思い知らされたのだから、無念という言葉は出てこんな」

　まったく納得がいった様子もなく、ゲオル＝ザザはまたアイ＝ファのほうに視線を転じる。今にも力比べを挑みそうな剣けん幕まくである。しかし、その口が開かれるより早く、横合いから大柄な人ひと影かげが近づいてきた。

「何やら騒さわがしいな。それも宴を楽しんでいる騒がしさではないようだが」

　それは、ジザ＝ルウであった。ゲオル＝ザザは、ゆっくりとそちらに向き直る。

「……誰だ、お前は？」

「俺はルウ本家の長ちよう兄けい、ジザ＝ルウだ。もしやそちらは、ザザ本家の狩人かな？」

「俺はザザ本家の末弟、ゲオル＝ザザだ。……そうか、お前がルウ家の跡あと取とりか」

　体格の面では、ほとんど優ゆう劣れつのない両名である。身長はわずかにジザ＝ルウがまさり、横よこ幅はばはわずかにゲオル＝ザザがまさっているぐらいだろう。

　ジザ＝ルウはいつも通り、糸のように細い目でにこやかな表情を浮かべ、ゲオル＝ザザは頭からかぶったギバの毛皮の陰かげで黒い瞳を燃やしている。それぞれの父親たちとはまた異なる迫はく力りよくと風格を有した両名であった。

「何を話していたのかは知らんが、俺たちは見届け役だ。自分たちの立場に相応しい振る舞まいを心がけるべきであろう」

「ふん。俺は末弟だが、次代の族長だ。お前とは同じ立場であるのだから、そのように上から語られる筋合いはない」

「そのような立場より、見届け役としての立場を重んじるべきだと言っているのだ。また、次代の族長を名乗るならば、いっそう掟おきてや習わしは重んずるべきであろう」

　ジザ＝ルウはきわめて冷静かつ穏おだやかなたたずまいであったが、それがいっそうゲオル＝ザザの反感をかきたててしまうらしい。その目はいよいよ爛らん々らんと輝き始めていた。

　そこに、さらなる人影が出現した。宴衣装に身を包んだ、とても可愛かわいらしい小さな女衆――トゥール＝ディンである。

「お、おひさしぶりです、ゲオル＝ザザ！　宴料理をお持ちしました！」

　ゲオル＝ザザは、うろんげにそちらを振り返る。トゥール＝ディンは思いつめた面持ちで、木皿にいっぱいの『ギバ・カツ』を抱え持っていた。

「こちらは北の集落でもお出しすることができなかったので、ゲオル＝ザザも口にしたことはないでしょう？　わたしたちの自じ慢まんの料理ですので、ぜひ味わってみてください」

「……何だ、誰かと思えばディン家のかまど番か。今日はずいぶん見み違ちがえた姿だな」

　髪かみをほどき、玉虫色のヴェールをかぶったトゥール＝ディンの姿をじろじろと検分したのち、ゲオル＝ザザはその手もとに視線を落とした。

「おまけにやたらと面妖な料理だな。まさかそいつも、ギバの肉なのか？」

「は、はい！　以前にジーンとリッドの祝宴でお出しした、揚あげ焼きのような料理です。見慣れぬ形かもしれませんが、これを喜ぶ森辺の民は多いです。どうぞお召めし上がりください」

　ゲオル＝ザザは気勢を削そがれた様子で、四角い下した顎あごをぼりぼりと掻かいた。
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　そこにまた、新たな人影がすうっと近づいてくる。

「ゲオル、あなたは何をやっているのですか。ザザの名を汚けがすような真似は許しませんよ」

　当然のこと、スフィラ＝ザザである。ゲオル＝ザザは溜ため息いきをつき、そこにジザ＝ルウが声をあげた。

「あちらにはダリ＝サウティや、ディンやランの家長たちも控ひかえている。それらの者たちとも言葉を交わしつつ、かまど番の心こころ尽づくしを味わうべきではないのかな」

　ジザ＝ルウとスフィラ＝ザザとトゥール＝ディンに三方向から見つめられ、ついにゲオル＝ザザも観念したようだった。

「まったくうるさい連中だ。……おい、ファの家の家長よ。お前ともまだ話は終わっていないからな。こちらの話が終わる前に眠ねむりこけたら、許さんぞ？」

　さきほどまでの剣けん呑のんな雰囲気を思えば、ずいぶん穏おん便びんな捨て台詞ぜりふであっただろう。アイ＝ファは無言で小首を傾かしげるばかりであったが、ゲオル＝ザザはジザ＝ルウたちに囲まれる格好でその場から離り脱だつしていった。

「まったく血の気の多い男衆だな！　ま、若い内はあれぐらいがちょうどいいのだろう」

　ラッド＝リッドが笑い声をあげ、果実酒の土瓶を高く掲かかげる。

「ともあれ、この場にいるのは全員が同どう胞ほうだ！　ときには諍いさかいを起こすこともあろうが、何も深刻ぶることはない！　納なつ得とくいくまでぶつかりあえば、いずれは分かりあえるだろうさ！」

　そうしたラッド＝リッドの豪ごう放ほうさにより、その場にたちこめた不穏な空気の残りカスも完全に払ふつ拭しよくされたようだった。

　宴は、始まったばかりなのである。人々は、ラッド＝リッドに同意するように笑顔となって、再び祝宴を楽しみ始めたのだった。
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　その後、俺はユン＝スドラとともにその場を離はなれることになった。

　アイ＝ファたちはまだ勇者として祝福を受けている最中のようであるし、レイナ＝ルウたちも見届け役として、さまざまな人々と言葉を交わしている様子である。俺たちはまた後でパスタ料理のブースで働く予定になっていたので、今の内に宴を楽しんでおくべきだと思われた。

「ああ、アスタにユン＝スドラ。ちょうど今、新しい肉が焼きあがったところだよ」

　その道すがら、声をかけてきたのはフォウ家の女衆であった。ファの家から持ち込まれた鉄板で、さまざまな部位のギバ肉を焼いている。かまどの隣に築かれた丸太の台に置かれているのは、作り置きをしておいた大量の野菜炒いためだ。

「ありがとうございます。それじゃあ、いただこうか？」

「はい」とうなずき、ユン＝スドラがてきぱきと野菜炒めを取り分ける。その上に、熱々のギバ肉がどっさりと載せられた。

　さらにその上に、さまざまな食材を練りあわせたディップも添そえられる。これは、ギバ骨の出汁を取るために使われた食材の使い回しである。森辺の民は食材を無駄にすることをよしとしないので、でんぷん質を抽ちゆう出しゆつするために絞しぼられたチャッチや、用よう途とを終えた漬つけ汁じるなども、すべて何らかの料理に使い回されているのだ。ましてやギバ骨の煮込み作業では臭み取りのために大量の食材が使用されるのだから、それを廃はい棄きすることなど許されるはずもなかった。

　というわけで、臭み取りに使われたアリア、ネェノン、ミャームー、ラマムは、すべてこのディップに使われている。しかしそのままではギバ骨の強きよう烈れつな臭みも移ってしまっているので、チャーシューの作製で使われた煮汁にミャームーとチットの実を加えたものがさらに練り込まれていた。

　六時間も煮込まれてくたくたになった野菜や果物をすりつぶし、それらの調味料をまぜあわせる。さらにはスープで使われた海草も刻んで、一いつ緒しよに和あえている。濃こい褐かつ色しよくをしたそのディップは、ギバ肉との相あい性しようもなかなかのものであった。

　それを口にしたユン＝スドラは、「美味しいですね」と微笑みかけてくる。やっぱり髪をおろしているので、普段とは違う大人びた印象である。すると、フォウの女衆も目を細めて「何だかあんたたちはお似合いだね」などと申し述べてきた。

「アスタは十七で、ユン＝スドラは十五だったっけ？　ファとスドラが血の縁を結ぶのなら、あたしらは心から祝福するよ」

　俺は言葉を失い、ユン＝スドラは顔を真っ赤にした。

　そうして木皿を抱えたままその場を離れると、ユン＝スドラは赤い顔をしたまま「申し訳ありません」と頭を下げてくる。

「いや別に、ユン＝スドラが謝あやまるような話じゃないよ」

「でも、アスタにとっては気分のよくない誤解ですよね」

　ユン＝スドラは目を伏ふせて、木匙の肉を口に運んだ。

「……わたしの心情は、以前に語ったときのままです。アスタを困らせるような真ま似ねは決してしませんので、どうかご心配なさらないでください」

「うん……だけどやっぱり、ユン＝スドラがそんな風に申し訳なさそうな顔をする必要はないんじゃないのかな？」

　ユン＝スドラは、俺か自分のどちらかが伴侶を娶めとるそのときまで、俺のことを想おもい続けたい、などと言ってくれていたのである。しかもそれは、俺のアイ＝ファに対する想いを察した上での言葉であった。もしも俺とアイ＝ファが結ばれるようなことになれば、心の底から祝福するし――なおかつ、アイ＝ファ以外の人間には決して俺を渡わたしたりはしない、とまで言っていたのだ。

　ユン＝スドラは静かに微笑み、そしてたくさんの人々で満たされた広場のほうを見渡した。

「このような宴を開くことができて、わたしはとても幸福です。……その反面、フォウやランの男衆に見み初そめられてしまったらどうしよう、という思いにもとらわれてしまいます」

「……うん」

「ザザの許しがない限り、ディンやリッドの人間は余所の氏族の人間を娶ることは許されないでしょう。それで、フォウやランはもともと血族であるのですから、その目は自然とファやスドラに向かうのではないかと思います」

　そう言って、今度はにこりと無む邪じや気きに微笑むユン＝スドラであった。

「だから、アスタにだって嫁取りの話は舞い込んでくるかもしれませんよ？　ファの家であれば、フォウやランだって血族になることにためらいはないでしょうしね」

　ファとスドラは、余所の家と血の縁を結ばない限り、いずれは絶えてしまう血筋であるのだ。そして、フォウとランも今ではおたがいしか血族を持たない。このままでは先細りなので、新たな血の縁を求めるのが道理であろう。

（そう考えたら、ファやスドラは格好の相手なのか）

　森辺において、血の縁を結ぶというのは生半可な話ではない。血の縁は何よりも重んじられるべきものであるので、相手方の氏族全員と運命をともにする覚かく悟ごを固められない限り、たやすく婚儀をあげることなど許されないのだ。

　しかし、ファの家には二名、スドラの家には九名しか家人がいない。これほど少数であるならば、血族に相応しいか否いなかを見極めるのも、比ひ較かく的てき容易であるはずだった。

　なおかつ、ファもスドラも日々の行いや今日の収しゆう穫かく祭さいで、その力をしっかりと示している。自分の家のことは置いておくとしても、バードゥ＝フォウがスドラの家と血の縁を結びたいと決心したところで、俺はまったく驚おどろく気持ちになれなかった。

（森辺の民は、そうやって家の名を残しているんだもんな）

　たとえばフォウの家には、十八名もの家人がいるという。それはルウの眷族でもルティムに次ぐレイの家と大差のない人数であったが、きっとフォウの家は力を失った眷族を吸収した上での、その人数であるのだ。ランを除くすべての眷族は、この数十年で力を失い、氏を捨てて親筋のフォウの家人となったのだろう。現実に、前回の家長会議においても三つの氏族が絶えたという報告が為されている。わずか一年で、三つの氏族が氏を捨てることになったのだ。

　いっぽうレイ家は、古き時代からルウ家の眷族であったのだと聞いている。だから、他の眷族を家人として吸収することなく、ただ婚こん姻いんのやり取りだけでその人数をキープできているのだった。

　親筋のルウ家が衰すい退たいしない限り、レイ家もまた衰退することはないだろう。しかしフォウ家は新たな血の縁を紡つむがない限り、ラン家だけを眷族として生きていくことになる。それではいずれ血が濃くなりすぎて、婚姻の相手にも困るようになってしまうはずだった。

（だからこそ、ファやスドラみたいに眷族の絶えてしまっている氏族が、婚姻の相手としては最適なんだ。ガズやスドラやベイムとかだと、どちらが親筋になるのかという問題が出てきてしまうし、何十人もの家人が血族として相応しいかを確かく認にんするのもひと苦労だもんな）

　しかし何にせよ、新たな血の縁を結ぶことさえできたなら、氏を後世に残すことはできる。スドラの家だって、それは同様だ。わずかなりとも未婚の人間は存在するので、それで血の縁を紡ぐことができる。よって――このままでいくと氏が絶えることが確定しているのは、ファの家のみなのだった。

　俺は何だか、どんどん感傷的な気持ちになってきてしまう。そこでまた、あちこちから声をかけられることになった。

「アスタ、休きゆう憩けいかい？　よかったら、こっちの料理も食べていきなよ」

「アスタ、かれーはもうこれっぽっちしか残ってないよ」

「アスタ、トゥール＝ディンを見なかったかい？　ぎばかつを揚げたいんだけど、まだあたしらはトゥール＝ディンほど上手にできないんでね」

　女衆だけで三十名以上もいるので、まだその名をすべて覚えられているわけではない。しかし誰もが、多かれ少なかれ見知った顔であった。

　俺にとっては、いずれも大事な森辺の同胞だ。たとえ血の縁がなくとも、それはかけがえのない存在である。もしもそんな彼女たちから、婚姻を望まれてしまったら――俺はきっと、申し訳なさでいっぱいになってしまうことだろう。

（ヴィナ＝ルウなんかは、数えきれないぐらいの申し入れを断ってきたって話だったよな。俺とは事情が異なるとしても、自分の都合で相手の好意をはねのけないといけないっていうのは、きっと大変な心労だったんだろう）

　だけど俺は、まだ訪れてもいない気まずさや後ろめたさのために、人を遠ざける気持ちにはなれなかった。異国の生まれで、男衆のくせに料理しか取り柄えがなく、そして誰を嫁よめに娶る気持ちもない――こんな変わり者でよろしければ、どうか仲良くしていただきたいと、そんな風に思ってやまないのである。

　それでもやっぱり、ユン＝スドラのことを考えると胸が痛くなってしまう。彼女に対してだけは、現時点ですでに気まずさや後ろめたさを感じてしまっている。俺なんかと関わり合いにならなければ、いつでも自由に伴侶を選ぶことができたのに――と、そんな風に思えてしかたがなかったのだった。

「……どうしたのですか、アスタ？」

　不思議そうに俺の顔を覗き込んできたユン＝スドラが、「あ」と可愛らしく眉まゆをひそめた。

「アスタのほうこそ、何だか申し訳なさそうな顔になっています。余計な気き遣づかいは不要ですよ、アスタ」

「いや、だけどさ……」

「勝手なことを述べているのは、わたしのほうなのです。こうしてアスタを悩なやませてしまっている時点で、悪いのはわたしなのですよ。……森辺においては、報むくわれぬ気持ちに執しゆう着ちやくするほうが悪いとされているのですからね」

　そんな風に言ってから、ユン＝スドラはふいににこりと微笑んだ。

「今のわたしが嫁入りを願っても、アスタは断るでしょう？　本来なら、それで終わっている話なのです。それでも気持ちを捨てきれず、はかない希望にすがっているのは、わたしの自分勝手な行いです。他の女衆が耳にしたら、誰もがわたしを叱しかりつけることでしょう」

「ユン＝スドラが、そんな風に自分を卑ひ下げする必要はないよ」

「卑下などしていません。ありのままの事実を語っているだけです」

　そうしてユン＝スドラは、彼女には珍めずらしく悪戯いたずら小こ僧ぞうのような表情を浮うかべた。

「でも、あえて言うなら、アスタもわたしと同じ過あやまちを犯おかしているのですよね。報われぬ気持ちに執着しているのは、わたしもアスタも一緒です。……だからアスタは、わたしのことなどよりも、自分の想い人について悩むべきだと思いますよ？」

　あちこちに焚たかれたかがり火に照らされながら、俺は少し頬を赤らめていたかもしれない。そんな俺の顔を満足そうに見やってから、ユン＝スドラはななめ前方を指し示してきた。

「あちらのかまどでは、何の料理を出していましたっけ？　ぱすたの仕事を再開させる前に、たくさん食べておきましょう」

「うん、そうだね」

　俺は小さく頭を振ふって、気持ちを切り替かえることにした。自分の発言で開かい催さいされることになった宴のさなかに、自分が気分を滅め入いらせていては話にならない。感傷的になるのは、せめて宴が終わってからにするべきであった。

　笑顔のユン＝スドラと一緒に歩を進めて、新たなかまどに近づいていく。ディップを使った焼き肉と野菜炒め、大量の肉団子、『ギバ・カレー』、『ギバ・カツ』ときて、次に現れたのはポイタン料理だ。ここには特に大きな台が置かれて、そこにポイタンの生き地じが山積みにされている。ただし、作り置きされていたのはギャマの乾かん酪らくを練り込んだ特別仕立ての焼きポイタンであり、鉄板で焼かれているのはお好み焼きであった。

　それらをひと切れずついただいて、さらに次なるかまどに向かうと、人ひと垣がきの外で何やら言い合いをしている人々がいた。誰かと思えば、ベイムの家長とフェイ＝ベイムである。家長にはまだきちんと挨あい拶さつをしていなかったので、俺たちはそちらに近づいていくことにした。

「おひさしぶりです、ベイムの家長。何か問題でもあったのですか？」

「ああ、アスタ。何でもないのです。ただ、家長がやたらと意固地になっているだけで……」

「意固地になどなっておらん。お前が勝手なことを言っているだけだ」

　ベイムの家長は、小こ柄がらで肉厚な体格をした壮そう年ねんの男衆であった。十九歳のフェイ＝ベイムが末妹であるのだから、きっと年ねん齢れいは四よ十そ路じを超えているのだろう。顔立ちは、少し平へい家け蟹がにに似ている。そんな父親の手を引っ張っていたフェイ＝ベイムが、仏ぶつ頂ちよう面づらで説明をしてくれた。

「あちらには甘あまい菓か子しが準備されているのですが、女衆と幼子が多いので、家長が近づこうとしないのです」

「だから、近づく理由がないと言っているのだ。そのようなものを食べなくとも、料理は他にいくらでもある」

「だって、家長は甘い菓子を楽しみにしていたのでしょう？　そんな意固地になって食べそこなって、あとで不機嫌になられても困ります」

　そうしてフェイ＝ベイムは、仏頂面のまま俺のほうを振り返る。ちょっと角張った顔の輪りん郭かくが、父親とよく似ているフェイ＝ベイムである。

「家長は城下町で、アスタの作る甘い菓子を口にしたそうですね。それでわたしも家の食事でポイタンやチャッチに砂糖をいれたりしてみたのですが、家長はいつも不満げなのです」

「ええと、ベイムの家長が口にした甘い菓子というと……たしか、ティマロと初お目見えしたときの晩ばん餐さん会かいだったから……ああ、チャッチ餅もちですね。チャッチ餅なら、今日も準備しているはずですよ」

　ベイムの家長はひくりと口もとを引きつらせたが、不機嫌そうな面持ちのまま、「ふん！」とそっぽを向いてしまう。

「けっきょくその甘い菓子とやらには、女衆や幼子ばかりが群がっているではないか。やっぱりあのようなものは、狩人の食べるべきものではなかったのだ」

「そんなことはないですよ。果実酒を楽しんでいる人たちは、後回しにしているのでしょう。甘い菓子を食べながら果実酒を口にすると、酸すっぱさが際きわ立だってしまいますからね」

「…………」

「ルウの家でも、ドンダ＝ルウたちは甘い菓子を喜んでいるそうですよ。特にチャッチ餅なんかは他の料理にはない食感をしているので、男衆にも喜ばれるものなのでしょう」

　ということで、俺もフェイ＝ベイムに加勢することにした。

「よかったら、一緒に行きましょう。俺もいちおう男衆ですしね。俺よりも菓子作りの巧たくみなトゥール＝ディンが一いつ生しよう懸けん命めいこしらえた菓子なので、ともに楽しみましょうよ」

　それでも渋しぶるベイムの家長をなだめつつ、俺たちはいざ人垣へと突とつ撃げきした。確かに女衆や幼子が多いようだが、若めの狩人もちらほらと姿が見える。それらの人々に挨拶をしながら、俺たちは木皿の置かれた台まで到とう達たつした。

　準備されているのは、チャッチ餅とポイタンの焼き菓子だ。チャッチ餅は、プレーンにカラメルがかけられたものと、カカオめいたギギの葉を使ったもの、それにカロン乳を使ったものの三種類が準備されている。焼き菓子は、プレーンとギギ風味の二種であるが、生クリームとカスタードクリームとギギクリームで三種のトッピングが準備されていた。

「これが、ちゃっちもちという菓子ですか。ずいぶん奇き妙みような形をしているのですね」

　率そつ先せんして手をのばしたフェイ＝ベイムが三種のチャッチ餅を家長に取り分けてから、自分も口にする。その小さめの目が、驚きに見開かれた。

「これは確かに、美味ですね……チャッチに砂糖をまぜていた自分を恥ずかしく思います」

「チャッチ餅は、作り方が特とく殊しゆですからね。今度の手ほどきで、作り方をお教えしますよ」

　食べてみると、確かにどのチャッチ餅も絶品であった。甘さはいずれもひかえめであるが、物足りないことはまったくない。トゥール＝ディンの性格をそのまま表したかのように、それは繊せん細さいで優やさしい味であった。

　同じものを口にしたベイムの家長は「ぐむう」とうなり声をあげてから、感情の定まらない面持ちで俺のほうを見やってくる。

「アスタよ、これはアスタ以外の女衆がこしらえたものなのか？」

「はい。ディン家のトゥール＝ディンが中心になってこしらえたものです。彼女は俺よりも、菓子作りの才覚に恵めぐまれているようなのですよ」

「ふむう……」

「それで、トゥール＝ディンがここまで食材の正しい分量を見定めてくれましたからね。あとはその教えの通りに作製すれば、誰でもこれに近いものを作れると思います。作り方そのものが難しいわけではありませんので」

　なおかつ、プレーンにカラメルであれば、食材もチャッチと砂糖だけで済む。それに、果実酒と同じ値段のカロン乳だって、そこまで贅ぜい沢たくな食材ではないだろう。一日でも手ほどきをすれば、フェイ＝ベイムも美お味いしいチャッチ餅で家族を喜ばせることができるはずであった。

「ああ、アスタ、ここにいたのか」

　と、低い位置から男衆の声がした。そこらの女衆よりも小柄な、ライエルファム＝スドラである。

「あ、どうも。お祝いのほうは終しゆう了りようですか？」

「うむ。ようやく解放された。さすがに八十名以上もいると、祝いの言葉を受けるだけで大ごとだな」

　ライエルファム＝スドラは焼き菓子をつまむと、口の中にそれを放り込んだ。そのかたわらに控えていたリィ＝スドラが、気品のある微びし笑ようを俺に向けてくる。

「リィ＝スドラも今日はお疲つかれ様さまでした。……お身体のほうは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい、もちろん。まだ日々の仕事が苦しくなるような時期ではありません」

　リィ＝スドラの妊にん娠しんが発覚したのは、黒の月の終わりのことだ。あれからもう三ヶ月以上が経過していることになるが、外見上にそこまで目立った変化は見られない。ましてや既き婚こんの女衆はゆったりとした一枚布の装しよう束ぞくを纏まとっているので、なおさらであった。

「でも、いささか匂においに対して過か敏びんになってきたようで、せっかくの骨ガラの煮汁も味わえないようになってしまいました」

「それはしかたのないことですよ。もう少し時間が経たてば落ち着くのではないでしょうか」

　などと、俺がうろ覚えの知識で慰なぐさめる必要もないだろう。彼女はすでに、二度ほど出産を経験しているはずなのである。

　リィ＝スドラは普ふ段だん以上に慈じ愛あいに満ちた面持ちで、そっとお腹なかに手を押し当てている。その姿を横目で見つめてから、ライエルファム＝スドラがまた俺たちに向きなおってきた。

「そういえば、その煮汁のことでアスタやユンたちを捜さがしていたようだぞ。ぱすたという料理を勝手に茹ゆでてしまっていいものか、判じかねている様子だった」

「そうですか。ありがとうございます。……それじゃあ、そろそろ戻もどろうか」

「はい、承知しました」

　俺たちはその場の人々に別れを告げて、もとの場所へと引き返すことにした。

　ルウ家での宴うたげよりも人口密度が高いので、そうした移動もひと苦労である。だいぶん酔よいの回ってきた男衆などとぶつかってしまわないように気をつけながら、俺たちはひたすら人波をかきわけた。

　そうしてようやく目的の地が見えてきたところで、目の端はしに金きん褐かつ色しよくの光がきらめいた。広場を囲むように設しつらえられたかがり火の下で、アイ＝ファが何者かと語らっていたのだ。

「あれは、棒引きの勇者であるジョウ＝ランですね」

　同じものを見つけたらしいユン＝スドラが、ちょっと潜ひそめた声でそのように述べてきた。

「勇者の席でも、あの男衆はしきりにアイ＝ファへと声をかけていたようですが……サリス・ラン＝フォウと同様に、あの男衆もアイ＝ファと縁のあるお相手なのですか？」

「いや、そういうわけではないみたいだよ。ただ、狩人としてのアイ＝ファに何か思うところでもあるのかもしれないね」

「そうですか」と言いながら、ユン＝スドラは何となく落ち着かなげな面持ちであった。日中にサリス・ラン＝フォウが見せていたのと、同じような表情だ。ジョウ＝ランがアイ＝ファに近づくとき、女衆は同じような反応を見せるようだが、何か俺にはわからない空気を感じ取っているのだろうか。

　アイ＝ファはいつも通り、凛りん然ぜんとした面持ちで対応している。ジョウ＝ランも、昼間と同じようににこにこと微笑ほほえんでいるようだ。これといって不ふ審しんなところはないし、あえて言うなら、アイ＝ファが気心の知れていない相手と二人きりで語らっている姿が珍しく思えるていどであった。

（……俺だって女衆と接する機会のほうが多いんだから、これぐらいで心を乱すのは器が小さすぎるよな）

　そのように考えながら、俺は自分の仕事を果たすべく、所定のかまどを目指す。そちらでは、パスタの再開を求める人々が大勢集まってしまっていた。
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「お待たせしました。どうぞお食べください」

　茹であがったパスタを木皿に移し、レテンの油で軽くほぐしてから、俺は台の上に供した。とたんにあちこちから手がのびてきて、パスタをすくい取っていく。

　初はつ挑ちよう戦せんでうまくいかない男衆には、女衆が手を貸していた。スドラやディンでは晩ばん餐さんでも供されているし、他の氏族の女衆も試食でさんざん味わっているので、パスタの食べ方には慣れているのだ。

「うむう。汁しるの中に沈しずめてしまうと、つるつる滑すべってまったくつかめなくなってしまうぞ」

　新たなパスタを鉄てつ鍋なべに投入し、ひと息ついたところでそんな声が聞こえてきた。見ると、リッドの男衆が木皿を抱かかえて大苦戦している。ということで、僭せん越えつながら俺もレクチャーをほどこすことになった。

「そういう場合は、こういう風にかき込んでしまえばいいと思いますよ。それで、汁と一緒にすすり込むのです」

「すすり込む……」

　やはり、「麺めんをすする」という行こう為いがひとつの壁かべとなってしまうようだ。しかたないので、俺はサリス・ラン＝フォウに新たなギバ骨スープを注いでもらい、実じつ践せんしてみせることにした。

　使うのは、先せん端たんを三み股またにした木き匙さじだ。深い切れ目を入れて、輪郭の丸いフォークのような形状に仕上げられている。俺は木皿のすぐそばに口を添え、その木匙でかき集めたパスタをずずずとすすってみせた。

　まるで幼子のようでお行ぎよう儀ぎは悪いかもしれないが、汁しる物ものの麺めん類るいをフォークで食するには、こうするしか道がない。本格的なギバ骨ラーメンの研究に取り組む前に、俺は箸はしの扱あつかいを普ふ及きゆうさせる必要性を強く感じていた。

　それにつけても、美味である。濃のう厚こうなギバ骨スープに、もちもちとした生パスタが実によく合っている。ギバの髄ずいまで溶とかし込んだスープは風味が強烈で、それにギバ肉と海草の出だ汁しの旨うまみが重なり、もう磐ばん石じやくだ。なおかつ、数時間もかけて煮に込こんだチャーシューは脂あぶら身みがとろとろで、肉もきわめてやわらかく仕上げられている。ティノやネェノンやナナールも、白はく濁だくしたスープに素す晴ばらしい彩いろどりを加えてくれていた。

「ああ、こいつは美う味まいな！」

　ようやく麺をすすり込むことに成功した男衆は、満面の笑えみを浮かべてくれていた。その間にも、大皿のパスタは見る見る減っていく。

（手加減せずに百人前を準備したのに、すごい人気だな）

　百グラムを百人前として、およそ十キロのパスタである。それを一キロずつ仕上げているのだが、残りはすでに三キロていどだった。

「アスタよ！　そちらの料理は、まだ残っておるのか？」

　と、いきなり大声で呼びかけられて、俺はびっくりしてしまった。振り返ると、とりわけ大おお柄がらな男衆が二名、立っている。ラッド＝リッドと、ゲオル＝ザザである。

「ザザの末まつ弟ていは、まだその料理を食べていないのでな！　こうして連れてきてやったのだ！」

　よく見ると、ラッド＝リッドの逞たくましい腕うでがゲオル＝ザザの逞しい首に掛かけられている。ゲオル＝ザザはうるさそうに眉をひそめつつ、されるがままになっていた。

「ええ、まだ三十人前は残っていますよ。すぐに準備しますので、少々お待ちくださいね」

　俺は大量のパスタを金かな網あみごとすくい上げ、よく水分を切ってから、それを大皿にぶちまけた。さらにレテンの油を加えて、ひっつきそうになるパスタを適度にほぐしてから、あらためて台の上に供してみせる。

「さあ、どうぞ。まずはギバ骨の煮に汁じるかタラパの煮汁を受け取ってください」

「もちろん、ギバ骨の煮汁だ！　タラパのほうも文句なく美味かったが、あの煮汁を食わせなければ話が始まらん！」

　大きな笑い声をあげながら、ラッド＝リッドはゲオル＝ザザをギバ骨スープのほうに引きずっていった。ますますダン＝ルティムもかくやという豪放っぷりである。それぞれルウとザザの眷族の家長である彼かれらであるが、酒を酌くみ交かわす機会などがあればものすごい勢いで意気投合しそうであった。

（いや、だけど今まではルウとスンの眷族としていがみ合ってたのかな。でも、ダン＝ルティムはディック＝ドムに対しても気さくな感じだったから、今ならきっと仲良くなれるはずだ）

　そんなことを考えながら、新たなパスタを準備していると、また別の一団が接近してきた。ルウ家の面々、ジザ＝ルウとレイナ＝ルウとリミ＝ルウである。リミ＝ルウが兄の手をしっかりつかんでいるのが、何やら微笑ましかった。

「お疲れ様です、アスタ。もう一杯ぱい、こちらの料理をいただいてもかまわないでしょうか？」

「うん、もちろん。さっきは半人前ぐらいの分量だっただろうから、遠えん慮りよなくどうぞ」

　俺おれがそのように答えると、レイナ＝ルウは「ほら」と言ってジザ＝ルウを振り返った。

「アスタもこのように言ってくれているでしょう？　何も遠慮はいらないと思います」

「しかし、客分である俺たちが余分に食べるべきではないだろう。これはあくまで、六つの氏族の者たちの祝しゆく宴えんであるのだ」

「そんなことないってばー！　駄だ目めなら駄目って、アスタはきちんと言ってくれるはずだもん！」

　元気に言いながら、リミ＝ルウはぐいぐいとジザ＝ルウの腕を引っ張っている。年ねん齢れい差さは十五歳さい、質量においては三倍ぐらいの開きがある兄きよう妹だいである。

「ええ、遠慮はご無用です。少なくとも、さきほどと同じ量を食べても食べすぎということにはならないはずですよ」

「…………」

「むしろ、全員が満足できるぐらいの量を準備したつもりなんです。大事な客人に我が慢まんなど強しいることになったら、それこそこちらの落ち度になってしまいますよ」

「べつだん、我慢などしていない」

　ジザ＝ルウがそのように答えると、妹たちが左右から「えーっ！」と声をあげた。

「ジザ兄、もっと食べたそうにしてたじゃん！　ぎばかつと同じぐらい気に入ったんじゃないのー？」

「そうです。ギバの骨の煮汁はまだわたしもシーラ＝ルウも作り方を体得していないので、次はいつ食べられるかもわからないのですよ？」

　ジザ＝ルウは糸のように細い目に感情を隠かくしたまま、無言である。鉄鍋の中にたゆたうパスタを攪かく拌はんしながら、俺はさらに笑いかけてみせた。

「ジザ＝ルウが遠慮をしてしまうと、レイナ＝ルウたちも口にすることができなくなってしまって気の毒です。見届け役としての仕事を果たすためにも、俺たちの宴料理をしっかり味わっていただけませんか？」

　すると、隣となりのかまどに煮汁をもらいに行っていたラッド＝リッドたちもようやく戻ってきた。

「おお、ルウの長兄もやってきたのか！　今からザザの末弟にこいつを味わわせるところであったのだ！　よければお前さんたちも、この喜びと驚きを分かち合ってやってくれ！」

　ジザ＝ルウはそちらを振り返り、いくぶんけげんそうに小首を傾げた。

「ザザの末弟は、少し見ぬ間にずいぶん酒が進んだようだな」

「うむ！　このようにでかい図ずう体たいをして、存外に酒の弱いやつでなあ」

「馬鹿を抜ぬかすな。お前が底なしなだけではないか」

　と、不満たらしくゲオル＝ザザがわめく。俺は気づくことができなかったが、どうやらゲオル＝ザザは酩めい酊ていしていたらしい。そういえば、足もとがちょっと覚おぼ束つかないようだ。そのゲオル＝ザザが、毛皮の陰に光る瞳ひとみを俺のほうにじろりと向けてきた。

「さあ、自慢の料理とやらを食わせてみるがいい。これだけ大口を叩たたいたのだから、さぞかし美味なのだろうな？」

　大口を叩いていたのはラッド＝リッドなのであるが、とっておきの料理であることに違ちがいはない。俺は「どうぞ」と大皿の上のパスタを示してみせた。

　ゲオル＝ザザは鼻息も荒あらく、パスタの山に三股の木匙を突きたてる。が、茹でたてのパスタはするするとその間を滑り落ちていってしまった。

「あー、これはね、くるくるーっと巻き取るんだよ」

　リミ＝ルウがその手を取ってパスタ捕ほ獲かくの扶ふ助じよを試みると、ゲオル＝ザザはうろんげに顔をしかめた。

「何だ、お前は。ずいぶんなれなれしい幼子だな」

「だって、へたくそなんだもーん」

　ゲオル＝ザザの武骨な手に指先を添えたまま、リミ＝ルウはにっこりと微笑みを返す。ゲオル＝ザザは眉をひそめたまま、その笑顔と木匙の先端に巻き取られたパスタの塊かたまりを見比べた。

「それでね、煮汁につけて食べるの。煮汁をいーっぱいつけたほうが美味しいと思うよー」

「…………」
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「あっ、ぜーんぶ沈んじゃった！　そしたらねー、こうやって木匙ですくいながら食べるの」

「えい、なれなれしい上にやかましい幼子だな！」

　ゲオル＝ザザはやけくそのように木皿のパスタをすすり込むと、煮汁の熱さに目を白黒させてから、やがてその顔に強い戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「……何なのだ、この煮汁は？」

「これは、ギバの骨を煮込んだ汁です。タウ油や海草の乾かん物ぶつなど、ちょっと高価な食材もふんだんに使っておりますが」

「ギバの骨……そんなものを、料理に使っているのか？」

「はい。今回使ったのは、足と背中の骨ですね。北の一族は頭骨やあばら骨を兜かぶとや飾かざり物に使っているようですが、足と背中の骨なら料理に使っても問題はないのではないでしょうか」

　ゲオル＝ザザは無言のまま、ずるずるとパスタをすすり続けた。そのかたわらで、ラッド＝リッドのほうはもちろんご満まん悦えつの表情である。

　その両名の姿を見やってから、リミ＝ルウはジザ＝ルウの手をくいくいと引っ張った。ジザ＝ルウが溜息をつきながら許しを与あたえると、「わーい！」とリミ＝ルウが飛んでいき、それでルウ家の面々もようやくギバ骨スープパスタを食することがかなった。

　他の人々もただ見物していたわけではないので、やはりパスタは変わらぬ勢いで減っていっている。俺はとうとう最後の十人前に手をつけることになった。

「こちらの料理は、残りわずかです！　まだ食べていない人がいたら、ぜひ食べてみてください！」

　俺の呼び声に、またわさわさと人々が寄ってくる。しかし誰だれもが、すでに一度は口にした様子だ。それでも人々は、期待と喜びに瞳を輝かがやかせていた。宴料理を任されたかまど番として、俺も感無量である。

「そういえば、アイ＝ファはどこに行ったんだろー？」

　と、自分の分を食べ終えたリミ＝ルウが俺に問うてきた。

「さっき、あっちのほうで見かけたんだけどね。それ以降は、姿を見てないかな」

「ふーん。アイ＝ファがアスタの近くにいないなんて、珍しいね？」

　いくぶんおかしな感じに心臓をバウンドさせつつ、俺は「そうだね」と笑い返してみせる。

「でも、これだけたくさん人がいるからね。普段あんまりアイ＝ファと喋しやべる機会のない人たちに囲まれちゃってるんじゃないかな」

「そっか。それなら、しかたないね」

　リミ＝ルウは、嬉うれしそうに目を細めて微笑んだ。リミ＝ルウがこれほどまでに喜んでいるのだから、俺もアイ＝ファが多くの人々と縁えんを結びなおせたことを寿ことほぐべきなのだろう。それでも心のどこかにわだかまりが生じてしまうのは、やはりアイ＝ファがジョウ＝ランと語らっている姿しかまともに見ていないためなのだろうか。

（まいったな。器が小さいにもほどがあるぞ）

　俺はつい先日も、アイ＝ファがダルム＝ルウを「可愛い」と評したことに心を揺ゆらしてしまった。アイ＝ファがどういう人ひと柄がらであるかをわきまえていれば、それぐらいのことで心を揺らす必要はないはずであるのだが――どうにも、よくない兆候であった。

　そうしてルウ家のメンバーやゲオル＝ザザたちは、新たにやってきた人々に押おし出される格好で俺の前から消えていった。

　俺はそれらの人々とも言葉を交わし、今日という日の喜びを分かち合いつつ、隙すきを見てはアイ＝ファの姿を捜し求もとめた。しかしアイ＝ファの姿は見当たらず、その前に最後の十人前も茹であがってしまった。

　これで、俺の仕事は終了だ。俺が視線を動かすと、それを待ちかまえていたかのようなユン＝スドラと目が合った。

「お疲れ様です、アスタ。これでぱすたがなくなったら、タラパや煮汁の鉄鍋はポイタンのほうに移動させればよいのですよね？」

「ああ、うん。むこうもそろそろお好み焼きのタネは尽つきるだろうから、そうしたらそのかまどを使ってもらえるかな？」

「はい。そのときには別の女衆が交代してくれるでしょうから、アスタも宴をお楽しみください」

「うん、ありがとう」

　俺はユン＝スドラに頭を下げて、かまどの火の始末をしてから、その場を離れた。

　人混みを避さけ、広場の外側から辺りを一望してみるが、アイ＝ファの姿は見当たらない。最後にアイ＝ファを見たかがり火のところまで足を向けてみたが、そこでは別の若い男女が親密な雰ふん囲い気きで語らっていた。

　女衆は、宴うたげ衣い装しように身を包んでいる。もともと恋こい仲なかであったのか、この夜に初めて恋心が生まれたのか、とにかくおたがいに婚姻を求めているとしか思えない距きよ離り感であった。

　それを尻しり目めに、俺は広場の外周を早足で進む。

　心臓が、妙みように高鳴ってしまっていた。

　アイ＝ファが狩人としての力量を見せつけたこのような日に嫁入りを願われるとは思えないし、また、それを願われたところでアイ＝ファが応じるわけもない。そんなことはわかりきっているのに、やっぱり俺は心を乱してしまっていた。

　そうして、広場の周りを半周ほどしたとき――横手の暗がりから「アスタ」と呼びかけられた。

　振り返ったその先に、アイ＝ファがたたずんでいる。どことはなしに、憂いを帯びたたたずまいだ。かがり火の明かりが届くか届かないかという暗がりで、アイ＝ファは無人の家の壁にもたれて、俺を静かに見つめていた。

「アイ＝ファ、こんなところにいたのか」

　俺はすぐさまアイ＝ファのそばに駆かけ寄って、あたりの暗がりを見回した。

「……何故なぜそのようにせわしなくしているのだ？」

「いや、誰かと一緒だったのかなと思ってさ」

「誰もおらん。リッドの家長がやたらと酒をすすめてくるので、少し酔ってしまったのだ。それをさますために、ここで涼すずんでいた」

「ああ、そうなのか……」

　確かにアイ＝ファは少しけだるげであったが、それ以外におかしなところはなかった。暗がりの中で、青い瞳は静かにきらめいている。

「……でも、せっかくの宴なのに、こんなところに一人でいたのか？」

「ついさきほどまでは、スドラの家長やチム＝スドラと語らっていた。その前は、やたらと女衆に追い回されてしまっていたな」

　そのように語りながら、アイ＝ファはずるずると座すわり込んでしまった。

「喋りすぎて、いささか疲れた。他の者と縁を紡ぐのは、もう少し休んでからでもよかろう」

「うん、そうだな」

　俺もアイ＝ファのかたわらに腰こしを下ろして、その横顔をあらためて見つめた。

「アイ＝ファ、その前にはジョウ＝ランと語らってたよな？」

　アイ＝ファは、いぶかしげにこちらを振り返る。

　その瞳を真まっ直すぐに見つめ返しながら、俺は言った。

「正直に言うと、そのときのアイ＝ファたちの様子が気にかかってたんだ。べつだんおかしな雰囲気ではなかったけど、なんていうか、その……俺はまだ、ジョウ＝ランって男衆の気質がわかっていないからさ」

「そのようなものは、私にもわからん」

　アイ＝ファは自分の膝ひざに頬ほお杖づえをつき、ほんの少しだけ唇くちびるをとがらせた。

「まあ、誰が相手でもそれは変わらんがな。これまでまともに言葉を交わしたことのない人間が大半であるのだから、それが当然であろう。……その中で、あのジョウ＝ランという男衆は、確かに一番つかみどころがない人間であるのかもしれん」

「ああ、アイ＝ファもそう思うのか」

　俺は心臓をどきつかせつつ、さらに問うてみた。

「けっこう彼とは長い時間話していたみたいだけど、どんな話をしていたんだ？　嫌いやじゃなければ、聞かせてほしい」

　アイ＝ファは眉をひそめつつ、空いているほうの手でがりがりと頭をかき回した。

「……あやつには、女衆としての私を好いているのだと告げられた」

「…………ッ！」

「しかし、狩人としては自分のほうが未熟であるのだから、これでは嫁よめ取とりや婿むこ入いりを願うこともかなわない。いずれ私を超こえる力量を身につけることができたならば、あらためて婚姻の申し入れをさせてほしい、とのことだった。……変わった話といえば、それぐらいだな」

「そ、それでアイ＝ファは、なんて返事をしたんだ？」

　俺の言葉に、アイ＝ファはいっそう唇をとがらせる。

「……そのようなことを、わざわざ口で語らねばならんのか？」

「いや、大筋の部分では理解してるつもりだけど……それでもやっぱり、どういう言葉を返したかは気になるじゃないか？」

　アイ＝ファはもう一度頭をかき回してから、頬杖をやめて自分の両膝を抱え込んだ。顔の下半分がしなやかな二にの腕に隠され、視線も正面に向けられてしまう。

「……仮にジョウ＝ランが私を超える力量を身につけても、嫁取りや婿入りの話に応じるつもりはない、と答えておいた」

　やがてアイ＝ファは、低い声でそのように言い捨てた。

「私は狩人として生きる道を選んだのだから、誰を伴はん侶りよに迎むかえるつもりもない。……そして……」

「……うん？」

「仮に……万が一にも、私が狩人としての力を失って、女衆として生きていくことを余よ儀ぎなくされたとしても……伴侶となる相手はすでに定められている、と答えておいた」

　俺は――心臓を直接殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　夜目にもはっきりとわかるほど、アイ＝ファの目の周りが赤くなっている。

「……お前とて、ユン＝スドラにはそのように答えていたのだろうが？」

「う、うん、そうだけど……」

「相手が真情をさらけ出したのだから、こちらも真情で応じるのは礼れい儀ぎであろう。だからお前の行動は正しいと思えたし、私もそのように振る舞まうと決めたのだ」

「そうか……」

　胸中にあふれかえる激情を懸けん命めいに抑おさえつけながら、俺はアイ＝ファの横顔を一心に見つめ続けた。

　すると、「何をじろじろと見ているのだ！」と怒ど鳴なりつけられてしまう。

「あ、いや、こっちを見てないのによくわかったな？」

「そんな間近から視線を向けられて、気づかぬ狩人がいるか！　いいから、私を見るな！」

「わ、わかったよ」

　俺は無理やりアイ＝ファのもとから視線を引き離はなし、広場のほうへと向きなおった。

　かがり火と儀ぎ式しきの火に照らされつつ、人々は変わらずに祝宴を楽しんでいる。料理も七割がたはなくなった頃ころ合あいかもしれないが、宴はまだまだたけなわだ。誰もが喜びの声をあげ、果実酒を酌み交わし、残った料理に舌した鼓つづみを打っている。

「……もうじきに、娘むすめらが舞まいを踊おどり始めるのであろうな」

　やがて、アイ＝ファがぽつりとつぶやいた。声だけを聞いていれば、普段通りの落ち着きだ。

「これで新たに、血の縁が結ばれるのかもしれん。もともと血族であったフォウとラン、ディンとリッドはもちろん、スドラがその中に加わるのも至し極ごく当然のことであろう」

「ああ。それでこそ、一いつ緒しよに収穫祭を開いた甲か斐いがあるってもんだよな」

「……しかし私たちは、その輪には加われぬ身だ。お前が報われぬ気持ちなどを打ち捨てて、別の女衆を娶めとる覚悟でも固めぬ限りはな」

「うん、あるいはアイ＝ファが、余よ所その氏族の男衆を――痛い痛い痛い！」

　みなまで言わさず、アイ＝ファは俺の頬ほおをつねりあげてきた。

「痛いってば！　何だよ！　あくまで仮定の話だろ！」

「絶対に起こり得ない仮定の話など、口にする意味はない」

「だったら、俺が他の女衆を娶ることだって絶対にありえないよ」

　痛めつけられた頬をなでながら、俺は言い返す。

「天地がひっくり返ったって、俺がアイ＝ファ以外の女衆に――うわ、わかったわかった。これ以上は勘かん弁べんしてくれ」

「ふん！　……とにかく私たちは、あの者たちとは血の縁を結べぬ身であるのだ」

「うん。俺もそいつをちょっとばかり気まずく感じたりしちゃったけどな。でも、よく考えたら、ディンやリッドだってそうそう簡単にフォウやスドラと血の縁は結べないだろうし、そこまで気にかける必要はないのかなと思いなおしたよ」

　それは、俺の本心であった。

「そもそも俺は、直接的な血の縁がなくっても、森辺の民はもっとおたがいに友ゆう誼ぎを深めるべきだと思ってるし、そのためにこそ、収しゆう穫かく祭さいで喜びを分かち合いたいって思いついたわけだしな」

「うむ……」

「俺たちには、たくさんの友がいる。いちいち数えあげたらキリがないぐらいだ。こんなにたくさんの人たちを大事な友と呼べることを、俺はとても誇ほこらしく思っているよ」

「うむ」と、アイ＝ファも満足げにうなずいてくれていた。

　あの明かりの中には、アイ＝ファにとっても大事な友であるサリス・ラン＝フォウやリミ＝ルウたちもいるのだ。他に血族を持たない俺たちこそ、その大事さは誰よりも理解できているはずであった。

「それじゃあ、そろそろ戻ろうか。リミ＝ルウもアイ＝ファと喋りたがってたぞ」

　そのように言いながら、俺は腰を浮かそうとした。

　が、アイ＝ファに手首をつかまれて、引き戻されてしまう。

「待て。私はまだ疲れている。お前と違って、あまり大勢の人間と口をきくのは慣れていないのだ」

「ああ、そうか。それじゃあ、もうちょっとだけ休んでいくか？」

「うむ。夜は長いのだから、何も急ぐ必要はあるまい」

　手首をつかんでいたアイ＝ファの指先が、おずおずと俺の指先をまさぐっている。これは許されることだろうか、と躊躇ためらっているかのような動きだ。

　その指先を、俺はそっと握にぎってみせた。

　アイ＝ファの指先も、ほっとしたように同じ力で握り返してきた。

「アイ＝ファには、勇者の草くさ冠かんむりがよく似合ってるな」

「……うむ？」

「あらためて、おめでとう。アイ＝ファが勇者に選ばれたことを、俺は誰よりも誇りに思っているよ」

「何だ。夕刻にも同じような言葉は聞かされたと思うが」

「いや、最後の勝負で応おう援えんの声をあげられなかったことを、謝あやまっておこうと思ってな。二人の動きが目まぐるしすぎて、声をあげる間もなかったんだよ」

　俺の言葉に、アイ＝ファはふっと微笑をもらす。

「……べつだんそのようなことで、お前を責めたりはしない」

「ええ？　昼間とずいぶん言ってることが違うじゃないか」

「それとこれとは、話が別だ。私が闘とう技ぎの勇者となり、お前がどれだけ喜んでくれていたかは、顔を見ればすぐにわかった」

「そうか。それならいいんだけどさ」

　そうして俺たちは、指先だけでおたがいの体温を感じながら、同じ光景を見つめ続けた。

　あと数分だけ、二人きりで過ごすことを許してもらおう。

　その後は、またあの光の中で、大事な人たちと喜びを分かち合うのだ。

　こんな輝かしい日をともに迎えることができて、どれほど幸福な気持ちを抱いだくことができているか――口には出さないまま、俺たちはおたがいの体温だけでそれを確かく認にんしあうことができていた。







箸休め　～ジェノス城の祝賀会～







　ジェノスの城にて開かれた、闘技会の祝賀会――

　族長にして父親たるドンダ＝ルウの供としてこの場に参じたルド＝ルウは、何とも言えない心ここ地ちでその時間を過ごしていた。

　ルド＝ルウはこれまでにも、何度か城下町に参じている。しかし今回は、あまりに規模が違ったのだ。大勢の貴族たちが行き交うその場所は、ルウの集落の広場に負けないぐらい広々としており、それこそ百名以上の人間が詰つめ込まれている様子であった。

　壁も天てん井じようも石造りで、すでにとっぷりと夜も更ふけているはずであるのに、その広大なる空間は昼間のように明るく照らし出されている。そんな中で、きらびやかな宴衣装に身を包んだ貴族たちがさんざめきながら、宴を楽しんでいるのだ。その姿を目で追っているだけで、ルド＝ルウは悪わる酔よいしてしまいそうだった。

（だけどまあ、俺たちに悪さをしようって人間はいねーみたいだな）

　そんな風に考えながら、ルド＝ルウはかたわらの同どう胞ほうへと視線を向ける。そこでは分家のシン＝ルウが、若き貴族レイリスと語らっていた。

　いや、語っているのはレイリスのほうばかりであったかもしれない。彼はさきほどから熱っぽく瞳を輝かせながら、シン＝ルウがどれだけ立派な剣けん士しであるか、自分がどれだけ至らない人間であったかを、一方的にまくしたてていたのだった。

「森辺の狩人かりうどがどれだけ卓たく越えつした力量を備え持っているものか、わたしはこの身で思い知ることになりました。メルフリード殿どのをも打ち負かしたシン＝ルウ殿は、まぎれもなくジェノスの『剣けん王おう』です。シン＝ルウ殿と剣を交えられたことを、わたしは心から栄えい誉よに思っています」

　シン＝ルウは普段通りの落ち着いた面おも持もちで、その言葉を聞いている。その横には、森辺の宴衣装を纏ったララ＝ルウがぴったりと寄り添そっていた。そちらはいくぶん、疑わしげな面持ちである。

「わたしの父ゲイマロスが、どうしてああまで森辺の狩人を恐おそれたのかも、今であれば理解することができます。もちろんそれで、父の犯おかした罪が許されるわけではないのですが……わたしは父と同じ間ま違ちがいを犯すことなく、正々堂々と森辺の狩人に打ち勝てるように修練を積む所存です」

「……それじゃああんたは、またシン＝ルウに力比べを挑いどもうっての？」

　ララ＝ルウがすかさず言葉をはさむと、レイリスは「はい」とうなずいた。

「それはもちろんかなうことであれば、来年の闘技会にも出場していただきたく思いますが……やはりシン＝ルウ殿には、ご迷めい惑わくなのでしょうか？」

「迷惑なことはないが、約束はできん。森辺ですべてを決するのは、族長たちだからな」

　そんな風に答えてから、シン＝ルウはわずかに口もとをほころばせた。

「ともあれ、レイリスと正しい縁を結べたことを、嬉しく思う。いや、俺はあの闘とう技ぎ場じようという場所でレイリスと向かい合っていたときから、ずっと嬉しく思っていた」

「とは、どういう意味でありましょう？」

「お前の剣には、怒いかりも憎にくしみも感じられなかったのだ。俺は森辺で行う力比べのときと同じ心地で、お前と剣を合わせられたように思う」

　その言葉を聞いて、レイリスは目を潤うるませてしまった。

「ありがとうございます。シン＝ルウ殿は……剣士としてだけでなく、人間としても素晴らしい御お方かたなのですね」

「俺など、そんな大層なものではない」

「いえ。きっと、そうなのです」

　レイリスは、まるで恋こい慕したう相手を見るような目で、シン＝ルウのことを見ていた。サトゥラス伯はく爵しやく家けで行われた和わ睦ぼくの晩ばん餐さん会かいにおいて、彼はシン＝ルウのことを仇きゆう敵てきのようににらみつけていたはずであったのだが、まるで別人のごとき様相である。

（ま、丸く収まったんなら、それでいーか）

　ルド＝ルウがそのように考えたとき、新たな人ひと影かげがこちらに近づいてきた。大柄な男衆と、宴衣装の女衆――ザザ本家の姉し弟てい、ゲオル＝ザザとスフィラ＝ザザである。

「お前たちは、こんなところにいたのか。俺にも挨あい拶さつをさせてもらおう」

　ゲオル＝ザザは狩人の衣ころもを脱ぬがされていたので、その顔が酒気に染まっているのが見て取れた。右目の上にある古傷も、くっきりと赤く染まっている。

「ああ、ゲオル＝ザザ殿……お身体のほうは、もう大丈夫でしょうか？」

　レイリスがそんな風に答えると、ゲオル＝ザザはたちまち眉まゆを吊つり上げた。

「あれしきのやりあいで、身体がどうにかなるものか。……俺を打ち負かして、さぞいい気分なのであろうな」

「そのようなつもりはありませんでした。何か誤解を与えてしまったのなら、お詫わびいたします」

　レイリスが優美な仕草で一礼すると、ゲオル＝ザザはいっそう険悪な形相となり、それを抑えるように姉のほうが声をあげた。

「わたしは剣けん術じゆつのことなど何もわからない女衆ですが、あなたの力量は見事であったと思います」

「ありがとうございます。ええと、あなたは――」

「わたしはゲオルの姉で、スフィラ＝ザザと申します」

「スフィラ＝ザザ。お会いできて光栄です。とてもお美しいお姿ですね」

　スフィラ＝ザザもまた、森辺の宴衣装であったのだ。が、ルド＝ルウが予想した通り、彼かの女じよは鋭するどく目を細めて文句を言いたてた。

「……そちらに悪気はないのでしょうが、森辺においてむやみに容姿を褒ほめそやすのは習わしにそぐわぬ行いとされています。もしも森辺の民と正しき縁を紡つむぎたいという考えをお持ちでしたら、そのように思おぼし召めしください」

「それは失礼いたしました。むろん、リーハイム殿と同じ過あやまちを犯すつもりはありません」

　そう言って、レイリスは穏おだやかに微笑んだ。そういえば、この若者はルド＝ルウの姉であるレイナ＝ルウと悶もん着ちやくを起こしたリーハイムの従兄弟いとこなのである。

「それで？　お前たちは、いったい何を語らっていたのだ？」

　ゲオル＝ザザが口をはさむと、レイリスは同じ面持ちでそちらに向きなおった。

「はい。来年の闘技会にもぜひご出場くださいと、シン＝ルウ殿に願っていたところです」

「なに？　俺を差し置いて、そのような話をしていたのか？」

　ゲオル＝ザザは、爛らん々らんと光る目でシン＝ルウとレイリスを見比べる。

「なるほど。ジェノスの貴族に二度までも敗れた俺に、用はないというわけか。そうまで俺をないがしろにしようという心づもりならば――」

「誰もそんなこと言ってねーだろ？　ちっとは落ち着けよ」

　ルド＝ルウが気安く声をあげると、ゲオル＝ザザはものすごい勢いで振ふり返ってきた。

「誰だ、お前は？　ルウ家の家人か？」

「ああ。ルウ本家の末弟で、ルド＝ルウってもんだよ。きちんと挨拶をするのは、初めてのはずだなー」

「ふん！　どうしてお前のような小こ僧ぞうが、この場に参じているのだ？　家長の供には、相応の力を持つ狩人が参じるものであろうが？」

「次じ兄けいのダルム兄は、愛あい想そがねーからなー。城下町に同行させるには、俺のほうが相応だって考えたんじゃねーの？」

　すると、黙だまって話を聞いていたシン＝ルウも「うむ」と声をあげた。

「それにルド＝ルウは、家長の供に相応ふさわしい力量も有している。ルウの血族の力比べで、八名の勇者に選ばれる力量であるのだからな」

「なに？　このように小さな小僧がか？」

「小さいと言っても、俺たちよりひとつ年若いだけだ。……そして俺は、いまだルド＝ルウに力比べで勝てた例ためしがない」

　ゲオル＝ザザとレイリスが、同時に驚おどろきの声をほとばしらせた。

　そんな中、スフィラ＝ザザは「ああ」と沈ちん着ちやくに声をあげる。

「思い出しました。紫むらさきの月の収穫祭で、あなたは確かに八名の勇者に――いや、さらに最後の四名まで勝ち抜いていましたね」

「あー、あの頃ころはスフィラ＝ザザも客人としてルウの集落に居ついてたんだっけか。でも、その後はガズラン＝ルティムに負けちまったんだよなー」

「そうか！」と、ゲオル＝ザザは自分の手の平に拳こぶしを打ちつけた。

「俺も思い出したぞ。ルウの家長のドンダ＝ルウのみならず、それと互ご角かくの力を持つというルティムの先代家長とやらも、その頃は深手を負っていたはずだ。だからお前のような小僧でも、そこまで勝ち抜けたというわけか」

「いや、違う。ルド＝ルウはその前の収穫祭でも、八名の勇者に選ばれていた。ドンダ＝ルウとダン＝ルティムが加わった力比べにおいても、その力を示すことができたのだ」

　シン＝ルウが、いくぶんむきになった様子で言いつのった。

「少なくとも、俺やお前よりも力のある狩人であることに疑いはない。また、俺はルド＝ルウに追いつくことを目標にしているのだから、その力を侮あなどられることは不快に思う」

「あなたは、シン＝ルウ殿が目標にされるほどの御方であったのですか……」

　レイリスまでもがそのように言いたててきたので、ルド＝ルウは苦く笑しようすることになった。

「別に、大した話じゃねーよ。俺はまだ、親おや父じにもジザ兄にもダルム兄にも、ダン＝ルティムにもガズラン＝ルティムにも勝てたことがねーんだからな。お前らだって、誰にも負けない力をつけるために修練を積んでるんじゃねーの？」

「…………」

「そんでもって、今日の力比べで最後まで勝ち抜いたのはシン＝ルウなんだ。俺なんかより、シン＝ルウを祝福するべきだろうがよ」

「……そうですね。わたしはまた、自分の至らなさを思い知らされた心地です」

　レイリスは感じ入ったようにつぶやきながら、一礼した。

　そうして顔を上げると、そこには朗ほがらかな笑みがたたえられている。

「そして、森辺の方々がどれだけ清せい廉れんなお心をお持ちであるかも、思い知らされました。父との悪あく縁えんから生じたご縁ですが、あなたがたと絆きずなを深められたことを心から喜ばしく思います」

「堅かたっ苦しいなー。ま、いかにも貴族っぽいけどよ」

　そう言って、ルド＝ルウも笑ってみせた。

　レイリスは、ルド＝ルウが想像していた以上に真っ直ぐな気き性しようをしているようである。うじゃうじゃと満ちあふれた貴族たちの姿を見回していると悪酔いしそうだが――案外、一人ずつ言葉を交わせば、それぞれに好ましい部分を発見できるのかもしれなかった。

（それにしても……アスタのいない場所でこんな風に貴族と絆を深められるってのも、なかなか不思議な気分だな）

　しかしそれも、アスタが森辺に出現したことによって切り開かれた道であるのだろう。

　今いま頃ごろアスタは、ファの家でアイ＝ファとともに晩ばん餐さんを食している頃合いであろうか。

　石造りの建物に押し込められて、窮きゆう屈くつな気分に変わりはなかったが――それでもルド＝ルウは、どことなく満ち足りた心地も得ることができたようだった。
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古き血の末裔







　シリィ＝ロウは、ひとり為なすすべもなく立ちすくんでいた。

　森辺の集落における、祝宴のさなかのことである。その日にはジェノスの町からも大勢の人間が招かれており、シリィ＝ロウもその一人であった。シリィ＝ロウは森辺の料理人がどれだけの調理技術を有しているかを探さぐるために、この祝宴に参席する決断を下したのだった。

　それがどうして、このような事態に陥おちいってしまったのか――事の発ほつ端たんは、宿場町から出向いてきたユーミという娘であった。旅芸人なる者たちが楽器の演奏を始めると、ユーミが「一緒に踊ろうよ！」などと言い出して、自分を広場の真ん中にまで引っ張り出してしまったのだ。

　シリィ＝ロウは、舞ぶ踏とうのたしなみなど持ち合わせていない。いっぽうのユーミは舞踏家のようにひらひらと踊っていたので、それに手をつかまれたシリィ＝ロウは小川を流れる落ち葉のように翻ほん弄ろうされるばかりであった。そうしてシリィ＝ロウが我を失っている間に、ギバの肉が焼けたという声が届けられると、ユーミはさっさとそちらに駆け去ってしまったのである。

　気づけばシリィ＝ロウは、広場の真ん中で孤こ立りつ無む援えんであった。

　シリィ＝ロウの周囲では、森辺の民たちが早足で行き来している。迂う闊かつに動けば、突き飛ばされてしまいそうな勢いだ。それはまるでトトスの詰め込まれた小屋の中にでも放り出されてしまったような心地であり、シリィ＝ロウはどうすることもかなわなくなってしまったのだった。

　見知った顔を探そうとするが、人影が邪じや魔まになってそれも難しい。かがり火しか焚たかれていないこのような場で、どうしてそんなにひょいひょいと動くことができるのか。野の獣けもののような眼光を持つ森辺の民に囲まれて、シリィ＝ロウはその場にうずくまってしまいたいような気持ちにとらわれてしまっていた。

　シリィ＝ロウは、城下町の民なのだ。石いし塀べいで守られた城下町に、無法者というものはほとんど存在しない。身分のあやしきものは足を踏ふみ入れることが許されないのだから、それが当然だ。そんな安全な城下町で生まれ育ったシリィ＝ロウにとって、この場は剣けん戟げきの響ひびく戦地と変わらぬぐらい恐ろしいように思われた。

（しかもここは、モルガの山の麓ふもとなんだ……）

　そのように考えると、膝から崩くずれ落ちそうになってしまう。シリィ＝ロウの家においては、とりわけモルガの恐ろしさが伝えられていたのである。

　シリィ＝ロウは、旧家の生まれであった。西の王国においては、古き血の民と称しようされる一族だ。シリィの名に冠かんされたロウという氏が、その証あかしであった。

　数百年前に王国セルヴァが建国されたとき、それに従う人間は氏を捨てた。ゆえに、今でも西の王国において氏というものを有しているのは、領地を持つ貴族の人間と、古き血の民の末裔――王にまつろわぬ自由開かい拓たく民みんの末裔だけであるはずなのだった。

　もっとも、数百年が経過した現在、自由開拓民というのはとりたてて迫はく害がいされているわけでもない。もう少し王都に近い地であるならば蛮ばん人じんとみなされることもあるのかもしれないが、少なくとも、このジェノスにおいては他の民と同様に扱あつかわれているはずであった。

　そもそもこの地は、自由開拓民が切り開いた土地であったのだ。それを二百年ほど前に、王命を受けたジェノス伯はく爵しやくとその血族たちが占せん領りようし、支配してしまったのである。

　それは、この地に大きな川が流れ、作物を育てるのに適した土地が残されていると、王国の人間に知られてしまったためであった。それまでは、開拓民たちも細々と暮らしていたのだという。確かにラントとタントの川は大きかったが、数百名ていどの人間では土地を切り開くのにも限界があったし、無理をせずともつつましく生きていくことはできたのだろう。食用に堪たえうる魚がとれないのでキミュスを育て、アリアやフワノやママリアを必要なだけ育て、ときおり訪おとずれる行商人から塩や必要な生活品を買い求め、きわめてひそやかに暮らし続けていたのだという話であった。

　その平へい穏おんな暮らしが、二百年前に打ち破られることになった。ジェノス伯爵が率いる数千もの兵と、さらに多くの民たちに押し寄せられて、あっという間にこの地は支配されてしまったのだ。せいぜい畑の収しゆう穫かくや村娘を狙ねらう野や盗とうぐらいしか相手にしてこなかったこの地の開拓民たちに、あらがうすべなどあろうはずもない。この地を去るか、それとも王国の民として生きていくか、好きなほうを選ぶべしと詰め寄られて、過半数は後者を選んだ。ロウの家も、そのうちのひとつなのだった。

　ただしロウの家は、その中でもとりわけ協力的な姿勢を見せていたらしい。どちらかというと下げ賤せんに見られていた自由開拓民でありながら、のちのちは城下町の民となることが許されたのだ。数百名にも及およんだ自由開拓民の中で、それが許された氏族は片手の指で済む数しか存在しなかった。

　ともあれ、ジェノスの町はこの二百年でこれほどまでに発展した。あちこちの町から大勢の人間が流れてきて、現在の民の数は十万とも二十万とも言われている。ジェノス伯爵家は侯こう爵しやく家に改められて、騎き士し階級であったトゥラン、サトゥラス、ダレイムの三家にも爵位が与えられることになった。シムやジャガルとの交易も栄え、今ではセルヴァにおいても指折りの豊かな領土である――とされている。

　思うに、ジェノス家というのは、ほとんど王都を追放される格好でこの地にやってきたのだろう。セルヴァにおいて、伯爵以上の家には領土が与えられているはずなのだ。その領土をセルヴァ王家に没ぼつ収しゆうされ、新たな領土は自分たちの手でつかみ取るべし――と、領民ともども追放されたに違いない。その怒りや無念が力となって、このジェノスの町をここまで発展させたのだろうと思う。今ではひそかにその力を王都の人間に恐れられているほどであり、三家に爵位を与えたのも、ジェノス侯爵ただ一人がその力と豊かさを自由にはできぬようにするためである、というもっぱらの噂うわさであった。

　シリィ＝ロウは、そんなジェノスの城下町の民であったのだ。とりたてて高い地位が与えられているわけではないが、由ゆい緒しよは正しいとされている。ロウ家でも、伯爵家の分家や子爵家ぐらいにならば何名かの人間を嫁とつがせたことがあるぐらいであった。

　そしてロウ家には、古き血の一族ゆえの伝承というものが残されていた。

　それがすなわち、モルガの山の伝承であったのだ。

　モルガの山には、恐ろしい獣が棲すみついている。ヴァルブの狼おおかみ、マダラマの大だい蛇じや、そして赤き野人である。モルガの山を荒あらすものは、それらの獣に滅ほろぼされる。それはこの地に住まう人間の絶対の禁きん忌きなのだ。それは正しくジェノスの支配者たちにも伝えられ、現在に至っている。

　だから、八十年ほど前に森辺の民が移り住んできたときも、年をくった者たちは猛もう烈れつな勢いで反対したそうだ。山さん麓ろくの森にはギバやムントやギーズぐらいしか潜ひそんではいないが、まかり間違って狼や大蛇や野人の縄張りを荒らすようなことになれば、その災わざわいはジェノスそのものを滅ぼしかねない。ジャガルからやってきた蛮ばん族ぞくなど、早々にこの地から追い出すべきだ――と、そのように主張していたらしい。

　しかし、当時の領主は森辺の民を受け入れてしまった。その頃はちょうどギバによって作物が荒らされ始めた時期であったし、どうせ鋼はがねの武器も持たぬ蛮族ではギバを狩かることもかなわず森に朽くちてしまうだろう、とでも思われたのかもしれない。

　何にせよ、森辺の民が滅ぶことはなかったし、また、彼かれらの手によってモルガの山が荒らされることもなかった。聖域としての山は守られつつ、ギバの脅きよう威いだけが退けられて、ジェノスはいっそうの繁はん栄えいを手にすることがかなったのである。

　シリィ＝ロウがいま立っているのは、その恐ろしいモルガの山の麓なのだった。その事実が、シリィ＝ロウをいっそう脅おびやかしているのだ。

　東の方向に目をやれば、そのモルガの山が黒々とわだかまっている。それを目にするだけで心が畏い怖ふに縛しばられてしまうため、シリィ＝ロウはこの森辺の集落に足を踏み入れてから、なかなかまともに顔を上げることもできないぐらいだった。

（西方神よ、どうか御おん身みの敬けい虔けんなる子に救いの手を……）

　シリィ＝ロウはぎゅっと目をつぶり、懐ふところの護ご符ふをまさぐる。それと同時に背後からぽんと肩かたを叩たたかれて、シリィ＝ロウは思わず悲鳴をあげそうになってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、シリィ＝ロウ？　このようなところで、いったいどうなさったのです？」

　振り返ると、黒こつ褐かつ色しよくの長い髪かみをした娘が穏やかに微笑ほほえんでいた。シーラ＝ルウという名を持つ、この集落の娘だ。シリィ＝ロウはほっと息をつきかけたが、そのかたわらに獣のような目つきをした若者が立ちはだかっていることに気づき、また身体からだを縮めることになった。

「ああ、こちらはルウ本家の次兄でダルム＝ルウです。ダルム＝ルウ、こちらは城下町の――」

「城下町の料理人とやらだろう。親父が最初に説明をしていたではないか」

　シーラ＝ルウの言葉を荒あらっぽくさえぎって、その若者は果実酒の土ど瓶びんを傾かたむけた。どうやら酩めい酊ていしているらしく、いくぶん眠ねむたげに目を細めている。その有り様が、いっそうシリィ＝ロウを脅かした。

「ギバの丸焼きは、もう口にしましたか？　さきほどまで、わたしも切り分けるのを手伝っていたのですが」

「い、いえ……わたしは、あの……」

　連れのロイを捜しているのです、と伝えたかったが、生の香こう草そうでもかじったかのように舌が痺しびれて、うまく言葉を発することができなかった。そんなシリィ＝ロウの様子を見て、シーラ＝ルウはにこりと笑う。

「それでは、わたしが運んできましょう。この勢いでは、すぐになくなってしまうでしょうから。……ダルム＝ルウ、申し訳ありませんが、しばらくシリィ＝ロウをよろしくお願いいたします」

「あ、ちょっと、あの……！」

　シリィ＝ロウの懸命な呼びかけも届かず、シーラ＝ルウはふわりと人混みの向こうに姿を消してしまった。

　恐ろしい目つきをした酔すい漢かんと二人きりにされてしまい、シリィ＝ロウは生きた心地もしない。土瓶に直接口をつけて果実酒を飲む人間など、シリィ＝ロウにはまぎれもなく蛮族としか思えなかったのだった。

「……お前は城下町で、俺おれの兄や弟たちに料理をふるまったそうだな、娘よ？」

　やがてダルム＝ルウなる若者は、底ごもる声でそのように語りかけてきた。

「ジザやルドは、城下町であのような料理を口にできるとは思わなかった、などと言って、たいそう驚いていた……お前はずいぶんな力を持つかまど番であるようだな」

「…………」

「女衆がかまど番の仕事に励はげむのは、正しいことだ。俺はギバの肉を使っていない料理など食べたいとも思わないが、お前は自分の力を誇るがいい……ジザがあのような言葉を口にするのは、滅めつ多たにないことなのだからな……」

「…………」

「俺の話を聞いているのか、娘よ？」

「き、聞いています！」

「ふん……」と、ダルム＝ルウはまた果実酒をあおった。だいぶん酔いが回っているのではないだろうか。少し足もとがふらついている。

「ギバの肉など、口に入れば何でも同じだと思っていたのだがな……まったく小こ賢ざかしいことだ……こんなに美う味まいものを食わされたら、文句をつけることもできないではないか……」

「…………？」

「美味い料理を作ることは、正しいことだ……癪しやくにさわるが、それは認めてやる……だからもっと、自分の力を誇るがいい……以前に比べればずいぶん元気になったとは思うが、まだまだまったく足りていないぞ……？」

「あ、あの、あなたは何を仰おつしやっているのですか……？」

　シリィ＝ロウはおそるおそる問うてみたが、ダルム＝ルウは焦しよう点てんの合っていない目つきで、今にも倒たおれ込んでしまいそうな気配である。そこに、シーラ＝ルウが木皿を手に戻もどってきた。

「お待たせいたしました。あら、どうなさったのですか、ダルム＝ルウ？」

「どうなさったではない……俺が話しているのだから、きちんと返事をしろ……」

　シーラ＝ルウは困ったように笑い、シリィ＝ロウを振り返る。

「申し訳ありません。いったい何のお話をされていたのですか？」

「……わたしにもよくわかりません」

　シリィ＝ロウは、もうシーラ＝ルウに取りすがってしまいたいぐらいの心境であった。森辺の民の中でも、この娘はとりわけ親切で、しかも理知的であるように感じられるのだ。頼たよりにならない連れと案内役が見つからない以上、このシーラ＝ルウこそがシリィ＝ロウにとっては唯ゆい一いつのよすがであった。

「とりあえず、こちらをどうぞ。これが昼間から焼いていた、ギバの丸焼きです」

　シーラ＝ルウが木皿を差し出してきたので、シリィ＝ロウは乱れた気持ちをそちらに集中させることにした。

　炙あぶり焼きにされた皮つきの肉が、小さく切り分けられて皿の上に載のせられている。皮は褐かつ色しよくに照り輝かがやき、肉は白くてしっとりとしている。漂ただよってくるのは、肉とピコの葉の芳ほう香こうだ。

「ダルム＝ルウもどうぞ。果実酒ばかりでなく、料理も召し上がってください」

　ダルム＝ルウが手をのばしたので、シリィ＝ロウもそれにならうことにした。すでに何度となく味わわされた、ギバの肉である。やはり塩とピコの葉しか使われていないらしく、肉の味が直接的に伝わってくる。

　キミュスやカロンに比べれば、肉質は硬かたいほうだろう。ギャマよりも、少し硬いぐらいかもしれない。しかしそれは筋張った硬さではなく、しっかりとした肉の繊せん維いから生み出される心ここ地ち好よい噛かみ応えであるように思えた。

　野生の獣ならではの、乱暴な味わいだ。しかし、不快な臭くさみはまったく感じられない。しっかりと血ち抜ぬきがされているのだろう。半日も炙られていたので脂あぶ気らけや水気は抜ぬけているが、皮と肉の間にはぷるぷるとした脂の層が残されており、旨うまみは損そこなわれていない。噛んでも噛んでも味の尽つきないこれは、カロンやギャマにも負けない上等な肉質であるのだった。

「食材として、ギバの肉というのは本当に素す晴ばらしいと思います。でも、これは料理としてあまり工く夫ふうはされていませんね。使われているのは塩とピコの葉だけのようですし、火加減以外では何の苦労をすることもなかったでしょう」

「はい。ですが、長い時間をかけて炙り焼きにするからこそ、ここまでギバ肉の素晴らしさを引き出すことがかなうのだとアスタに習いました。工夫がないぶん、誰だれでも作ることができるのですから、森辺のかまど番にとってはとても得え難がたいことなのです」

　そのように言って、シーラ＝ルウはまた微笑んだ。

「そして、長い時間をかけるというのは、わたしたちにとって特別な行こう為いですし、それが許される豊かさというのも、かけがえのないものだと思います」

「……わたしにはよくわかりません。まあ、祝いの席には相応しい料理なのでしょうね。シムにおいては祝いの席で、丸焼きにしたギャマを頭ごと卓たくに並べる習わしがあるとも聞きます」

　料理の話をしている間だけ、シリィ＝ロウは気き丈じようでいることができた。シーラ＝ルウも、心なしか嬉うれしそうな顔をしてくれているように感じられる。

「それでは別の料理のご案内をいたしますね。あちらにはリミ＝ルウたちの作った菓か子しもありますが、いかがですか？」

「あ、いえ、わたしは連れのロイを捜しているのですが……」

　シリィ＝ロウの言葉に、シーラ＝ルウは「ああ」とうなずく。

「ロイという方は、アスタたちとご一緒でした。それでわたしがシリィ＝ロウをご案内することになったのです」

「え？　それはどういう意味でしょうか？」

「はい。アスタたちもシリィ＝ロウの姿が見えなかったので心配していたようです。それで、わたしがこれからギバの丸焼きをお届けするのだと伝えたら、それじゃあよろしくお願いするよと言われました」

「そ、それでロイたちはどこかに行ってしまったというのですか？　わたしを置き去りにして？」

「あ、いえ、わたしが自ら願い出たのです。あなたとは、もっと縁えんを深めたいと思っていたので……ご迷惑でしたか？」

　シリィ＝ロウは、言葉に詰まることになった。このシーラ＝ルウという娘の申し出を退けるのは気が引けたし、それに――それを断ってロイたちとの合流を望んだら、まるで迷子の幼子みたいではないか、と思えてしまったのだ。

（どっちみち、何かあってもロイでは助けにならないしな……）

　どうも最近、あの若者は昔のふてぶてしさを取り戻してきたようで、シリィ＝ロウにはなかなか扱いが難しくなってきていた。あの若さで、何の後うしろ盾だてもなく、トゥラン伯爵家の前当主に見み初そめられるぐらいであるから、料理人としての下地はできているのだろう。けっきょく最後まで使用人の食事の準備ぐらいしか任されることはなかったようだが、それでも彼は誰かの弟で子しではなく一人の料理人としてあの屋や敷しきに招かれていたのである。

（だからといって、ヴァルカスに無礼な口を叩いていい理由にはならないけれど）

　するとシーラ＝ルウが、心配そうに呼びかけてきた。

「どうされましたか？　やはりお一人ではご心配ということでしたら……」

「いえ、かまいません。この場を巡めぐっていれば、いずれどこかで出くわすでしょう。それまでご案内をしていただけたら、とても助かります」

「そうですか」と、シーラ＝ルウは瞳ひとみを輝かせた。他の森辺の民に比べれば清せい楚そでつつましい娘であると思えるが、やっぱりふとしたときに町の人間とは異なる力強さや生命力が感じられる。今がまさにそのときであった。

「ありがとうございます。それでは、菓子のところに行きましょう。ダルム＝ルウは、大丈夫ですか？」

「何がだ……？　俺は酔よってなどいないぞ……？」

　いっそうまぶたの下がってきたダルム＝ルウが、ぼんやり言葉を返してくる。最初に顔をあわせたときよりも、彼は格段に恐ろしくなくなっていた。

　そうしてシリィ＝ロウは、シーラ＝ルウによって広場の一角へと案内された。石のかまどは築かれておらず、かがり火に照らされた敷しき物ものの上に、木皿がずらりと並べられている。そこにも大勢の人間が集まっていたが、その大半は女性であった。

「ああ、あんた、いったいどこに行ってたのさ？」

　その中の一人、森辺の民とは肌はだの色が異なる娘が大きな声をあげてくる。シリィ＝ロウを現在の状じよう況きように追い込んだ張本人、ユーミである。

「あなたこそ、わたしを無理やりあのような場に連れ出しておいて――！」

「んー？　仲良くなるには、一緒に歌ったり踊ったりするのが一番でしょ。すっごく楽しかったじゃん」

　そのように言ってから、ユーミはくすくすと笑い声をたてた。

「でもあんた、城下町の人間のくせに踊りはからきしなんだね。酔っ払ぱらったキミュスみたいにへろへろ回るばっかりでさ」

「わ、わたしは料理人の弟子に過ぎませんし、舞ぶ踏とう会かいに招かれるような身分でもありません！　城下町の人間だからといって、誰もが踊りが達者であるという道理はないでしょう？」

「そんなに怒んないでよー。踊りなんて、当人が楽しければそれで十分なんだから」

　おかしなことに、ユーミは最前までよりもずっと気さくな態度になっていた。シリィ＝ロウを疎うとんじる気配がなくなり、楽しそうに笑っている。まさか、あれだけのことでシリィ＝ロウに対する警けい戒かい心しんを解いてしまったのだろうか。

「後でまた何曲か演奏してくれるみたいだから、そしたらまた一いつ緒しよに踊おどろうね？」

「断固として、お断りいたします！」

　シリィ＝ロウが声を荒らげても、いっかな気にする様子はない。また演奏が始まったら力ずくで拉ら致ちされるのではないかと、シリィ＝ロウは本気で心配になってきてしまった。

「それじゃあ、また後でね。あたしらは、ちょいと用事があるからさ」

　と、ユーミは大きな木皿を手に立ち上がった。どうやらそれは自分で運んできた皿であったようで、色とりどりの菓子が小分けにされてぎっしりと載せられていた。

　そうしてユーミはテリア＝マスとともにその場を去り、空いた場所にシリィ＝ロウたちは腰こしを落ち着ける。先客であった幼子や若い娘むすめたちは、笑え顔がおで菓子を頬ほお張ばっていた。

　並べられているのは、茶会や晩餐会でも披ひ露ろうされた不思議な菓子や、焼き菓子などだ。それに、小皿にパナムの蜜みつや果実の煮に汁じるなどが添えられている。

「どれも美お味いしそうですね。シリィ＝ロウは、どれから手をつけますか？」

「そうですね。ひと通りは口にしたいので、どれからでもかまいません」

　すると、優やさしげな面おも立だちをした年配の女衆が、手ずから菓子を取り分けてくれた。

「こちらをどうぞ。この菓子には、そちらの淡あわい茶色をした蜜がよく合うようだよ」

「……ありがとうございます」と、シリィ＝ロウはその木皿を受け取った。半はん透とう明めいの不思議な菓子が、ぷるぷると揺ゆれている。アスタたちが『チャッチ餅もち』と呼ぶ菓子である。

　これは茶会のときと同じようにカロン乳が使われているらしく、ほんのりと白く照り輝いていた。年配の女衆が言っていた淡い茶色をした蜜というのは、ホボイの実に黒く煮に込こんだ砂糖を練りあわせたものであるらしい。ホボイの実の香こうばしい匂においが、やわらかく鼻をくすぐってくる。

「この菓子は、やはり美味ですね。見るたびに異なる食材が使われているようですが、それは味を決めかねているわけではなく、さまざまな味を楽しませようという意図なのでしょう」

「そうですね。ギギの葉を使ったものもカロンの乳を使ったものも、わたしは同じぐらい美味であると思います」

「だけど、これも大もとはアスタの考案した菓子なのですよね？　これはとうてい、元の食材を活いかそうとした菓子には思えないのですが」

　そのように言ってから、これはシーラ＝ルウの知らない話であるということを思い出した。「何のお話でしょう？」と問われてしまったので、シリィ＝ロウはさきほどミケルから聞かされたことを説明してみせる。

「元の味を活かそうというのがミケルやアスタの作法で、元の味から遠ざかろうというのがヴァルカスの作法、ですか……なるほど、言われてみれば納なつ得とくできるお話ですね」

「はい。ですがこれは、チャッチを煮に詰つめた粉から作りあげた菓子なのでしょう？　とうていチャッチの味を活かした菓子だとは思えません」

「ええ。きっとアスタは、元の味を活かすという作法にだけこだわっているわけではないのでしょう。それよりもまず、見知らぬ食材を使って自分の知る料理を作りあげる、ということを眼目にしているのでしょうから……たとえば、ポイタンを粉にしてから水に溶といて焼きあげる、という食べ方を考案したのもアスタなのですが、それより早くフワノという食材に巡りあっていたら、頭を悩なやませることもなかったかもしれないなあと話していたことがありました」

「それはつまり……アスタの故郷にはもともとフワノのような食材があったため、ポイタンをそのような形で調理することを考案することになった、ということでしょうか？」

「はい。ポイタンは穀物と呼ばれる食材であるようだから、きっと何とかできるはずだと思ったのだそうです」

　何だか、頭の痛くなるような話であった。アスタはこの集落を訪れてから、初めてアリアやポイタンやギバ肉という食材を扱うことになったのに、わずか数ヶ月で現在のような料理を作りあげるに至ったのである。

　反面、故郷に存在したものと共通点が見つけられない食材はどのように扱えばいいかもわからないので、今でも何種類かの香草や野菜は手付かずで放置されている。こんな奇き妙みような料理人が、他に存在するだろうか。

「本当にアスタというのは、不思議な方です。わたしには、森辺の民に幸福をもたらすために遣つかわされた聖なる存在であるように思えてしまうのです」

「……わたしにとっては、ヴァルカスを惑まどわす不ふ吉きつな存在でしかないのですが」

「ヴァルカスは惑っているのでしょうか？　この作法は自分に必要のないものだ、と切り捨てることによって、素す直なおにアスタの手並みを楽しんでいるように思えるのですが」

　シリィ＝ロウは、反論できなかった。どうもこの夜は、何を言っても言い負かされるばかりのようである。

「だけど、わたしにとってはヴァルカスもシリィ＝ロウも不可思議な存在です」

「え？　わたしが何ですか？」

「昨日も言いましたが、城下町の民でありながら、ギバの肉も使わずに、森辺の民をあそこまで喜ばせることのできたシリィ＝ロウは、ヴァルカスと同じぐらい不可思議で得難い存在であるように思えるのです。……シリィ＝ロウが森辺の集落に来てくださって、わたしは心から嬉しく思っています」

　そのように言ってから、シーラ＝ルウは「きゃあ」と悲鳴をあげた。隣となりに座していたダルム＝ルウが、いきなり彼女にのしかかってきたのだ。

　いったん肩にもたれてから、そのままずるずると足もとまで沈ちん没ぼつしていく。そうしてシーラ＝ルウの膝ひざの上に墜つい落らくしたダルム＝ルウは、すうすうと安らかな寝ね息いきをたてていた。

「ダ、ダルム＝ルウ、眠ってしまわれたのですか？　お酒を召されすぎなのですよ」

　シーラ＝ルウは真っ赤になりながら、ダルム＝ルウの肩をゆさぶった。しかしダルム＝ルウは目覚める気配もなく、心地好さげにまぶたを閉ざしている。そうして意識を失うと、この若者もずいぶん幼げに見えてしまった。

「あ、あの、ダルム＝ルウをおろすのに力を貸していただけませんか？」

　シーラ＝ルウが呼びかけると、年配の女衆は楽しそうに微笑んだ。

「こんな薄うすっぺらい敷物よりは、あんたの足の上のほうが寝ね心ごこ地ちもいいんじゃないかねえ？　ほら、こんなに幸せそうな寝顔をしているじゃないか」

「で、ですが、ティト・ミン＝ルウ、未み婚こんの男女がみだりに触ふれ合うというのは森辺の習わしに――」

「あんたとダルムなら、かまうこともないんじゃないのかね。昔から、宴うたげのときぐらいはお目こぼしをもらえたもんだよ」

　他の娘や幼子たちも、にこにこ笑いながら菓子を食べ続けている。シーラ＝ルウはいっそう真っ赤になりながら、すがるような目でシリィ＝ロウを見つめてきた。

「お気き遣づかいなく。菓子ぐらいは自分の手で取れますので」

「あ、いえ、そうではなく――」

　それ以上の言葉は黙もく殺さつして、シリィ＝ロウはポイタンの焼き菓子に手をつけることにした。べつだん意地悪をしようと思ったわけではない。とても困った顔をしながらも、シーラ＝ルウはどこか幸せそうに見えたので、余計な手を出す気持ちになれなかったのである。

　そうしてゆるやかに時間は流れていき、長きに亘わたった宴もいよいよ終わりが近づいているようだった。




◇




「えっ!?　それでは、この集落で夜を明かすつもりだというのですか!?」

　シリィ＝ロウは、ついつい大きな声をあげてしまった。

　ルウ家の集落における祝しゆく宴えんが終わり、広場の片かた隅すみで他の客人たちと合流したのちのことである。シリィ＝ロウをそんな心情に追いやった当人は、「そりゃあそうだろ」とけげんそうな顔をしていた。

「こんな夜よ更ふけに城下町に戻ったって、衛兵どもが跳はね橋ばしを下ろしてくれるわけはないだろ？　俺たちは貴族でも何でもない、一いつ介かいの料理人に過ぎねえんだからさ」

「し、しかし――」

「それとも、宿場町で宿でも取るか？　でも、宿場町なんざには何のツテもねえし、どの宿が安全なのかもわからねえよ。それで無法者に囲まれたって、俺はあんたどころか自分の身も守れやしねえぞ？」

　ロイがそのように言いたてると、かたわらで話を聞いていたアスタも「そうですね」と口をはさんできた。

「俺もダバッグで初めて宿屋というものを利用したのですけれど、夜中には野盗どもに踏み込まれることになってしまいました。森辺の狩人かりうどたちが一緒にいてくれたので事なきを得ましたが、やっぱり慣れない場所で宿を取るというのは相応の危険がつきまとうのだと思います」

　シリィ＝ロウは唇くちびるを噛みながら、その場にたたずんでいる町の人間たちを見回した。名前は失念してしまったが、ダレイムの野菜売りの青年がにこやかに笑い返してくる。

「普ふ段だんであれば、俺たちの家に招いてもよかったんですが。あいにく親父はもう酔い潰つぶれてしまっているし、末の妹は森辺の集落で夜を明かすことを楽しみにしていたし――それに、俺たちも妹に負けないぐらいそれを楽しみにしていたので、家に戻るつもりはないんです」

「…………」

「何も心配はいりませんよ！　ダレイムやトゥランは夜も衛兵たちに守られていますけど、この集落では森辺の狩人たちが守ってくださるのですから！　むしろ、ここより安全な場所なんて他にはないぐらいなのではないでしょうか？」

　そのように声をあげたのは、ミケルの娘マイムである。まだ十一歳さいの幼さでありながら、森辺の民を恐おそれる気配は微み塵じんも感じられない。

「ギバやムントが家の中にまで押おしかけてくることはないそうですし、無法者だって森辺の集落に近づいたりはしないでしょう。それならそもそも、最初から危険なこともありませんしね！」

　しかしシリィ＝ロウは、城下町の石塀の外で夜を明かしたことなど、一度としてないのである。そしてこの場には、気心の知れた相手も一人として存在しない。一番つきあいの長いロイだって、どうせ寝しん所じよは別になってしまうのだから、何の頼りにもなりはしなかった。

「それじゃあ、いいかしらぁ……？　今日は客人もたくさんだから、いくつかの家に分かれてほしいのよねぇ……」

　と、森辺の娘がそのように言いながら、「あふぅ……」とあくびを噛み殺した。むやみやたらと色気を発散させている、栗くり色いろの長い髪をした娘である。

「アスタたち男衆は、みんなまとめてバルシャの家、ドーラ家の女衆はルウの本家、あとはマイムがバルシャと一緒にシン＝ルウの家に移って、残りの女衆はミダの家……それでかまわないかしらぁ……？」

「ええ、問題はないと思います」

　シリィ＝ロウの心情は脇わきにのけられて、どんどん話は進んでしまっている。どうしよう、とシリィ＝ロウがこっそり西方神の護符をまさぐっていると、横からユーミが顔を寄せてきた。

「あんた、城下町に帰るつもりだったんだね。でも、こんな遅おそくに帰ったって、あとは寝ねるだけでしょ？　それなら最後まで、一緒に楽しもうよ！」

「いえ、ですが……明日も早くから仕込みの仕事がありますし……」

「あ、森辺の民は夜明けと同時に目を覚ましますので、よかったら俺が荷車でお送りしますよ」

　と、また笑顔でアスタが割り込んでくる。まったく悪気などないのだろうが、シリィ＝ロウとしては苛いら立だちを誘ゆう発はつされるばかりである。思わずそちらをにらみつけてしまうと、ユーミが「こら」と指で頬ほおをつついてきた。

「朝っぱらから送ってくれるって言ってるのに、どうしてそんな目でアスタをにらむのさ？　そいつはちょいとばっかり不義理ってもんだよ？」

「…………」

「それじゃあ、そろそろ移動しようか。でも、ほんとにあたしたちは片付けを手伝わなくていいの？」

「客人に仕事をさせるわけにはいきません。それに、わたしたちも眠る前に火の始末をするだけで、きちんとした片付けをするのは明日の朝なのです」

　そのように答えたのは、レイナ＝ルウという黒くろ髪かみの娘であった。シーラ＝ルウともども、シリィ＝ロウにとってはもっとも見知っている森辺の民の一人であるが、こちらはほとんど気心が知れていない。

「もういいか？　それでは、家に案内しよう」

　真っ赤な髪に黄色い目をした、森辺の民にしては肌の色が浅黒くない少年がそのように発言する。するとアスタが、金きん褐かつ色しよくの髪をした美しい娘のほうを振ふり返った。

「それじゃあな。おやすみ、家長」

「うむ」

　アスタが城下町に出向く際は、つねにかたわらにいる娘である。名前はたしか、アイ＝ファであっただろうか。普段は毛皮の外がい套とうを纏まとって刀を提げた物々しい姿であるが、こうしてそれを外してしまうと、誰よりも美しく感じられてしまう。それも、優美でありながら凛りん然ぜんとした、女騎士のような美しさだ。そういえば、彼かの女じよは茶会の席で武官の格好をさせられており、それも驚おどろくほど似合っていたことをシリィ＝ロウは覚えている。

　そうして森辺に招かれた客人たちは、それぞれの家に案内されることになってしまった。アスタとともにきびすを返したロイも、「それじゃあ、また明日な」とさっさと歩み去ってしまう。

　広場では、集落の住人たちによってかがり火を消す作業が続けられていた。それが進むごとに、広場はどんどん暗くなっていく。こちらが家に到とう着ちやくするまでにすべて消されてしまったらどうなるのかと、シリィ＝ロウは気が気でなかった。

「それでは、わたしたちもここで。……シーラ＝ルウ、あとはよろしくね？」

「はい。おやすみなさい、レイナ＝ルウ、ヴィナ＝ルウ」

　レイナ＝ルウと栗色の髪の娘、それにダレイムから来た女性たちは、集落の奥おく側へと歩を進めていく。こちらはシーラ＝ルウの案内で、そこからすぐそばにある家に招かれることになった。

　家の手前で、シーラ＝ルウは「あら」と声をあげる。その声にびくりと振り返ったのは、まだ年若い男女の森辺の民であった。このような暗がりで語らっていたのだろうか。黒褐色の長い髪をした少年と、真っ赤な髪を頭のてっぺんで結ゆいあげた少女だ。その少女のほうが、夜目でもわかるぐらい顔を赤くしながら声をあげる。

「あ、戻ってきたんだね、シーラ＝ルウ！　ヴィナ姉たちは？」

「客人を本家に案内していきました。リミ＝ルウやターラは、それより先に戻ったようです」

「そ、そっか！　それじゃあまたね、シン＝ルウ！　シーラ＝ルウも、アイ＝ファたちも、また明日！」

　シン＝ルウと呼ばれた少年は、「うむ」と沈ちん着ちやくにうなずき返す。これはたしか、アイ＝ファという女狩人とともに茶会に招かれたり、ジェノスの騎士と剣けん技ぎの試合などをさせられたりしていた少年である。

　赤髪の少女は、闇やみの向こうへと駆かけていく、それを見送ってから、男のように厳いかつい風ふう貌ぼうをした大おお柄がらな女が「やあ、シン＝ルウ」と朗ほがらかな声をあげた。

「今夜はちょいとお世話になるよ。あたしらの借り受けてる家は、客人の男どもでいっぱいになっちまったからさ」

「ああ、聞いている。こちらはバルシャと、そちらの娘だったか？」

「はい、トゥランのマイムです！　どうぞよろしくお願いいたします！」

　マイムが深々と頭を下げる。これで残されるのは、シリィ＝ロウとユーミとテリア＝マス、それに三名の森辺の娘たちであった。この三名はルウ家の人間ではないので、シリィ＝ロウたちと同じく客人の扱いであるそうなのだ。

「この隣にあるのが、ミダの家です。でも、まだ戻っていないようですね」

「あ、ミダでしたら、さきほど寝しん具ぐをもらってくると言ってどこかに歩いていきましたよ」

　シーラ＝ルウの言葉に、娘の一人が返事をする。灰はい褐かつ色しよくの髪を頭の横でひとつに結んだ、元気で純じゆん朴ぼくそうな娘である。年ねん齢れいはシリィ＝ロウよりも二、三歳は若そうであったが、ずいぶん発育のいい身体つきをしている。

（……というか、森辺の女衆ってのはみんな見目がいいし、色気もあるみたい。ギバを食べると、身体が育ちやすいのかな）

　そんな益やく体たいもないことを考えていると、灰褐色の髪をした娘が町の人間たちに向きなおってきた。

「あの、一夜をともにするのですから、改めて名乗らせていただきますね？　わたしはスドラ家のユン＝スドラ、こちらはディン家のトゥール＝ディン、こちらはファ家のアイ＝ファです。どうぞよろしくお願いいたします」

「うん、よろしくね。そういえば屋台とかではさんざん顔をあわせてたけど、きちんと名前を聞くのは初めてだったのかな」

　人見知りという概がい念ねんを持ち合わせていなそうなユーミがそのように答えると、ユン＝スドラと名乗った娘はにこりと楽しげに微笑んだ。

　その隣で小さくなっているトゥール＝ディンは、シリィ＝ロウもさんざん顔をあわせた相手である。茶会ではあれほどの腕うで前まえを見せつけられたのだから、アスタを除けば一番初めに顔と名前を覚えた相手であるかもしれない。まだマイムと同じぐらいの幼さで、とても気弱げな風貌をしているが、彼女の菓子の腕前は驚きよう嘆たんに値するものであった。

（本当に、菓子だけに限れば、城下町の料理人に負けないぐらいだろうな。このまま修練を積んだら、生半可な人間など相手にならないぐらいの腕を身につけるに違ちがいない）

　そのように考えながら見つめていると、それに気づいたトゥール＝ディンは頬を赤くしてうつむいてしまった。こういうとき、彼女はいつもアスタの背に隠かくれようとするのだが、この場にはそれに代わる人間がいないらしく、所在なさげにもじもじとしている。

　そこに、ユーミの「あっ」という声が響いた。

「あれじゃない？　うわー、山が動いてるみたい！」

　山が動くという言葉からモルガを連想して、シリィ＝ロウも慌あわててそちらを振り返る。すると、モルガが動くにも匹ひつ敵てきしそうな驚くべき光景がそこに待ち受けていた。布の寝具を何重にも重ねて両りよう腕うでに抱かかえた巨きよ大だいな人ひと影かげが、よたよたとこちらに近づいてきていたのである。

「大たい儀ぎだな。私も手伝うぞ、ミダよ」

　アイ＝ファがそのように呼びかけると、寝具の向こうから「ううん……」という舌足らずな声が返ってきた。

「大丈夫なんだよ……？　でも、家の戸を開けてほしいんだよ……？」

「では、家の主人として許しの言葉をもらいたい」

「うん……ルウの家のミダは、ファの家のアイ＝ファがミダの家の戸を開けることを許すんだよ……？」

　その言葉を聞き届けて、アイ＝ファは家の戸板を引き開けた。巨大な人影はそこから寝具を家の中に放り込み、「ふう……」とこちらに向きなおる。

　それでシリィ＝ロウは、改めて怯きよう懦だの気持ちに見み舞まわれることになった。それはあの、祝宴の際にも否いや応おうなく視界に入ってきてシリィ＝ロウを脅かしていた、とりわけ大柄な森辺の狩人であったのである。

　いや、大柄などという言葉では収まらない。背せ丈たけなどはシリィ＝ロウよりも頭二つ分ぐらいは大きいほどであったし、横よこ幅はばなどは、並の男の倍ぐらいもあるだろう。まるでカロンがむくりと巨きよ体たいを起こしたような、それは信じ難いほどの大男であったのだ。

　あの旅芸人の大男なども尋じん常じようでない大きさであったが、こちらはそれに幅はばと厚みが加わっている。顔にも腕にも足にもどっしりと肉がついており、まるで服を着た肉にく饅まん頭じゆうのようである。こんな大男がその気になったら、シリィ＝ロウなど片かた腕うででひねり潰されてしまいそうだった。

「アイ＝ファ……アイ＝ファは、ミダの家で夜を明かすんだね……？」

「うむ。世話になるぞ、ミダよ」

「嬉しいなあ……ミダの家にお客が来るのは、初めてなんだよ……？　初めてのお客がアイ＝ファだから、ミダはよけいに嬉しいんだよ……？」

「そうか。今日はアスタが、どうしても他の客人たちと同じように朝を迎むかえたいと言い張ってな」

　落ち着き払はらった声で答えつつ、アイ＝ファは目もとだけで笑ったようだった。

「私はあまり他の家の世話になることを好ましく思っていないのだが、お前が苦労をして建てた家で夜を明かすというのは、まあ一興といえなくはないかもしれん」

「ううん……やっぱりアイ＝ファの言葉は、ときどき難しいんだよ……？」

「何も深く考える必要はない。実に立派な家だな、ミダよ」

「うん……ありがとうだよ……？」

　当たり前のことであるが、森辺の民がこのミダという大男を恐れている気配はまったくない。だが、同じ一族である彼女たちはともかく、ユーミやテリア＝マスまでもが平気な顔をしているのが、シリィ＝ロウには信じられなかった。

「それではミダが戻ってきたので、わたしも失礼いたします。……シリィ＝ロウ、大丈夫ですか？」

　シーラ＝ルウに呼びかけられて、シリィ＝ロウはぎこちなく振り返る。シーラ＝ルウは、とても申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げていた。

「わたしの部屋はそんなに大きくないので、マイムとバルシャを招くだけでいっぱいになってしまったのです。できればわたしも、シリィ＝ロウを招きたかったのですが……」

「へーえ。シーラ＝ルウって、そんなにこのコと仲良くなってたの？」

　と、ユーミが横から割り込んでくる。

「ま、今日のところはあたしらに譲ゆずっておいてよ。城下町の人間なんて、あたしらは森辺のみんなより触れ合う機会が少ないぐらいだからさ！」

「そうですね。また明日の朝に、ご挨あい拶さつをさせていただきます。ミダ、お客人をよろしくね？」

「うん……よろしくするんだよ……？」

　そうしてシリィ＝ロウが口をきく気力を振り絞しぼる前に、シーラ＝ルウは自分の家に戻っていってしまった。

「それじゃあ、入ってほしいんだよ……？」

　ミダなる大男が、暗い家の中に消えていく。それでもシリィ＝ロウが動けずにいると、いきなりユーミが腕をつかんできた。

「森辺の民って、暗い中でも平気で動けるよね。あたしらは転ばないように気をつけなきゃ」

　こうなると、この場においては一番頼りになるのがこのユーミということになってしまうようである。踊りを強要された恨うらみを捨てきれずにいるシリィ＝ロウも、その温かい指先を振り払うことはかなわないまま、悄しよう然ぜんと歩を進めるしかなかった。

「ミダ、悪いけど明かりをつけてもらえないかなあ？」

「うん……ちょっと待っててほしいんだよ……？」

　客人が履はき物ものを脱ぬいでいる間に、部屋の奥で赤い光が瞬またたいた。ラナの葉で燭しよく台だいに火を灯ともしたのだろう。やがてぼんやりとした光で室内が照らされていく。

　どうということのない、木造りの家であった。城下町で言えばキミュスの飼育小屋にも等しい粗そ末まつさであるが、きっと宿場町やダレイムなどと比べれば大きな差はないのだろう。板張りの床ゆかには毛皮の敷物が敷しかれて、壁かべには外套や棍こん棒ぼうが掛かけられている。さらに広間の奥にはいくつかの扉とびらと、そして石造りのかまどの影かげが見えた。

「へー、なかなか立派な家じゃん。こんな立派な家に、一人で暮らしてるの？」

「うん……ミーア・レイ＝ルウやリャダ＝ルウに、普ふ通つうの大きさの家を造りなさいって言われたんだよ……？」

「ふーん？　まあ、いずれ家族でもできたら、これぐらいの大きさは必要だもんね。森辺の民って、たくさん子を産むみたいだしさ」

「……ミダは子供を産めないんだよ……？」

「あったり前じゃん！　いつかミダの嫁よめになる娘が産むんだよ！」

　ユーミが笑いながら言うと、ミダは遥はるかな高みにある小さな目をぱちくりさせた。

「ミダはまだルウの氏をもらってないから、嫁はもらえないんだよ……？　それに、ルウの氏をもらえても、まだ嫁をもらえる年齢じゃないんだよ……？」

「あ、そうなの？　町では十五、六にもなれば、婚こん儀ぎをあげる人間も珍めずらしくないけどね」

「……ミダはまだ十四歳なんだよ……？」

　ユーミは「ええっ！」と大きな声をあげ、シリィ＝ロウも目がくらむほどの驚きに打たれることになった。

「ミダって、そんなに若かったんだあ？　いやー、なんか幼げだから、あたしよりは年下なのかなーとは思ってたんだけど、ちょっとびっくりだね、テリア＝マス？」

「はい、そうですね。わたしはてっきり、年上だと思っていました」

「そういえば、他のみんなは何なん歳さいなの？」

「十七だ」「十一歳です」「十五です」の声が響ひびく。

「げー、ユン＝スドラは十五歳なんだ？　顔は幼いけど、色っぽいよね」

「ユーミほどではありません。わたしはようやく伴はん侶りよを娶めとれるようになったばかりですね」

　はにかむように、ユン＝スドラは微笑ほほえんでいる。

「そちらの皆みなさんは、いったいおいくつなのですか？」

「あたし？　あたしはこの前の銀の月で、十七になったところだね！　テリア＝マスはあたしよりひとつ上で――そうだ、あんたはいくつなの？」

「……わたしも十八です」とシリィ＝ロウが答えると、ユーミは愉ゆ快かいげに白い歯をこぼした。

「おー、けっこう年齢の近い人間が多いんだね！　こいつは楽しい夜になりそうだ！」

　いったい何が楽しいのだろう、とシリィ＝ロウはこっそり息をつく。そんな中、ひとり足もとに視線を落としていたアイ＝ファが「おい」とミダに呼びかけた。

「ずいぶんたくさんの寝具が準備されているのだな。ルウ家では、これほどの寝具が余っていたのか？」

「うん……？　これはレイナ＝ルウたちが、町で買ってきたんだよ……？」

「ああ、そうです。レイナ＝ルウたちが、商売の帰りに買っていました。あの日はもう、アイ＝ファも護衛の仕事を取りやめていたのでしたね」

　ユン＝スドラの説明に、アイ＝ファは「なるほど」とうなずく。

「しかし、ずいぶんな数を買い求めたのだな。普段は使い道もあるまいに」

「ええ、ですが客人を板の上で眠ねむらせるわけにもいかないし、それに、これからもたびたび使うことになるのではないか、とレイナ＝ルウは言っていました」

「そうか。それがドンダ＝ルウの判断であるのだな」

　何やら物思わしげな声で言い、アイ＝ファは足もとの寝具をつかみ取った。

「私はあまり寝具というものに馴な染じみがないのだが、とにかく重ねて敷けばいいのだな？」

「うん……ひとり三枚なんだよ……？」

　それは羽う毛もうも使われていない、ただの毛織物の敷物に過ぎなかった。三枚を重ねても、厚みは手の平ぐらいにしかならない。それで下は毛皮の敷物を敷いただけの板張りであるのだから、とうてい安らかな眠りなどは期待できそうになかった。

「……これを使ってほしいんだよ……？」

　と、粗末な寝具を敷き終えたところで、ミダが両手を差しのべてくる。その分厚い手の平に載せられているのは、細長く切り分けられた木の皮であるようだった。他の者たちは礼を言いながらそれを取り、シリィ＝ロウだけがわけもわからず立ちすくむ。

「あれ？　あんたは歯木を使わないの？」

「し、しぼく？」

「眠る前に、歯を洗うんだよ。こうやって、先っぽをしがんでやわらかくして、それで歯をこするの」

　城下町では、カロンの毛を加工した刷は毛けで歯を磨みがいているのだ。シリィ＝ロウは泣きたいような気持ちになりながら、得体の知れない木の皮をかじることになった。そうして水みず瓶がめの水で口をゆすいで、ようやく眠りの準備が完かん了りようする。

　その後、アイ＝ファやユン＝スドラたちが長い髪かみを肩かたに垂らすと、はっとするほど美しかった。森辺の若い娘たちは、みんな城下町の貴婦人みたいに長い髪をしているのだ。特にアイ＝ファとユン＝スドラは東や北の民みたいに金色や灰色の珍しい髪をしていたので、その美しさもひとしおであった。

　シリィ＝ロウがそんな想念にとらわれている間に、ミダがでっぷりとした胴どう体たいを屈かがめるようにして礼をしてくる。

「それじゃあ、ミダは眠るんだよ……？　何か用事があったら、起こしてほしいんだよ……？」

「こっちも眠るだけなんだから、お気遣いはいらないよ。ミダもゆっくり休んでね？」

「うん……」とミダは頬の肉を震ふるわせつつ、奥の戸を開けてその内側へと消えていく。こちらの全員が敷物に腰をおろすのを待ってから、アイ＝ファが燭台の火を消すと、世界が真の闇に包み込まれた。

　固い寝ね床どこに身を横たえ、音がしないよう気をつけながら、シリィ＝ロウは大きく息をつく。部屋にはまだ、獣じゆう脂し蝋ろう燭そくの香りが強く漂っていた。静せい寂じやくが落ちると、窓の外から野鳥や虫の声が聞こえてくる。

　しばらくすると目が慣れて、月明かりだけでも部屋の様子がうっすらと見えてきた。まだまだ頭が冴さえてしまっていて、まぶたを閉ざす気持ちにさえなれない。これで明日は仕事になるのだろうか――と、シリィ＝ロウがもう一度溜ため息いきをついたとき、かたわらのユーミがもぞもぞと動く気配がした。

「いやー、それにしても楽しかったね。本当に、復活祭がもういっぺんやってきたみたいな騒さわぎだったよ」

　とりたてて大きな声でもなかったが、周りがあまりに静かであったため、それははっきりと闇の中に響きわたった。「そうですね」と応じているのは、テリア＝マスだ。

「わたしは復活祭の夜にもダレイムには行けなかったので、よけいに楽しかったです。宿屋の人間にしてみれば、祭の間は仕事漬づけですしね」

「あー、ほんとだよねー。あたしは働いたぶん遊ばせてもらったけど、テリア＝マスなんかは一歩も家を出られなかったんでしょ？」

「ええ。仕事が一段落した後は、くたびれ果ててすぐに眠ってしまいました」

「だらしないなー。来年は一緒に遊ぼうよ。お客を楽しませた後は、あたしらだって楽しまないとさ」

　そこでまた、ユーミが蠢うごめく気配がする。

「ね、あんたは『滅落の日』の夜はどこで何をしてたの？　城下町だと、さぞかし立派な宴があるんでしょ？」

「……それは、わたしへのお言葉なのでしょうか？」

「当たり前じゃん。城下町の民は、あんたしかいないでしょ？　それに、他のみんなはダレイムで一緒に騒いでたんだからさ」

　闇に溶け込んだ天てん井じようを見上げたまま、シリィ＝ロウは三度目の息をつく。

「わたしもその日は、仕事でした。貴き賓ひん館かんに招かれて、宴の料理を作っていました」

「ふーん？　その後は？」

「家に戻もどって、眠りましたよ」

「そっかー。あたしは十歳ぐらいから、年の終わりに眠ったことなんてなかったなー。森辺の民は、もともと太陽神のお祝いすらしてなかったんだよね？」

「はい。そのような習わしはありませんでしたね」

　いくぶん遠いところから、ユン＝スドラの声が返ってくる。ひょっとしたら、まだ眠りに落ちている人間はいないのかもしれない。

「そっかそっか。でもまあ森辺の民には、他に色々なお祝いがあるんだもんね。収しゆう穫かくのお祝いに、生誕のお祝いだったっけ？」

「はい。ですが小さな氏族ですと、それほど大きな宴にはなりません。ルウ家のように家族や眷けん族ぞくの多い氏族は、森辺でもごく限られているのです」

　そのように答えてから、ユン＝スドラの声が楽しそうな響きをおびた。

「でも、今度の収しゆう穫かく祭さいでは近在の家が集まって祝宴を開くことになったのです。わたしはそれが、今から楽しみでなりません」

「へー、そいつはよかったね。アイ＝ファやトゥール＝ディンも一緒なの？」

「はい。スドラとファとディンを含ふくむ、六つの氏族の祝いとなります。それでもルウ家の祝宴とは比べるべくもありませんが、わたしはとても楽しみです」

「なるほどねー」と、ユーミも笑いを含んだ声で応じる。

「そういう場では、若い娘が求きゆう婚こんされたりするんでしょ？　そいつはなおさら楽しみだね」

「え？　ああ、はい……よくそのような習わしをご存じですね？」

「うん。ダレイムの宴のとき、舞まいを見せるのは求婚のしるしだって教えてもらったんだー。それで最初はみんな踊るのを嫌いやがってたんだけど、町にそういう習わしはないからって説得したんだよ」

「ああ、なるほど……」

「トゥール＝ディンはまだちっちゃいけど、ユン＝スドラやアイ＝ファはもう結けつ婚こんできるんでしょ？　次の宴で伴侶が決まったりするのかなあ？」

　何か言いよどむような気配の後、ユン＝スドラは「どうでしょう？」と答えた。

「わたしはまだ、嫁となるには力が足りていません。十五になったばかりの若じやく年ねんですしね」

「ユン＝スドラぐらい可愛かわいかったら、男どもも黙だまってないでしょ。結婚した後のあれこれなんて、婚儀をあげてから身につければいいんだよー」

「はあ……」

「それじゃあ、アイ＝ファは？　アイ＝ファこそ、そんなに綺き麗れいだったら相手も選び放題じゃない？」

　しばらくは、返事も聞こえてこなかった。

　すでに眠っているのかな、とシリィ＝ロウがぼんやり考えたところで、「いや」という毅き然ぜんとした声が響く。

「私が伴侶を娶ることはない。私は、狩人であるからな」

「えー？　女の狩人って結婚しちゃいけないの？　それってひどくない？」

「そのような習わしが存在するわけではない。というか、これまでに女の狩人など森辺に存在したことはないのだ」

「あ、そーなの？　それなら遠えん慮りよなく結婚しちゃえばいいじゃん」

「……私は伴侶を娶って子を残すのではなく、狩人として森に朽くちる生を選んだのだ」

　何かシリィ＝ロウは、胸の中がざわめくのを感じた。

　闇の中で、誰だれかが緊きん張ちようしている気配がする。普段はそのような気配を感じることなどないのに、妙みように頭が冴えているために、精せい霊れいか何かに声ならぬ声を届けられたかのような感覚であった。

「へーえ、もったいないなあ。……あたしはてっきり、アイ＝ファはアスタと結ばれるんだろうなーと思ってたんだよね」

　しかしユーミは何も感じていないらしく、そのように言葉を重ねている。

「おたがいを大事に思ってるってのは端はたから見てても丸分かりだし、女の狩人と男のかまど番だったら組み合わせとしてもぴったりじゃん？　一緒の家で暮らしてるのに、そういう気持ちにはならなかったの？」

「……それでも私は、狩人として生きていくことを決めたのだ。それはすでに、アスタにも伝えてある」

「ふーん？　それでアスタは、何だって？」

「この場にいないアスタの心情を、私が勝手に語ることは許されない」

　ひどく静かな声こわ音ねで、アイ＝ファはそう言った。

「そっかー。残念だなー。アイ＝ファとアスタが婚儀をあげるんだったら、あたしもお祝いに駆けつけたかったのに」

「…………」

「それじゃあ、テリア＝マスは？　この中で一番年上じゃん？」

「え、な、何ですか？　どうしてさっきから、そのような話ばかりなのです？」

「んー？　せっかく女だけの夜なんだし、普通はこういう話で盛り上がるもんじゃない？」

「そ、そうなのでしょうか？　わたしは家族以外の人間と眠ること自体が珍しいので、よくわかりません」

　何となく、張り詰つめていた気配がゆるゆると解けていくように感じられた。闇の中で、シリィ＝ロウはこっそりと汗あせをぬぐう。

「で、どうなのさ？　気になる男の一人ぐらいはいるんじゃないの？」

「それはまあ……で、でも、わたしはそんな簡単に婚儀をあげるわけにはいかないのです」

「どうしてさ？　そっちにも、何かややこしい事情があんの？」

「別にややこしくはないのですが……わたしが余よ所その家に嫁よめ入いりしてしまうと、マスの氏が絶えてしまうのです」

　今度はまた、別の方向から驚かされることになった。これでは眠るに眠れない。

「マスの家は他の親族も絶えてしまったので、氏を残しているのはわたしと父だけなのです。ですから、伴侶を迎えるには婿むこを取らなくてはならないのです……」

「あー、そっかー。テリア＝マスは自由開かい拓たく民みんの血筋なんだもんねー。でもさ、よくわかんないけど、そういう氏って残さなきゃならないものなの？　テリア＝マスたちはもう開拓民じゃなくって、普通に王国の民なんでしょ？」

「はい。それでもやっぱり、数百年も続いた氏を自分の代で絶やしてしまうのは、すごく気が引けてしまうのです。もちろん氏を残したところで、何も意味はないのでしょうけれど……」

「なるほどねー。そういえば、あんたも氏持ちだったよね？」

　当然のごとく、ユーミの関心はシリィ＝ロウにも向けられてきた。

　上を向いたまま、シリィ＝ロウは「はい」と答えてみせる。

「確かに古き血の氏は、先細りであるようですね。何か特別な意味があるわけでもないので、余所の人間からも重んじられることはありませんし……ただ、絶やしてしまうのは惜おしいという気持ちはわかります」

「あ、そうなんだ？　それじゃあ、あんたも婿を取るの？」

「……わたしは修しゆ業ぎよう中の身なのですから、婚儀のことなど考えられるわけもありません。それに、兄や姉がいるので責任がかかることもないでしょう」

「あー、やっぱりあんた、末っ子だったんだ？　なんかちょっと甘あまえん坊ぼうだから、そんな気はしてたんだよねー」

「だ、誰が甘えん坊ですか！　それはあまりに失礼な言い様ですよ！」

「そーお？　さっきのシーラ＝ルウとのやりとりなんて、お姉ちゃんに甘えてる妹みたいだったよ？」

　シリィ＝ロウは、暗がりの中で頬を赤らめることになった。

　それを察してくれたのか、テリア＝マスがまた声をあげてくる。

「ユーミは人に聞いてばかりですね。そちらこそ、誰か気になる男性はいないのですか？」

「あたし？　あたしはさー、森辺の民とかどうだろうって考えてるんだよねー」

「ええっ!?」と、何名かが同時に声をあげていた。

「も、森辺の民と？　ユーミが婚儀をあげるのですか？」

「だ、誰か気になる男衆でもできてしまったのですか？」

「別にそういうわけじゃないけどさ、森辺の狩人って、男前が多いじゃん？」

　そんな中、ユーミはくすくすと笑い声をたてている。

「でもまあ、シン＝ルウやルド＝ルウなんかは年下だし、上の兄ちゃんはおっかなそうだし、なかなかこれっていう相手はいないんだよねー」

「そ、そうですか……でも、森辺の狩人が町の人間に婿むこ入いりすることなどはありえませんから、その場合はユーミが森辺に嫁入りしなくてはならなくなるのですよ？」

　そのように言葉を重ねているのは、やはりユン＝スドラであるようだった。きっと彼女も、シリィ＝ロウと同じかそれ以上の驚きに見舞われているのだろう。しかし、ユーミのほうはあくまであっけらかんとしていた。

「だからこそ、じゃん。森辺での生活ってすごく楽しそうだし、屋台の仕事を手伝えば毎日のように宿場町にも顔を出せるし……って、そんなお気楽な考えじゃあ、みんなに怒おこられちゃうのかな？」

「べ、別に怒りはしませんが……でも、これまで森辺の民が余所の人間を伴侶に迎えることなどなかったはずなので……」

「だけど別に、禁きん忌きではないんでしょ？　アスタが家人として迎えられてるぐらいだもんね。……そんな深刻そうな声を出さなくても、今すぐどうこうって話じゃないよ。そもそもお相手すら見つけられてないんだからさ！」

　けらけらと笑い声をたててから、ユーミは少し改まった口調で続けた。

「だけどやっぱり、こうして森辺の集落に呼んでもらえるようになったから、そういうことを考えつくようにもなったんだよね。ちょっと前まではあたしだって、森辺に嫁入りなんて冗じよう談だんでも考えられなかったぐらいだし……あ、あとさ、実はあたしの友達が森辺の狩人にのぼせあがっちゃって、それをアスタにたしなめられたとき、なんかすっごく素す敵てきだなって思えたんだよね。ああ、この人たちはほんとに真ま面じ目めで誠実なんだなってさ」

「はあ……」

「だからまあ、あたしは森辺の民そのものに憧あこがれちゃったのかな？　今のあたしなんてどうしようもなく不真面目で、森辺の男衆に相手にされるわけもないからさ！　そんな浮うわついた気持ちじゃなく、心の底から好きだって思える相手に巡めぐりあえたら、本気の本気で頑がん張ばってみよーって思っただけなんだよ」

「そうですか……」と、ユン＝スドラがしみじみとした口調でつぶやく。

「やっぱりわたしには、町の人間であるユーミの心情を正しく理解するのは難しいのですが……町の人間が森辺に嫁入りするようなことがあったら、それは素す晴ばらしいことなのだと思います」

「そっか。そう言ってもらえるだけで、今のあたしには心強いよ」

　ユーミははしゃいでいるようであり、照れくさそうにしているようでもあった。

「あっ！　それからひとつ言っておくけど、あたしはアスタを狙ねらったりはしてないからね、アイ＝ファ！」

「……うむ？」

「あたしはアスタみたいになりたいんであって、アスタに嫁入りしたいわけじゃないの。あんたに誤解はされたくないから、それだけは忘れないでおいてね？」

「そうか」と、静かにアイ＝ファは答えた。

　また空気が張り詰めるのではないかとシリィ＝ロウは首をすくめたが、むしろアイ＝ファの声音はこれまでと異なるやわらかさを帯びているように感じられた。

「私もユン＝スドラと同じ気持ちだ。少なくとも、町の人間であるお前が森辺の民に憧れている、などという言葉を聞くことになるとは思わなかった。町の人間と正しい縁えんを結びなおしたいと願う我々にとって、それほど得え難がたい言葉はなかなかないだろう」

「そうなのかなー？　あたしぐらい森辺の民と深く関われば、おんなじようなことを考える人間はたくさん出てきそうだけどね」

　そのように言いながら、ユーミはまた笑い声を響かせた。

「それじゃあ、そろそろ眠ろっか。あんたは明日も早いんだもんね？」

「……今のは、わたしへのお言葉でしょうか？」

「だから、そうに決まってんでしょー？　どうして目は開けてんのに上ばっかり見てんのさ」

　と、いきなり視界にユーミの影が割り込んできた。長い髪が顔のほうまで垂れてきて、シリィ＝ロウは閉口する。彼女は森辺の女衆に負けないぐらい、長い髪をしているのだ。

「けっきょくあんた、最後まで一回も笑え顔がおを見せなかったね。宴うたげを楽しめなかったの？」

「……ですからわたしは、宴を楽しむために出向いてきたわけではないのです」

「それじゃあ、来たことを後こう悔かいしてるとか？」

　月明かりの下でユーミの顔を見つめ返しながら、シリィ＝ロウは自問した。

　最初から最後まで、まったくさんざんな一日であった。これだけ疲つかれ果てているのだから、きっと明日の仕事はたいそう厳しいものになるだろう。それを想像しただけで、ちょっと憂ゆう鬱うつになってしまう。

　しかし、このような場所に出向いてきたことを後悔しているのか、と問われると――答えは、『否』であるようだった。

「……べつだん、後悔はしていません」

「そっか。それならよかったよ」

　暗がりの中で、ユーミは笑う。

「たった一日じゃあ、あんたと仲良くなるのは難しそうだからさ。またどこかで遊ぼうね？」

「……わたしはそれほど、暇ひまな身体ではありません」

「あのねー！　そういうときは、お義理でも『機会があれば』とか言っておくの！　そうすれば、波風も立たないでしょ？」

　シリィ＝ロウは何度目になるかもわからない溜息をついてから、言った。

「……では、機会があれば」

　ユーミは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、たいそう嬉うれしそうに笑えみを広げた。

　それをしばし見つめてから、シリィ＝ロウはまぶたを閉ざすことにした。

（ジェノスには、これほどにさまざまな人間が暮らしているんだな）

　自由開拓民たちが切り開いたこの地がジェノス伯はく爵しやくの軍勢に支配されて、およそ二百年――余所の町の人間や、しまいには森辺の民までもが移り住んできて、ジェノスはこのような発展を遂とげた。

　淡あわい色の肌はだをしたこのユーミなども、きっと余所から来た人間の血筋であろう。そういった人々が大勢移り住んできたからこそ、ジェノスはここまでの繁はん栄えいを手にすることができたのだ。

　ジェノスが繁栄しなければ、そこに通ずる石の街かい道どうが築かれることもなかった。街道がなければ、大がかりな行商人が訪おとずれることもできない。道なき道を進んで余所の土地と商売をしようとする人間など、せいぜいシムの民ぐらいしか存在しないのだ。

　石いし塀べいの外で、これだけさまざまな人間たちが暮らし、ジェノスを支えているからこそ、城下町では豊かな食事を楽しむことができている。そんな当たり前のことを、シリィ＝ロウは初めて実感することができたようだった。

（それでわたしの作る料理の質が高まるわけではないけれど……）

　しかし、ロイがどうして危険な石塀の外に出向いてまで、森辺の民の様子を知りたがったのか。今ならば、その意味がほんの少しだけわかるような気がした。

　城下町しか知らなければ、城下町の民を喜ばせることしかできないのだ。シーラ＝ルウがあれほどまでに自分の料理を評価してくれたのも、ロイが森辺の民というものの嗜し好こうを理解していたからにすぎない。シリィ＝ロウなどは、その言葉に従って、自分の引き出しからそれに相応ふさわしい献こん立だてを引っ張り出したにすぎなかった。

　自分が城下町の民しか相手にしていないのならば、それでもかまいはしない。しかしジェノスには、大陸中の人間が集まってくる。ヴァルカスはそういう遠方よりの客人に料理を出す機会が多く、なおかつシリィ＝ロウはあらゆる面において師し匠しように追いつきたいと心の底から切望していたのだ。

　そして、森辺の民である。彼かれらはアスタを筆頭に、城下町の内情などほとんど知らないのに、貴族たちに優すぐれた料理人であると認められている。また、宿場町にはきわめて雑多な人々が集うのに、そこでも成功を収めることがかなっているのだ。
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　育った環かん境きようが異なれば、美味なる料理の基準も変わってくるはずであろう。シムで育てばシムの料理が、ジャガルで育てばジャガルの料理がもっとも好みに合がつ致ちするはずだ。

　城下町の内にしか目を向けていなかった自分が、教えられた通りのシム料理やジャガル料理を作るだけで、本当に森辺の民と同じようにすべての客人を満足させることができるのか――そして、シムやジャガルほど特色のはっきりしていない、セルヴァのさまざまな町に住む人々を満足させることができるのか――そんなのは、心もとないこと甚はなはだしかった。

　もともとジェノスの生まれではなかったタートゥマイやボズルなどは、最初からそんなこともわかりきっていたのだろうか。そして、生きつ粋すいのジェノスの民であるヴァルカスなどは、天才であるゆえに、その知識と技量だけで誰をもうならせるような料理を作ることができるのだろうか。

　シリィ＝ロウは、まだそのどちらの領域にも達していない。シーラ＝ルウがあれほどまでに自分を評価してくれたのは、すべてロイのおかげであったのだ。彼女の優やさしくて温かみにあふれた笑顔は、ロイにこそ向けられるべきものだった。

　自分が思いのままに料理を作っていたならば、かつてのティマロのように森辺の民を失望させていたかもしれない。シーラ＝ルウからあのように、自分の存在を求められることもなかったかもしれない。そのように思うと、胸が痛くてたまらなかった。自分の未熟さが、悔くやしくてたまらなかった。

（それじゃあ……ユーミやテリア＝マスなんかは、わたしの料理を食べたらどのような感想を抱いだくのだろう？）

　涙なみだのこぼれそうな無力感に苛さいなまれながら、ようやく訪れた睡すい魔まにその身をゆだねようとしたとき、シリィ＝ロウの頭を最後によぎったのはそんな思いであった。
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　書き下ろしは、城下町の祝宴です。執筆当時、アスタがいまだに踏み込んだことのないジェノス城の祝宴に参席するなんてけっこう大ごとなのでは？　と思いつつ、けっきょく描く機会のなかったエピソードでございます。短いページ数ではございますが、長年の心残りを多少なりとも解消できたように思います。

　次巻は、いよいよ金の月でありますね。何がいよいよかというと、それは巻末広告などに記載されているかと思われます。二〇一六年に刊行された第九巻で旅立った一団が、ついにジェノスに戻ってくる予定の日取りとなります。

　作中では半年ほどしか経過していないわけですが、現実の時間では四年以上もかかってしまいました。彼らが無事に戻ってこられるのか、望み通りの結果を得られるのか、温かい目でお見守りいただけたらありがたく思います。

　その他にも、さまざまなエピソードをあれこれ詰め込みたいと思います。今巻も次巻も原文ママではページ数オーバーという分量でありましたため、余計な無駄肉だけを削ぎ落して、満足のいく内容にまとめあげたく思う所存でございます。




　ではでは。本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。

　次巻でまたお会いいたしましょう！

二〇二〇年十一月　ＥＤＡ
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小さき氏族の家長たち







　フォウの集落にて行われた、六氏族の合同収穫祭――

　その祝宴もいよいよたけなわとなった頃、スドラの家長ライエルファム＝スドラはベイムの家長と二人で語らっていた。

　賑やかな広場の中央からは少し外れて、ぞんぶんに満たされた胃袋を休めるために、二人で並んで座している。普段はさして交流もない相手であるが、そうであるからこそ、ライエルファム＝スドラはこの時間を得難く思っていた。

「……お前の娘は美しいな、スドラの家長よ」

　と、ベイムの家長がふいにそんなことを言い出した。

　ライエルファム＝スドラは、「うむ？」と小首を傾げてみせる。

「娘とは？　お前は誰のことを取り沙汰しているのだ、ベイムの家長よ？」

「あの、灰色の髪をした女衆のことだ。名前はたしか、ユン＝スドラといったか」

　ベイムの家長の視線の先では、ちょうどそのユン＝スドラと彼の娘であるフェイ＝ベイムが語らっていた。

「あれだけの器量であれば、この夜の内に嫁取りの話をいくつも持ち込まれることであろう。聞けば、かまど番としての腕もなかなかのものであるそうだし……まったく、大した娘だな」

「ふむ。しかし、お前の娘とて、立派な女衆ではないか」

「俺とて、フェイは立派に育ってくれたものと、心から嬉しく思っている。……ただ、俺などの面相に似てしまったことだけが、なんとも不憫でな」

　ベイムの家長は、酔っているのであろうか。普段の彼は剛毅であり、あまりこのような内心を他者にさらすような気性ではなかったのだ。

（それはともかくとして……）

　ライエルファム＝スドラは、あらためて二人の娘たちのほうに視線を飛ばしてみた。

　ユン＝スドラは六氏族の人間であるために、宴衣装を纏っている。スドラの家は貧しかったために花や木の実の飾り物ばかりであるが、かがり火の明かりが七色の織物に反射して、彼女自身が光り輝いているかのようだった。

　いっぽうフェイ＝ベイムはこのたびの収穫祭を余所から見届けに出向いてきた立場であるため、普段通りの装束を纏っている。骨格ががっしりとしてしていて肉づきのいい、いかにも健康そうな女衆だ。顔はいくぶん角張っており、言われてみれば父親似であるのかもしれなかった。

「……俺の目には、どちらも立派な女衆に見えるな。むしろ齢を重ねている分、お前の娘のほうが立派なのではないだろうか？」

「ふん。おためごかしはよしてもらおう。ああして並んでしまうと、器量の差は歴然であろうが」

「それはユンが、宴衣装を纏っているからではないか？　あやつも自慢の家人ではあるが、いまだに子供の面が抜けないのでな。俺としては少々心配にも思っている」

「子供っぽさなどは、愛くるしさの裏返しであろうが？　フェイは中身まで俺に似てしまったため、なかなか人前で笑うこともないような強情の気質に育ってしまったのだ」

「外見も内面もお前に似ているというのなら、やはり立派な人間であろう」

「何を抜かすか。お前は、俺をからかっているのか？」

　ベイムの家長は疑わしげに、ライエルファム＝スドラをにらみつけてみた。

　ライエルファム＝スドラは「まさか」と笑ってみせる。

「お前は、立派な人間であろう。そうであるからこそ、バードゥ＝フォウとともに族長や貴族たちの会合を見届ける役目を与えられたのであろうが？」

「それは……ファの家の行いに反対をする偏屈者の代表に選ばれたというだけのことだ。ファの家の行いに真っ先に賛同したお前から見れば、俺など愚鈍の極みにしか見えまい？」

「そのようなことはない。目先の豊かな生活というものに惑わされず、森辺の民として正しく生きたいと願うことは、とても立派な心がけであろう。……俺のほうこそ、豊かな生活というものに目が眩んでいただけなのやもしれんのだからな」

　ライエルファム＝スドラは真情を込めて、そのように答えてみせた。

「ベイムの家長よ。さきほどは言葉を返しそびれたが、あのユンは俺の娘ではない。あやつはもともと眷族たるリーマの血筋であったが、あまりに家人が減ってしまったために家として立ち行かず、やむなくスドラの家人に迎えることになったのだ。……また、俺の子供はいずれも幼き頃に魂を返してしまったため、俺の子と呼べるのは伴侶の腹に宿った新たな赤子のみとなる」

「ほう……そうだったのか」

「うむ。スドラは今や九名の家人しかおらず、長きにわたって貧しさにあえいできた。俺の子供たちも、貧しさゆえに魂を返すことになったのだ。ゆえに、ファの家のもたらす豊かな生活というものが、眩しくてならなかった。俺たちにとって、ファの家というのは希望そのものであったのだ」

　アスタたちに出会う以前の煩悶や葛藤を想起して、ライエルファム＝スドラは思わず装束の胸もとをかきむしった。

「だから俺たちは、一も二もなくファの家にすがりついた。俺たちが後悔せずに済んだのは、結果論に過ぎん。アスタとアイ＝ファが心正しき善良な人間であったからこそ、俺たちは救われることができたのだ」

「……ふん。お前たちはスン家の罪が暴かれる前から、ファの家の行いに賛同していたではないか。ただ豊かな生活に目が眩んだだけの人間が、そうまで覚悟を固められるものか。あの時代にスン家に逆らえば、どのような目にあわされるかもわからなかったのだからな」

　ベイムの家長は鼻の辺りに皺を刻みながら、そのように言い捨てた。

「ただし、ファの家の是非が問われるのは、次の家長会議だ。お前たちの判断が正しかったかどうか、その日まで判ずることはできんぞ」

「うむ、承知している。そのためにこそ、お前たちはこうして俺たちの行いを見届けてくれているのだからな」

　ライエルファム＝スドラがそのように答えたとき、ふたつの人影がこちらに近づいてきた。木皿を掲げた、ユン＝スドラとフェイ＝ベイムである。

「家長。料理や菓子も間もなく尽きてしまうようです。最後に、こちらをいかがですか？」

　にこにこと笑いながら、ユン＝スドラが木皿を差し出してきた。そこには、アスタたちの作りあげたギバ肉の料理がどっさりと盛られている。

「ふむ。ずいぶん満腹であったはずなのだが、こうして目の前に料理を出されてしまうと、またいくらでも食べられるような心地になってしまうな」

「そうでしょう？　よければ、一緒に食しましょう」

　すると、フェイ＝ベイムも父親の前に木皿を差し出した。

「家長も、よろしければこちらを」

「……なんだ、これは。甘い菓子ばかりではないか」

「わたしがこちらの作り方を習得するには、まだいくらかの時間が必要となるはずです。心残りのないように、たくさん食べておくべきかと思います」

　むっつりとした顔のまま、フェイ＝ベイムはそのように言いたてた。

　確かにユン＝スドラのように、笑顔で他者の気持ちを和ませるような気性ではないようだ。ただ、彼女がどれだけ父親のことを気づかっているかは、その行動に表れていた。

「……俺はやはり、この上なく立派で気立てのいい娘だと思うぞ、ベイムの家長よ」

「やかましい」と言い捨てながら、ベイムの家長は木皿の菓子をつかみ取った。

　楽しかった祝宴も、間もなく終わりの刻限を迎えるのだろう。他の場所ではどのような形で人々の絆が深められているのか。そんなことをぼんやりと夢想しながら、ライエルファム＝スドラは最後の宴料理を口にすることにした。







[image: ]







[image: ]




item/image/p241.jpg
. A d bk T S
s E @ . . .
L e . .
... - . ..
... - . . ..
e L L
. 7 . W .
. . . - . i .
. . & = . -
. - 5 0 . . .
. = . - .
Mmoo M - - S -
L =B @ -
S L L .
E . B e C - —
. . S i . . s T——
S Y e 5 . — . -
.. N e .. - . ; .
. - . . ¢ . = ; ..
- = = 5, i L. . 4 = 8 ; N
T W a0 L W LT B o . ; ..
T W L . W . R . . - ..
W N . . . N . — -
o s R s . L w, g Z ; o
N . . ; s -
& N ; .. N L vy e
N , - ... WA 8 - - e .
: N e e .
: - = . ...
2 - — . g £
: = .
£ . @0 . 4 - -
s - e = r .
s . e i 7 — .
N o= . .~ . 4 ; .
WA e & L > . .
3 . < 8 | .
- s i r
o ¢ . ..
L s e 4 g .
o e . 4 & - .
- g . - i .
. . . . f . e .
. . e g b -y
. . @ e  p e [T .
. . @ Le L .
T donaaas e A o P ] b
v f ... == - . .
. . . . &g Ak .
X . - > e . ...
L L . - e - .
o \ . .
. N . ...
o\ . e .y
L\ S £ e
N > . ’ ..
5 & . .. s .
i A ! . s %y Y 7 - ...
\ . y - 4. i . o .
! . ‘¢ % S .
- A s ) .
. AL - | -
. | = -
. . o 4. W .
. SO - & - .
. . % - e .
. Q L . .
L e ... .
. N . <
s .
. N .
. 5 ..
. -

.

. L .
. . D _

. s s s .
. .






item/image/tokuten.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p113.jpg





item/image/p277.jpg
.

.






item/image/p077.jpg
.
.
.

-
-
o

-






item/image/p351.jpg





item/image/p031.jpg
-
@
e
o
Co
.

-
.
.

) i






item/image/p152.jpg
= o
L






item/image/p350.jpg
: ‘ ~ w W b, DI O
" AN ZHUE AT = U S E L
; ; W_L’)f':iﬁl‘/\/l\jll/

VIPATRE ST By






item/image/p343.jpg
il
.

L

.

.
.
.
.
s
.
.
.
-
,@mmmw
-

!
.
.
.

.
g/@ww 4
¢y

. 5 . N
. oN
. . E N
- .

-
@
‘9;
-
7

Mm@ @amggw
o .
o
e g
o o -
P -
. F
. i )
i : - i E B
o j i . 2w
g N | o f/ i | . B "
gy : / - . : . s

o






item/image/p022.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一章　狩人の誇り



		幕間　～城下町の占星師～



		第二章　ジェノスの闘技会



		第三章　小さき氏族の収穫祭



		箸休め　～ジェノス城の祝賀会～



		群像演舞



		古き血の末裔



		電子版購入特典ＳＳ　小さき氏族の家長たち



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/k002-003.jpg
o \WAY ,
ME— UMK EHEIK XSSt
RK— EROEK|INN==T =
|






item/image/p211.jpg
L
L

L .

. -

.

. o

. .
. .

o
o
o
.
.
L

)
.
.
o

o
o
o
o
-
o
.
o
.
.Y
o
)
o
o
.
D
o
o
.
-
o

—

.
e

-
rE o

g
f y
z; J J
£r F Vo
e B &

N

Lo s

S s
S i, i
- e
e
— T
e
Fooss R sl ataie SESnaa e
e e M
o ey S
e S
£ e N
T e
N
N






item/image/p255.jpg





item/image/HJNOVELS_logo.jpg





item/image/p297.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
- -
> < -

TN N =R - Ve
B 08 QT RO BT D H60 425

) _— ’ .AvCLf(N@.ﬂ.«Nm_%AOT\ — \\

K E DI TN I G EELE VAT DI

SEELU S0 T2 U1 IR0 500 S I ET VA0 S 4 ]

i \






item/image/ok.jpg
HJ NOVELS
HJNO4-23

A FORBLE23

202041211220 WIRREEAT
FH—EDA

RIFH—IAT I
AT —HRREH AR — Y /8
T151-0053
BB XA 2 A2-158

WAk 03(5304)7604 (#idk)
03(5304)9112 (#3)

FVBIAT—K B A FRI#R st &k
#T——AFTERGLOW /B &t A b — )1

ST - B

©EDA
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-2376-4  C0076

s hBOE T151-0053 RRRAKRAA2—15-8
Rl (1) i ) (R NIUREES S
EDA et/ TH5EE

R N ik
Web iz T © —EBIBLTLBLVRAGDET . )
YA MDF I RRICDD BFERSTRBLIES L

LD RRE DRI @ ciuTonts. FEEOTRERTH!
(PC/ %K) ® CEETIICHDT SHETER | 04T,
HI/NIVRFUIFIVT v XESBOWVZLET






item/image/p002.jpg
T8 - SR RKE 114000





item/image/p001.jpg
Cooking with wild game.

Presented by

EDA






item/image/p005.jpg
LA=FA A R  T4vo=Fh

FAXRORROMK. FALE FLAFRORR, EFLHFERL
BT LERV. RERBRHS, LEA%HORA, ERT—F
T 7 DEEDEERTBIT, KR,

2 =2F5 S54INF7L=RF5
N —2Z=RFS | rons, mase. snocchs, #rcen
| sons sk, 2 KSR |HTRELE ROBEALI7ORAVERAERT,
KA. 7RI RMEROZE HYRe55=739

- iy °
HATOS 77 ROGELBET 3 IRORA, 7A=77
DS, —ROB,

EN=NT440
WTALEROK LEBDICEDEER, BHET
ERGMER. Ty7=FAICDEMBLEFTETVS,

R245 =YY
FHEROKSF, BRESHE, T7RONIROTVERE
DBIH, WIDEFIEBLTWS, FADRELIZHNIR,

\&@\ HE (BAZ) OB, K5<T
BR%k. HERODE, HLO
REBBLTLWERREF RS
DREWEL S,

HEMOP R RORRERY =
/ ZBBROES & LTHTHEIC
BBLTVWS,

ANFY—F 0 5 HySa?

I/ ABEBROB—FB. & | (FEA) boSUABRICE
fl LOREOBBE, ABEIME Ob3BHEE oD, TR
T, EPREMLVEAL S, Ay FIb EXMERR. REES
I % LIRRS,

a4

BTHOESKEA, L1F=
WORIA LI-bORERICHE |~
ERF TP VHREBFAD
EHES.

Wl 55 w5 zom30-A wit
Y| BEC. T RS ICRVTHAER






item/image/p004.jpg
- 215 AN/ .-~

~HIOR~

74=77

HDOEETILE—ADKIFA,
—RIZRBLID. ZORICHL

SHEEELTVS. FRIET 7
DRORAE LTRIFANS,

RERBPEX 724

BFEENORBOREA, K
KOBHTEMERL LIcLR
WLTVBH, FIBREHT
O REtRcEHNB,

F4=nv { SY=17
WIFRORRICLT, HLO 5 VOERORR, BERHET,

ZERO—A. SRLIHER DA HFDOREMEDHEALTY |

ORA. ROELOBWTHRE P\ 3. vIOMEDOBED—A,
(3T RN 3 =7

L=

WVIFRORR, Ko&biES
THREES H50% BicE
W, PRIIBED, Ll
T8I 5,

L4Fr=n2

LE=02

WVOEROKS, RAb e &
. FALLTRALEBUED
HEBELTVS, VY OMmED
BEO—A.

335=Lv

WVOFRO=M, EWRLHR,
| > =NYDBFEEKLHI,ITT
[A2-

WOERORY, SHLIRE
DRERD. ¥—F=pvLL
BENIYROBEOREEED
EHTWD,

yi=nv

WIEROKSK, BBE LR, B
FA=T7LI-5DTEHK
&, RFEDEB/BICT 3,

So=0Y

)| voOBRORRICLT, HE
KRR, PRAIOFBEETAR
DIICEDDN, EREERT:
BR. VOOMBEOBEL LS.

S=3=LY

WO DHRORS, =D
D, VHRHEERT. S
LA=WIICPEDIBVEFE
TWa,

Iin=L4

HOTORAVERORM, RE
BUAFERORA, RKEMLER
E MR OR S X,

by==F1>

HERZYOHR. WAKKE
RID, FRIOHBERGIC
FEoTWB, EFEDICHL
TFREMESE 3.

Y74
DOTDAVEROFKS. BIER
WT 4 LERORA, R TAH

BAOBROEH L SATVS,

B, HEEHOBSERLAT, [





